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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　外務省安全情報（中央アジア）

　●セリカスタン北部（ウルモア自治州）のモンゴル人民共和国との国境付近


「渡航の延期をおすすめします。」



　●セリカスタン西部（サラムルィック自治州）のカザフスタンとの国境付近及び首都アーディン市並びにグィーラン市を除く地域


「渡航の延期をおすすめします。」



　●首都アーディン市及びグィーラン市


「十分注意して下さい。」



（問い合わせ先）

　○外務省領事局海外邦ほう人じん安全課（テロに関する問い合わせを除く）


住所 東京都千代田区霞が関Ｓ-２-１

電話（代表）03-３５８０-○○××（内線）××××









　　　第一章　「異邦人」







「……ここは……どこだ？」

　そこには、空と大地だけがあった。

　ぐるりと周囲を見渡せば、はるか南の地平線に白く光る天てん山ざん山脈の峰々と、そして北の地平線にアルタイ山脈の白い峰々が見えるが、その他ほかに視界に入るものは無い。

　そこにあるのは、一いつ切さいの人工物の無い大草原だけだった。

　いや、正確に言うならば、人工物はあった。それは、足もとにある一本の白い道だった。

　草原の中を突っ切るその未舗ほ装そうの白い道だけが、ここが無人地帯ではないことの証明だった。

　その道は左のゆるやかな丘の向こうからやってきて、そのまま右の草原の地平線へと消えていた。

　視界の中には動くものすらない。

　龍たつ也やは、ぼんやりとした鈍い痛みの残る頭を、もう一度振って、自分の記憶をたどった。

　……昨日きのう、中国から国境を越えてセリカスタンに入って、夕方にグィーラン市のホテルにチェックインした後で、市内に買い物に出たんだよな。んでもって、ホテルの近くのバザールじゃあ面白くないと思ってガイドの目を盗ぬすんで一本裏の路地に入って……出土品を並べてる露天でチャイ（お茶）を出されて……。

　龍たつ也やは両手の人差し指で、頭の左右のこめかみを押さえた。

　なんとなく、自分の頭が一回り大きくなったように感じた。

　……くそ、それから後の記憶が無い。何か薬でも入れてあったんだな。

　そこまで考えたとき、龍也は、はっと顔を上げた。

　あわてて自分の身体からだを探る。

　着ている服はそのままだった。厚手のジーンズも、フードつきのマウンテンパーカーも、池袋のインポートマートで買ったアライグマの尻尾しつぽがついた毛皮の帽子ラクーンハツトもそのままだった。しかしすべてのポケットが……ズボンのポケットも、着ていたパーカーのポケットも、空からっぽだった。

　気がつくと、背中が軽かった。

　龍也は、ばね仕掛けのように、ぴょんと立ち上がって、自分の周囲を見回した。

　……リュックが無い！

　頭の中に充満していた血が、さーっと降りていくような気分と共に、龍也の意識の中にあった非現実感が、一気に消え失せ、その代わりにパニックがやってきた。

「え？　あ、うわ、そんな！　財さい布ふも、パスポートも、ノートパソコンもデジカメも、全部無いなんて、そんなのあるかよ！」

　どうする？　どうすればいいんだ？

　そうだ、そういえば、このツァーに参加するときに、渡されたパンフレットに、こういうときどうすればいいのか、書いてあったよな。

　龍也は必死に、海外旅行ツァーの申し込みのときに誓せい約やく書や渡航手続書と一緒に渡されたトラブル時のマニュアルパンフレットの内容を必死に思い出そうとした。

　しかし、いくら思い出しても、そのマニュアルの目次には『中央アジアの草原に無一文で放り出された場合』などという項目は掲けい載さいされていなかったような気がした。

「うわー、くそぉ！　こんなことになる人間だっているんだから、もっときめ細かい対応をしたマニュアルを作っておけよ！」

　龍也は、忌いま々いましげにつぶやいた後で、それでも一生懸けん命めいに考え始めた。

　……えーと、現地で犯罪の被害にあったときは、どうするんだっけ？

　警察……いや、領事館か大使館に行かなくちゃいけないんだっけ？

　その前にまずガイドに事情を話さなきゃいけないんだ。

　……でも、どうやって？

　龍也は、途方にくれたようにあたりを見回した。

　そこは大草原のど真ん中だった。

　人も家も車も無い、視界の中にあるのは、空と大地と地平線まで続く一本の道だけだった。

　へたりこむようにその場にしゃがみこんだ龍たつ也やは、力なく笑った。

「は、ははは、シルクロードを使って日本まで歩いて帰れってか？　冗じよう談だんきついぜ……」

　そう、龍也の目の前にある道は、その昔、中国とヨーロッパを結ぶシルクロードと呼ばれる大陸行路の一つ、天てん山ざん山脈の北側を進んで今のカザフスタンに抜ける天山北ほく路ろと呼ばれる街道に沿って伸びる裏道の一つだった。

　アジアとヨーロッパの間にある高原地帯には、二つの大きな山脈がある。南の天山山脈と北のアルタイ山脈である。

　そのアルタイ山脈の南側、モンゴルと中国と、カザフスタンとロシアの四つの国の国境が交差するあたりにある小さな国セリカスタン。

　その誰も知らない小さな国の平原の真ん中に座り込んだ龍也は、そのまま頭を抱えた。

　道もわからない、言葉も通じない、家も人もいない。こんなところにパスポートも金も無い状態で放り出されて、どうしろって言うんだ？

　この責任は誰が……。

　そこまで考えたときに、龍也は、日本を出るときに書かされた誓せい約やく書に書かれていた言葉と、そして現地で何度も何度も念を押された言葉を思い出した。

「自己責任……ってことか？」

　龍也が参加したツァーは、いわゆる安全な有名観光地を回るものではない。

　普通の人が行かない、つまり観光地ではない場所を回るアドベンチャーツァーと呼ばれるものだった。

　龍也は、旅行代理店の人が言っていた言葉を思い出していた。

　このツァーは、普通のツァーではない。危険と常に隣り合わせのツァーである。

　ガイドはできる限りのことはする。しかし、マン・ツー・マンで面倒を見るわけではない。自分の生命と財産を自分で守るスキルのある人しか参加させたくないのだ……と。

　龍也は、力なく首を振った。

　俺おれは、普通の人が行かない場所に行きたかっただけなんだ。

　だって、普通の人と同じところに行って、普通の人と同じものを見て、普通の人と同じ体験をして帰ってくるだけなんて、考えただけでも虫むし唾ずが走る。

　俺は、普通であることを強制される学校という空間を否定するために、そして、普通の人間にされてしまった自分を、もう一度取り戻すために旅をしようと思った。

　普通の人間であり続けようとする人間に、最大限の賛辞を与える、あの日本という国から出ようと思った。

　あのまま、黙って学校の教室の椅い子すに座って、普通の人間にされるのを待つのなんか、まっぴらごめんだ。普通の人間なんかになりたくない！

　……俺おれは、そう考えていた。

　そりゃあ確かに、今の状況は普通じゃない。普通じゃないけど……。

　俺が望んでいた「普通じゃない状況」ってのは、こういうのじゃないんだよなあ……。

　ひざを抱えてしゃがみこんだ龍たつ也やは、顔を上げると、南の地平線のかなたに見える白い万年雪に覆おおわれた天てん山ざん山脈を眺めて小声でつぶやいた。

「おーい、天山山脈。お前と同じ名前の人間がここで困ってるぞー。なんとかしてくれー」

　そのつぶやきは、広大な空間の中に吸い込まれ、木こ霊だますら返って来なかった。

　龍也は自分の髪かみの毛を両手でくしゃくしゃとかき回した。

「えーいくそ！　旅行のパンフレット見たときに、自分の苗みよう字じと同じ名前を持つ山脈なんて見つけるんじゃなかった……って言うより、その山脈を見てみたい！　なんて気を起こすんじゃなかった！」

　龍也の脳裏に、新聞や週刊誌の見出しが浮かんだ。

『引きこもり日本人高校生、海外旅行中に行方ゆくえ不明……中央アジアのアドベンチャーツァーに参加していた、都内Ｆ高校三年生の天あま山やま龍也くん十八歳が、セリカスタン東部の都市で消息を絶った。天山くんは夏休みが終わった後も登校せず、家族に「自分を見つめ直す旅に出る」と言い残しており、当局では自殺の可能性を含めて現地の関係各局に問い合わせを行っているが、現地の治安情勢の悪さから絶望的と……』

　そこまで考えた後で、龍也はぶんぶんと首を振った。

　ダメだ、考えがどんどんネガティブな方向に向かっちまう。こういうときこそ、前向きに希望を持って動くべきだ。

　……でも、前向きに考えたくてもなあ。

　龍也はため息をついた。

　ここが日本なら、なんとかなる。小こ一時間歩けば、必ず人家か道路に出会うだろう。道路に出れば車だって通っているはずだ。家に人がいれば助けを求めることもできるし、電話だって通じているだろう。

　でも、この国では一時間どころか丸一日歩いたって、人や車と出会うことは無い。

　龍也は、中国のウィグル自治区からセリカスタンに入るまで乗っていた列車の窓から見た光景を思い出していた。

　それは、日本の列車の窓から見える光景とはかけ離れたものだった。

　日本の鉄道は街の中、人の生活の中を走り抜ける。

　山間部を走るときも、そこに人家は無くとも、畑や植林や高圧線の鉄塔という、人の営みを示すものがどこかに必ずある。

　しかし、中国からセリカスタンに抜ける列車の窓から見える光景には、まったく人の痕こん跡せきが無いのだ。

　都市を出て三十分しないうちに、いきなり荒野が広がり、その荒野が延々と続く。

　人家も人も、自動車も、およそ人間の手が加わったものが何一つ無い無人の荒野を列車は走り続けるのだ。

　龍たつ也やは自分の前にある道に視線を落とした。

　……あの、無人の荒野に比べれば、道があるだけマシかもしれないな。この道をたどって歩いていけば、車や人に出会うかもしれない。

　でも、一日に一回どころか、週に一回、自動車が通るかどうか、ってレベルの道だよなあ、これは。

　目の前にあるのは、自動車の車輪の幅の部分だけ草の成長が悪く、ところどころに白い小石や砂が顔をのぞかせている、道というよりも、単に「自動車が通った痕こん跡せき」と呼んだ方がしっくりくるようなものだった。

　龍也はため息をついた。

　……かといって、あても無く歩き出してもなあ。どっちに行けば街があるのかわかりゃしない。一生懸けん命めい歩いた先が砂漠だった……なんてことになったら目も当てられないし。

　なんか、今の俺おれって、冬山で遭そう難なんした登山者みたいだな。

　龍也は、もう一度ため息をつくと、空を見上げた。

　中央アジアの空は、日本の晩秋のような色をしていた。

　この地方の標高は二千メートル以上ある。日本で言えば立たて山やま連峰の頂上あたりの高さであり、さらに南北で言えば北海道の最北ほく端たんにある稚わつか内ないよりも北に位置している。

　当然のように、この地方の夏は短い。九月の声を聞く頃には夜間の気温が十度を割り込むこともめずらしくない。

　それを聞いていたから龍也は、わざわざ池袋まで行って、毛皮もこもこのラクーンハットを買い込んできたのだ。

　草原を渡ってきた冷たい風を頰ほおに感じた龍也は、思わず着ていたマウンテンパーカーの襟えりを寄せて身震いした。

　……うわ、このままじゃ俺も冬山登山の遭難者と同じことになりそうだ。

　ここが日本なら、捜そう索さく隊とかがヘリコプターで飛んで来たりするんだろうけど、こんなド田舎いなかの国じゃあ、そんなことあるわけ無いし……。

　そう考えたとき、龍也は、遠くから、ぱたぱた、というバイクの排気音を聞いたような気がした。

　……バイクの音か？　いや、違う、バイクによく似た音だけど……これはもしかして、ヘリコプターの音か？

　耳を澄ますと、自動車のエンジン音も混じっているように聞こえる。

　……一体何が近づいているんだ？

　いや、音の正体なんかなんだっていい。ようは誰かがこっちに向かって来ているってことだ。助かったぞ！

　龍たつ也やは元気よく立ち上がると、エンジン音の聞こえてくる方向を見つめた。

　音は、龍也の目の前に左右に伸びる道の左側から……道が、なだらかな丘きゆう陵りようの向こうに消えるあたりから聞こえてくるようだ。

　最初に龍也の視界に入ったのは、丘の向こうに立ち昇った白い土煙けむりだった。

　そして、白い道が陸の頂上で空と交わるあたりに、ぽつん、と黒い点が見えた。

　その黒い点は、後ろに白い土煙を舞い立たせながらみるみるうちに近づいてくる。

　やがて、それは見覚えのある自動車のシルエットに変わった。

「やった！　自動車だ！　あれに乗せてもらえれば、どこかの街までたどり着ける！」

　龍也は目を輝かせると、両手を振りながら、思わずその場でぴょんぴょんと飛び跳はねた。

　やがて、自動車はフロントガラスや丸っこいボンネットに丸いライトを持つ、クラシカルなデザインが見分けることができるほどの距離に近づいた。

　軍用車両のような濃こい緑色に塗られたその車は、幌ほろの屋根を持つ四枚ドアの小型自動車だった。

　セリカスタンに来る前に通った中国の都市の中でも、よく見かけたところをみると、中国製の車なのかもしれない。

　自動車は速度を緩ゆるめることなく、地面の凹おう凸とつに応じて前後左右に揺れながら、ぐんぐんと近づいてくる。

　次の瞬間。龍也が想像すらしていないものが、車の後ろに出現した。

　それは、黄おう土ど色いろの地じに茶色の迷めい彩さい塗と装そうを施した丸っこい機体のヘリコプターだった。

　前傾姿勢のまま、自動車を追いかけるように進んで来るそのヘリコプターは、昆虫の複眼を思わせるような何枚ものガラスで構成されたコックピットを持つ、かなり大型のものだった。

　うはあ！　自動車とヘリコプターの両方が来てくれた！

　やけに手回しがいいけど……ガイドの人が、警察と領事館に通報してくれたのかな？

　どっちにしろ、これで助かった。

　龍也がほっとしたように肩の力を抜いたそのとき。

　ヘリコプターの機体の両側で何かがチカチカと点滅した。

　一呼吸……するより早く、自動車の周りに、二メートルほどの高さに土が噴ふき上げ、それと同時に、周囲に腹の底に響くような重々しい爆発音が連続して響きわたった。

　それは、マンガや小説によく登場する「ドドド！」とか「ダダダ」という簡単な、軽々しい擬ぎ音おんで表現できる音ではなかった。

　十二・七ミリ以上の口径を持つ重じゆう機関銃じゆうの銃じゆう声せいを何と表現すればいいのだろう。

「ドバン！」とも「ドカン！」ともつかない激しい爆発音が連続するその音は、通常の爆ばく竹ちくの破は裂れつ音を、五十倍にした音、とでも言えば理解できるかもしれない。

　自動車は銃じゆう声せい……つまり連続する爆ばく発はつ音を発するヘリコプターと、機関銃じゆうの弾だん着ちやくによる土の噴ふん水すいを後ろに伴ったまま、龍たつ也やめがけて突っ込んできた。

「うわぁ！」

　龍也は棒立ちになった。

　想像を絶するような出来事の中に放り込まれたとき、ほとんどの人間は判断停止となって、その場に凍こおりつく。

　腰を抜かすとか、へたり込むというのは、何か驚きよう愕がくすることがあったその後。いわば凍フりリつーきズが溶けた後に起こる反応なのだ。

　道の真ん中で棒立ちになった龍也に気がついたのだろう、自動車は急ブレーキをかけて右にハンドルを切った。

　自動車は道を外れたが、噴水のように噴ふきあがる土の壁と、ヘリコプターは、そのまままっすぐ龍也の方に進んできた。

　それと同時に、龍也の全身をビシビシと叩たたくようなショックが伝わってきた。それは、目の前の地面に弾着する機関銃の弾丸から発する衝しよう撃げき波はだった。

「うわわわ！」

　龍也は、言葉にならない悲鳴を上げて首をすくめ、上半身を丸めた。

　映画などでは、機き銃じゆう掃そう射しやを受けた人間が、横飛びに逃げるようなシーンがよく出てくる。しかし、あれは自分が何をすればいいのか、ちゃんと理解しているからできることだ。

　訓練も何も受けたことの無い日本の高校生である龍也にできるのは、せいぜい身体からだを丸めるくらいだった。

　そのとき、龍也の目の前で、ヘリがすっと機首を上げ、それと同時に龍也に向かって伸びてきていた土の噴水が、ぴたっと止まった。

　方向を変えた自動車を再び射線に乗せるためだろう、ヘリはそのまま高度を上げて、大きく旋せん回かいを始めた。

　自分の周囲から動くものが消えたのに気がついた龍也は、大きく息を吐はいて、その場に両膝ひざをついた。

　ヘリの爆ばく音おんに混じって、肩と頭から落ちた土と小石が、自分のまわりにぱらぱらと音を立てるのが聞こえた。

「○▲□×！」

　龍也の耳に、女の人の叫び声が飛び込んできたのはそのときだった。

　声がした方角を振り向くと、車の脇わきにブルーのタイトスカートに白いブラウスという、どこかの事務員のような格好をした、長い髪かみを後ろで無む造ぞう作さに結んだ二十五歳さいくらいの若い女の人が立っていた。

「○▲□×！　＄☆[image: おす]！」

　その女の人は、龍たつ也やに向かって再び現地語らしい言葉で叫んだ後で、脇わきに抱えていたパイプのようなものを肩にかついで、その先せん端たんにある真ん中が膨ふくらんだ円えん錐すい形の尖とがった部分を、旋せん回かい中のヘリコプターに向けた。

　銃じゆう器きなどに詳くわしくない龍也にも彼女が構えているのが武器、それもロケット弾だんのようなものだということはわかった。

　ヘリコプターは旋回を終え、まっすぐこちらに向かって進路を定めた。

　コックピットのガラスが、正面から当たる西日を反射させてきらめいたそのとき、彼女は叫んだ。

「こなくそぉ！　かばちぃたれなぁ！」

　龍也は息が止まるほど驚いた。

　それは、どう聞いても日本の言葉……それも広島弁だったからだ。

　父の仕事の関係で、龍也は小学校の六年間を広島で過ごした。休日などにプロ野球の応援のために、何度か広島市民球場に連れて行ってもらったことがあった。

　さっき、女の人が叫んだ言葉は、そのとき、広島市民球場でよく聞いたケンカのときの罵ば声せいと同じものだった。

　女の人は、広島弁で叫び終わるのと同時に引き金を引いた。

「ドバン！」

　再び爆ばく竹ちくの音を、もっと太く重くしたような爆ばく発はつ音が響きわたり、肩に担かついでいたパイプの先端の円錐型の部分が空中に飛び出した。

「うわ！」

　顔と身体からだを叩たたくその轟ごう音おんと衝しよう撃げき波はに耳を押さえようとした龍也の見ている前で、パイプから飛び出した先端部は、十五メートルほど飛んだ後で後部からオレンジ色の炎ほのおを吐はき出して、シュルシュルという音を立てて一気に加速し、ヘリコプターに向かって一直線に飛んでいった。

　ヘリコプターは、火の玉を避さけるような形で機体をひねった。しかし、西日をコックピットの正面から受けていたため、パイロットが発見するのが遅れたのだろう。火の玉は、ひねった機体の斜め前の部分に命中した。

「ボン！」

　爆発音は小さかった、しかし、ヘリコプターの側面で光ったオレンジ色の輝きは、そのまま大きな火の玉に変わった。

　ヘリはがくっと機首をつんのめらすと、燃え上がったまままっすぐ龍也たちの方向に突っ込んできた。

　最初に大地に接触したのは上部にあるローターだった。
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「どがぐしゃべきどんがらがっしゃん！」という破は壊かい音と金属音が入り混じった轟ごう音おんを立てて大地を激しく叩たたいたローターは、土ど砂しやを噴ふき上げてバラバラに飛び散り、その土砂の中でヘリの機体は二つに折れた。

　機体に搭とう載さいされていた燃料に引いん火かしたのだろう、次の瞬間、その折れた部分から、とてつもない大きさの炎ほのおが噴き上がった。

「うひゃあああ！」

　龍たつ也やは、今度こそ完全に腰を抜かして、その場にへたりこんだ。

　たて続けのとんでもない経験を受け、精神が麻ま痺ひしたため、気が抜けたのと同じ状態になったのだ。

　眉まゆ毛げが焦こげそうな熱気にさらされた龍也が、腰を地面に落としたまま、じりじりと後ずさりするように逃げ始めたとき、誰かが龍也の腕をつかんだ。

　ふっと、石せつ鹼けんのような甘い匂においが龍也の鼻をくすぐるのと同時に、現地語らしい言葉が飛んできた。

「○▲□×○▲？　＄☆[image: おす]！」

　龍也の腕をつかんだのは、さっきロケット弾でヘリコプターを撃げき墜ついした、事務員のような格好をした若い、きりりとした眉まゆと目を持つ、気の強そうな美人のお姉ねえさんだった。

「あ……あんた、日本人なのか？」

　お姉ねえさんは、びっくりしたように目を見開くと、イントネーションのおかしな日本語で答えた。

「オマエ……日本人か？　なんでこンなとこにいるんじゃ？」

　……あれ？　このお姉さんは日本人じゃないのか？　じゃあ、なんでさっき妙みような広島弁で怒鳴ったんだ？

　龍たつ也やの脳裏に疑問が浮かんだとき、風向きが変わったのだろう、ごうっ、という音を立てて熱気と煙けむりが押し寄せてきた。

「○×□！」

　お姉さんはそう言って龍也の腕うでを引っ張った後で、改めて言いなおした。

「来い！　逃げるで！」

「あ、はい！」

　その迫力に龍也が思わずうなずくと、お姉さんは、そのまま龍也を引きずるようにして走り出した。そして自動車の脇わきまで連れて来ると、後部座席のドアを開けて言った。

「乗る！　早く！　煙で人が来る！」

「……どこに行くの？　俺おれはグィーラン市に……」

「うるさい！　さっさとノレ！」

　お姉さんはそう言うと、龍也の背中を、どん、と押してそのまま後部座席に押し込んだ。

「うわ！」

　背中を押され、身体からだのバランスを崩くずした龍也は、思わず手を伸ばした。

　その手が、何か柔やわらかい物に触ふれた。

　座席シートのクッションとは違う、生き物の身体特有のぐにゅ、とした柔らかさだった。

　……あれ？

　どうやら後部座席には先客がいたらしい。

　ひょい、と顔を上げた龍也の目と鼻の先に、目をまん丸にしてこっちを見つめている女の子の顔があった。

「あ、うわ、やばい！」

　自分の手が、その子を押し倒すような形で胸に触れていることに気がついた龍也はあわててその手を引っ込めて頭を下げた。

「ごめん！　わざとじゃないんだ！」

　女の子は、動揺している龍也を、きょとんとした目で見た後で、にこっと微笑ほほえんだ。

　……よかった、怒ってるわけじゃなさそうだ。てっきり悲鳴とか上げられるかと思ったのに。

　龍也が、ほっとしたそのとき、前の方から怒鳴り声が飛んだ。

「何やっとんじゃ、こん、クサレ外げ道どうがぁ！　姫ひめサンに手ぇ出したら承知せんぞぉ！」

　あのお姉さんが、運転席から振り向くように顔を出して龍也をにらみつけていた。

「あ、いえ、何もしていません！　まちがって触さわっちゃっただけで……」

「触ったぁ？」

　お姉ねえさんの声のトーンが低くなった。

　龍たつ也やの生存本能が危険信号を出し始めたとき、横にいた女の子が何かを言った。

「△◎□！」

　お姉さんは疑いの目で龍也を見ながら答えた。

「☆＃♀＃？」

　女の子はお姉さんに向かって笑ってうなずいてみせた。

　そのやりとりは、龍也には、まったくわからなかった、しかし、女の子が龍也をかばってくれたことだけは、なんとなくわかった。

　お姉さんは、疑いの表情を残したまま、龍也に言った。

「姫ひめサンが、なんもされちょらん言うとるからエエが……おかしな真ま似ねしよったら承知せんど」

「しませんしません！」

　龍也が、ぶんぶん、と音がするほどの勢いで首を振るのを見て、お姉さんは納得したように前を向き、ハンドルを握り締めて言った。

「ならエエが……ほじゃ、つかまっとれよ、裏道は揺れるけの」

「はい！」

　龍也がそう答えるのと同時に、車ががくんと揺れて走り始めた。

　お姉さんは、車のマニュアルギヤを小まめに入れ替えて、エンジンの回転数を上げ、トルクを保ったまま、未舗ほ装そうの道を走らせた。

　旧式の板バネで作られたサスペンションは、地面の揺れをそのままダイレクトにがっつんごっつんと車体に伝え、そのたびに車体は豪ごう快かいに上下左右に揺れまくる。

　その暴れまわる自動車のハンドルをしっかりと握ったまま、ルームミラー越しにお姉さんが聞いた。

「おい、なンで日本人がこげなとこにおるんじゃ？」

　めちゃくちゃに揺れる車内で舌を嚙かまないように気をつけながら、龍也はゆっくりと答えた。

「ツァーで来たんだ」

「ツァー？　ツァーと言うとあれかの？　モノミユサンの旅かの？　何を見るとな？　何もありゃせんぞこの国には」

「……モノミユサン？」

　ルームミラーに映ったお姉さんは、怪け訝げんな顔をした。

「そう、モノミユサンじゃ。日本語に無いかの？　あちこちに行って、いろんなものを見て回る……確かカンコーとも言うそうじゃ」

「カンコー？　ああ、観光のことか！」

　そう答えたときに、龍たつ也やの頭の中で「モノミユサン」という単語が観光という言葉から連想された「物もの見み遊ゆ山さん」という単語に変換された。

「ああ、物見遊山ね！　でも、古い言葉で今ではめったに使われないね」

　ルームミラーの中のお姉ねえさんは、恥ずかしそうに、それでいて何かを懐なつかしむように答えた。

「わしの日本語は、爺じいさんから教わっとるけぇの、少し古いかもしれんの」

「お爺さん？」

「ああ、そうじゃ、わしの爺さんは日本人での、ヒロシマちゅうとこで生まれたそうじゃ……ずいぶん前に死んだが……いわばわしはクゥォーターちゅうところかの」

　お姉さんが「クォーター」という部分だけ、実に流りゆう暢ちような英語の発音で言ったのを聞いて、龍也は思った。

　……この人は、きっと他ほかにも何ヶ国語も話すことができるに違いない。

　いきなりヘリコプターに追いかけられて機関銃じゆうで撃うたれるわ、今度は逆にロケット弾だんぶっ放してヘリコプター撃げき墜ついするわ、一体何者なんだ？　もしかしてスパイとかテロリストとかそういった種類の人間かもしれない。

　そして、龍也は気がついた。

　……あそこから逃げ出したいと思っていたから、言われるままにこの車に乗り込んだけど……そんな人の運転する自動車に乗っていて大丈夫なのか……俺おれ？

　そして、龍也は、自分の横に座っている少女に、そっと視線を送った。

　さっき、息がかかるほどの距離で真正面から見つめ合ってしまったため、妙みような気恥ずかしさを感じて、とても堂々と見つめる気にはなれなかった。

　長い黒髪かみを白いヘアバンドでまとめ、ピンク色のちょっと古臭くさいデザインのワンピースを着たその子は、十五、六歳さいだろうか、おとなしそうで清せい楚そな、整った顔つきの少女だった。

　……スパイとかテロリストとか、そういった関係の人間が、こんな女の子と一緒に行動するだろうか？

　そういえば、あの迫力お姉さんは、さっき、この子のことを「姫ひめサン」と呼んでいたけど、本当にそんな感じの子だな。

　こういう子のことを、なんて言うんだろう？　「美人」……じゃないよな、美人というのはもっと冷たい人工的な感じがする言葉だ。

「可か憐れん」かな？　いや、それも古臭いよな。やっぱり「萌もえ美少女」ってのがぴったりかもしれないな……。

　龍也がそんなことを考えていると、少女は、龍也の考えていることがわかったかのように、急に赤い顔になってそっぽを向いた。

　……あ、いけね。調子に乗り過ぎた。

　龍也があわてて視線をそらしたとき、お姉さんが聞いてきた。

「あンた、名前はなんというかの？　パスポート持っとるか？」

「名前は……天あま山やま龍たつ也やといいます……パスポートは……いえ、パスポートだけじゃなくて他ほかにリュックや財さい布ふも全部盗とられて……」

　龍也がそこまで言ったとき、その言葉をさえぎるようにお姉ねえさんが言った。

「あンた、昨日きのうグィーランの街で、出土品の店をのぞいたじゃろ……ンでもって、その店でチャイを一杯飲んだ……違うか？」

「よくわかりますね」

　目を丸くした龍也を、ルームミラー越しにちらっと見て、お姉さんは笑った。

「シャリムの店に引っかかったカモは、たいてい、東街道の裏道か、西街道の遺い跡せきの脇わきに捨てられるからの」

「くそう！　グィーランに戻ったら、警察に訴えてやる！」

　悔くやしそうにつぶやいた龍也を見て、お姉さんは首を振った。

「グィーランには行かんで……わしらはグィーランから逃げとるんじゃ」

「え？」

　自分が、一番近い街であるグィーランに向かっているとばかり思っていた龍也は、息が止まるほど驚いた。

「グィーランを押さえとる政府軍の連中は、必死に追いかけて来ぃとるはずさ……」

　そして、お姉さんは、実にあっさりとした口調で、こう付け足した。

「姫ひめさまを、とっ捕つかまえて殺すためにのぅ」

「とっ捕まえて殺す？」

「内戦が始まったんじゃ！　私らキンリ族は弱小部族と言えども、七大部族の一つじゃ。旧政府軍としては、部族長の一族を生かして帰すわけにはいかんけぇのう」

　そして、お姉さんはルームミラー越しに言った。

「わしはキンリ族の戦士長サラサじゃ。そちらのリューカ姫の護衛役を仰おおせつかっとる。悪いがしばらくつきあってもらうで。外国人が一緒にいれば追っ手の検問をくぐりぬけるのが楽になるけぇの……嫌いやじゃとゆうならこの場に放り出していく。言っとくが五十キロ四方に家は無い。もうすぐ日が暮れる。ほいでもってここらは平原狼おおかみの領分じゃ……どうする？」

　龍也に『嫌いやだ』と言う勇気は無かった。

「わかった……」

　そう言って小さくうなずいた龍也を見て、サラサと名乗った女戦士は、満足そうに微笑ほほえんで言った。

「よし、その選択は賢かしこいで」

　……どこに連れて行かれるのかわからないけど。誰もいない荒野のど真ん中に放り出されて、一夜を過ごすことに比べれば、まだマシなんだ。

　龍たつ也やは自分にそう言い聞かせたが、どうやっても心の中の自分を騙だませそうになかった。

　俺おれは、どうなってしまうんだろう。

　……今頃ツァーのガイドから領事館に連絡がいっていると思うけど、ガイドとかは俺を助けるために動いてくれるだろうか？

　……そう言えばさっき、このサラサさんは、セリカスタンは内戦状態に入った、って言ったよな、んでもって、内戦って、戦争のことだよな。

　龍也は、ツァーに参加する前に読んだ約やつ款かんという名前の契約書のような書類の中にあった文章を思い出していた。

　……確か『内乱、戦乱などに巻き込まれた場合は、旅行社は一いつ切さいの責任を負わない』とかなんとか書いてあったような気がする。

　……て、ことは、誰も俺のためには動いてくれない、全部自分で何とかしろってことなのか？

　龍也は頭を抱えた。

　うわー、こんなツァー参加するんじゃなかった。格安だから選んだのに、こんな無責任なツァーだとは思わなかった！

　龍也が参加したアドベンチャーツァーというのは、ツァー会社が手配するのは移動手段と宿泊施設のみ。それ以外のことには一切関与しないという格安ツァーで、この種のツァーを組む旅行代理店は日本ではほとんど無いが、ヨーロッパなどではごく普通に存在する。

　ツァーモビルと呼ばれるベンツの六輪駆く動どうの大型トラックを改造した、バスともトラックともつかぬ車両に客を乗せて、パリから陸路でインドのカルカッタまで行くツァーとか、チベットの奥地まで行くツァーなどがいくつも組まれており、夏休みともなると、トラックの荷台は大きな荷物を背負ったヨーロッパの学生たちで占領される。

　どんなことになっても一いつ切さい文句を言わない、という了解の下に行われるツァーであり、ヨーロッパに留学した日本人の学生が、いわゆるパック旅行のつもりで参加して、あまりの過か酷こくさに途中で逃げ帰ってしまった。などという逸いつ話わに事欠かない。

　ツァーを組む旅行社は、別に無責任なわけではない。最初からそういう旅行だと説明し、契約している以上、それ以上のことを旅行会社に求めるほうが間違っているのだ。

　……俺は普通じゃない人間になりたくて、普通じゃない旅行をするために、このツァーに参加した。

　確かに今の状況は普通じゃない。

　普通じゃないけど、俺は望んでた普通じゃない体験ってのはこんなんじゃない。

　ちょっと危険だけど、死んだり怪け我がしたりしない。安全な範囲での冒ぼう険けん。

　俺が求めていたのは、そういう経験だったはずなのに……。

　いきなりヘリコプターから機関銃じゆうで撃うたれたり、かと思えば、そいつをロケット弾だんで撃げき墜ついして大爆ばく発はつとか、めちゃくちゃ危険な目にあっちまった。

　龍たつ也やは再び頭を抱えてつぶやいた。

「俺おれは、どうなっちまうんだ？」

　そのとき、龍也の頭に誰かの手が触ふれた。

　顔を上げると、そこにリューカ姫ひめと呼ばれた少女の微笑があった。

　姫は、龍也を力づけるように微笑ほほえんで、そして言った。

「……ダイジョウブ」

「君、日本語話せるの？」

　あわてて聞いた龍也を見て、姫はちょっと悲しそうな顔になって小さく首を振った。

　……そうか、きっとカタコトの日本語くらいしかわからないんだろうな。

　内戦だ戦争だと言われても、何がどうなってるのか見当もつかないけど、そんな戦争の中にこんな女の子も一緒にいるって、どういうことなんだろう？

　あのサラサって人は、なんでこんな女の子連れて戦争してるんだろう？

　龍也は、大きく息を吐はいた。

　……考えても始まらない。どうなるかわからないけど、この子も一緒ということは、意外とそんなに危険な目にあうこともないのかもしれない。

　それは、気休めに過ぎないことは、龍也にもわかっていた。

　しかし、目の前にいる、清せい楚そな雰ふん囲い気きを持つ女の子と、戦争という言葉とが、龍也の頭の中では、どうしても結びつかなかった。
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　車は、激しく揺れながら、草原の中にある裏道をアルタイ山脈に向けて一直線に突き進んでいた。







　　　第二章　「停戦協定」







　街道に出た車の揺れは、さっきまでとは比べ物にならないくらい小さなものだった。

　未舗ほ装そうの道路とはいえ、自動車が通るために造られた道と、そうではない裏道との差に、龍たつ也やは、ほっとした。

　もっとも、車が揺れないのは、目立つことを恐れたサラサが、車の速度をかなり落として走らせていたせいもあるに違いない。

　龍也がもらした安あん堵どのため息を聞きつけたサラサが、ルームミラー越しに龍也に聞いた。

「やっと舌を嚙かまずに話せる道に出たけぇの、言いたいことがあれば言え」

　龍也は、ゆっくりと言った。

「街道に出たってことは、どっかの街に向かっているんですか？」

「ああ、この道はグルデンの街に続いとる。グルデンに行けば、うちのキンリ族の連中と連れん絡らくが取れる。一刻も早く防備を固めんと、他ほかから攻せめられるけんの」

「他から攻められるって……そういえば、さっき、武装したヘリコプターに追いかけられていましたけど、それと関係あるんですか？」

　サラサは、小さくうなずいて、話し始めた。

「このセリカスタンは、以前、ソビエト連れん邦ぽうの中の一国じゃった。ほじゃがソビエト連邦が崩ほう壊かいし、セリカスタンが独立国家となったとき。政権を握っていたセンドルク大統領は、大統領府の高官と軍の司令官を自分の出身部族であるセルム族出身者で固め、今までどおり独裁者としての権力を維持しようとしたんじゃな。

　しかし、そのセンドルク大統領の目もく論ろ見みは、セルム族以外の部族出身者の兵士の反乱という結果を招いて、おじゃんになったんじゃ。

　各部族は、センドルク大統領打倒を叫んで各地で蜂ほう起きし、政府軍を脱走した兵士と政府軍との間に激しい戦闘が行われ、セリカスタンは内戦状態に陥おちいったんじゃ。ところが、この内戦は長うは続かなかった……なぜじゃと思う？」

　いきなりサラサから問いかけられた龍たつ也やは、目を白黒させながら答えた。

「え、えーと、戦争するのが嫌いやになったから？」

　サラサは笑いながら首を振った。

「違うわい、金がのうなったからじゃ。これといって資源もなく、宗教的なつながりもないセリカスタンの内戦は、他ほかの外国の関心を呼ぶことはないけぇの、どこも介かい入にゆうせんかったんじゃ。

　他の国から物資やお金が流れ込むから内戦や内乱というのは長引く。どこからも武器やお金が入ってこんかったら、戦いようがない……半年もせんうちに政府も部族連合も、手持ちの武器やお金を使い果たして、痛み分けっちゅう形で停戦合意が成立したんじゃ。

　各部族の代表者と大統領とで連合暫ざん定てい政府ができたけぇ、この十年なんとか無事に停戦が続いていたんじゃが……北の山岳地帯にレアメタルとやらの鉱脈が見つかって、外国の関心を引くようになってから、再びゴタゴタが始まりよった。

　センドルク大統領の独裁政権への野望は消えていなかったんじゃな、自分の一族で固めた旧政府軍を一気に強化し始めた。外国の資本から金が出とるとか、色々なウワサがあって、部族間のバランスがギクシャクし出したけぇ、そういったことを話し合うために、グィーランで部族長会議が開かれたんじゃが、その会議場に有力部族の族長が集まったとたん、会議場が爆ばく破はされよった。ほんでもってその大混乱の中に完全武装した旧政府軍の軍隊が突入してきて、生き残った各部族の人間を殺し始めよったんじゃ。

　わしと姫ひめは、会場に入らんかったけぇ爆ばく発はつには巻き込まれんかったが、軍隊は宿泊先のホテルまでやって来た。殺される前に逃げ出したがの……」

　サラサは、ルームミラー越しに龍也を見た。

「お前さんらのツァーは、夕べグィーランに泊まりじゃったかの？」

「うん、予定ではグィーランのミレニアムホテルに泊まることになっていた」

　サラサは笑った。

「ミレニアムホテルか……今は吹っ飛ばされて半分しか残っとらんぞ。泊まっていたら、間違いなく爆ばく発はつと銃じゆう撃げき戦に巻き込まれていたじゃろう。グィーランの街は大騒ぎじゃ。大統領は、邪じや魔まな族長どもと、その関係者を一気に皆殺しにして、国家の実権を握るつもりだったんじゃろうが、そうはいかん。わしらみたいな生き残りがいる限り、族長を殺された他ほかの有力部族が血の報復を叫ぶじゃろう。内戦に逆戻りってわけじゃ」

　龍たつ也やは目を見開いた。

「ミレニアムホテルが爆ばく破はされたんですか？」

「ああ、そうじゃ、二階にあった大会議場が爆破されての、建物は半はん壊かいじゃ。残った建物の周りを政府軍の兵士がぐるりと取り巻いて、動くものに、片かたっ端ぱしから銃じゆう弾だんを撃うち込んどった。おそらく部族関係者もなにも関係なしにじゃ。徹底的な口封じをするつもりじゃろう」

「そんな！　あのホテルには俺おれと同じツァー客もいっぱい泊まっていたはずだ！」

　信じられない、という顔をする龍也を見て、サラサは、眉まゆをひそめた。

「誰が現場にいようとそんなことは関係ないけぇの。政府は爆破したのは反政府勢力のテロリストだと発表するじゃろう。もしかしたら現場から逃げたわしらを犯人に仕立て上げるかもしれん。テロリストが起こした事件に観光客が巻き込まれるというのは、よくあることじゃからな」

　龍也は、何かを言い返そうと口を開けたが、言葉が出てこなかった。

　……もしかしたら、俺もその爆発に巻き込まれて死んでいたかもしれないんだ。

　昨日きのうの夕方にバザールに買い物に行かずに、あのホテルの部屋にいたら爆発に巻き込まれて、運良く助かっても政府軍とやらに殺されていたかもしれないんだ。

　政府軍ってのは、なりふり構わない連中なのかな？

　そう考えたとき、龍也は、さっき、サラサが乗っていたこの車を追いかけてきたヘリコプターを思い出した。

「じゃあ、さっきのヘリコプターは……」

「ああ、わしらを追いかけて来た政府軍のヘリコプターじゃ。なけなしの武装ヘリまで持ち出したちゅうことは、何が何でもキンリ族の族長の娘むすめであるリューカ姫ひめの息の根を止めたいんじゃろうよ」

「キンリ族って、そんなに強いんですか？」

「その強いってのが、軍事力についてなら、答えはノーじゃな。キンリ族は総数約三千人。セリカスタンの七大部族で一番人数が少ない部族じゃ。人数が少ないけぇ兵士の数だってたかがしれとる。まあ、その分精せい鋭えい揃ぞろいじゃがな……私らが大統領に恐れられているとしたら、それは影響力じゃ」

「影響力？」

　怪け訝げんな顔をする龍也を見て、サラサは、自じ慢まんげにうなずいて見せた。

「キンリ族はの、セリカスタンで一番古い部族なのじゃ。この国の……いや、このあたり一帯の巫女シヤーマンの総そう本ほん山ざんちゅうてもいい。社会主義政権の下でずっと弾圧され表に出ることは無かったが、巫み女こへの信仰はセリカスタンの人々の中にしっかり息づいとるんじゃ。

　人々は何かをするとき、必ず巫女に占うらなってもらう。旅行、結婚、商売、何をするときも巫女に話をして、その宣せん託たくを聞く。巫女はカウンセラーであり、公証人なんじゃよ。ほいでもって人々のネットワークの中に入り込んだ情報機関でもある。

　人々は政府の広報より巫女の言葉を信じるんじゃ。テンジンに誓いを立てた巫女は、絶対に噓うそをつかないけぇの」

　サラサは、ちらっとルームミラー越しにリューカ姫ひめを見てから言葉を続けた。

「わしとリューカ姫は、旧政府軍の兵士たちが族長の関係者を殺して回っていたのを見とる。リューカ姫の口からこの事実が漏もれれば、大統領が何を言っても無む駄だじゃ。じゃけぇ政府軍は血ち眼まなこになってリューカ姫を探しているんじゃ。

　キンリ族の里から、巫女のネットワークにこの事実が伝わる前になんとしてでも殺して口を封じるつもりなんじゃ……」

　サラサはそこで急に言葉を切ると、いきなり車の速度を落とした。

「どうかしたんですか？」

「向こうからトラックが来る」

　龍たつ也やは慌あわててフロントガラスごしに前を見たが、視界には動くものすらなかった。

「え？　トラック？　どこに？」

　街道の傍かたわらに車を停めたサラサは、目の前に広がるアルタイ山脈の方角を指差した。

「あそこじゃ、街道が右に曲がったその先。あの色と形は軍の車じゃない、グルデンとグィーランを結ぶ定期便のトラックじゃ。ちょいと停めて、グルデンの街の様子を聞くとするか」

　そのサラサの言葉が終わる頃、やっと龍也の視界に、ぽつん、とゴマ粒のような黒点が動いているのが映った。

「あ、あれか。それにしてもあんなに遠いのに、よく色とか形とかわかるなあ」

　サラサは怪け訝げんな顔をした。

「お前にはわからんのか？　あんなにはっきり見えとるのに……屋根の上に乗っとる二頭のヤギの顔かてわかるぞ？」

　そう答えた後で、サラサは、ああ、そうか、という顔になった。

「お前、メガネをかけているけぇの。メガネがなくちゃ遠くが見えん、なんて不便な人間はこの国にはめったにおらん」

　サラサの言葉を聞いたとき、龍也は中国の西域区に入ってから、このセリカスタンに入るまで、いくつもの街や駅を通って来たが、そこにいる人々の中で、メガネをかけた人は一人もいなかったことを思い出した。

　……そういえば、昔テレビで、砂漠の遊牧民とかアフリカのサバンナにいるマサイ族とか、遠くを見ることが多い人間はみんな視力が良い、ってのを実験してた番組を見たことがあるけど、きっとそれと同じことなんだろうな。

　サラサは着ていた白いブラウスのボタンを外して襟えりを広げ、助手席に置いてある古びた革かわのボストンバッグから紫むらさき色いろの布を取り出してブラウスの上から身体からだに巻き始めた。

「この格好じゃ政府の役人と思われるけぇの、一応キンリ族の衣い装しようを着ておかんとな」

　そして、後ろで無む造ぞう作さに縛しばってまとめていた長い髪かみに同じ紫色の布を結びつけると、助手席の足元から銃じゆうを取り出した。

　銃じゆう器きのことにあまり詳くわしくない龍たつ也やでも、その銃の正体は知っていた。

　木製の銃じゆう床しようとハンドガード、そしてバナナ型の弾だん倉そうを持つその銃の名前はＡＫ47。俗にカラシニコフ自動銃と呼ばれる自動小銃だった。

「それって……本物？」

　サラサは、何を言っているんだこの馬鹿は、という顔で答えた。

「本物に決まっとる。オモチャ持っとって、何かの役に立つんか？」

「そりゃそうだけど……」

　ＡＫのスリングを肩かたにかけて車を降りたサラサは、腰こしをかがめて運転席から後部座席を覗のぞきこむと龍也と姫ひめを見て言った。

「話を聞いてくるけぇ、あんたらは、このまま乗っとき」

　龍也の目は、腰をかがめて覗き込んだサラサのはだけたブラウスの胸元の谷間に釘くぎづけになった。

　見ようと思ったわけではない、たまたまひょいと見た視線がそのまま動かなくなっただけのことだ。

　そのとき、横にいたリューカ姫が、龍也の腕うでをつねった。

「痛て！」

　びっくりして目を見開いたサラサに、口を尖とがらせたリューカ姫が何かを言った。

「○▲％＄！」

　サラサは、龍也をにらんだ。

「ずいぶん余よ裕ゆうじゃのう……」

「あ、いや、その、見るつもりは無かったんですけど視線がそこに……」

　真まっ赤かになって弁明する龍也を見て、サラサは、にやっと笑った。

「男か女かわからんような、ひょろひょろもんかと思っとったが……お前、しっかりと男じゃの。思ったより根性あるようじゃ。わしはこれからあのトラック停めて話を聞いてくる、姫さまを頼んだぞ」

　そう言い残すと、サラサは肩から下げたＡＫを背中に回して、街道に向かって走って行った。

　その向こうに、土つち埃ぼこりをもうもうと立てて、ボディをオレンジ色に塗ぬったキャブオーバー型の大型トラックが走って来るのが見えた。

　サラサが言ったとおり、そのトラックの運転席の上には白いヤギが二頭乗っていた。

「すごい、本当に見えていたんだ……」

　その、龍たつ也やのつぶやきを聞きつけたのだろう、横に座っていたリューカ姫ひめが、くすっと小声で笑った。

　龍也は思わず振り返って、リューカ姫の顔を見た。

「ねえ、君、本当に日本語わからないの？　話せないだけで、言葉の意味はわかっているんじゃないの？」

　リューカ姫はちょっと困ったような顔になって、そのまま下を向いてしまった。

　龍也は慌あわてて顔の前で手を振った。

「あ、ごめん、別に責めるつもりは無かったんだ。ただ、君と話ができたらいいのにな……って思っただけなんだ、気にしないで」

　リューカ姫は、下を向いたまま小さくうなずいた。

　その仕し草ぐさを見て、龍也は思った。

　……なんというか、このお姫さまは言葉の意味はわからなくとも、俺おれの気持ちはわかるみたいだな。

　そういえば、この子は一番最初に間違って押し倒したときも、すぐに、俺が故意にやったんじゃないってわかってくれた。

　……ひょっとして、人の心が読めるのかも？

　龍也はそう考えた後で、すぐにその考えを自分で笑い飛ばした。

　……まさか、そんな。マンガじゃあるまいし、テレパシーが使える超能力者なんて、そんなのいるわけないさ。

　顔を前に向けると、サラサがトラックを停めて、運転席を見上げてなにやら話しかけているところだった。

　トラックの荷台には、さまざまな荷物が文字通り山積みにされ、荷物の上には顔と身体からだに色とりどりの布を巻いた乗客が何人も乗っている。

　その、カラフルな布を見て龍也は思った。

　頭や顔に布を巻いているのは、吹きさらしの荷台の上で頭から浴びる砂埃から目や口を守るためなんだろうな。

　この国の人たちの着ている服には、全部理由と目的がある。

　服に求められる理由と目的は、装そう飾しよくだけ。なんてのが当たり前の日本とは大違いだ。

　龍也がそんなことを考えていると、視界の中で、サラサが手を振った。

　運転手がアクセルを吹かしたのだろう、トラックは、がるん！　とディーゼルエンジン音を響かせて一回車体を揺すってから、ゆっくりと動き出した。

　白い砂すな埃ぼこりを舞い立てて走り去って行くトラックを見送って車に戻って来たサラサは、運転席に座ると、忌いま々いましげに言った。

「あの丘の先にある小川のところで検問やっとるそうじゃ……くそ、装そう甲こう車しやも入れて車を五台も並べとりゃあがる。里から出とる迎えを待つ、ちゅう手もあるが、ここでじっとしとったら、追っ手に捕つかまるのは間違いない。抜け道は無いし、突破も無理となると、あんたを使こうてごまかすしかないの」

「俺おれを使ってごまかす？」

　目を丸くした龍たつ也やの方を見ようともせずに、サラサは、助手席に置いてある書類カバンに手を突っ込むと、手帳のようなものと、女性用のセルフレームの赤いメガネを取り出した。

「ほい、これを持って。中の名前を覚えとけぇな。姫ひめはこのメガネをかけて、あんたら二人はこのセリカスタンに旅行に来た新しん婚こんさんに化けるんじゃ」

「え？」

　龍也は渡された手帳のようなものを見て驚いた。それは、日本のパスポートだった。

　あわてて中を開くと、そこには二は十た歳ち半ばのビジネスマン風の男の写真が貼はってあり。名前は木き村むら拓たく哉やとなっていた。

「キムラタクヤ？　俺には似ても似つかない顔だぜ？　歳としだって違うし、無理だよこんなの、すぐバレちゃうよ！」

　サラサは自信ありげに笑った。

「大丈夫、そいつが偽ぎ造ぞうだとわかるヤツは、まずおらん」

「偽造かどうかという前に別人じゃないか！」

　カバンの中から取り出した白いスプレーを髪かみの毛にかけて、口の中に綿のようなものを入れながらサラサが言った。

「ああ、確かに別人じゃが、それに気がつきゃあせん。セリカスタンの人間には日本人はみんな同じ顔に見えるんじゃ」

「同じ顔？」

　龍也は怪け訝げんな顔をした。

　それは無理もない。セリカスタン人は、隣の国モンゴル人や中国人、そして日本人と同じモンゴロイドで、外見的に日本人とほとんど変わらない。

　ここがアフリカやヨーロッパなら、モンゴロイドの顔を見慣れていないために、誰も同じに見えてしまうかもしれないが、見慣れている顔つきなら、見分けは容易なはずだ。

　その、龍也の怪訝な顔に気がついたのだろう、サラサは、にやっと笑って説明を始めた。

「オマエさんはメガネかけてるけんの、メガネをかけとるのは文句なしで外国人じゃ。メガネをかけたアンタが日本のパスポート出せば、それだけで納得してしまう。いちいち写真とじっくり見比べたりしゃあせんよ」

「そんなに都合よく勘かん違いしてくれるとも思えないんだけど……で、何やってるの？」

　肩かたにかけていた紫むらさき色いろの布をブラウスの中に入れて、腹の周りに巻きつけながらサラサは答えた。

「見てわからんか？　変装じゃよ、わしは国営観光公社のガイドのおばちゃんになるんじゃ。はるばる日本から来た新しん婚こん旅行のカップルのガイドにの」

「新婚旅行？」

　龍たつ也やの声は裏返っていた。

「ほうじゃ、でも新婚旅行と言ってもフリだけだぞ、フリ、姫ひめさまに妙みようなことしたらただじゃすまんからの、覚かく悟ごしとれや」

「わかってるよ、そんなことしないよ！　……でも、本当に大丈夫なのかよ」

　サラサは振り返ると、太い声で答えた。

「わしの言うことを信じろ」

　龍也の息が止まった。そこにいたのはサラサではない別の人間だった。

　でっぷりと太った身体からだと、膨ふくらんだ頰ほおを持つ、なんというか、まさしく『大地に生きる母』的な体型の中年のおばさんが、そこにいた。

「すごい……変装って言うより……ひょっとしてそっちが本物？」

　サラサは無言で龍也をにらみつけると、そのまま無む造ぞう作さに拳げん骨こつを龍也の頭に向かって振り下ろした。

「ごん！」

　怒りの度合いを示す鈍にぶい音が車内に響いた。

「痛てえ！」

　頭を押さえてその場に丸まった龍也を見て、サラサは冷たい声で言った。

「その痛みはお前が生きとる証しよう拠こじゃ、喜べ」

「殴なぐられて喜ぶような趣味は持っていない！」

「ごちゃごちゃうるさい！　ええか、よく聞け。筋書きはこうじゃ。あんたらはオプショナルツァーの「竜りゆうの谷遺い跡せき」の観光に行っとったために、グィーランの街で起こった爆ばく破は事件に巻き込まれないで済んだ新婚旅行の二人じゃ。ンでもって戻る途中で、グィーランの騒ぎを聞いて、行き先をグルデンの街に変更した。これからグルデンに行って、そこで電話を借りて首都にある日本の領事館に連絡を取るつもり……というわけじゃ」

　龍也は、はっと顔を上げた。

「そうか、グルデンの街にいけば、領事館と連絡がつくんだ！」

　サラサは小さくうなずいた後で、ゆっくりと言った。

「そう、グルデンの街に着いて領事館と連絡をつければ、あんたはこの国と関係ない第三者になれる。でもわしらはそうはいかん。わしらはこの国で生きていかにゃあならん。悪いが、検問を突破するまでは協力してくれんか？　兵士に助けを求めたり、妙みような気を起こさんで欲しいんじゃ」

　そのサラサの言葉を聞いたとき、龍たつ也やは気がついた。

　……言われてみれば、政府軍とかに追われているのはこの人たちだけで、俺おれには検問とかを避さける理由も、怖がる理由も無い。逆に検問の兵士に助けを求めて、保護してもらうことだってできる……というより、そっちの方が確実に領事館との連絡が取れるかもしれない。

　サラサとリューカ姫ひめの二人は、この国の政府にとっては、犯罪者であり、二人に手を貸すというのは、いわば自分も犯罪者の仲間入りをしたということになる。

　俺には、自分を危険にさらし、立場を悪い方に向かわせるような行為をする必要がない。そんなことは馬鹿げている。だって、そんなことをすれば損だ。

　龍也にとって、その考えは実に正しいような気がした。

　しかし、それと同時に龍也は、サラサに言われるまで、そんなことを考えもしなかった自分に少し驚いていた。

　龍也は、自分の横に座っているリューカ姫をちらっと見た。

　リューカ姫は、何かを恐れるような、そして何かにすがるような目で龍也を見ていた。

　……俺は、女の子の近くに座ったことなんか無いし、話をしたこともないけど……なんとなく女の子って、もっときゃあきゃあうるさくて、わがままで、自己中心的であつかましい生き物だと思ってた……でも、このお姫様は、そういった女の子とは違う感じがする。

　それは、俺と言葉が通じなくて話ができないせいなのかもしれないけど、でもそれだけじゃないような気もする……。

　そして、龍也の視線は、運転席で、ルームミラー相手に変装に余念のないサラサに移った。……この人も謎なぞの人だよな。

　日本語はぺらぺら。襲ってきたヘリコプターを撃ち落とす腕うでと度胸の持ち主で、変装すれば仕上がりは特殊メイク並み。

　普通なら、こんな人がいるなんて信じられない。でも、この人は現実に目の前にいる。それに、どう考えても警戒するような状況なのに、俺はこの人を警戒していなかった。

　……なぜだろう？

　道もわからない、言葉も通じない、家も人もいない場所にパスポートも金も無い状態で放り出されて、心細いときに、日本語が通じる人間に出会えたという、安心感があったのかもしれない。

　でも、それだけじゃない。俺がこの人を信じようと思った理由があるはずだ。

　そして、龍也の目は、サラサが助手席に置いている銃じゆうに止まった。

　……そういえば、この人は俺を脅おどかそうとはしなかった。

　この人のほうが、俺おれなんかよりはるかに強い。検問を突破するために、日本人である俺の協力が必要だと言うのなら、何も俺に頭を下げることは無い。

　あの銃じゆうを突きつけて、言うことを聞かなきゃ殺す、と言えばいいだけのことだ。

　……でも、この人はそれをしなかった。

　サラサさんたちの言っていることが正しいのか、それとも、サラサさんたちを追ってきた政府軍とやらが正しいのか、俺にはわからない。

　いや……どっちが正しいのか、なんてのは俺には関係ない。今の俺が考えるべきは、どっちを信用するかということなんだ。

　確かに、今の状況を考えるなら、検問の場所で政府軍とやらに保護を求めるのが一番いい。俺は何一つ損はしない、普通に考えるならそれが一番正しい選択だ。

　……でも、そうすればサラサさんと、リューカ姫ひめは殺されてしまう。

　そんなことは俺には関係ないことだ。俺には責任すらない。

　俺は、ただの外国人の観光客だ。この国の人間がどうなろうと知ったことじゃない。大事なのは自分の安全だ。一刻も早く領事館に逃げ込んで、さっさと国外に退去してしまえばいいだけのことだ。それが普通のやり方だ……そう思い込んでしまえばいい。そうすれば罪悪感を感じることも無い。

　でも……本当にそうだろうか？

　人間というのは、罪悪感も何も感じずに、さらっと忘れて生きていけるのだろうか？

　龍たつ也やは目を閉じて顔の前で両手の指を組んだ。

　脳裏に浮かんだのは、龍也の頭に手を置いて、励ますように微笑ほほえんだリューカ姫の笑顔と、そしてカタコトの日本語だった。

『……ダイジョウブ』

　うわー、できねえ！

　この子が死んで……それが俺のせいだったとしたら、俺はその事実を忘れられるわけがねえ！

　間違いない！　一生後悔する！

　そりゃあ、この子を助けたからって、俺に何のメリットがあるわけでもない。

　俺の彼女になってくれるわけでもないし、見返りに何かしてくれるわけでもないだろう。

　でも……俺は嫌いやだ！

　俺は、可愛かわいい女の子が死ぬなんて現実を見たくないんだ！

　甘いと言うなら言え！　馬鹿だと言うのなら言え！　俺の価値観は、普通の人間の考える損得の向こうにあるんだ！

　龍也は目を見開くと、膝ひざの上に置かれた日本人の写真が貼はられたパスポートの名前や生年月日を暗記するために小声でつぶやき始めた。

「○■△％＆？」

　リューカ姫は、サラサを安心させるように小さくうなずいて答えた。

「[image: おす]＠＄◎＃」

　その、セリカスタン語のやりとりは龍たつ也やにはわからなかった。

　もし、龍也にセリカスタン語の知識があれば、こう聞こえただろう。

『彼の意思は？』

『仲間です』

　サラサは小さくうなずくと、変装用具をカバンにしまいこみながら龍也に言った。

「名前とか暗記したか？　その偽ぎ造ぞうパスポートは、まず見破られんけぇ安心せい、お前はそのキムラタクヤに成りすませばええ。姫のパスポートは、わしが持っとることにする。残念じゃが日本人女性のパスポートは持っとらんから、何とかごまかすしかなかろう……」

「大丈夫なのか？」

　サラサは車のエンジンをかけ、ギヤを入れて、車を街道に戻してから答えた。

「なんとかなる。車のナンバープレートも取り替えてあるし、あそこで検問しとるのはグルデンの街におる地方守備隊じゃ。やる気が無い連中ばかりじゃけえの。警戒するのは大統領直ちよつ轄かつの部隊だけじゃな……」

　そしてサラサは、ルームミラー越しに龍也に言った。

「よし、準備完了じゃ、行くぞ」

　車はゆっくりと街道を走り、小さな丘を上った、そして、その頂上に達したとき、サラサが前を指差して小声で叫んだ。

「見えた！　検問じゃ！」

　サラサの言うとおり、街道が低い丘を下った先に、ゴマ粒つぶほどの大きさの自動車が五台停まっているのが見えた。

　その向こうには、五、六メートルほどの川幅を持つ小川が流れており街道はそのまま川の中に突っ込んで消えていた。

　街道の先は浅瀬になっているのだろう、川の中央にある中州には自動車のタイヤの痕あとらしい細長い線が何本も通っているのが見えた。

「両側に装そう甲こう車……ＢＴＰ一五二Ｋが二台、あとはＵＺＫか……ＢＴＰはＤＳｈｋ38機き銃じゆうを搭とう載さいしているタイプか……こりゃあ突破は無理じゃな、あんたのパスポートと、そのメガネに頼るしかないわい」

　サラサはそうつぶやくと、そのまま車を走らせた。

　龍也の目に、ゴマ粒にしか見えなかった点が、だんだん車の形に見え始めた。

　サラサの言うとおり、街道の両側に黄おう土ど色いろに塗と装そうされた角ばった車体の六輪車が停まっており、その屋根には機関銃じゆうを構えた兵士の姿があった。

　そして街道の上をふさぐように二台の車……龍たつ也やたちが乗っているのと同じ丸っこい車体に幌ほろ屋根を持つ四輪駆く動どう車が停まっており、それとは少し離れたところに、もう一台、長いアンテナを立てた四輪駆動車が停まっている。

「くそ……無線指揮車がおるな、身分照会かけられたら、ちょっとまずいことになる……グィーランの街の混乱がどれだけ収まっとるか、それ次第じゃな」

　検問場所に近づくに連れて、街道上に配置された兵士たちが、油断することなく、肩かたからスリングで吊つったＡＫを腰こしのあたりに構えているのが見えるようになってきた。

　気がつくと、装そう甲こう車の屋根の上にいた兵士が、重じゆう機関銃の狙ねらいをこっちに向けていた。

　龍也は、無む性しように喉のどが渇かわいて仕方がなかった。何度も唾だ液えきを飲み込もうとするのだが、喉に引っかかって下りていかないのだ。

　足と手が震えているのがわかる。

　……落ち着け、落ち着けって言っているだろうが！　おたおたしていたら顔色で不審に思われちまうだろうが！

　必死に自分に言い聞かせるのだが、その思いと裏腹に、足の震えはひどくなるばかりだった。

　龍也は視線を落として両手を震えの収まらない自分の足を押さえるように両膝ひざの上に置いた。その視界には、隣に座るリューカ姫ひめの白く細い足があった。

　その足は、龍也の足と違って、ぴくりとも震えていなかった。

　……くそ、この子はこんなにしっかりしてるのに、なんで俺がこんなにびびっているんだよ！　恥ずかしいじゃねえか！　もっとしっかりしなくちゃ、この子は殺されるかもしれないんだぞ！

　龍也が自分に、もう一度そう言い聞かせたとき、膝の上に乗せてあった龍也の手に、白い細い指先を持つ小さな手が、すっと伸びてきて重ねられた。

　その手は、汗ばみ、そして小さく震えていた。

　驚いた龍也は、顔を上げてリューカ姫を見た。

　赤いセルフレームのメガネをかけたリューカ姫の顔は青ざめ、そして緊張しきった目が龍也を見返していた。

　……そうか、この子も怖いんだ。怖くないわけがない。

　でも、この子は、その恐怖に耐えている。

　龍也は運転席に座って堂々と車を検問地点に向けて走らせているサラサの後ろ姿を見て思った。

　……この子はこの人を信じている、だから耐えられるんだ。

　俺おれも、この人を頼るしかない。今さらおたおたしても、もうどうしようもない。こうなったら開き直るしかないんだ。

　龍たつ也やがそう思ったとき、リューカ姫ひめが、同意するように、そして元気付けるように龍也の手をぎゅっと握ってきた。

　あわてて振り向いた龍也に、リューカ姫は青ざめた顔のまま微笑ほほえんだ。それは彼女にとって精一杯の微笑だった。

　その微笑を見たとき、龍也の胸の中に何かが注入された。

　言葉では言い表わせない、魂たましいの根元を揺さぶるような力が胸の中から湧わき出してくるのが龍也にはわかった。

　……お姫さまに頼られた男は誰だって騎士ナイトになれる……そんなくだりが、日本で読んだ小説にあった。

　俺おれはその本に書かれていたことを、今の今まで『説得力のカケラもないご都合主義のカタマリみたいなことだ』って思っていたけど……あながち噓うそではないのかもしれない。

　車が両手を広げて停止の合図を送る兵士の前でゆっくりと停止するのと、銃じゆうを構えた兵士に取り囲まれるのは同時だった。

　兵士たちはそれぞれにＡＫを構え、いつでも発砲できる体勢で車に照準を合わせている。

「●×▲％＄＆！」

　サラサが運転席の窓から顔を出して、太い声で兵士に呼びかけると、兵士たちの間に、一瞬戸惑ったような空気が流れた。

「○×△□☆！」

　兵士の後ろにいた指揮官らしい男が何かを言うと、サラサは怒ったように短く言い返した後で、車内にいる龍也に向かってカタコトっぽい日本語で言った。

「タツヤ、カオ、ミセテヤレ」

　言われたとおり、反対側の後部座席の窓ガラスを下げて、龍也が顔を覗のぞかせると、兵士の間に、一様に拍ひよう子し抜けしたような表情が走ったが、指揮官は、まだ疑いを残したままの顔で、サラサと話をしていた兵士に指示を出した。

「[image: おす]▲☆＠パスポータ＃＊％＆！」

　龍也には、その言葉の意味はわからなかったが、『パスポータ』だけは聞き取れた。

　サラサが振り向いた。

「タツヤ。パスポート、ミセル！」

　龍也は、サラサから渡された偽ぎ造ぞうパスポートを差し出した。

　緊張のために手が震えていたが、兵士は、その震えを不審には思わなかったようで、パスポートを受け取って、車内を覗き込んだ。

　横に座っていたリューカ姫が、龍也の肩かたに抱きつくようにぎゅっとしがみついてきた。

　怖がる振りをして、顔を見られないようにしたのだろう。

　龍也は、新しん婚こんの夫が妻をかばうように、声をかけた。

「大丈夫だよ、僕たちは何も悪いことをしていないから、怖くないさ」

　日本語を聞いた兵士は、ちょっと驚いたように目を見開いた後で、手に持ったパスポートを無む造ぞう作さに開いた。

　龍たつ也やの脇わきの下に冷たい汗が流れた。

　……うわあ、くそ！　今さら演技したってだめだ。絶対にばれる。

　だって、あのパスポートに貼はってある写真は、まったくの別人なんだ。年ねん齢れいも顔つきも俺おれとはぜんぜん違う……。

　兵士の顔つきが、いつ険しくなるだろうと、食い入るように見ていた龍也の目の前で、兵士は、写真の貼ってあるページをペらっとめくって、あっさりと入国査さ証しようのスタンプが押してあるページへと進んだ。

　……あれ？

　龍也の予想とは裏腹に、その兵士はぺらぺらとページをめくり、最後にもう一度表紙を見た後で、何一つ疑いを持たぬような顔で小さく敬礼すると、パスポートを差し出した。

「あ、どうも……」

　思わず日本語でそう言って小さく頭を下げた龍也を見て、その兵士は、完全に疑いが晴れたような微笑を浮かべると、龍也の真ま似ねをするように頭を下げて言った。

「ドーモ、ドーモ」

　それは、きっと日本人の真似のつもりだったのだろう、周りにいた兵士たちの間に小さな笑いが起こった。

　運転席に座っていたサラサが、窓から顔を突き出して、指揮官らしい男に何かを言うと、指揮官は、わかったから、さっさと行け、という風に手を振った。

　サラサは、半分悪態のような短い言葉を返すと、自動車のエンジンをかけた。

　ゆっくりと走り出した車の中で、サラサは、チェンジレバーを操作しながら低い声で言った。

「よし、これで大丈夫じゃ。しっかりつかまっとれ、これから川を渡るけぇの」

　その言葉が終わるのと同時に車は斜面を下って川に飛び込んだ。

　タイヤハウスの半分くらいまで水に浸つかった自動車の車内には、容よう赦しやなく川の水が浸入してきた。

「うわ！　水が！」

「川に入りゃあ、水があるのは当たり前じゃろう」

「でも、エンジンとかが水をかぶったら……」

「安心せい、このＵＺＫは、これくらいの水で停まったりせん。こういう道を走るために作られたのじゃ……とはいえ、テクニックも必要じゃけどな……」

　サラサは川の流れに抵抗するように上流側にむけてハンドルを当て、アクセルを吹かしトルクを保ったまま車を走らせながら聞いた。

「日本ではこうやって車で川を渡ったりはせんのか？」

「日本は、どんな小さな川でも橋がかかっているから、こんなところを走ったりしない」

　頰ほおを膨ふくらませる変装のために口の中に入れてあった綿わたのようなものを吐はき出して、サラサはつぶやいた。

「そうか、日本は金持ちの国なんじゃな」

「金持ちとか考えたことないな。そんなことは当たり前のような気がしていたから……」

「どんな川にも橋がかかっているのが当たり前。なんてのは、金持ちの証しよう拠こじゃ……」

　そう答えた後で、サラサは車体のフェンダーミラーに視線を合わせてうなずいた。

「やつらに動きはないの、何とかごまかせたちゅうことじゃ。となると後はグルデンの街まで急がにゃ……」

　そして、ルームミラーに視線を戻したサラサは不満げに言った。

「おい、演技は終わったんじゃ、いつまでひっついとる！」

「え？　あ、いや、これは俺おれじゃなくて……」

　弁解しようとした龍たつ也やの声を聞いたリューカ姫ひめは、悲鳴のような小さな声を上げると、龍也にしがみついていた両手を離して、飛び跳はねるように身体からだを離した。

　耳の先まで真まっ赤かになって身を縮めるリューカ姫の様子を見たサラサは、ため息をついた。

「……うちの姫さまは里さと巫み女この長おさじゃ。男に免めん疫えきがないけぇのう。追っ手を逃れるためとはいえ、ちょいと酷こくなことをさせてしもうたかもしれんな。他ほかに選択の余地が無かったとはいえ、どうせ抱きつくなら、こんな青びょうたんみたいなへなちょこじゃなくて、もっと立派なエエ男の方が良かったじゃろうに、不ふ憫びんなことをさせてしもうた……」

「悪かったな！」

　むくれ顔になった龍也を見て、サラサは笑った。

「そう怒るな、お前には感謝しとるんじゃぞ、お前がおらんかったら……と言うより、お前が協力してくれんかったら、あの検問を突破できずに、時間を食って大統領警護隊の連中に追いつかれとったじゃろう。キンリ族の里を代表して心から礼を言う」

　龍也はちょっと照れたように笑った。

「いや、お礼を言うのはこっちだよ、無一文であんな野原の真ん中に放り出されて、どうなることかと思っていたところを拾ってもらえたんだから……」

「グルデンの街に着けば政府の出張機関がある。そこで電話を借りて首都にある日本の領事館に電話を入れればええ。電話代ぐらいは用立ててやるけんの」

「グルデンの街は遠いの？」

「すぐそこじゃな、あの山やま裾すそを回りこんだ向こうじゃ」

　サラサが指差した、そのはるかかなたに見える山を見て龍也は思った。

　……日本に住んでいる俺の考えている『すぐそこ』というのと、この大平原に暮らしている人の考える『すぐそこ』ってのは、大きな違いがあるんだな。

　まあ、なんにせよ、グルデンの街に着けば、俺おれは助かるんだ。ヘリコプターに撃うたれたときは死ぬかと思ったけど、この冒ぼう険けんもこれで終わりか。

　思いがけない事件に巻き込まれて、普通じゃない体験もできたし。日本に帰ったら俺のブログに乗せて自じ慢まんできるネタがいっぱいだな。ああ、でも映像がないと説得力に欠けるよなあ。くそ、デジカメがあればもっと色々な写真とか撮れたかもしれないのに、文章だけのブログは今ひとつ食いつきが悪いんだよなあ……

　安心しきった龍也が、日本に帰った後のことを考えていた。その頃……







　　　第三章　「追跡者」







　グィーランの街からグルデンに抜ける裏道の脇わきに墜つい落らくしたヘリコプターの残ざん骸がいの周囲に、五台の政府軍の軍用車両が停車していた。

　指揮官が乗っていると思われる小型の四輪駆く動どう車を筆頭に、そこに並んでいる車両はすべて近代的な西側のデザインの車両だった。

　車両の見分けがつく人間なら、そこに停車している四台の六輪装そう甲こう車は、政府軍の他ほかの部隊のようなロシア製の旧型の装甲車ではなく、スイスのモワク社製の新型ピラーニャ装甲車だということに気づいただろう。

　ピラーニャ装甲車はロシア製の装甲車に比べればはるかに高価であり、その分性能も段違いである。

　与えられている車両のメーカーや車種を見るだけで、この部隊が、政府軍の中でどんな位置にいるのか想像ができる。

　車両の周りに立ち油断のない目つきで周囲を警戒している兵士たちは、全員がっちりとした体格で、身に着けている装備も、どれも新品らしい輝きを持っており、サラサたちを検問していたグルデンの街の警備隊とは、明らかに違っていた。

　ヘリコプターに搭とう載さいされていた燃料や可か燃ねん物のほとんどは、とうに燃え尽きていたが、それでも、捻ねじ曲がったジュラルミンの残ざん骸がいのあちこちから、タイヤや内装、そしてアクリルのキャノピーの残骸などが燃える黒い煙が平原に立つ狼煙のろしのように、青い空に向かって立ち昇っている。

　ヘリコプターの残骸の周りで、しゃがみこんで地面を調べていた下か士し官かんの階級章をつけた兵士の一人が立ち上がると、大統領警護隊の黒いベレー帽ぼうをかぶった指揮官らしい若い男の前に走り寄って敬礼した。

「報告します！　現場に残されている足跡は、二種類。片方は女性用のパンプス、もう一つは文もん様ようから外国製のスニーカーと思われます。裏道の脇わきの砂地には、他ほかに政府の公用車ＵＡＺと思われる車が急停車した際のタイヤ痕あとが発見されております」

　彫りが深く、浅黒い肌はだの、一見してコーカサス人風の風ふう貌ぼうを持つその若い指揮官は、目に鋭するどい光を宿したまま聞いた。

「外国製のスニーカーだと？　キンリの巫み女こが、そのようなものを身に着けているとは思えぬが……間違いではないのか？」

　下士官は、少し困惑したような表情で答えた。

「その件ですが……どう見てもサイズが合いません。どうやらこの場所には、サラサとリューカ姫ひめ以外に、スニーカーを履はいていた者……サイズから見て男と思われますが、この者がいたようです」

「男だと？」

　黒いベレー帽の指揮官は、眉まゆをひそめた。

「キンリの巫女に男が力を貸しているというのか？　信じられん……」

「その件ですが、スニーカーの底の文様から見て、もしかすると外国人の可能性があります」

　指揮官は小さく首を振った。

「外国人の男？　キンリ族は歴史の古い排他的な部族だ。外国人の助すけっ人とがいるなどなおさら信じられん！」

　下士官は道の脇にある砂地の部分を指差して言った。

「シャリフ大たい尉いのおっしゃることは、もっともですが、実際にあの場所に残っている足跡を確認して戴いただければ納得されると思います。スニーカーのサイズは二十七センチ、靴底の文様は、今までに見たことの無いパターンで、国内で流通しているものではありません。外国人観光客のものをなんらかの方法で手に入れたか、もしくは外国人そのものではないかと……」

　シャリフ大尉と呼ばれた指揮官は、その知的な風ふう貌ぼうにふさわしい鋭い光を目に宿してつぶやくように言った。
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「サラサめ、助すけっ人とを用意していたとはな……」

　下か士し官かんは、何かに気づいたように顔を上げた。

「では、このミル８ＭＴ武装ヘリコプターを撃げき墜ついしたのは……」

「うむ、おそらくそいつだろう。正体不明の傭よう兵へい……おそらく戦闘のプロだ。こいつと行動を共にしているということだな」

　シャリフは自分に言い聞かせるように小さくうなずいた後で、部下に向き直った。

「全員を乗車させろ！　後を追うぞ！　敵はサラサだけではない、気を緩ゆるめるな。と全員に伝えろ！」

「了解しました！」

　敬礼して走り去った下士官を見送ったシャリフは、唇くちびるの端はしに薄く笑いを浮かべた。

　……どんなヤツを助っ人にしたか知らんが、しょせん一人二人ではできることはしれている。必ず追いついて、とっ捕まえてやるぞ……女め狐ぎつねめ。

　戦闘指揮用の無線機を積んだ装そう甲こう車しやの所にやって来たシャリフを見て、無線機に取り付いていた通信兵が、あわてて立ち上がった。

「セラリックの渡しで検問中だったグルデンの警備隊と連絡がつきました」

「そうか、で？　あの女狐はひっかかったか？」

　通信兵はヘッドホンを押さえたまま首を振った。

「いえ、サラサとリューカ姫ひめを乗せた車は通過していないとのことです」

　シャリフは腕うでを組むと、眉まゆを寄せて考え込んだ。

　……キンリの里がある雪割り谷に抜けるには、街道を通ってグルデンに入るしか無い。検問に引っかからなかったということは、車をどこかで捨てて山越えをしたということか？

　いや、サラサ一人ならいざしらず、リューカ姫を連れたままでは、それは無理だ。自動車で移動しているに違いない。

　しかし、検問には引っかかっていないということは……。

　そこまで考えたとき、シャリフは目を見開いた。

　……そうか、逃げているのはサラサとリューカ姫だけではない、もう一人男がいる。サラサのことだ、この男を使って検問を切り抜けたに違いない。

　シャリフは、小さくうなずくと、通信兵に言った。

「セラリックの渡しで検問している部隊に問い合わせろ！　女二人、男一人の乗車した車両が通過したかどうかだ！」

「了解しました」

　通信兵は、そう言うと無線機に向き直り、一言二言会話してから、振り返った。

「三十分ほど前に、日本人の新しん婚こん夫婦を乗せた自動車が通過したそうです。観光局の者……中年女性が運転していたとのことですが、それ以外に該がい当とうする組み合わせは無いそうです」

「それだ！」

　目を丸くする通信兵をそのままにして、後部のハッチから飛び出したシャリフは、後続車両に乗車しようとしている部下たちに向かって両手を振り回しながら叫んだ。

「急げ！　全速力でグルデンに向かうぞ！　今から向かえば街に逃げ込む前に追いつく！」

　セリカスタン政府軍の精せい鋭えいである大統領警護隊によって編成されたサラサの討とう伐ばつ部隊は、シャリフの乗り込んだ黄おう土ど色いろの砂さ漠ばく迷めい彩さいに塗ぬられたクライスラーチェロキーの四輪駆く動どう車を先頭にして動き出した。

　東側の設計思想から見れば贅ぜい沢たくとしか思えないスプリングの利いたチェロキーのリアシートに深々と座ったシャリフは、四輪独立懸けん架かのサスペンションによってもたらされる柔やわらかな揺れの中で、口を一文字に結んだまま、腕を組んで考え込んでいた。

　……観光局の中年女と日本人の新しん婚こん夫婦か。おそらくその中年女がサラサだ。あいつの変装の腕なら、中年女に化けるくらい朝飯前だろう。しかし、リューカ姫を日本人の観光客に化けさせるとは思わなかった。

　セリカスタンの国民の間にある日本人のイメージは、ハイテクの金持ち国で、無防備でお人よしの人じん畜ちく無害な連中だという意識だ。自分たちと外見的にはほとんど差が無い日本人に親近感を抱いている者が多い。

　おそらく偽ぎ造ぞうパスポートを使って日本人になりすましたのだろうが、どうやってリューカ姫を日本人に仕立て上げたのだ？　サラサが日本人に化けるなら納得できる。あいつの日本語はネイティブに近い。しかしリューカ姫ひめが日本語を話せるとは思えん……。

　シャリフは、はっと、目を見開いた。

　……そうか、例の外国人の傭よう兵へいは、西洋系のコーカソイドではなく、日本人に化けることのできるモンゴロイドだったのだ！

　その傭兵は、おそらくネイティブな日本語を話す訓練を受けている。検問を受けたとき、リューカ姫ではなく、その傭兵が日本語を話し、検問の兵士たちの疑いを解いたのだ。

　あのサラサが、リューカ姫の護衛に雇うほどの男だ……おそらくプロ中のプロだな。

　サラサの脇わきに立つ、その謎なぞの傭兵の姿を想像したシャリフは、自分の胸の中に、むくむくと敵てき愾がい心しんが湧わきあがってくるのを感じていた。

　……サラサめ。どこから連れて来たか知らんが、そんな男が頼りになるとでも思っているのか？

　数万の訓練を受けた兵士と国家予算を背負うこの私に、たかが数千人の民兵と貧弱な装備しか持たないお前が勝てるわけがない。

　これから始まる内戦は、以前のような貧乏な部族同士の戦いではない。センドルク大統領は、西側資本から膨ぼう大だいな援助を得て圧倒的な火力と戦力を投入することを選択したのだ。

　下へ手たな意地など張らずに私に従えば、キンリ族にも未来はあるものを……。

　シャリフは、その自分の胸の中に湧きあがる敵愾心が、サラサの脇に立つ、謎の男に対する嫉しつ妬とから生じているということに、まだ気づいてはいなかった。




「ハーックション！」

　後部座席に座っていた龍たつ也やがいきなりくしゃみをすると、運転席のサラサが笑った。

「誰かが、お前のウワサをしとるんじゃな」

「セリカスタンでも、くしゃみをすると、誰かがウワサしている、って言うの？」

　驚く龍也に向かって、サラサは、笑ってみせた。

「いや、そんなことは言わんが、日本ではそんな言い伝えがあるし、お前は日本人なのじゃろう？」

「そうだけど……そういうのはちょっと変な気がする」

　サラサは面白そうな顔になった。

「ほう、どんな風に変だと思うのだ？」

「だってさ、日本人だから日本の言い伝えが適用されるってことは無いと思う」

「いや、それは違う」

　サラサは首を振った。

「私は、昔、ロシア連れん邦ぽうの学校に留学したことがある。そこに来とった様々な共和国からの留学生は、あくびをすると魂たましいを悪魔に抜かれると言って、あくびをした後で必ず呪じゆ文もんのような言葉をつぶやくヤツとか、しゃっくりが続くと死ぬと信じ込んでいたヤツとか、それぞれに色々な言い伝えや風習を信じとった。それらの風習は、そいつらにとっては意味を持つ。他人から見れば馬鹿馬鹿しいことであってもじゃ。日本の風習は日本人にとって意味があるんじゃ」

「ちょっとまってくれよ、じゃあ、サラサさんがくしゃみをすると、どういう意味になるんだ？」

「そりゃあ決まっとる。鼻がむずむずする、と言う意味じゃ」

「まんまじゃないか……」

　サラサは龍たつ也やの不満そうなつぶやきを聞いて声を上げて笑った。しかし、その笑いはいきなり中断された。

　運転席のサラサの背中に緊張が走ったのを見て、龍也が聞いた。

「どうしたの？」

「煙けむりだ！　グルデンの街の方向じゃ！」

「え？　どこ？」

　龍也は、後部座席から身を乗り出すと、顔を振ってフロントガラスの向こうに広がる光景を見回した。

「見てわからんのか？　あの山裾すその向こう側じゃ。かなり大きな火か災さいじゃな、煙の筋が一本ではない」

　龍也が途と方ほうにくれたようにきょろきょろと目を動かしたとき、龍也の顔の脇わきに白く細い指がすっと現れた。

「え？」

　目を見開いて横を向いた龍也に向かって、一点を指差したまま、リューカ姫ひめは真剣な目でうなずいた。

　龍也は、あわてて前を向くと、リューカ姫の白い指の指し示す先を目を凝こらして見つめた。

　山の向こう、車が走っている街道が山裾すそを回りこんだ先に、空の一角がぼんやりと黒っぽくなっている場所があった。

　……あれが煙なのか？

　龍也がそんなことを考えたそのとき、その黒っぽくなった空の下の方から今度は見るからに煙だとわかるもやもやとしたものが湧わき立ち始めた。

「あれは……燃料が爆発したときに上がる爆ばく煙えんじゃ！　普通の火事じゃない！　こいつはどうやらグィーランの騒ぎがグルデンの街に飛び火したようじゃな……」

「騒ぎが飛び火って……？」

　サラサは真剣な目で前を向いたまま言った。

「内戦が始まったんじゃ。族長を殺されたどっかの部族の過激派が、報復としてグルデンの政府軍の駐ちゆう屯とん所を襲ったんかもしれん……どっちにしろ今、グルデンの街は大騒ぎじゃろう」

　その言葉を聞いた龍たつ也やの心の中には様々な不安が渦うず巻いた。

「ねえ……内戦って、あれだよね。このセリカスタンの政府と、それに叛はん旗きを翻ひるがえした反乱軍との戦いってことだよね」

「ほうじゃ、政府が部族会議場を爆ばく破はして有力部族の族長を爆ばく殺さつしよったからな、族長を殺された部族の連中は収まるわけが無い。そいつらにとって政府は完全な敵じゃ……それがどうかしたんか？」

「あ、いや、だってさ。俺おれは今、そのセリカスタンの政府機関に出頭して、日本領事館に連絡を取ってもらうために、グルデンの街に向かっているわけでしょう？」

　サラサは、あ、そうか、という顔をした。

「そう言えばそうじゃったな、お前さんはグルデンの政府機関に用があるんじゃった……しかしのぉ、内乱となれば政府は片一方の当事者じゃけぇ当然攻撃目標になっているじゃろうな」

「攻撃目標って……じゃあ、あの煙けむりは、俺の目的地が燃えている煙かもしれないってこと？」

　目を見開いた龍也に向って、サラサは、慰なぐさめるような口調で言った。

「いや、まだ煙しか見えていないうちに、そう決め付けんでもええじゃろう、もうすぐあの山の裾すそを回り込む、そうすりゃあグルデンの街は眼下に一望できる。街がどうなっているか見てから結論を出しても良かろう」

　街道が山の裾を回り込んだところにある、ちょっとした峠とうげのような場所に車を停めたサラサは、ダッシュボードの中から小型の双そう眼がん鏡きようを取り出しながら言った。

「ここが、一番見晴らしが利く場所じゃ、グルデンの街の様子を見よう」

　車のドアを開けて街道に降り立った龍也の目の前に、盆ぼん地ちの中にある小さな街が見えた。

　そこは、シュジム盆地と呼ばれる平原の、地下水脈の流れる場所に掘られた井戸を中心にして広がった、典型的なオアシスの街、グルデンだった。

　かつて、シルクロードの時代に、ラクダや馬を使った隊商で賑にぎわったこの街は、中国のウルムチーからカザフスタンに抜ける鉄道の開通と共に寂さびれたが、その後、自動車の発達と共に人人が街道を利用するようになって再び息を吹き返した。

　シルクロードと共に栄えい枯こ盛せい衰すいをくりかえしてきた歴史ある街道の街、グルデンは。

　……燃えていた。

　街の中央に、遺い跡せきのような崩くずれかけた古い城壁に囲まれた一角があり、その中心部からいくつもの黒こく煙えんが立ち昇っている。

　風に乗って、タタタタ！　というカスタネットを叩たたいているような音や、ポン！　パン！　という破は裂れつ音が聞こえてくる。

　それは、すべて機関銃じゆうや小銃の銃じゆう声せいだった。遠距離で聞く銃声は、衝しよう撃げき波はを伴わないために、どこか気が抜けたように聞こえるのだ。

　サラサは、覗のぞいていた小型の双眼鏡を下ろすと、つぶやくように言った。

「あの城壁の中が旧市街地じゃ。あそこに役所とか警察署とか、政府軍の守備隊の駐ちゆう屯とん地ちとか、そういった政府の出先機関があるんじゃが……どうやら、軒のき並み襲しゆう撃げきを受けているようじゃな……」

「そんな！　俺おれは、いったいどうすればいいんだ！」

　悲鳴にも似た声を上げた龍たつ也やを制するように、サラサが左手を上げた。

「ちょっと待て、街に動きがある！」

　見ると、いくつかの白い土煙けむりの筋がグルデンの街の南側から離れていく。

　サラサは再び双そう眼がん鏡きようを目に当てた。

「あれは……トラックじゃ。荷台に黄色い布を巻いた兵士を乗せとるところをみると、どうやらグルデンの街を襲ったのはオードン族の連中じゃな」

「オードン族？」

　双眼鏡を目に当てたまま、サラサは答えた。

「ああ、セリカスタン南部の一帯を本ほん拠きよ地ちにしとる大部族じゃ。昔から武闘派で鳴らしていてな。一族の者が他ほかの部族に殺されたら、必ずその部族に報復をする、ちゅう血の掟おきてを定めて部族の結束を固めとる……敵に回すと厄やつ介かいな一族じゃ……」

　サラサは双眼鏡を下ろすと、胸の前で腕うでを組んだ。

　腕に押されて、ブラウスの中身が盛り上がる。

　……うわ、すごい。サラサさんって、Ｄカップかな？　水着とかになったら、きっとその辺のトップモデル並みのプロポーションなんだろうなあ。

　言っておくが、龍也は別に、いつもそんなことを考えている色ボケ男ではない。サラサの胸も、見ようと思ったわけではない。

　日本に帰れるかどうか、領事館に連絡をつけるにはどうすればいいのか、そういったことはしっかり考えつつ、しかし、それでも視線がそこにいってしまうのは男の本能だった。

　そのとき、龍也は何か冷たい手のようなものが襟えり首くびを触さわったような気がして、思わず振り向いた。

　そこにあったのは、リューカ姫ひめの『男って、本当に馬鹿ね……』という、冷たい蔑さげすみの視線だった。

　龍也と視線を合わせたリューカ姫は、つん、と顔をそらした。

「あ、いや、これは別にその……」

　必死に何か言葉を探したものの、何一つ言い訳できないことに気がついた龍也は、黙って下を向いた。

　自分の胸が、龍也とリューカ姫の二人の諍いさかいの原因になっていることに気がつかぬまま、サラサは腕を組んだまま、燃えるグルデンの街を見下ろして考え込んでいた。

　……グルデンの街がオードン族に襲撃を受けたことは、おそらく中央政府にも伝えられているだろう。政府軍は、オードン族討とう伐ばつ隊を差し向けるに違いない。

　首都から出発させるのでは時間がかかりすぎる。きっとこの近くにあるグラデオの街かフロラの街にいる部隊を差し向けるだろう……いや、おそらくすでに出しゆつ撃げき命令が出ているに違いない。正面から当たれば、政府軍の火力は馬鹿にできない。だからこの街を襲しゆう撃げきしたオードン族の連中は、さっさと撤てつ収しゆうに移った。一撃離り脱だつはゲリラ戦の基本だからだ。

　……そして、あのセラリックの渡しで検問をしていた連中は、このグルデンの守備隊の連中だ、今頃目の色を変えて、このグルデンの街に向かっているに違いない。グィーランの街から私たちを追っている追っ手もそうだろう……とにかく、作戦行動が可能な政府軍の部隊が、全部このグルデンに向かっていると考えた方がいい。

「仕方ない……ここで車を捨てるか。問題は姫ひめの足が山道に耐えられるかだな……」

　サラサがそう、独り言をつぶやいたとき。

　後ろに立って、グルデンの街を見つめていた龍たつ也やが聞いた。

「なんで、こんなことになっちゃったんだ？　戦争なんて、人が死んだり傷ついたり、家が焼けたりして、一文の得にもなりゃしないのに……」

　燃えるグルデンの街を見つめながらサラサは聞いた。

「タツヤ……あんた、この国……セリカスタンの歴史を知ってるか？」

「よく知らない……悪いけど」

　正直に首を振った龍也を見て、サラサは肩かたをすくめた。

「まあ、無理もないか、日本から見れば遠い国じゃけぇのぉ……」

　そして、サラサはゆっくりと話し始めた。

「このセリカスタンは、それほど古い歴史がある国家ではないんじゃ。

　長い間、それぞれの地方をいろいろな小さな部族が群ぐん雄ゆう割かつ拠きよして統とう治ちし、部族間で抗争を繰り返すという、いわば日本で言うところの戦国時代のような状態が何百年にもわたって続いとったんじゃ。

　その間、チンギス・ハーンの率いるモンゴル帝国の一部となったり、またチムール帝国の軍隊の侵略を受けたりしとったが、それも長続きせんかった。

　……日本の歴史で言うところの「オダノブナガ」や「ヒデヨシ」のような人間が現われんかったということなんじゃな」

　中央アジアのど真ん中で織お田だ信のぶ長ながの名前を聞くとは思わなかった龍也は思わず聞いた。

「なんで日本の武ぶ将しようの名前なんか知ってるんだ？」

　サラサは笑った。

「言わんかったかいの？　わしの爺じいさんは日本人じゃ、爺さんから日本のことは色々教えてもらっとるんじゃ」

　……一体どんな爺さんだったんだ？

　龍たつ也やは、その疑問をのみこんだ。

　サラサは、小さくうなずくと、再びセリカスタンの歴史について話し始めた。

「……セリカスタンはロシア帝国に占領され、ロシア革命の後に、隣の国のカザフスタン同様にソビエト社会主義連れん邦ぽうの衛星国の一つとして体制に組み込まれた。部族社会だったセリカスタンは社会主義政権の下で統一国家としての体てい裁さいを保ってきた。ほじゃが、ソビエト連邦が崩ほう壊かいし、外圧がなくなったとたん、この国は、部族ごとに領地を持ち、互いに覇は権けんを争い合う元の姿に戻ってしまったんじゃ。

　このままじゃとこの国に未来はない、という危機感を持った族長たちの呼びかけによって、なんとか停戦が合意され、今までぎくしゃくしながらもやってきたんじゃが……これでまたセリカスタンは、あんたの国の歴史で言うところの戦国時代に逆戻りってわけじゃ……」

　そして、サラサは、うんざりした、というような口調で言葉を付け足した。

「また……死人がいっぱい出るじゃろうね」

「なんとかならないのか？　殺し合いをやったって、どうにもなりゃしないだろう？」

　サラサは龍也を悲しそうな目で見て言った。

「部族同士の争いは先祖代々続いてきたけぇの。相互の不信は、もはや消しようがないのじゃ。敵対する部族を女子供にいたるまで一人残らず根絶やしにせんと、自分たちに平和な時は訪れん……どの部族もそう考えとる。

　ほうじゃの……この国に平和が訪れるとしたら、あんたの国のオダノブナガみたいな、すべての部族に有う無むを言わせぬだけの実力を持ったヤツが現われたときじゃの……人類の歴史を見ればわかる。甘っちょろい夢や理想で平和が訪れたことなんか一度もない。平和ちゅうのは強い力を持った存在によってのみ維持できるんじゃ。強いもんが多くの犠牲の上に成立させるものなんじゃ。そして、今、このセリカスタンには、自分こそがそのオダノブナガじゃ！　と信じ込んどるものが何十人とおるのじゃ……平和など夢のまた夢じゃちゅうことがわかったじゃろう？」

　サラサが、そう言い終えて小さくため息をついたそのとき。

　リューカ姫ひめが、何かに気がついたようにはっと顔を上げて、街道が峠とうげを下っていく先の方向を見た。

　誰かが街道を登ってくる気配がした。

　それも、一人二人ではない。

　サラサは、肩かたから掛けていたＡＫを降ろして、それを腰こしに構えた。

　やがて、その気配は、音になって耳に届いた。

　自動車の音ではない、動物の息遣づかいや蹄ひづめの音が混じった馬の群れのような音だった。

「二人とも、私の後ろに！　車の陰に隠れるんじゃ！」

　龍也とリューカ姫は、サラサに言われたとおりあわてて車の陰に身を潜ひそめた。

　山の下の方から聞こえる物音の中に、馬のいななく声が響いた。

　その声を聞いたとき、龍たつ也やの横にしゃがみこんでいたリューカ姫ひめが、はっと目を開くと、そのまま立ち上がってサラサに向かって叫んだ。

『敵ではありません！　シグルムの声がします！　あれは里の者たちです！』

『なんだって？』

『私がシグルムの声を間違うわけがありません！』

　リューカ姫はそう言うと、両手を口に当てて叫んだ。

『シグルムゥーイ！　シグルムゥーイ！　トゥオンロゥーン！』

　サラサは慌あわてた。

『姫！　危険です！　万が一、敵だったら……』

　……大変なことになる。と言おうとした、そのとき、再び馬のいななく声がした。

　リューカ姫の顔に自信に満ちた微笑が浮かぶのと同時に、峠をくねくねと曲がりながら下っていく街道のはるか下の方に馬の蹄ひづめの音と共に何か白いものが動くのが見えた。

　それは、一頭の白い馬だった。

『シグルムです！　里の人も一緒です！』

　リューカ姫の言葉が終わらないうちに、白い馬の後ろから十五、六人の馬に乗った男たちが現われた。

　誰も皆、紫むらさき色いろの布を頭や腰こしに巻いている。

　龍也は、その姿が、検問の前にトラックを停めたときのサラサの姿に似ているのに気がついた。

「ねえ、あの人たちって……サラサさんたちと同じキンリ族の人たち？」

　サラサは、馬に乗った男たちに向かって手を振りながら答えた。

「ああ、そうじゃ。キンリの里からわしらを迎えに来たリネトの者どもじゃ。グィーランから送った伝言は、ちゃんと伝わっておったようじゃな」

「リネトの者？」

　怪け訝げんな顔をする龍也を見て、サラサは、ああ、そうか、という顔になった。

「リネトとは、巫み女こ様の護り役のことじゃよ、キンリ族の各氏族から屈くつ強きようの若者が選ばれて、我が身と命を掛けて巫女様を護ることになっとる」

「へえ……なんか、すごい話だなあ、一気に二百年くらい時間を逆戻りしたみたいだ」

　サラサは、半分自じ慢まんげにうなずいた。

「うむ、このしきたりは、何百年と続いとる。我がキンリ族は神しん事じと祭さい事じを執とり行うのが役目じゃ」

　手を振ったサラサに気づいたのだろう、馬に乗った男たちの速度が上がった。

　白い土煙けむりを立て、蹄の音を轟とどろかせて走ってくる騎き馬ばの男たちを見て、龍也は思わず感嘆のため息を上げた。

　……うわあ、すごい、なんか映画のワンシーンみたいだ。

　この国って、本当に戦国時代で時間が止まっているんじゃないのかな。

　そんなことを考えながら騎き馬ばの男たちを見ていた龍たつ也やは、その群れの先頭を走る白い馬に、誰も乗っていないことに気がついた。

「あれ？　あの白い馬、誰も乗っていないけど……落馬しちゃったのかな？」

　その龍也のつぶやきを聞きつけたサラサが、声を上げて笑った。

「ははは、安心せぇ、落馬したわけではない。あの馬……シグルムは姫ひめ巫み女こ様の馬じゃよ、他ほかの誰も乗るわけにはいかん」

「リューカ姫の馬？　あの子があの馬に乗るの？　だって、女の子だよ？」

　サラサは、何を言っているんだ？　という顔で答えた。

「馬に乗るのに男も女もあるまい、人なら誰でも馬に乗るじゃろう、それが常識じゃ」

「あ、いや、それはそうだけど、それはこの国の常識で……」

　サラサは怒ったように言った。

「何をたわけたことを言っとる！　ここはセリカスタンじゃ、この国の常識が、常識じゃ。お前さんの方が常識知らずじゃ」

「うへ」

　サラサに叱しかられた龍也が思わず首をすくめたとき、目の前に真っ白な馬が現われた。

　すごい勢いで走って来たその馬は、龍也たちの手前十メートルあたりで、ぴたりと立ち止まると、そこでリューカ姫を見つけたのだろう、一、二回、嬉うれしそうに首を上下に振り、ゆっくりと近づいて来た。

　そして、リューカ姫の目の前にやって来ると、まるで人になれた犬のように、リューカ姫に鼻先を押し当て、ふんふんと鼻息を吹きかけた。

『来てくれたのね、シグルム』

　リューカ姫が微笑ほほえみながら話しかけると、白い馬はその言葉を理解しているかのように首を上下に振った。

　……この馬、人の言葉が分かるのかな？　それともこの子が馬の言葉が分かるのかな？　馬とか犬とか、人間と一緒に長く暮らしている動物は、人間の言葉がわかるようになるし、人間も動物がどんなことを考えているか分かるようになるって、聞いたことがあるけど、セリカスタンの人たちは遊牧民で、生まれたときから馬と暮らしているから馬の気持ちがわかるんだろうな……いいなあ、そういうのって、なんとなく憧あこがれるよな。

　龍也がそんなことを考えていると、突然リューカ姫が振り向いて、にこっと笑いかけた。

　……俺おれの気持ちも分かるのかな？

　一瞬、どきんと高鳴った自分の胸を押さえたとき、龍也の前に蹄ひづめの音とともに馬に乗った男たちが現われた。

　背中にＡＫを背負い、腰に弾だん帯たいを巻き、日に焼けた精せい悍かんな顔つきと鋭するどい目を持つ彼らは、リューカ姫ひめの手前十メートルほどのところで馬を止めて一いつ斉せいに馬を降りた。そしてゆっくりとリューカ姫に近づき、三メートルほど手前で、一斉にその場に片膝ひざを付いて頭を下げた。

　先頭に立っていた二十五歳さいくらいの年ねん齢れいの屈くつ強きような体格の男が顔を上げて言った。

『おかえりなさいませ、姫巫み女こさま。部族会議場爆ばく破はの知らせを聞き、我らリネトの者どもは皆、心配しておりました。護衛のサラサ殿どのは一いつ騎き当とう千せんとはいえ多勢に無勢。センドルク大統領めが、いかなる手段に出るやもせずと、案じておりましたが、こうして無事な姿を見ることができて、感激しております。これも皆、我がキンリの先祖の御み霊たまが御守りくださっているのでしょう。ありがたいことです』

　リューカ姫は、その若者に微笑ほほえみかけた。

『お迎えご苦労様です、見ての通り再び内戦の炎ほのおが上がりました、この内戦は、キンリの里も無む縁えんではいられないでしょう。一刻も早く里に戻って長老の方々と方策を練らねばなりません、よろしくお願いします、ネマコル殿』

　ネマコルと呼ばれた若者は、顔に誇らしげな色を浮かべた後で、小さく頭を下げ、そしてサラサに向き直った。

『サラサ殿！　ソラテのネマコル以下、キンリのリネト衆しゆう十五人は、これよりあなたの指揮下に入る！　手のひらに乗るような勢力なれど、我らは、その辺の部族の軟弱な者どもとは違う！　役に立ってみせるぞ！』

　サラサは、にっこりと笑ってみせた。

『ありがとう、ネマコル。頼りにしてるわよ。見ての通りグルデンの街は、オードン族の襲しゆう撃げきを受けた。この地を目指し政府軍が集まって来るのは必至だ。一刻も早く里に帰らねばならん、手はずは整っているか？』

『はい！　里までの道にはそれぞれ繫つなぎを付けてあります。今夜はオレヌの村で一泊することになると考え、村に宿の用意を……』

　サラサの顔が曇った。

『村はまずい。私たちが里に向かっていることは政府軍の連中も気づいているはずだ。キンリの里に向かう道にある村々には手が回っている恐れがある』

　ネマコルはにやっと笑った。

『御安心を、村といっても村の宿屋に泊まるのではありません。村から離れた所にある小屋を借り、そちらに水と飼かい葉ばの用意をしてあります。姫巫女さまがお泊りになるような場所ではありませんが、敵の目から逃れるためですのでご勘かん弁べんを戴いただきたいと思います』

　サラサは笑った。

『そうか、さすがはネマコルだ。姫巫女さまについては心配するな、そのようなことでとやかく言うような御お方かたではない、そのくらいはわかっているだろう？』

『はあ、そのことは重じゆう々じゆう承知でございますが、このようなことは、初めてですので……』

　ネマコルはそう言って頭を搔かいた後で、表情を引き締め、龍たつ也やのほうをちらりと見てから声を潜ひそめた。

『……ところでサラサ殿どの、見慣れぬ者が混じっておるようですが……見たところ外国人のようですが、何者ですか？』

『うむ、日本人の旅行者だ。途中で拾ってな……政府軍の検問を突破するときには役に立ってくれた』

　日本人と聞いて、ネマコルの顔から少し緊張が消えた。

『そうでしたか、思わぬところで縁えんがございますな……』

　そしてネマコルは龍也が頭に載のせているラクーンハットの後ろにぶら下がっているアライグマの尻尾しつぽを見て、小さくうなずいた。

『そういえばあの者、歳とし若く、見た目は貧弱でございますが、勇者の証あかしを下げておりますな……』

『勇者の証？』

　サラサは怪け訝げんな顔で龍也を見た。そして、頭の後ろにぶら下がっているアライグマの尻尾に気がついたとたん、声を上げて笑い出した。

『ははは、そうか、そうだよね、確かにあいつは勇者の証を下げてるね』

　ネマコルは怪け訝げんな顔になった。

『何か、おかしなことを言いましたでしょうか？』

『ああ、いや、なんでもない。縞しま模も様ようの尻尾しつぽの狼おおかみは、実に珍しいと思っただけのことだ』

　小さく首を振ってそう答えながら、サラサは龍也のことを考えていた。

　……しまった。タツヤをどうするか、考えていなかった。

　あのままグルデンの街に置いていくつもりだったんだが、今のグルデンに一人で行かせるわけにはいかない。政府軍や街の当局者は疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいっているだろう。そんなところに外国人が、のこのこ顔を出せば、良くて投とう獄ごく、最悪の場合はその場で射殺されかねない。

　セラリックの渡しで検問していた連中にとっ捕つかまったときには、私たちに銃じゆうで脅おどされていたと言い逃れをしろと言うつもりだったが、そんな言い逃れが通用するような状況ではなくなってしまった。

　……どうするか。

　サラサは、リネトの衆しゆうに囲まれながら、にこにこ笑いながら物珍しげにあたりを見回している龍也を見た。

　……相変わらずの無防備な笑顔だな。まるで赤あか子ごのようだ。

　世の中には自分に危害を加えるような人間はいないと、信じ切っているような顔だ。

　どうして日本人というのはあのような能天気な軟弱者ばかりになってしまったのかな。

　サラサは小さくため息をついた。

　……仕方ない。本人に選ばせるとしよう。

　このまま、グルデンの街に歩いていくか、それとも私らと一緒にキンリの里まで来るか……。







　　　第四章　「オレヌ村」







「ねえ……まだ着かないの？　そのナントカって村に」

「ナントカではない、オレヌ村じゃ！　ちゃんと覚えとけぇ」

「いや、覚えたいのは山々なんだけど、セリカスタン語って難しくて」

　自分の背中にしがみついて、ぼやくように言った龍たつ也やを振り返って、サラサは叱しかるような口調で言った。

「難しくとも覚えてもらうで、お前はキンリの里の客人まろうどになるんじゃからの」

「わかったよ」

　目の前にあるサラサの背中を見ながら、気のない声でそう答えた龍也は、自分の運命を呪のろい始めていた。

　……グルデンに着けば、そこから日本領事館に連絡を取って、日本に帰れると思っていたのに、なんでこんなことになっちまったんだ？

　そりゃあ、あそこでサラサさんたちと別れて、自分だけグルデンの街に行くって選択肢しもあったけど。戦場になってしまったグルデンの街に、一人でのこのこ顔を出す勇気は無いよなあいくらなんでも。

　サラサさんたちに付いて行くってことは、政府軍から狙ねらわれるってことで、要するにお尋ね者になるってことで、それでもいいのか？　とサラサさんに念を押されたけど。

　俺おれには、サラサさんとリューカ姫ひめが犯罪者だとは、どうしても思えなかったんだよなあ。

　政治のことはよくわからないし、このセリカスタンという国がどんなことになっているのかもよく知らない。

　でも、そんな俺でも、ひとつだけわかることがある。このセリカスタンの政府というのは、正義の味方じゃないということだ。

　平和な解決方法とか、話し合いとか、そんなことは考えちゃいない。逆らうヤツは問答無用で皆殺し。という方法を取ってくる連中なんだ。

　龍也の脳裏に、車を追いかけていたヘリコプターの光景が浮かんだ。

　ヘリコプターの機体の両側から吐はき出される禍まが々まがしい閃せん光こうは、サラサとリューカ姫を殺す意思を持って撃たれた機関銃じゆうの発射炎えんだった。そして、脳裏の光景は、それをサラサが撃げき墜ついしたシーンに切り替わった。

　……きっとサラサさんは、殺される前に殺しただけだ、それのどこが悪い、と思っているに違いない。

　この戦いには、正義も悪もない、死ぬか生きるかという戦いなんだ。

　だとしたら、俺が選ぶのは、正義か悪かじゃなくて、どっちが信じられるか、ということなんだ。

　そして、俺は、あの検問のときに下した自分の結論を信じた。サラサさんを、リューカ姫を信じることに決めたんだ。

　それを告げると、サラサさんは、俺をキンリの客人まろうどとして遇ぐうするとかなんとか宣言して、リネト衆しゆうの人たちも認めてくれたけど、まさか、いきなり馬に乗せられて、山道を行くとは思わなかった。馬なんか乗ったことも無いっていうのに……。

　そのとき、龍たつ也やの鼻を、ふわっと石せつ鹼けんのような匂においがよぎった。

　それは、目の前にいるサラサの髪かみの匂いだった。

　自分で馬に乗ることのできない龍也は、サラサの馬に同乗していた。

　一頭の馬に二人で乗るということは、要するに身体からだをくっつけて、後ろの人間は前の人間の腰こしに手を回し、しがみつく、ということである。

　サラサの腰に当てた手から伝わってくる柔やわらかな感触を感じながら、龍也は、思わずにやけてしまった。

　……いきなり馬に乗れって言われたときは、どうなることかと思ったけど……まあ。こんな美人に乗馬を教わることができると考えれば、そう悪くもないかな？

　龍たつ也やのそんな感かん慨がいに気づかぬまま、サラサは西の空を眺めた。

　太陽はすっかり西に傾き、地平線のすぐ上にたなびく筋雲の中に半分その姿を隠そうとしていた。

　日光の恩恵を失った高原の空気には、早くも夜の寒さが忍しのび寄っているようだった。

『急ごう！　日が沈む前に村に着かねばならん！』

　サラサは、後ろに続いているリネトの衆しゆうに向かって叫んだ後で、自分の背中にしがみついている龍也に向かって日本語で言った。

「日が陰ってきた、馬の足を速めるけぇ、しっかり捕つかまっとれよ、さっきのように無ぶ様ざまに転げ落ちるんじゃないぞ！」

　サラサが乗っている馬の横腹を蹴けると、馬は、その合図を受けて早駆がけに移った。

　後ろに乗っていた龍也は、いきなり大きくなった馬の動きに、思わず悲鳴を上げた。

「おわっと！　うひゃあ、ゆ、揺れるぅ！」

「早駆けに移ったんじゃ、揺れるのは当たり前じゃ。それよりも、ちゃんと鐙あぶみに体重をかけて尻しりを浮かせろ！　馬の背にどっかり座り込むんじゃない！」

「わ、わかったよ……」

　渋しぶ々しぶ腰こしを浮かせた龍也に向かって、サラサの容よう赦しやない声が飛んだ。

「ほら！　口で分かったちゅうなら、ちゃんと身体からだも動かす！　このセリカスタンじゃあ、馬に乗れて当たり前なんじゃぞ！」

　……くそ、美お味いしいことばかりは続かないってわけか。サラサさんは容赦がないからなあ、いくら美人でも、こんなスパルタ式乗馬教室じゃあ、客はつかないだろうな。

　龍也がそんなことを考えていると、その脇わきを、白馬に乗ったリューカ姫ひめが、軽々と追い抜いていった。

　その細い背中を見て、龍也は、思わず不ふ謹きん慎しんなことを考えた。

　……あのお姫様なら、サラサさんなんかより、ずっと優しく教えてくれるかもしれないな。でも、後ろに乗って腰につかまっても、サラサさんほどの感触は無さそうだけど。

　そのとき、いきなりリューカ姫が振り向いた。

　そして、あかんべえ、をするように舌したを出すと、ぷいっと前を向いて馬の速度を上げた。

　……俺おれの考えていることがわかったのか？　でも、まさか、そんな……。

「ほら、何をぼーっとしとる！　しっかりつかまれ！　行くぞ！」

「あ、は、はい！」

　追い抜いていったリューカ姫を追うように、サラサは馬の速度を上げた。

　そしてリューカ姫とサラサの乗った馬を護るように、前後に挟はさんで移動していたリネトの衆しゆうもそれに合わせて馬の速度を上げ始めた。

　キンリ族の一行が日没前にオレヌの村に入ろうと急いでいたその頃。

　グルデンの街の近くの平原に、二機の大型輸送ヘリコプターが着陸しようとしていた。

　ローターの巻き上げる砂すな埃ぼこりが地平線に沈みかけた夕日に照らされて、あたりの空気がオレンジ色に染まる。

　その空気の中で、シャリフが近くで待たい機きしている兵士たちに向かって爆音に消されぬように大声で叫んだ。

「急げ！　ヘリに乗り込んだら、すぐに出発だ！　ヘリの中には夜間戦闘用の装備が用意してある！　訓練どおりにやれば大丈夫だ！」

　部下たちが、緊張した面持ちでそれぞれにうなずくのを見て、シャリフは思った。

　……顔つきが今までとは違うな。まあ、無理も無い。夜間降下作戦も、夜間戦闘も、実戦は初めてだ。この中で、特殊部隊員としてロシアで正式な訓練を受けたのは俺おれとポンズ曹そう長ちようだけだからな。

　シャリフがそんなことを考えているところに、一人のがっちりとした体つきの年ねん季きの入った下か士し官かんが、走って来て敬礼した。

「ヘリコプターへの搭とう乗じよう準備が整いました！」

「よし、第一小隊から搭乗させろ」

　そう言った後で、シャリフは、兵士の方に向かって行きかけたその下士官を呼び止めた。

「あ、ちょっと、いいかなポンズ曹長」

「はあ、何でしょうか？」

　怪け訝げんな顔をする曹長を見て、シャリフは言った。

「あいつらは、俺と曹長が、このセリカスタンで訓練した自前の特殊部隊員だ。金も物も経験も無い中で、なんとかそれなりに使えるように苦労して鍛きたえ上げてきたわけだが、どうだ？　実戦で使えると思うか？」

「信じるしか無いでしょう」

　そう言って、ポンズ曹長は顎あごをゆがめた。

　シャリフは、その曹長の顔を見て、それが、彼の笑顔だということを思い出した。

「信じるとは……何をだ？　あいつらの腕うで前まえか？　それともあいつらを鍛えた俺とお前の腕前か？」

　ポンズ曹長は顎をゆがめたまま答えた。

「その、両方です。シャリフ大たい尉い殿どのは、ヤツらが使い物になると判断されたからこそ、この作戦を決断されたわけです……違いますか？」

「うむ、まあ言われて見ればそのとおりだな、返す言葉が無い……だが、自分では、やり残したことは無い、完かん璧ぺきだ、と思っていても、他人から見れば大穴が開いていると言うことはよくあることだからな……」

　ポンズ曹長の顔から顎のゆがみが消えた。

「信じましょう、あいつらを、そして自分のやってきたことを。それに、装備も良くなりました……西側の中古ですがね。金の無かった頃に比べれば雲うん泥でいの差です」

「金か……」

　シャリフは自じ嘲ちようするような薄笑いを唇くちびるに浮かべた。

「その金が入ってきたとたん、このセリカスタンは内戦に逆戻りだ。喜んで良いのかどうなのかわからんな」

「ええ、でも、私たちが頑がん張ばれば、この内戦もきっとすぐに終わります。そう信じて動くしかありません」

「そうだな……通常戦力しか信じない戦車馬鹿や、空くう爆ばくオタクの手に、戦いの主導権が渡る前にオレたちの手で収めることができれば、この内戦の犠牲者は最小限で済む……引き止めて悪かった、第二小隊の面倒を頼むぞ」

「それは小隊長に言うべきですな、小隊付けの下か士し官かんに言うべきことではありません」

「私は、ただの下士官に言っているのではない。下士官の方が気楽だという理由で特別昇任を断った、どこぞのワガママな曹そう長ちように言っているのだよ」

　ポンズ曹長の顎あごがゆがんだ。

「なるほど、そういう理由でしたなら、面倒を見させていただきます」

「よろしく頼む、以上だ」

　ポンズ曹長は敬礼すると、くるりと背を向けて第二小隊の兵士の方に向けて走り去って行った。

　夕闇やみの迫る平原に舞い立つ砂すな埃ぼこりの中でローターを回している二機の輸送用のヘリコプターを見てシャリフは思った。

　……何のかんの言っても、この国で夜間飛行が可能な技量を持つパイロットは、あの機体を操そう縦じゆうしている二人を含めて数名だけだ。

　この国が貧乏であることの証明だな。

　確かに、例のレアメタルの鉱脈が見つかって、西側の資本から金が入ってきてから装備はどんどん新しく強力になった。

　軍の将しよう軍ぐんどもや、大統領の側近は、その装備に目がくらんで、自分たちは強い、地方の部族など一撃で揉もみ潰つぶせる！　と思い込んでやがるが、いくら装備が優秀でも、人材が揃そろっていなければ、そんなものは何の役にも立たない。

　人材を育てることに金を使わず、見てくれの良い正面装備ばかり買いあさりたがるのは、今までの反動なのかもしれんが、あんなものは、こういった不正規戦闘が主体の内戦では意味が無い。

　ベトナムやアフガンで、正面装備に優れた正規軍がどうなったか、知らないわけでもないのだろうが……。

　人間というのは『自分は過去から学んだのだ、あんな馬鹿なことはしない……』と言いつつ前者の轍わだちを踏んでしまう生き物なのかもしれんな。

　シャリフが胸の中で独り言をつぶやいたとき、第一小隊の小隊長が、やって来て報告した。

「全員搭とう乗じようを終わりました！　出撃可能であります！」

「わかった、今行く」

　シャリフはそう言ってうなずくと、ヘリコプターに向かって足を進めながら、後ろにあるグルデンの街を振り返った。

　火災は消し止められたか、燃えるものはすべて燃え尽きてしまったのだろう、黒こく煙えんはほとんど見えなかった。

「……オードン族め、火事場泥どろ棒ぼうみたいなことをやりやがって……キンリの女め狐ぎつねを取り押さえたら次はお前らだ。首を洗って待っていろよ」

　シャリフは、吐はき捨てるように小声でつぶやくと、ヘリに向かって足を速めた。

　夕闇やみの中を舞い上がった二機のヘリコプターは、グルデンの街の上を大きく旋せん回かいすると、そのまま北西へと進路を取った。

　薄暗いヘリコプターのカーゴルームでは、シャリフがインカムを通じて部下たちに最後の指示を与えていた。

「各自、ＧＰＳモニターの数字を常に確認しろ、降下は夜間になる。ロム川が谷を出て平野で広がった、その扇せん状じよう地ちの上でヘリがホバリングする。降りた先は真っ暗だ。カンだけで動くと自分の位置を見失うぞ。カンとＧＰＳの両方のデータを使って自分の位置を客観的に把は握あくしろ。降下したらすぐに分隊ごとに集合して予定の作戦行動に入る」

　シャリフはそこで言葉を切ると、目の前に並ぶ部下たちの顔を見回した。

「いいか、我々はこの日のために訓練を積んできた。特殊部隊の目的は、最少の行動と犠ぎ牲せいで、最大の効果を得ることにある。不用意な発はつ砲ぽうと殺害は厳禁だ。そういうのはクールじゃないチンピラのやることだぞ。俺おれたちはプロだ。そのことを肝きもに銘めいじておけ、私から言いたいことは以上だ。装備の点検を終えたら、目的地上空まで待たい機きだ」

　顔を黒く塗ぬった部下たちは白目だけを光らせてシャリフを見返し、それぞれに無言で小さくうなずいた。

　インカムのスイッチを切ったシャリフは、カーゴルームの窓際に座り込んで、ポケットライトを振って第一小隊の小隊長を手招きした。

　狭いヘリのカーゴルームの中で、お互いに身に着けた装備の点検を行っている部下たちを見回っていた小隊長は、ペンライトに気づいたのだろう、部下たちを搔かき分けながらシャリフの近くまでやって来た。

　シャリフは自分の耳元についているインカムを指さして小さく指を二本立てて見せた。

　小隊長は小さくうなずくと、会話を部下たちに聞かれないために、胸元の分隊通信インカムのスイッチチャンネルを二番に切り替えた。

　その作業が終わるのを確認してから、シャリフは小声で話しかけた。

『どうだ？　部下の様子は』

　小隊長は少し眉まゆをひそめて答えた。

『皆、どうやら落ち着かない様子ですね、不安がっているというか……』

『そうか……気持ちはわからんでもないが、なんとしてでも昼間の失点を取り戻さないことにはな……』

　小隊長は肩かたをすくめた。

『あの混乱した現場で、キンリの巫み女こだけを殺さずに捕とらえろ、という命令を遂行するのは困難極まりないものでした。ましてや一般部隊の兵士には、部族関係者すべてを殺害する命令が出ていたのですから』

『確かに、君の言うとおりだ、しかし、我々にそれを期待されていたのも事実だ。国民の多くにとって、キンリの巫女の言葉は想像以上の説得力と宣伝効果がある。大統領閣かつ下かが、殺さずに捕らえろと命令を下したのも当然だ』

『逃げられたことが判明したのは、爆ばく破はした会議場の混乱が収まった後でしたからね……後ご手て後ご手てに回りすぎました……ましてやボディガードが、あのサラサ・クルティム中ちゆう尉いですから、まんまと裏をかかれましたよ』

　シャリフは、小さくため息をついた。

『部族会議に混乱を招かぬように、という理由で各部族とも、護ご衛えいの兵士の人数は最小限に留とどめるという事前の申し合わせがあったからな。部族長暗殺を遂すい行こうした国軍部隊から見れば、まさに好都合だったろうな』

　小隊長はぼやくようにつぶやいた。

『姫ひめ巫女の護衛が、普通の兵士だったなら、もっと簡単だったでしょうね』

『それなら、俺おれたちは今頃任務完了だ。首都の本部に戻って祝杯を挙げているだろうよ、こんなところに詰め込まれて空を飛んでたりしない』

『違いありませんね』

　小隊長は小さく笑った後で、探るような目つきになってシャリフに聞いた。

『キンリの姫巫女とサラサ殿どのに対しては、射殺命令が出ているという話ですが……』

　シャリフはうなずいた。

『そうだ……命令にあったとおりだ。保護……要するに拉ら致ちに失敗したら殺せということだ。巫女の宣伝効果が逆に働けば、その影響力は計り知れない。そうなるくらいなら殺してしまえというのも無理からぬところだ』

『やっぱりそうですか……』

　小隊長は眉まゆをひそめた。

『どうやら部下の不安もそこにあるようです。死んだ婆ばあさんの遺ゆい言ごんじゃありませんけど、キンリの巫み女こを殺したものには罰ばちが当たる。という言い伝えがありますからね、私も気が進みませんな……』

『巫女を殺すと氏族が呪のろわれるという言い伝えは、やはり根強いか？』

　心配そうに聞いたシャリフに向かって小隊長は小さくうなずいて見せた。

『ガキの頃、学校では、迷信は、科学的社会主義の敵である。って教わりましたけど、家に帰れば爺じいさん婆さんが逆のことを教えてくれるわけで、なかなか合理的唯ゆい物ぶつ論者になれるもんじゃありませんよ。まして殺す相手が、このセリカスタンの巫女の総元締めの姫ひめ巫女とくれば、そりゃあ尻しり込ごみしますよ……』

　そして、小隊長はシャリフの顔を見て聞いた。

『シャリフ大たい尉いは、戦士の護ご符ふをお持ちですか？』

『え？　あ、ああ持っているが、それがどうかしたか？』

　小隊長は小さくため息をついた。

『このセリカスタンの兵隊で、先祖の霊れいが封じられているあの弾たま除よけの護符を持ってない者は、おそらくいないと思ってましたが、やっぱり大尉殿どのもお持ちでしたか……』

　シャリフは左胸の心臓の上あたりを押さえて聞いた。

『気休め、というか精神の拠より所みたいなものだからな……で？　この護符がどうかしたか？』

　小隊長は肩かたをすくめた。

『考えてみてください、その護符は誰が作ってると思います？　キンリの巫女です。俺おれたちの任務は、その護符をくれた相手を殺すことなわけですからね、迷信深いヤツでなくとも気が進みませんよ』

　今度はシャリフが肩をすくめた。

『俺だってキンリの巫女を殺すなんてのは嫌いやに決まってる。でも、まあ、そこは考え方一つだ。俺たちはキンリの巫女を殺すために追いかけているわけじゃない。俺たちは保護するために追いかけていると考えればいい。俺たちが追いかけている以上、まだこの作戦は失敗じゃないんだからな』

　小隊長は、にやっと笑った。

『シャリフ大尉は、サラサ殿を殺したくないんでしょう？　みんなが言ってますぜ、大尉はサラサ殿に惚ほれているんじゃないかって』

『お前、何を……』

　シャリフは目をむいて、何かを言いそうになったが、そのまま口を閉じて、大きなため息をついた。

『まあな、惚れているって言えば惚れているんだろうよ……でも、それは普通の惚れ方とはちょっと違うんだ。俺は、あいつと一緒にロシアの軍人学校に行って、つくづく思った。このセリカスタンには、あいつみたいな人間……人を育てることのできる人間が、必要だとな。

　資源も何も無い貧乏な国が、他ほかの国に負けないようになるためには、教育と人材が必要なんだ。あんな才能のある人間を殺すなんてとんでもない、あいつには生きて、この国を背負う人間を育ててもらわなきゃいけない……俺おれはそう思うのさ』

　小隊長は、好意的な目でシャリフを見て言った。

『わかりました、大たい尉い殿どのの言葉、私だけの胸に仕し舞まって、しかと肝きもに銘めいじておきます……』

　シャリフは、顔を上げて、カーゴルームにいる部下たちを見回した。

『いや、別に胸に仕し舞まう必要は無い。どうせ、ここにいる連中は、みんな盗ぬすみ聞きしていたに違いないからな』

　カーゴルームに座り込んでいた部下たちが、ばつが悪そうな顔つきで互いの顔を見合っているのを見て、シャリフは言葉を続けた。

『隠すことは無い。さっきからインカムに、雑音がひっきりなしに入っていたからな。情報収集は兵士が生き残るために必要な手段かもしれん。上官同士が秘ひ匿とく通話チャンネルを使用して話をしていたら気になるのは当然だろう、しかしお前らのやったことは間違いなく規則違反だ。だが、私はそれを責めているわけではない。私が言いたいことはだ……』

　シャリフはそこで言葉を切って、にやっと笑った後で、付け足した。

『お前らは、盗ぬすみ聞きの方法が下へ手たくそだ、装備の習熟度が足りないぞ、やるならもっとうまくやれ……以上だ』

　ヘリコプターのカーゴルームに低い笑い声が満ちた。

　シャリフはインカムのスイッチを切ると、カーゴルームの窓から外を見た。

　平原はすべて闇やみに沈やみみ、空は深い紫むらさき色いろに染まっていた。

　太陽はすでに無く、遠く西の地平線に近いあたりの空がその名残なごりをとどめて赤く光っているだけだった。

　……時間が無い。間に合えばいいのだが。

　サラサたちがキンリの里に入る前になんとしてでも追いつかねば。軍の上層部は、なりふり構わぬ攻撃に出るだろう。

　……よりによって、キンリの里がある雪割り谷に、レアメタル……タングステンの鉱こう床しようが伸びているとはな……テンジンの神がこれほど皮肉が好きだとは思わなかった。




　シャリフの率いる大統領警護隊特殊部隊が乗った二機のヘリコプターが、サラサたちの向かったオレヌ村を目指して夕闇やみの中を飛び続けていたその頃。

　セリカスタンの首都アーディンにある大統領府では、政府軍の幹部による会議が開かれていた。

　首都アーディンは人口十二万人を数えるセリカスタン最大の都市である。

　東には空軍の基地を兼ねる国際空港、西にはロシア共和国と中国を結ぶ大陸横断鉄道の駅があり、その両方から伸びてきた大通りが市内で突き当たる場所、つまりアーディンの中心に、一見荘そう厳ごんなゴシック様式に見える巨大な建築物がある。

　五十年代に東とう欧おうを初めとする社会主義国で流行した、輝かしい共産主義革命の前途を表現した労働者の英知の結晶……実際には、これらの建物の建築に携たずさわったのは、労働者は労働者でも、収容所の囚しゆう人じんの強制労働だったのだが……俗にスターリン様式と呼ばれる、荘厳というよりは実に威圧的で偉そうな建物が、このセリカスタンの国家指導者であるセンドルク大統領の権力の中ちゆう枢すうである大統領府の建物だった。

　蟹かには、己の甲こう羅らに合わせた穴を掘る。というコトワザがあるが、まさしくそのコトワザのとおり、ソビエト崩ほう壊かい後もこの建物の中には、この国を支配し続けてきた社会主義体制をそのまま引きずったような思考しかできないような人間が、数多く棲せい息そくしていた。

　しかし、この建物の中で仕事をしていたセンドルクは、そういったガチガチの教条主義的石頭の持ち主ではなかった。

　彼は、いわゆる機会主義者だった。彼にとって共産主義のイデオロギーなどは、利益を得るための方便でしかなかった。そして、彼はこの柔じゆう軟なんな価値観……別な言い方をすれば節せつ操そうの無さにより社会主義と資本主義の本質を見抜き、ソビエト崩壊後の政局の混乱の中でいち早くこの国のイニシアティヴを握ったのだ。

　彼にとってみれば、社会主義も資本主義も、その本質には変わりは無い。要するに、ぶっちゃけて言ってしまえば、そこに至るまでのプロセスこそ違うものの、この世の中は金と権力を握った者の勝ちだということである。

　そして今、この大統領府の最上階にある特別会議室に、彼の一族で固めたセリカスタン政府軍の指揮官たちが集まっていた。

　最初に口を開いたのは、陸軍機き甲こう師団の総司令官であり、実質的に政府軍陸軍部隊の実権を握っているリューコフ将しよう軍ぐんだった。

「それにしても、この国軍最高会議に、他ほかの部族の連中が一人もいないというのは、実に気分がいいものだな」

　会議室に居並ぶ面々……その誰もが、センドルク大統領の出身部族であるセルム族だった。

　リューコフは、その小太りの体型を小刻みに揺らせて笑いながら、同意を求めるような目で他ほかの面々を見回した。

　彼の本名は『アラク』というのだが、ロシアの戦車学校に入学したのを機会に名前をリューコフに改めたほどのロシアびいきの男である。

　子供の頃に、ソビエト映画『ヨーロッパの解放・クルクス大戦車戦』を見て戦車の魅み力りよくに取り付かれ、それ以来戦車一筋に生きてきた、根っからの陸軍軍人である。

　その、リューコフ将軍の問いかけに答えたのは、空軍司令官のソナムルだった。

「国軍を我がセルム族で固め、セリカスタン全土を制圧し永年にわたる内乱と混乱に終止符を打ち、このセリカスタンにセルム族による平和を打ち立てるのが、今回の作戦の目標だ。となればこの席が我がセルム族で占められているのは当然だ、特に騒ぐようなことでもあるまい」

　長身で瘦やせぎすの体格の持ち主であるソナムル司令官は、実にそっけない言い方で答えた。

　空軍という組織が持つ特有の合理的な精神が実に合っていたのだろう。彼が空軍のトップに座ってから、セリカスタン空軍の装備の充実は著しいものがあった。

　ソナムル司令官に木で鼻をくくったような返事を返されたリューコフ将しよう軍ぐんが、むっとしたような顔になったのを見た一人の小太りの品の良さそうな白髪しらが交じりの初老の女性が声をかけた。

「まあまあ、リューコフ、気を悪くしないで。ソナムルは、まだ作戦は始まったばかりだから気を緩ゆるめるなと言っているのですよ。ソナムルの口調はいつものことではないですか」

　彼女の言葉を聞いたリューコフ将軍は、母親にたしなめられた子供のように下を向いて小さく頭を搔かいた。

「あ、いや、リネム大だい臣じん様の言うとおりだった。考えて見ればあれがソナムルの常だったな。愛あい想そが良くて、にこにこ笑っていたら、そいつは間違いなく偽にせ者ものだ」

　相手にする気もない、という風に、ソナムル司令官は黙って肩かたを小さくすくめた。

　リューコフをたしなめたこの初老の女性の名前はリネム大臣。

　センドルク大統領の実の姉であり、セルム族の長老会議の議員の一人でもある。

　諜ちよう報ほう及び治安維持の任務にあたる内務省の責任者であり、大統領警護隊の総指揮官でもある彼女は、このセリカスタン国内の情報を常に把は握あくし、各機関の調整役に徹てつしている。

　ほとんど表に出ないものの、センドルクが大統領になったのも、そしていまだに大統領であり続けている理由も、彼女の存在によるものだというのがもっぱらのウワサである。

　会議室の中に、ほっとした空気が流れたそのとき、秘書官がセンドルク大統領の臨席を告げた。

　出席者が起立するのと同時に、会議室の入り口に、五十代半ばにさしかかったくらいの年ねん齢れいの、眉まゆ毛げの濃こいがっちりとした体型の男が姿を現わした。

　濃い青色の地に、銀のモールを配した詰つめ襟えりの執務服と呼ばれる服を着たこの男こそ、このセリカスタンの国家元首であるセンドルク大統領だった。

　センドルクは席に着くと、小さく両手を広げて列席者に着席するように身振りで示した後で、自分の斜ななめ後ろに立っていた、子飼がいの部下らしい男に指で合図した。

　部下の男は深々と一礼すると、ゆっくりとした口調で話し始めた。

「私は大統領閣かつ下か直属の参さん謀ぼう本部におりますディナル少しよう佐さと申します。

　ご列席の皆様は、すでに本日発動しましたこの『千年王オペレーシヨ国作戦ン・ミレニアム』についてに御存じのことと思われますので、詳しよう細さいについては省略させていただきますが、簡単に今回の作戦の目的について再度確認の意味を込めて説明させていただきます。

　我がセリカスタンの歴史は部族間抗争の歴史でもあります。過去において部族間での抗争がなかった時代は唯一、ソビエト共和国の付属国家であった社会主義の時代だけであります。

　なにゆえに、このセリカスタンに平和が訪れていたか、その理由は、ただ一つ。圧倒的な軍事力を持ったソビエトという力によってこの地が支配されていたからであります。

　その証しよう拠こに、ソビエト連れん邦ぽうが崩ほう壊かいするのと時を同じくして、このセリカスタンは、各部族間で覇は権けんを争い互いに殺しあう泥どろ沼ぬまの内戦に陥おちいりました。

　この内戦は、資金の枯こ渇かつと、戦力の消しよう耗もうにより、半年を待たずに終結し、その後は各有力部族の長による暫ざん定てい連合政権がスタートしました。ですが、これとて武力を伴わぬものの実体は部族間の争いの場に変わりは無く、実に効率の悪い、統制の取れない国家運営を余よ儀ぎなくされておりました。

　センドルク大統領閣かつ下かは、その執しつ務むを通じ、我国の産業や文化が進展しない諸悪の根源は、この、自分たち一族の利益しか眼中に無い強ごう欲よくで頑がん迷めいな部族の長たちにあるということに気づきました。

　そして、今一度この地に真の平和をもたらすには、かつてのソビエト連邦がそうであったように、力で、この地を支配するほかに方法はないと決断されました……」

　ディナル少しよう佐さはそこで言葉を切ると、自分の後ろにあるモニタースクリーンを指差した。

　そこには、日本や西側ではノートパソコンなどからＲＧＢ出力で表示されるようになってから、見ることが少なくなったＯオーバーＨヘツドＰプロジエクトによるセルシートの画像が映し出されていた。

「ここに映し出されている七つの名前と数字が、このセリカスタンの七大部族と呼ばれる者のおおよその数です。最大数が、我がセルム族であり、その次が南部州を支配下に置くオードン族。次に東部州を支配下に置くナガス族であります。残りの四つの部族は似たり寄ったりの勢力ですが、我国の人民への影響力を考えると、心理的な存在感は、この弱小のキンリ族が最も大きいかもしれません……」

　少佐が手で合図すると、秘書官がセルシートを取り替えた。

　次にスクリーンに映し出されたのは、四人の老人の顔写真だった。

「我々は、本日行われる予定だった部族長会議の会場を爆ばく破はし、その混乱に乗じて各部族の長を殺害する計画を立て、実行しましたが、問題が生じました。

　爆破後の会場で死亡が確認できたのは、この四つの部族の長だけでして、オードン族の族長とキンリ族の族長の二人は逃走したものと思われます」

　その言葉を聞いたとき、リューコフ将しよう軍ぐんが手を上げた。

「ちょっと待ってくれ、オードン族の族長サゴンは国軍の兵士が撃うったと聞いているが？」

　少佐は、手元にあった資料をめくって、眉まゆをひそめた。

「その件に関しては報告が参っております。兵士の証言によりますと、爆破した会議場内で、サゴン族長を発見し、これに所持していた自動小しよう銃じゆうで銃じゆう撃げきを加えたものの、弾だん丸がん数発の命中を確認するも、サゴン族長はそのまま逃走した、とのことです。その後の捜そう索さくでも死体は発見できなかったところを見ると、重傷を負わせることはできたものの、殺害に至らなかったのではないかと判断されます」

　リューコフは、忌いま々いましげに答えた。

「あの熊男は、小しよう銃じゆうなどでは殺せないということか、またサゴンの不ふ死じ身み伝説に箔はくをつけることになってしまったようだな……」

　ソナムルが、肩かたをすくめて言った。

「なに、我々がオードン族の本ほん拠きよ地ちを空くう爆ばくすればいいだけのことです。小銃では死なない熊でも、爆ばく弾だんの直撃を食らえば死にます。なるべく早くやるべきです、手て負おいの熊は何をするかわかりませんからな」

　そのとき、黙って報告を聞いていたセンドルクが、ゆっくりと口を開いた。

「サゴン率いるオードン族は、武闘派で一見すると厄やつ介かいに見えるかもしれないが、武力で抵抗する勢力は武力で抑おさえ込むことができる。それほど案ずることもないだろう。問題は、キンリ族の姫ひめ巫み女こだ。十五歳さいの少女とはいえ、このセリカスタンのありとあらゆる部族に浸透している巫女の総元締めであり、その影響力は計りしれない。そう思って私は別働隊を送り込んでいたのだが、そちらの部隊もキンリの姫巫女たちを補足できなかったようだな」

　センドルクの視線を受けたリネム大だい臣じんは、小さく頭を下げた。

「申し訳ありません、大統領閣かつ下か。部下からの報告によりますと、キンリ族の姫巫女リューカ姫は、爆発物のスイッチを押す人間が会場内に入ったのと同時に、何かに気づいたように、あわてて護ご衛えいの女性士官を伴い会場を出てしまった、とのことです。そして、宿泊先のホテルでもまるで監かん視し員のいる場所が、あらかじめわかっているかのように、巧たくみに監視網を逃れ、逃走したそうです」

　リネム大臣の報告を聞いたリューコフ将しよう軍ぐんは、驚いたように目を見開いた。

「それでは、まるで、あの伝説が事実のようではないか。キンリの巫女は人の心を読むという……」

「馬鹿な……」

　リューコフ将軍の言葉が終わらないうちにソナムル司令官が笑った。

「この二十一世紀に何を馬鹿なことを言っておるのかね。一国の陸軍大たい将しようともある者が、そんな非科学的な迷信を振り回さないでいただきたい」

「では、あなたは、この報告をどう見るのだ？　納得のいく説明をしてくれないか？」

　ソナムル司令官は、ちらりとリネム大臣を見た。

「説明というか、仮説を立てることはできる。リネム大臣殿には不ふ愉ゆ快かいかもしれないがね」

　リネム大臣は、にっこりと笑った。

「私に気き遣づかいは無用です、あなたのその仮説とやらをお聞かせ願えませんか？」

　小さくうなずいたソナムル司令官は、ゆっくりと話し始めた。

「仮説は二つ立てられる。一つは内通者がいて、事前に情報が漏もれていたというものだ。キンリの姫ひめ巫み女こに付き添っている護ご衛えいの女性士官……今は軍籍を離れているから正確に言うなら元士官だが……彼女は以前、大統領警護隊の特殊部隊に所属していたのではないかな？　確かロシアの特殊部隊専門の学校に入学していた優秀な経歴の持ち主だったはずだ。

　特殊部隊というのは、その性質上隊員同士が親密になりやすい傾向にある。そのことから考えると、今回のこの作戦の失敗は、事前に情報が漏れていたと見るのが妥当ではないかな？」

　リネム大だい臣じんの表情は変わらなかった、彼女は静かに微笑を浮かべたまま静かに首を振った。

「いいえソナムル司令官、あなたの仮説は根本のところで間違っています。あなたは、私の特殊部隊の誰かが、姫巫女とそしてサラサ・クルティム中ちゆう尉い……今は元がつきますが……この二人の命を助けるつもりで逃がしたとお考えのようですが、もし、本当に彼女たちの命を助けたければ、情報を漏らすはずがありません。私が彼らに与えた命令は、キンリの姫巫女の殺害ではなく保護だったからです。姫巫女を保護せよ、そして保護に失敗したら殺せ。それが彼らに与えた命令だったのです」

「保護だと？　なぜだ？　キンリの姫巫女は危険な存在だとセンドルク大統領閣かつ下かが言ったばかりではないか！」

　目を見開いたリューコフ将しよう軍ぐんに向かって、リネム大臣は微笑ほほえんで見せた。

「そう、キンリの姫巫女は敵に回せば実に危険な存在です。しかし、逆に言えばその影響力を私たちのために使うことができれば、これほど有利な存在はありません。キンリの巫女は噓うそをつかない。この言い伝えを武器にすれば、この国の民衆の支持を得ることは実に容易になるでしょう。だからセンドルクは私に別働隊として動くように指示を出したのです」

　ソナムル司令官は、ため息をつくと、小さく肩かたをすくめた。

「そういう理由ですか。だとしたら私の立てた一番目の仮説は成り立ちませんね……」

「二番目の仮説とやらをお聞かせ願える？　参考までに」

「なに、もう一つは要するにトランプで言うところのジョーカーみたいなものでしてね、すべての出来事に対して使える仮説なんですよ……いわゆる『偶然』というヤツです」

「そうですね、そう考えるべきでしょう」

　リネム大臣が、そう言って小さく肩をすくめた時、センドルク大統領が聞いた。

「で？　そのキンリの姫巫女たちはどうなっている？　時間から見て、まだキンリの里に到着してはいないと思うが……」

「ええ、御存じのとおり、キンリの里は北部山岳地帯の奥地にあります。姫巫女を伴って夜の山道を行くような危険は冒おかさぬものと考え、すでに宿泊するであろう場所に向けて特殊部隊を出撃させました。明朝には姫巫女を保護できると思われます」

　ソナムル司令官がそのリネム大臣の言葉を聞いて、顔をしかめた。

「手ぬるくは無いか？　すでに一回失敗しているのだ。保護などというまどろっこしいことをせずに、殺してしまった方があとくされも面倒も無い。我が空軍に任せてもらえればすぐにでも空爆してみせるが？」

　リネム大だい臣じんはソナムル司令官をにらみつけた。

「空爆なんてとんでもない！　あれは面単位の敵を殲せん滅めつするための攻撃方法です！　たった一人の人間を狙ねらうために、村一つを吹き飛ばすつもりですか！　関係ない住民を巻き込んで、莫ばく大だいな費用を使って、それでも確実に目標をヒットできるかどうかわからない、そんな手段を使う理由はありません！」

　ソナムル司令官は、唇くちびるの端はしに薄笑いを浮かべて答えた。

「その認識は少々古いようですなリネム大臣。今は西側から様々な誘導兵器が入ってきておりましてね。こいつを使えば、小屋や民家を一軒だけ吹き飛ばすことができるのです」

　ソナムル司令官はそこで言葉を切ると、センドルク大統領に向き直った。

「今夜、キンリの姫ひめ巫み女こがどこに泊まるのか、その情報をこちらに流してもらえれば、私の方で簡単にけりをつけてご覧に入れますが、いかがでしょうか大統領閣かつ下か」

　センドルク大統領は興味深そうに答えた。

「その、家単位で破は壊かいできるという誘導爆ばく弾だんは、実におもしろそうだ。もし実用に耐えるなら、この先各部族に、にらみを利かせるのに役に立ちそうだが……」

　ソナムル司令官は目を輝かせて身を乗り出した。

「では……」

「ああ、いや、今はまだ使うまでもない。リネムの手の者が動いている状況下にあるからな。明朝まで待って、今動いている部隊の結果を知ってからでも遅くは無いだろう」

「左様ですか……」

　ソナムル司令官は、それほど気落ちした風も見せずに答えた。

「明朝作戦行動を取るとすれば、こちらでも目標の位置を知っておかねばなりません。キンリの姫巫女の現在位置をご教示願えませんかな？」

　リネム大臣はセンドルク大統領を見た。

　センドルクが小さくうなずくのを確認してから、リネム大臣は、持っていた報告書の一枚を抜き出し、後ろに立っていた秘書官に渡した。

「では、これのコピーをソナムル司令官にお渡しください」

　秘書官が一礼して下がるのを見送ったソナムルは、リネム大臣に向き直った。

「文書で回答していただくのが確実でしょうが、一応会議に出席している者にも、その情報を伝えてはいただけないだろうか？　今さら抱え込んでおくほどの情報でも無いと思うのだが？」

　リネム大臣は、小さくため息を付いた後で小声で答えた。

「キンリの姫ひめ巫み女こは、今、ウルモア自治州のオレヌ村におります」

　会議の出席者の間につぶやきが漏もれた。

「オレヌ村と言えば、キンリの里のすぐ近くではないか」

「里に入られる前に、なんとかできるのか？」

「里は、モンゴル共和国との国境付近だ、陸軍の投入ならいざしらず、空くう爆ばくなどの大規模な軍事行動は、国際的に問題となる恐れがある」

「そうだ、だから、ソナムル司令官は、今夜の空爆を提言したのだろうな」

「この内戦で、戦果を挙げた者に、より多くの利益がいくだろう。リューコフ将しよう軍ぐんも黙ってはいないだろう」

　そのざわめきの中で、秘書官が報告書のコピーを配り始めた。

　出席者の多くが報告書のコピーに気をとられているのを見たソナムルは、自分の後ろに控えていた空軍の参さん謀ぼうに素早く目配せした。

　参謀は、軽く一礼すると、そっと席を立った。

　ざわついた会議室の雰囲気にまぎれて、その参謀が会議室を出るのをほとんどの出席者が気がつかなかったのを確認したソナムルは、手に持った報告書のコピーで口元に浮かんだ薄笑いを隠した。

　……誰が朝まで待つものか。

　今夜中に爆ばく撃げき機を飛ばして一気にカタをつけてやる。

　結果を出せば大統領も文句は言うまい。

　独断専行、機を見るに敏びんでなくては、空軍は務まらぬのだ。

　そして、ソナムルはそっとリネムを見た。

　苛いら立だちを隠かくせない様子のリネムの顔を見て、ソナムルは再び微笑を浮かべた。

　……時代は変わったのだよ、リネム婆ばあさん。もう、人がのこのこ出かけて行って何かをする時代ではないのだ。

　これからの戦争は、特別な才能も訓練も必要が無い。そういった難しいことはすべてハイテクがかわりにやってくれるんだ。

　あのＧＰＳ誘導爆ばく弾だんは、照準をつけることも、対空砲火の危険を冒おかして低空で目標に近づく必要も無い。

　指定された高度で指定されたポイントまで飛び、そこで爆弾を落とすだけでいいんだ。

　後は全部爆弾がＧＰＳのデータに従って自分で針路を修正して目標にぶち当たって爆ばく発はつする。

　パイロットには名人芸なんか何一つ要求されない。指定の場所まで飛んで帰ってくる能力があればそれでいい、訓練生だって充分な戦力になる。

　……制空権を制するものが戦いを制するという流れは、もはや決定的なのだ。

　両手の指を胸の前で組み、ゆったりと体重を椅い子すの背もたれに預けたソナムルを見たリネム大だい臣じんは、目を合わせる前に素早く手元の報告書に視線を落とし、それを読む振りをしながら考え込んだ。

　……おかしい、妙みように余よ裕ゆうがある。

　もしかしたら、何かたくらんでいるのかもしれない……どうやら空軍の内部を探らせた方が良さそうね。

　そのとき、リネムの横に座っていた、黒地の軍服に色とりどりの勲くん章しようをつけ、ついでに金色の肩かたモール、という一昔前の軍人をカリカチュアしたような服を着た四十代半ばの男が、にこにこ笑いながら話しかけてきた。

「なにやら面白いことになってきたようですな。この作戦に、我がセリカスタン海軍も参加した方がよろしいでしょうかねえ」

　リネムは、きつい表情で何かを言おうとして、そのままその言葉をのみ込んだ。

　屈くつ託たくの無い、子供のような純真さで自分を見つめるセリカスタン海軍の提てい督とくであるキシトンの顔を見ているうちに、リネムの表情に優しさが戻ってきた。

　……キシトンに悪気は無いわ。この人は本気で、自分にも何かできないだろうかと思っているんだもの。

　裏表が無く純粋である、というのは、人間としては美徳だけど、権力者としては欠陥と不幸以外のなにものでもないという見本のような人間よね。

　セルム族の族長の直系の血筋なんてものを引いていなければ、この人は、こんなところで名目だけの役職をもらって、揶や揄ゆされるようなこともなく、人の良い……というか、人の良すぎる一人の男として人々に愛されていただろうに。

　海軍提てい督とくは、このセリカスタン三軍の中の海軍をつかさどる最高責任者であり、組織図にもちゃんと記き載さいされている立派な役職である。

　しかし、ユーラシア大陸の内陸に存在するセリカスタンの領土の中に海と呼べる広い水面は存在しない。従って保有している海軍の兵力はゼロ、予算消化と事務手続きを行う事務職員が二十名ほどいるだけの完全な名前だけの役職である。

　なぜ、こんなジョークの種たねのような役職が存在するのか、その理由は、海軍提督のポストにいる、このキシトンという男にあった。

　彼はリネムの言うとおりセルム族の族長の直系の血族であり、血統だけを見れば、センドルクよりもはるかにセルム族の指導者にふさわしい位置にいる男である。

　しかし、彼には大きな問題があった。

　他人を簡単に信じてしまうのである。人を疑うことを知らないというのは、裏返して言えばその人間が善良だという証明でもある。

　他人を利用するという考えを、ひとかけらも持っていないがゆえに、他人が自分に害悪を与えたり自分を利用するということを考えないのだ。

　キシトンが、ごく普通の人間で、権力とも無む縁えんならば、彼のこの性せい癖へきは美徳になっただろう。しかし、セルム族の族長の血筋を持っているとなると、この純真さは災さい厄やくを呼ぶことは間違いない。他人を利用し、それによって利益を得ようとする人間にとって、彼の血筋と性格は、金きんの卵を産むガチョウ並みに価値があるだろう。

　センドルク大統領をはじめとする、セルム族の主な者たちは、悩んで悩んで悩みぬいた挙句に、このセリカスタン海軍という役職にたどりついた。

　キシトンを海軍提てい督とくにしてしまえば、軍の秘密を守るという名目でキシトンの行動を常に監かん視しできるし、行動に制約を与えることができる。

　キシトン自身は決して愚かではない、自分の責任を理解しているし行動を自重することもできる人間なのだ。ただ、物事が悪い方に進むかもしれないと考えることがどうしてもできないだけなのだ。

　リネム大だい臣じんは、にっこり笑って首を振った。

「いいえ、キシトン提督。あなたが出るまでのことではありません。あなたはこのセリカスタンの最後の護り役なのです。セリカスタンという国家の存そん亡ぼうをかけた最後の戦いに備えて、あなたは待たい機きしていてくださればいいのです」

　キシトンはにっこり笑った。

「そうですか、ほっとしましたよ。何かお手伝いを……と自分で言っておきながらなんですが、我が海軍には、事務員の女の子が二十人ほどいるだけですので、できることと言ったら、せいぜい事務処理のお手伝いくらいのものですからね」

　リネム大臣は小さく首を振った。

「いえいえ、事務処理の仕事ほど重要な仕事はありませんよ。事務がしっかりできていなければ前線の兵士たちに弾だん薬やくも食料も届きません。あなたの部下をお借りできれば、この作戦はさらに円えん滑かつに進むでしょう。お手伝い願えれば幸いですわ」

「では、うちの部下をそちらに出向させましょう。彼女たちは有能ですよ」

　そう言って嬉うれしそうにうなずくキシトンを見て、リネムは思った。

　……海軍の事務員たちは実に有能で、楽しそうに仕事をしているというウワサ話は、聞いた事があるが、私には想像がつく。

　キシトンのような上司の下で働くことは、きっととても楽しいことなのだろう。

　リネムとキシトンのやり取りを聞いていたソナムルは、皮肉な微笑を唇くちびるの端はしに浮かべた。

　……キシトンのことを最後の護りだとか、セリカスタンの存そん亡ぼうの危機に備えているだの、リネムの婆ばあさんも結構キツイことを言うのだな。

　確かに、あいつが表舞台に出なくちゃならんような状態なら、もはやすべての手立ては失われ、このセリカスタンは完全に滅亡するということだからな。




　首都アーディンの大統領府の中で、この内戦の主導権を握るための様々な陰いん謀ぼうが動き始めていたその頃。

　自分たちが、重要な戦略目標になりつつあることなど知る由よしも無い龍たつ也やたち一行は、小高い丘の上にある街道沿いの小さな宿場、オレヌ村に到着していた。

　日が落ちて、あたりはすっかり宵よい闇やみの中に包まれ、オレヌ村の真ん中を通るロレ街道だけが、その両側に立ち並ぶ店や宿屋の窓から漏もれる白熱電球の黄色っぽい明かりで、ぼんやりと照らし出されている。

　その、街道沿いにある一軒の日ひ干ぼし煉れん瓦がとトタン屋根で造られた家の前で、龍也は、サラサと一緒に乗ってきた馬と、リューカ姫ひめが乗っていたシグルムという名前の白い馬の二頭の馬の手た綱づなを持って、ぼんやり立ち尽くしたままあたりを見回していた。

　サラサとリューカ姫は、目の前の家に用があるとかで、馬を龍也に預けてその中に入ってしまっていた。

　リネトの衆しゆうとは、村の手前で別れていた。

　夜中に武装した騎き馬ばで村に入れば、人目に付くという理由で、彼らは街道を通らずに迂う回かいして、今夜の宿泊用に借りた小屋へ先に向かっている。

　夜中にこんな地方の村に外国人が訪れるのは、やはり珍しいのだろう。街道沿いの家や商店の窓には、いくつもの顔が並んで、道の上で所在なさげに立っている龍也の方を見ていた。

　何軒かの家では、ドアを開け、そこに一家全員が鈴なりになって顔をのぞかせている。

　……うわ、なんか芸能人になったみたいな注目度だな。

　龍也は、一番近い家のドアの隙すき間まから自分を見ていた小さな五歳さいぐらいの女の子に向かって微笑ほほえみながら手を振ってみた。

「こんにちはー」

　その女の子は、目に恐怖の色を宿して、ドアをばたん！　と閉めてしまった。

　……うわ、怖がられているのかよ、俺おれ。

　前言撤てつ回かい……どうやら俺は芸能人じゃないらしい。どっちかというと動物園の熊だな。

　龍也は、いささか傷ついた心を慰めるように、視線をその家から目の前の家に移した。

　サラサとリューカ姫が入って行った目の前の家の軒先には、木の板に現地語でなにやら書かれた文字と、二重丸が二つ並んだマークが書かれた小さな看かん板ばんがぶら下がっている。

　……あのマークが巫み女この目印だってサラサさんが言ったけど。巫女って、どんな仕事をするんだろう？

　巫女さんの仕事か……。

　龍也の脳裏に浮かんだのは、緋ひ袴ばかまに白い着物を着た女の人が、神社でお守りや破は魔ま矢やなどを売ってる光景だった。

　……絶対違う、間違いなく違う。

　龍たつ也やは自分の脳内に浮かんだイメージを振り払うように首を振った。

　……そういえばサラサさんが、リューカ姫ひめはその巫み女この総元締めの姫巫女さまだって言っていたよな。んでもってキンリの里は、その巫女の総そう本ほん山ざんだって。

　……って、ことはだ。

　キンリの里には、あのリューカ姫みたいな萌もえ美少女がいっぱいいて、立派な巫女になるために修行しているのかもしれない。サラサさんは、その鬼おに教官なんだ。

　んでもって、そこは要するに全寮制の女子高みたいなものだから、変な男が寄り付かないように、リネト衆しゆうというガードマンが周囲を警備しているんだ。うん、そうに違いない。

　龍也が自分の妄もう想そうに理論武装を加えようとしていたそのとき、立っている地面の上がすぅっと明るくなった。

　振り返ると、さっき龍也の顔を見ていた五歳さいぐらいの女の子が閉めたドアが開いていた。

　室内の白熱電球の明かりが、ドアから漏もれて、龍也の周りを照らしていたのだ。

　明かりの中に、さっき龍也を見て逃げた少女が顔を見せた。

　逆光になって、表情はよく見えなかったが、じっと龍也の方を見て、様子をうかがっているようだ。

　龍也は、怖がらせないように、精一杯無害な人間に見える笑顔を作って話しかけた。

「こんばんは、どうしたの？　何か僕に用かな？」

　女の子は逃げなかった。それどころか、逆にドアから出て来た。

　……おや？

　その女の子は何かを決意したような緊張した様子で、ゆっくり龍也に近づくと、両手を龍也に差し出した。

　小さく震えているその手のひらに載のっていたのは、ゴルフボールほどの大きさの三個の灰色の団だん子ごだった。

　……泥どろ団子？　いや、ちょっと違うな。何だろう？

　それより、これをどうしろって言うんだ？

　龍也は、その団子を指差した後で、次に自分の顔を指差した。

　……これを俺おれに？　という意味のゼスチャーだったが、どうやら通じたらしい。女の子は小さくうなずいた。

　龍也が両手を差し出すと、女の子は、その手のひらに、ころん、と団子を載せ、そのままくるりと振り返ると、一いち目もく散さんに自分の家に逃げ帰って行った。

　……なんか、ますます動物園の熊になったような気分だな。

　そんなことを考えながら女の子を見送った龍也は、手のひらが、ほんのり温かいことに気がついた。

　どうやら、この団子は、何かの粉を熱湯で練ったものらしい。

　龍たつ也やは、その団だん子ごに鼻を近づけて匂においを嗅かいでみた。

　……あれ？　この匂い、どっかで嗅いだことがあるぞ。小麦粉じゃないし、米の粉でもないし……そうだ、麦焦こがし、とか、麦こうせんとかいうあのお菓か子しの匂いに似ているんだ。

　隣に住んでいる内ない藤とうさんが、熱海あたみの来きの宮みやに実家があるとかで、よくお土産みやげに持って来てくれた、麦焦がし饅まん頭じゆうとかいうお菓子もこんな匂いだったっけ。

　そのとき、龍也の胃が、ぐぐぅう、と鳴った。

　考えてみれば、あの平原で目が覚めてから、今、このときまで満足な食事らしい食事はとっていない。

　車の中と、馬の上で水を飲んだだけだ。

　龍也の意識は、手のひらの上にある三つの団子に集中していた。

　……これ、食えるよな。

　どう見ても、穀こく物もつの粉を湯がいて、練って丸めたものだもの。

　龍也は、手のひらの団子を一個つまみ上げると、そのまま口に運んでひと口齧かじった。

　味は無かった。

　塩味も何も無い、しかし、歯に当たる弾力は、いわゆるそば粉を練って作った「そばがき」や、上じよう新しん粉こを練って作った新しん粉こ餅もちとかと同じような感触だった。

　最初のひとかけらが、奥歯に回ったとき、口の中に麦焦がしの風味と共に、ほんのりとした澱でん粉ぷん質特有の甘さが広がった。

　……なんというか、美う味まい！　ってわけじゃないんだけど、これが、加工されていない本当の穀物の味なのかもしれないな。

　龍也がそんなことを考えていると、いきなり後ろから馬の鼻息が聞こえた。

　見ると、リューカ姫ひめが乗っていたシグルムという名前の白い馬が、龍也の肩越しに首を伸ばしていた。

「うわ、どうしたんだよ、いきなり寄ってきて……お前さっきまで、俺おれのことを無視していたくせに！」

　シグルムは、慌あわてる龍也に目もくれず、そのまま首を伸ばして、龍也の手のひらに載のっていた食べかけの団子ぱくっと食わえた。

「あ、待て、こら、これは俺が食うんだ！」

　龍也は残りの団子を手の中に隠かくすと、一個を素早く自分の口に放り込んだ。

　シグルムは、まだ残りの団子が手の中にあることを知っているのだろう、執しつ拗ように首を振って龍也の手を狙ねらい始めた。

　……食われてたまるか、やっと食い物にありついたんだ、早くこの口の中の団子を飲み込んで、この手の中の団子も食わなくっちゃ。

　龍也が残った団子をシグルムに狙われないように、団子を素早く持ち替えて、いないいないばあ、のようなことをやっているとき、サラサの声がした。

「何やっとんじゃ、お前？」

「ああ、サラサさん。いやね、こいつが俺おれがもらった団だん子ごを狙ねらっているんですよ、まったくもうしつけの悪い馬だなあ」

「団子？」

　サラサは怪け訝げんな顔をした後で、右手の親指と人差し指でわっかを作って言った。

「団子って……もしかしたら、あれか？　大麦の粉で作った、こんぐらいの……」

「ええ、そうです。なんというか、麦焦こがしのような匂においのする、ほんのり甘い団子です」

「ほんのり甘いって……お前、あれ、食ったのか？」

　サラサは目を見開いた後で、あきれたように付け足した。

「……あれは、神しん馬ばに捧ささげる供く物もつの団子だぞ。馬のお供そなえ物だ」

「へ？」

　龍たつ也やが、思わず手を開いて、握っていた半分齧かじりかけの団子を見ると、シグルムが、すかさず首を伸ばして、ぱくっとその団子を食った。

　そして「もっとないの？」と言わんばかりに龍也の手の匂いを嗅かぎ始めた。

「このあたりでは、自分の家の馬の無事を願って、姫ひめ巫み女こさまの乗る神馬に大麦のふすま団子を作って、供物にするんだ。しつけが悪いのは馬じゃのうて、お前じゃ」

　サラサは腹を抱えて笑いながらそう言った後で、今度はセリカスタン語で横にいるリューカ姫ひめに話し始めた。

　リューカ姫は目を丸くして聞いていたが、やがて同じように声を上げて笑い始めた。

「ちぇっ、知らなかったんだから仕方ないだろう。そんなに笑わなくてもいいじゃないか」

　龍也が憮ぶ然ぜんとした表情でそうつぶやいたとき、笑いが収まったリューカ姫が、真面目な顔をしてサラサに何か言った。

　サラサは小さくうなずくと、龍也に向き直った。

「その団子をくれた家はどこだ？　リューカ姫がお前の代わりに謝ってくるそうだ」

　龍也は、目の前にある家を指差した。

「あの家の……五歳さいくらいの女の子が持って来た。てっきり俺にくれたんだとばかり思って……」

　リューカ姫は、サラサの通訳を待たずに、すたすたと、その家に向かって歩いていくと、ドアを小さくノックした。

　ドアが少しだけ開いて、家の人がその隙すき間まから外をうかがうような気配がしたが、すぐにドアは大きく開いた。

　家の主人なのだろう、五十代の男の人が恐きよう縮しゆくしきったように何度も頭を下げている。

　主人の後ろにいる老ろう婆ばは、両手を合わせて、リューカ姫ひめを拝おがんでいた。

　……うわ、拝おがまれてるよ。すげえ、リューカ姫ひめって本当にお姫様なんだ。

　龍たつ也やが、感心したように見入っていると、家の奥から、さっき龍也にふすま団だん子ごを持って来た五歳さいくらいの女の子がやって来て、リューカ姫に何度も頭を下げた後で、リューカ姫を憧あこがれるような視線で見上げた。

　……アイドル歌手を目の前で見た、って感じだな。きっと子供達にも人気があるんだろうな。

　リューカ姫が、その子に何か話しかけた後で龍也を指差すと、家の人は龍也を見て一いつ斉せいに吹き出した。

　……うわ、受けてるよ。

　村に格好の噂うわさ話のネタを提供しちまったみたいだな……当分この村に足を踏み入れたくないなあ。

　龍也がそんなことを考えたとき、リューカ姫が頭に手をやって、髪かみの毛をまとめていた白いヘアバンドをするりと外し、その場にしゃがみこむと、女の子の頭にそれを巻いた。

　家の主人が慌あわてたように首を振ったが、リューカ姫は笑いながら、女の子の頭を撫なでた。

　女の子は、ぼーっとしたような表情でリューカ姫の顔を見ているだけだ。

　……無理も無いや。きっと憧れのスターが家にやって来て、身に着けているものをプレゼントしてくれたようなものなんだろう。

　きっと、あの子、当分あのヘアバンドしたままだな。
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　家の人々と、何度も頭を下げ合った後で、リューカ姫ひめは微笑を浮かべて戻って来ると、サラサに向かって何かを言った。

　サラサは、にやっと笑うと龍たつ也やに向き直った。

「リューカ姫が、ヘアバンドの代わりに、何かプレゼントして欲しいそうじゃ。できれば可愛かわいい物がええ、だとさ」

　龍也は、目を見開いた。

「ええ？　うわ、だって俺おれ、荷物全部とられて一いち文もん無しなんだよ、プレゼントしたくてもそんなの無理だよ」

　サラサは龍也をにらんだ。

「……たく、この甲か斐い性しようなしが。女の子から物をねだられて、即座に無理じゃゆうヤツがおるか！　そういう時は、当てが無くとも胸を張って『任せとけ！』ゆうて、どんと胸の一つも叩たたくのが男じゃろうが！」

「そんな無責任なことできるわけないじゃん！　それじゃあ噓うそつくのと一緒だよ」

「噓をついてでも、相手を喜ばせてじゃな、ほいでもって、その後で噓を本当にするように頑がん張ばるのも男の生き方じゃ」

　龍也は、唇くちびるを尖とがらせた。

「それもアリかもしれないけど……俺は好きじゃないなあ、そういうのって誠実さに欠けるような気がする……」

　サラサは首を振った。

「誠実と言えば聞こえはええがの、別な見方をすれば、自分の弱さをまず見せて、だから俺にはできないよ、と、言い訳をしとるだけのようにも取れる、そっちの方が無責任じゃないのんか？」

　龍也が何かを言い返そうと思って言葉を探し始めたとき、リューカ姫が笑いながら首を振って何かを言った。

　その言葉を聞いたサラサは、ちょっと拍ひよう子し抜けしたような顔になって龍也に肩をすくめてみせた。

「今のは冗じよう談だんじゃそうじゃ、あの子にヘアバンドをあげたんは、私が勝手にやったことじゃから、龍也に迷惑かけるつもりは無いそうじゃ。さて、この村の長老に挨あい拶さつも終えたし、寝場所まで急ぐとするか、今頃リネト衆しゆうが晩飯作って待っているはずじゃ……」

　サラサはそこで言葉を切ると、にやっと笑って付け足した。

「安心しろ、ふすま団だん子ごよりは美う味まいはずじゃ」




　リネト衆が寝るために借り上げた小屋は、村から少し丘を登ったあたりにあった。

　本来は、牧草地の牧草や、農作業のための道具などを仕し舞まっておくための小屋なのだろう。小屋の内部は半分土間で半分が板敷きになっており、その土間の隅のほうに、石を積んで作られた小さなかまどがあり、その上に載のった大きな鉄の鍋なべの中では夕食が煮られていた。

　リネト衆しゆうの半分は、小屋の周囲で見張りにでも立っているのだろう、龍たつ也やたちを出迎えたのは、リネト衆のリーダーであるネマコルを含めた五人だけだった。

　小屋の中に漂ただよう、ジンギスカン鍋のような羊肉マトンの匂においを嗅かいだ龍也は、思わず顔をしかめて、小屋の中を見回した。

　そして、かまどの上に載っている鉄鍋の中で羊肉とタマネギやニンジンのような野菜が煮られているのを見て、がっかりとした表情になった。

　……うわー、また羊肉かよ。

　俺おれは羊肉だけはどうもダメなんだよなあ。

　あの、特有の匂いが鼻についちゃって、このツァーに参加した後も、食事は羊肉ばっかりでうんざりだったんだ。

　腹が減っていれば、何でも食べられるとか言うけど、ダメなものはダメなんだよなあ。

　やがて、食事が始まった。

　献こん立だては、例の羊肉と野菜の煮物……これは塩味だけで、他ほかに調味料は使われていないようだ。そして、小麦粉を延ばして焼いた薄いパン。インド風カレーなどについてくる「ナン」と呼ばれる薄いパンによく似ているが、あれを、もっと堅く焼いたもの。あとは塩味のヨーグルトと、皿さらに盛られたドライフルーツ。

　中央アジアあたりの旅行者の食事としては豪ごう華かな部類に入るだろう。だが、日本人の、それも偏へん食しよくが当たり前になっている龍也には、ほとんど食べられる物は無かった。

　特に、塩味のヨーグルトは、カルチャーショックを越えていた。

　日本の常識で「ヨーグルトは甘いもの」と思って口に運んだときの「裏切られ感」はなんとも言いようがない。

　結局、龍也が口にしたのは、煮物のスープを少しと、そして堅焼きのナンを半分だけだった。

　食が進まないのを見て、サラサが声をかけた。

「どうした？　タツヤ。身体からだの具合でも悪いんか？」

「いや、そうじゃない……口に合わないだけさ」

　サラサは笑った。

「そうか？　シグルムの供く物ぶつの団だん子ごに比べれば、どれも美う味まい思うがのぉ」

　その言葉の中にあった「シグルム」という単語で思い出したのだろう。リューカ姫ひめが口を押さえて、必死に笑いをこらえ始めた。

　小屋の中にいたリネト衆たちが怪け訝げんな顔をする中で、リーダーのネマコルが、サラサに聞いた。

『何かあったのですか？　シグルムの供物に関して』

　サラサは笑いながら、答えた。

『タツヤがな、シグルムに出されたふすま団だん子ごを、自分のものだと思って食べたのだ。シグルムが怒ってな、団子の取り合いになったのだ』

　ネマコルは目を見開いた。

『なんと、この者は馬の団子を馬と取り合いしたのですか！』

『なんとも面白い客人まろうどだのう』

　小屋の中が笑いに包まれた。

　セリカスタン語はわからなかったが、龍たつ也やは自分が笑われていることだけはわかった。

　……くそ、知らなかったんだから仕方ないじゃないか、なんでそんなに笑うんだよ。これって、どう見てもよそ者イジメだよなあ。

　笑いが収まった後の小屋の雰ふん囲い気きは和なごやかなものだった。

　今まで、龍也を単なるよそ者としか見ていなかったリネト衆しゆうの視線に、親近感が表われ始めていたのだが、半分すねて、ふてくされた龍也には、それを読み取ることはできなかった。

　夕食の後片付けが終わった後で、リネト衆は、馬の世話をするために小屋を出て行き、後に残ったサラサは土間に藁わらを敷き始めた。

　龍也が、ぼんやり突っ立ったままそれを見ていると、サラサが叱しかりつけるように声をかけた。

「ほら、何をぼけっとしとる、自分の寝る場所くらい自分で作らんか！」

　龍也は目を見開いて、ぽかんとした顔をした。

「ええ？　俺おれ、ここで寝るの？　だってここ、床ゆかがないじゃん、土だよ。小屋の中にはちゃんと板敷きのところもあるのに……」

「あほか！」

　サラサは、龍也をにらみつけた。

「板の床の上は姫ひめ巫み女こさまが寝るに決まっておろうが！　本来なら姫巫女さまと同じ屋根の下に男を寝かすなどとんでもない話じゃが、お前はキンリの里の客人じゃから特別の計らいで、小屋の中に寝かせてやるんじゃ。なんならリネト衆と同じように小屋の外の軒下で寝るか？」

「だって、板の間ってずいぶん広いじゃないか、六畳じよう間くらいあるのに……」

「ロクジョウマ？　ああ、畳たたみ六枚分の広さということか。姫巫女さまとわしが寝たら、それで一杯一杯の広さしかないじゃろう？」

　龍也は目を見開いた。

「なんだよ、俺は土の上に寝かせておいて、サラサさんは、板の間に寝るのかよ、それって差別じゃん！」

　サラサは、龍也を半分白目でにらんで言った。

「わしは、姫巫女さまのお守り役じゃ。一つ屋根の下で寝るどこの馬の骨ともわからん男が、妙みような気を起こさんように、姫巫女さまの横でしっかり見張っておかんといけんけぇの」

「そんな気なんか起こさないって！」

　サラサは首を振った。

「人の心ほど当てにならんもんはない。特に男というヤツは、どれほど謹きん厳げん実じつ直ちよくで誠意あふれる者でも、心の中に狼おおかみを飼かっとる……もっとも、狼を飼っているからこそ勇者になれるんじゃが、その勇気という狼の鎖くさりを必要とされんときに外す男が多すぎる。悪いがお前を信じるわけにはいかん、そこで寝ろ」

「でも……地面の上で寝るなんて、せめてエアーマットとかあれば別だけど……」

　不満げに自分の足下を見回した龍たつ也やを見て、サラサは小屋の隅に置いてある木箱を指差した。

「エアーマットなどというしゃれた物はないが、敷き物ならある、その箱から取り出して使え。それも本来は姫ひめ巫み女こさまのための物じゃが、特別に使わせてやる」

「特別に……ねえ……」

　龍也は口を尖とがらせたまま木箱に近づいてそれを開けた。

「あれ？」

　その中にあったのは、黒光りする数丁ちようのカラシニコフ自動小しよう銃じゆうと、ライトグリーンに塗られた、三十センチ四方はあるかという大きな金属缶かんだった。

　龍也は、その金属缶の脇わきに、細長い金属片が突き出しているのに気がついた。

　……あれ、こんな風に端はしっこが飛び出している缶をどっかで見たことがあるぞ。なんだっけ？

　龍也は、ぽん、と手を打った。

　そうだ！　コンビーフだ！　コンビーフの缶詰にもこれと同じように金属片の端っこが飛び出していたっけ。ここに金具を刺してくるくると巻き取るように缶を開けるんだよな。

　……ってことは、これ、もしかしてコンビーフか？　それにしちゃあ大きすぎるよな。でも、待てよライトグリーンに塗られているってことは、これは軍用の食料なのかもしれない。

　きっと、野営地とかそういったところで、何十人分もの食事を作るときに使うヤツなんだ。

　うわあ、食いてえ。この缶キリキリ開けて、抱え込んで、貪むさぼるようにコンビーフが食えたら最高だろうなあ。

　龍也が口の中に湧わき出た唾だ液えきをごくんと飲み干したとき、サラサがやって来た。

「おい、何をぼーっと……」

　そこまで言ってから、龍也が開けた箱の中身を見下ろして、目を見開いた。

「ああ、すまん、この箱じゃなかった。これは武器の箱じゃ。敷き物は……ああ、あっちだ、あの箱じゃ」

　そう言ってサラサは部屋の隅にあったもう一つの箱を指差した。

　箱の中にあったコンビーフに後ろ髪がみを引かれながら、龍也はサラサが指差した箱のところにやって来て、その箱を開けた。

　一瞬、視界の中で極ごく彩さい色しよくの火花が散ったように感じた。

　箱の中は、まさしく色の見本のようだった。

　赤、青、オレンジ、紫むらさき、様々な原色の色で形作られた模も様ようが入った、厚手のフェルトのような材質の敷き物が幾いく重えにも重なっている。

「うわあ、すげえ派手な色だなあ、目がチカチカする」

　サラサは笑った。

「綺き麗れいじゃろう？　これがセリカスタンの伝統的な模様じゃ。さっき通って来たオレヌ村の家家の中もこれと同じような敷き物や壁飾りで部屋の中を飾っておった……お前は遊牧民の家を知っとるか？　ゲルと呼ばれる移動可能な家じゃ」

　龍たつ也やは、ツァーに出る前に読んだ観光案内のパンフレットの写真を思い出した。

　そこには、羊の群れと一緒に、灰色の円筒形のテントが映っていた。

「ああ、知ってる。写真で見たことがある」

「外側だけじゃろう？　中に入ったことはあるまい。あのゲルの中はな、これと同じ色鮮あざやかなとりどりの模様で飾られておるんじゃ」

「へえ、外見からは想像もつかないな。俺おれ、セリカスタンの人って、もっと地味で質素な生活をしているんだと思ってた」

　サラサは首を振った。

「身の回りのものを鮮やかな色や模様で飾ることと、生活態度とは関係なかろうが。セリカスタンの人々の暮らしは地味で質素じゃぞ。ほじゃけえ、こういった彩りを求めるんじゃ」

　箱の中から取り出した敷き物は厚さ二センチから三センチはあるフェルトのような材質でできており、柔やわらかく、暖かそうだった。

　……これを敷いて、その上に寝るなら、土の上でも大丈夫かもしれないな。考えてみれば、中に空気を含んでいるエアーマットというのは、このフェルトと原理は同じなんだものな。

　そんなことを考えながら龍也が、敷き物を土間に敷いていたとき、小屋の扉を強く叩たたく音と、ネマコルの声がした。

『サラサ様！　ヘリコプターの音がします！』

　サラサの顔色が変わった。

『なんだと？』

　サラサは飛びつくように扉を開けて、外に顔を突き出した。

『どこだ？　どこを飛んでいる？』

　ネマコルは南の空を指差した。

『あのあたりで、聞こえました。回転灯などの照明をすべて消しておりましたので位置はつかめませんが、二キロないしは三キロ遠方だと思われます』

　サラサは黙ったまま耳を澄ませてじっと立ち尽くしていた。

　風に乗ってかすかにヘリコプターの爆ばく音おんが聞こえてくる。

　……間違いない。あれはヘリの音だ。二機はいるな。

　位置が変わらないところをみると、ホバリング中か……二キロないしは三キロ南というと、ロム川が谷を抜けて開けたあたりだな。

　ヘリがホバリングしているってことは、答えは一つ。部隊をラペリングで降下させている真まっ最さい中ちゆうということか。

　しかも、夜間行動可能な装備を持っていて、飛行可能な機体とパイロットが配備されているとなると……。

　サラサの顔に不ふ敵てきな笑いが浮かんだ。

　……相手は大統領警護隊特殊部隊ってわけか。古巣の連中を相手にするというのは妙みような気分だな。

　やがて、ヘリの爆音は少しずつ遠ざかり、星空の中に溶とけるように消えていった。

　サラサは、ネマコルを見て、真剣な口調で言った。

『全員を集めろ、対応策を練る』




　土間に集まったリネト衆しゆうを見回して、サラサが言った。

『おそらく、あと二時間以内に、この村に追っ手がやって来るだろう。大統領警護隊の特殊部隊だ。ヘリコプター二機に乗っていたとなると二個小隊、約四十人ということになる』

　リネト衆は、驚きのつぶやきすら漏もらさずに、黙ってうなずいた。

『こっちは、私を入れてたったの十六人。まして姫ひめ巫み女こさまを護らねばならぬ身だ。まったくもって不利と言っていいだろう。だが、座してヤツらの手に落ちるのを待っていることはない、ここは、打って出よう』

　リネト衆が、初めて口々に小さく驚きの声を漏らす中で、ネマコルが静かに聞いた。

『地の利はこちらにある、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいでも各個撃げき破はすればいいということか？』

『いや、多勢に無勢というわけでもない。こっちには味方がいる……』

　サラサの言葉を聞いたネマコルは目を見開いた。

『まさか、サラサ殿どのは村人を仲間に引き入れようというのではありますまいな？』

『その、まさか、だよ』

　そう言って笑った後で、サラサは真剣な顔になって説明を始めた。

『村人の協力を得て、敵の攻撃の先を逸そらす。つまり、村人には妨ぼう害がい役をやってもらうんだ。敵の動きを確認したところで、一撃を加え……そして、逃げるのさ』

　ネマコルは、得とく心しんがいった、という風にうなずいた後で、心配そうな顔になった。

『攻めて、そして引く、というわけですな……しかし、村人に犠ぎ牲せいが出やしませんか？　政府軍の連中は自分たちセルム族以外はいくら死んでもいいと思ってますからね』

『うむ、そこは私も考えたのだが、おそらく大丈夫だ、特殊部隊の指揮官は無関係の村人を無む闇やみやたらに殺害するようなヤツじゃない、部下もな……』

　サラサはそこで言葉を切ると、唇くちびるの端はしに笑いを浮かべて言葉を継いだ。

『……だから、そこを突く』

　ネマコルは、ため息とも感嘆ともつかない声を出してから、にやっと笑った。

『サラサ戦士長は、相変わらずですね』

『知略に長たけている、と言ってくれ』

　サラサは、さらっとそう答えた後で、小屋の中にいるリネト衆しゆうの方に向き直った。

『これから村に行って、追っ手を妨害するように頼んで来てくれ。別に銃じゆうを持って加勢してくれなくてもいい、それは危険だと伝えてくれ。村人は、ただ、村を明るくしてくれればいい。家々の窓や戸を開け、軒のき先さきでかがり火を焚たき……そうだな十六夜いざよいの祭りの時のように音楽を流して村全体を騒がしくしてもらうように頼むのだ』

　リネト衆の一人……二十代の髪かみを伸ばして後ろでまとめている男が、怪け訝げんな顔をした。

『明るく、騒がしくしたのでは、敵の接近がわかりにくいのではありませんか』

　サラサはうなずいた。

『そうだね、普通はそう思うよね。でも、特殊部隊ってのは闇やみにまぎれて、隠おん密みつ行動を取るから意味がある。周りが闇に沈み静まり返った時が、一番効果的に動けるのさ。明るければ明るいほど光学増ぞう幅ふく装置は使いづらいし、騒がしければ、向こうもこっちの様子をうかがうことはできない。こっちが、どこに潜ひそみ、どこを見張っているのか、それがわからなければ、ヤツらも、そう簡単に動くわけにはいかないだろう。わかったか？』

　サラサはリネト衆しゆうを見回して、うなずいた。

『よし、時間が無い。迅じん速そくに動け。以上だ！』

『おう！』

　全員が声を合わせてそう答えた後で、リネト衆たちは、すばやく小屋を出て行った。

　後に残ったのは、サラサと、リューカ姫ひめと、そして、ぽかんとした顔でサラサとリネト衆のやり取りを聞いていた龍たつ也やだった。

　……言葉がわからないとはいえ、この緊迫した空気ぐらい読めんのかな、こいつは。

　そんなことを考えながら龍也に近づいたサラサは、真ま面じ目めな顔で聞いた。

「銃は使えるか？」

　龍也は目を丸くして首を振った。

「使えるわけが無いじゃないか！　そんなもの触さわったこともないよ」

「ほいじゃ、爆ばく発はつ物ぶつは？　何か戦うためのスキルは持っとるか？」

　龍也はもう一度首をぶんぶんと振った。

「そんなスキルなんか持っているわけ無いよ。日本じゃあそんなスキル持っているほうがおかしいんだ！」

　サラサは、腹立たしげにつぶやいた。

「……まったく、この男は馬には乗れん、銃じゆうは使えん、泣き言ばかり言うだけか？　何か役に立つようなことはないんか？　人に自じ慢まんできることとか、そういうことは！」

　龍たつ也やは、ちょっとむっとしたような顔になって言い返した。

「俺おれは……コンピューターが使える」

「コンピューター？　それが一体何の役に立つんだ？」

　はあ？　何を言っているんだ、こいつは、という顔をするサラサに向かって、龍也は胸を張った。

「コンピューターは確かに戦いには使えないかもしれないけど。知識が詰まっているんだ！　俺はブログというインターネットのコンテンツを持っているんだ。そこに書いたことは世界中の人が読めるんだ。俺は世界中の人々に向かって情報発信ができるんだぞ！

　インターネットの向こうには、こんな小さな国の片かた田舎いなかに住んでる人には想像もつかないすごい大きな世界が広がっているんだ！　俺はその世界を知っているんだぞ！」

　サラサは、龍也をにらみつけた。

「知っているから……なんだと言うんだ？　知っているだけで偉いのか？

　第一、それはコンピューターとインターネットが偉いんであって、お前さんが偉いんじゃなかろう。それとも何か？　そのコンピューターとインターネットとやらを、お前さんが作ったのか？　なら尊敬するがな」

　龍也は目を伏せた。

「いや……そうじゃないけど」

「ほいなら、そんなんは、ただの道具自じ慢まんじゃ！　他人から尊敬されて、一いち目もく置かれたいと思ったら、道具を作るか、道具で何かをやってみせぇ！　お前さんのそのインターネットとやらで、姫ひめ巫み女こさまを救える方法でも考えてみろ！

　このセリカスタンじゃの、誰かを助けることができて、はじめて人間として男として一人前として扱われるのじゃ！」

　そして、サラサは、龍也を見み下くだしたような目で見て言った。

「お前は、その年になっても、何もできん。人を救うどころか自分すら守れん。お前は図ずう体たいのでかい赤ん坊と同じじゃな」

「そんな言い方って無いだろう？　そりゃあ俺は銃は使えないし、何のスキルも持っていないけど、それでもリューカ姫を護るために戦うことぐらいはできるさ！」

「銃も何も持たずにどうやって戦うと言うんじゃ？　素す手ででか？　子供のケンカじゃあるまいに」

　龍也は両手を広げた。

「銃じゆう以外に武器は無いの？　剣とか……いや、剣は使えないよな……だったらほら、棍こん棒ぼうとかそういうのでもいいよ、とにかく戦えるものさえあれば、俺おれだって……」

　そのとき、リューカ姫ひめの声がした。

「タツヤ……コレ……」

　振り向いた龍たつ也やの目が点になった。

　リューカ姫が持っていたのは、革かわ製の長さ六十センチほどの棍棒だった。

　先せん端たん部には、子供の頭ほどの膨ふくらみがあり、そこからは牛の角の先端を尖とがらせたものや狼おおかみの牙きばと思われる、見るからに痛そうな突とつ起き物がいくつも突き出している。

　リューカ姫が、それを持って、にっこり笑っている光景を見たとき、龍也は思わずつぶやいた。

「エスカリボルグだ……」

「えすかりぼるぐ？　なんじゃそれは？」

　真剣な顔で聞いたサラサに向かって龍也はあわてて両手を振った。

「あ、いや、気にしないで、棍棒の名前だから」

「棍棒の名前？　日本では武器に名前をつけて可愛かわいがる風習でもあるんか？」

「ああ、うん、そういう人もいるみたいだね」

「わからん国じゃ……爺じいさんの頃からだいぶ変わったようじゃな、あの国も」

　首をひねるサラサを見て、リューカ姫はくすっと笑ってから、手に持っていた棍棒を龍也に手渡した。

　……うわ、思ったより軽いんだ。

　内部は空くう洞どうなのだろう、片腕でも軽々と振り回せる。

　柄えの方の付け根に、ストラップのように輪になった皮ひもがついているところを見ると、その部分を手首に通して巻きつけて、落下を防ぐようになっているのだろう。

　……そうか、こいつは馬に乗って使うんだ。だから片手で振り回せるように軽く作ってあるんだな。

　龍也はそいつを二、三回振り回した後で、顔の前に立てて、先端のいくつもの鋭い突起が飛び出している部分を見上げた。

　……うわ、こいつで殴なぐられたら痛いじゃすまないだろうな。でも、不思議なもので、銃よりもこいつの方がリアルに怖いや。

　きっと銃で撃うたれる怖さを経験していないからなんだろうけど……でも、なんとなくこいつを持っているだけで、強くなれるような気がする。

　サラサが、肩かたをすくめながら言った。

「まあ。何もないよりはマシか……そいつは本来は儀ぎ礼れい用ちゅうか、装飾品なんじゃがのぉ……使って使えんことはなかろう。お前さんにもリューカ姫を守る護モリ人トとなってもらうとするか」

　にやにやしながら棍こん棒ぼうを見上げていた龍たつ也やが、びっくりしたようにサラサを見た。

「え？　俺おれも？　だって、サラサさんがいるじゃないか」

「リネト衆しゆうとわしが倒されたとき、誰が姫ひめ巫み女こさまを護まもるんじゃ？　敵が来たとき、最後に戦う役目はお前じゃ」

「うへぇえ」

　龍也は、情けなさそうな声を上げて手に持った棍棒を見上げた。

　サラサは、小さくうなずくと、リューカ姫に向き直り、セリカスタン語で言った。

『いささか頼りない護モリ人トですが、ごかんべんを』

　リューカ姫はにっこり笑って答えた。

『いえ……この人は、いささか意気地の無い人ですけど、素直で誠せい実じつな人です。私は心配しておりません』

『だと……いいのですけど……では、出しゆつ立たつの準備をいたしましょう』

　サラサはそう答えると、軽く一礼して小屋の戸をあけた。

　小屋の外には、さっきまでの闇やみが噓うそのような様々な明りに満ちていた。

　一瞬目を見開いた後で、サラサは、にやっと笑った。

『ネマコルの願いが伝わったようだな』

　小屋の出入り口でサラサが明るく照らされた村を見て、してやったりと笑っていた、その頃。

　村から少し離れた灌かん木ぼくの茂みの影で、シャリフたち大統領警護隊の特殊部隊の一団が作戦会議を開いていた。

　少し離れた場所で偵てい察さつ用のスターライトスコープを覗のぞいてたポンズ曹そう長ちようが、スコープについている感度調節ダイアルを調整しながら悪態をついた。

「くそ、なんであんなに村が明るいんだ？　家々の軒のき先さきでかがり火まで焚たいていやがる」

　風に乗って流れてくる音楽を聴きながら、シャリフがつぶやいた。

「ご丁てい寧ねいに音楽まで流しやがって……もうすぐ日付が変わるってのに、あの村は今夜は寝ないつもりらしい」

「どういうことでしょう？」

　不安な顔をする第一小隊の小隊長に向かってシャリフは肩かたをすくめて見せた。

「どういうこともこういうこともない。俺たちが来るのがサラサにバレていたってことだろう。北西の風だから、ヘリの音は聞こえないだろうと思ったが、どうやら甘かったらしい。サラサは今頃、俺おれたちを歓迎する準備に走り回っているか……もしくはとっくに準備を終えて待っているかのどっちかだな」

「どうします？　隠おん密みつ行動ではなく強襲に切り替えますか？　二個小隊をもってすれば、村全体を制圧するのに一時間もかかりません」

　シャリフは一瞬躊ちゆう躇ちよした後で、首を振った。

「いや、無む駄だな殺せつ生しようはなるべく避けたい。確かに村人ごと、あそこにいる人間を皆殺しにすれば任務達成になるかもしれんが、それは本来の任務の失敗を意味する。俺おれたちの本来の任務を忘れるな。俺たちの任務は姫ひめ巫み女この保護だ」

　小隊長は眉まゆをひそめた。

「そいつは……実に難しいですね」

「言っただろう？　俺たちはプロだ、プロは難しいことをやってのけるからプロなんだ」

　シャリフはそう言うと、通信係の部下に言った。

「村の地図を出せ。全員にデータリンクする、各自光学モニターを調節して画面を見ろ」

　部下が手元のキーボードを操作すると、その場にいる部隊員全員の左目の前に装着されている小型液晶画面に、ＣＧ画面が表示された。

　通信係の部下が背せ負おっているのは、データが記録されたパソコンである。このパソコンは部隊員個人個人が背負っている端たん末まつと無線ＬＡＮで繫つながっており。地図や必要な情報を、そのまま個人の目の前にある小型液晶画面に送ることができる。

　これは一世代古いタイプの装備であり、今は重いパソコンを背負って通信するのではなく、個人個人の端たん末まつにそのミッションに必要なデータを記録したメモリーを入れるようになっているのだが、さすがにその最新式は高額で手が出なかったのだろう。

　部隊員の液晶画面には俯ふ瞰かんの位置から村を見た地図が浮かび上がっていた。

　平面の地図だけでは、地形の凹おう凸とつや、遮しや蔽へい物の位置はわかりにくいが、斜め上から見下ろした俯瞰の図面で見ると、その位置関係がよくわかる。

　……この西側の特殊部隊の装備は、確かに現場でブリーフィングするには便利だな。ただ、なんとなくゲームを見ているようで現実感が薄くなるような気がする……もっとも、それは単に俺が時代遅れなだけなのかもしれんが。

　シャリフはそんなことを考えながら手元のトラックボールを回して、倍率を変え、画面上のポインタを一軒の家の上に合わせた。

「ここが、事前情報で把は握あくしている姫巫女一行が宿泊していると思われる宿屋だ。この村には宿屋はこの一軒だけだ……が、しかし。ここに目標がいるとは思えない」

　シャリフは再びトラックボールを動かして、地図の倍率を変えた。

「我々の存在に気づくのと同時に、おそらくサラサは移動しただろう。しかし、村から出て行ったとは考えられない。この先、キンリの里に向かう道は十二キロに渡って川沿いの崖がけを行く危険な道だ。姫巫女を連れて夜中にその道を移動するという危険を冒おかすとは考えにくい……」

　そこで言葉を切ったシャリフは、画面の倍率をさらに変えて、村全体を画面の中に納めてから言葉を付け足した。

「つまり……目標はこの村のどこかにいる」

　隊員たちは黙ったまま自分の目の前にあるモニターの画面に見入っていた。

　そのとき、ポンズ曹そう長ちようがひょいと顔の横に手を上げて言った。

「まさか、そいつを突き止めるところからやらなきゃならんのですか？　当てがあるなら、もったいぶらずに教えていただけると嬉うれしいですな」

　シャリフは笑いながら言った。

「ポンズ曹長の言うとおり、当てはある。姫ひめ巫み女こはシグルムという名前の神しん馬ばに乗っている。この馬を目当てに探すのが一番手っ取り早いだろう。シグルムというのは白馬だ。各自、分隊ごとに西、東、南、の三箇所から村に潜せん入にゆうし白馬を探せ。発見次第無線で連絡を入れろ。ではブリィーフィングを終える。以後は各分隊長の指揮下に入れ、以上だ」

　その場にいた全員が小さく敬礼した。

　その頃、村の中でも、少し高台にある家の屋根の上では、腹ばいになったネマコルが古びた木製の銃じゆう床しようボルトアクションのライフルを構え、スコープを覗のぞき込んでいた。

　……全くの闇やみ夜よなら、機械の力を借りるお前らのほうが有利かもしれんが、月夜ほどの明るさがあれば、俺おれたちリネト衆しゆうでも十分夜目が効く。

　それができねば、夜に放牧している羊を狙ねらって近づく狼おおかみを倒すことなどできはせん。

　ネマコルが覗のぞき込んでいるスコープ付きのライフルは、六十年以上前の品物で、第二次世界大戦中にソビエト軍の狙そ撃げき兵がナチスドイツ軍と渡り合った経歴を持つ古強つわ者ものだった。

　スコープの中にうごめく黒い戦闘服を着込んだ兵士を見つめながら、ネマコルはつぶやいた。

「……サラサさまは、警告にとどめろとおっしゃったが……わざと外すというのもこれはこれで難しいものだな」

　射撃準備を整えたネマコルは銃じゆう床しようを支えていた左手の人差し指を立てた。

　それを見ていた四軒隣の屋根の上にいたリネト衆の一人が、小さく右手をあげて、手首を回した。

　村の広場で、その仕し草ぐさを確認した村人が、大きくうなずくと、広場に立てた丸太にぶら下げてあった束になった爆ばく竹ちくの導火線に、持っていたたいまつの炎ほのおを近づけた。

　導火線がシュッ！　という音を立てたかと思うと、いきなり爆竹が破は裂れつした。

　パパパン、パン、という爆竹の破裂する音があたりに響き渡るのと同時に、ネマコルはライフルの引き金を引いた。

　弾だん丸がんは、スコープの中に映っていた黒服の男の手の先にある、日ひ干ぼし煉れん瓦がを積み上げて作った低い塀へいの上に着弾して派手な土煙けむりを上げた。

　スコープの中の黒服の男が、首を引っ込めて地べたにぺったりと伏せたまま動かなくなったのを確認して、ネマコルはゆっくりと屋根の上から、下に下がった。

　……これであいつらは金かな縛しばりにあったようなものだ。当分動けないだろう。

　いきなり射殺してしまうという手もあるが、一人二人殺しただけでは、かえって敵に仲間の敵かたき討うちというモチベーションを与えることになる。数で負けている以上、そんなことはできない。

　屋根から降りたネマコルが、狙そ撃げき場所を変えるために広場の端はしを通ると、その真ん中では村人が次の爆ばく竹ちくを用意しようとしていた。

　それを見ながらネマコルは思った。

　……今から使っちまったら、来年の旧正月に使う分がなくなっちまわないかな？




「撃うたれただと？　で？　損害は？」

『ありません、敵てき弾だんは外れました』

　インカムから流れてきた部下の報告を聞いて、少しほっとしたような表情になったシャリフは、折り返すように聞いた。

「で？　敵の位置は？　発砲音と発射炎えんは確認できたか？」

『いえ、敵はあの爆ばく竹ちくの音にまぎれて発砲したものと思われます。発射炎は確認できませんでした』

「わかった、そこは危険だ。南側から近づくのは中止だ、遮しや蔽へい物を利用して西に回りこめ」

『了解しました』

　シャリフはインカムのプレストークスイッチを切り替えると、大きくため息をついた。

　……くそ、サラサめ、ＡＫだけでなくスナイパーまで用意しているとはな。

　遠距離狙撃を食らうとなると、迂う闊かつには動けない。安全を確認しつつ、亀かめのようにじりじりと進むことしかできないというわけか……。

　そして、シャリフは何かに気がついたように目を見開いた。

　……待てよ、サラサはなぜ、これほどまでに時間を稼かせごうとしているんだ？

　夜が明けるまで、粘ねばりに粘って、明るくなってから一気に馬で山道を走り抜けて里に入ろうというのか？　いや、明るくなれば、ヘリが飛ぶ。

　作戦初日で混乱していた昨日きのうと違って、明日あしたになれば政府軍の各部門は完全に大統領派で押さえられているだろう。陸軍の航空部隊も出撃可能だ。狭せまい山道でヘリから攻撃を受ければ、逃げ道はない。

　……と、いうことは。

　シャリフは顔を上げてインカムのスイッチを入れた。

「全員に伝える！　敵の意図が判明した。敵は我々をここに足止めし、村から姫ひめ巫み女こだけを逃がすつもりだ！　敵には積極的な攻撃を加える意思は無い！　全員突入態勢を取れ！　十五分後に全員で飽ほう和わ攻撃をかける！」

　シャリフの言葉を聞いた隊員たちが、突入態勢をとるために動き始めた頃。

　小屋の前では、シグルムの背中にサラサが荷物をくくりつけていた。

「ええ？　逃げるの？　ここで一晩明かすんじゃないの？」

「予定が変わったんじゃ。夜のうちに敵が動いたちゅうことは、もはや政府軍の実権は完全に大統領派に握られたちゅうことじゃ。夜が明ければヘリコプターがやって来る。リネト衆しゆうが時間を稼かせいでいる間に、わしとお前と姫ひめ巫み女こさまはキンリの里に急ぐのじゃ」

　龍たつ也やが抗議を続けようとしたそのとき、そこにライフルを抱えたネマコルが現われた。

『敵の動きがあわただしくなってきました。どうやら同時突入を計画しているようです』

『なんだって？』

　サラサは驚いたような声を上げた後で、その形の良い眉まゆを寄せて考え込んだ。

　……くそ、こっちの目的が時間稼ぎだと感づかれたらしいな。さすがはシャリフだ。そう簡単にはあしらえないとは思っていたが、こんなに早く対応してくるとはな。

　どうする？　リネト衆だけで足止めをするのは無理だ、私が加わらねば。

　……しかし、そうなれば、姫巫女さまを護衛する人間がいなくなってしまう。

　どうする？　どうすればいい。

　じっと考え込んでいたサラサは、何かを決断したように顔を上げると、ネマコルに言った。

『馬をもう一頭……私が乗っていた馬がいい、連れて来てくれ』

『かしこまりました！』

　そう言って走り去っていくネマコルを見送ったサラサは、不安と不満でいっぱいという顔をしている龍也に向き直った。

「すまんが、お前と姫巫女さまだけで、出発してくれ。わしはここに残らにゃいかん」

　龍也の顔から血の気が引いた。

「ちょ、ちょっと待ってよ、俺おれとリューカ姫だけで、夜の山に入れって言うのかよ！　無理だよ、道もわからないし、言葉だってわかんないし」

「安心せい、お前が知らなくともシグルムが知っておる。お前が馬を引くのではない、馬にお前がついていけばいいのじゃ」

「でも……俺一人じゃ……」

「馬をもう一頭預ける。明るくなって道が見えるようになったら馬に乗るんだ。いいか、馬を御ぎよすな、馬に任せろ。あの馬は祭事に使うために、姫巫女さまとシグルムに付いていくように訓練されとるからお前は何もせずに鞍くらにしがみついとればええ……お前はキンリの客人まろうどじゃ。キンリの者は命に代えてでも客人を守るのが習いじゃ」

　サラサは、真剣な目になった。

「そして、これが一番大事なことじゃ、ええか、よく聞け……何があってもここに戻ってはならん。何があってもじゃ！　客人であるお前にこんな仕事を頼める義理ではないが、頼む。何をおいても姫巫女さまを無事に、一刻も早くキンリの里に送り届けてくれ！」

　その、サラサの目を見たとき。龍也は体の芯しんが震えるような気がした。

　龍也の脳裏に浮かび上がったのは、昼間、武装ヘリコプターの機き銃じゆう掃そう射しやを受けたときに感じた恐怖だった。

　……あの時と同じような、撃うちあい、殺し合いが始まるんだ。この村で。

　だから、この人は自分が敵を引き付けて、囮おとりになって、そのすきに俺おれとリューカ姫ひめを逃がそうとしているんだ。

　サラサさんも、リネト衆しゆうの人たちも、自分が死ぬかもしれないことを覚かく悟ごして、俺とリューカ姫を護ろうとしてくれているんだ。

　ヘリコプターの機き銃じゆう掃そう射しやの光景の次に龍たつ也やの脳裏に浮かんだのは、サラサの言葉だった。

『お前は、その年になっても、何もできん。人を救うどころか自分をすら守れぬ。お前は図ずう体たいのでかい赤ん坊と同じじゃな』

　……そうだ、俺は今まで、自分が庇ひ護ごされることを当然だと考えてきた……まさに赤ん坊のように。

　なにもしなくていい、ただ、そこにいるだけで誰かが護ってくれている。誰かが俺を護るのは当然のことだって考えていた。どこかの誰かになんか感謝したことも無かった。

　でも、今、俺を護ろうとしているのは、どこかの誰かなんかじゃない！

　サラサさんとリネト衆の人たちだ！

　俺は……感謝すべきだ。

　そのとき、龍也の心の中で誰かが叫んだ。

　感謝だと？　この期ごに及んでも、お前は、まだそんな情けない言葉しか出てこないのか？

　意地はないのか意地は！

　俺は、ただ庇護されることを求めて泣きわめく赤ん坊じゃないと、胸を張ろうとは思わないのか？

　自分が、護るに足りる人間だと、サラサさんに教えようとは思わないのか？

　命を懸かけて護るに足りる人間だとサラサに思わせることが、サラサさんに対する最大の感謝だと気がつかないのか！

　龍也は顔を上げた。

「サラサさん。言葉が違うよ」

「え？　何か日本語が間違っておったかの？」

　龍也は、サラサの目を見て、ゆっくりと言った。

「さっき、サラサさんは、俺のことをリューカ姫を護る護モリ人トだって言ったよね。だったら護人に頼むのはおかしいよ、そういう時は、命令しなくちゃ」

　龍也の言葉を聞いていたサラサは、一瞬きょとんとした顔になったが、その顔はすぐに嬉うれしそうな表情に変わった。

　上気したように頰ほおを染めたサラサは、わが意を得たり、という風に大きくうなずいた。

「よう言うた、タツヤ！　あんた、やっぱり男じゃ。うん、ほうじゃ。ほうでなくちゃいかんわ！」

　そして、サラサは表情を引き締めると、龍たつ也やを正面から見つめて、ゆっくりと言った。

「では、キンリの里の戦士長たるサラサ・クルティムが、護モリ人トたるタツヤ・アマヤマに命ずる！　汝なんじ、その命と力と気の限りキンリの姫ひめ巫み女こを護れ！　アルム・クトゥラ・セイルカランツルム・ラグゥ。テンジン！」

　そして、サラサは小声で言った。

「ラグィ・テンジン、って答えな、それがテンジンへの誓ちかいの言葉だ」

　龍也は、うなずくと、聞いたとおりの発音をできる限り真ま似ねして答えた。

「ラグィ・テンジン！」

　サラサは嬉うれしそうに笑いながら龍也に近づいて、龍也の肩かたにぽん、と右手を載のせた。

　そして、顔に微笑を浮かべたまま凄すごみのある声で言った。

「じゃが……ええか、姫巫女さまと二人きりになったからと言って妙みような気を起こすなよ……妙なことをすればキンリ族の掟おきてに従って、素すつ裸ぱだかにして平原に放り出し、生きたまま狼おおかみに食わすけぇの！」

「しませんしません！」

　龍也は、ぶんぶんという音がするくらいに本気で首を振った。

　そこに、ネマコルが飛び込んで来た。

『サラサ殿どの、お言いつけのどおり馬を連れて参りました』

『よし、鞍くらの後ろに荷に駄だ箱ばこを置け！　荷物を乗せろ、水と食料だ！』

　ネマコルに指示を出した後で、サラサは、目の前にいる龍也に日本語で言った。

「わしはネマコルと二人で馬の背中に、荷物を入れる箱をくくりつける。お前はこの小屋からその中に入れる水と食べ物を持って来るんじゃ、急げ！」

「うん、わかった！」

　小屋を出て行ったサラサを見送った後で、龍也は小屋の中を見回した。

　……水と、食い物か。

　そのとき、リューカ姫が、すっと立ち上がると、小屋の柱にぶら下がっている、色とりどりのペイントで派手な模も様ようが書かれた皮袋に近づいてそれを指差した。

　茄な子すの実をそのまま平べったくしたような形をしたその皮袋は、いわゆる皮で作られた水筒だった。

　……そうか、あの中には水が入っていたっけ。車の中とか、馬の背中で何度か飲ませてもらったよな。

　手を伸ばして柱にぶら下がっている皮袋を降ろそうとした龍也は、その重さに思わずよろけた。

　……うわ、重てえ。そういえば、この小屋についてから、リネト衆しゆうの人がこれ持って出て行って、帰って来たときはすごい重そうだったもんな。どっかで補給してきたんだろう。

　でも、それはつまり中身は新鮮な水だってことだよな。

　龍たつ也やは気合を入れなおして皮袋を持ち上げると、それの首についている皮ひもを背中に回して、肩かたに担かつぐようにして背負おうとした。

　そして、何かに気づいたような顔をして、その皮袋をもう一度柱に戻した。

　……いや、こいつを持って行くのは最後にしよう。こんな重くてぐにゃぐにゃしたものを背負ったまま小屋の中を歩き回るのは一苦労だ。

　水袋を柱に戻した龍也は、もう一度小屋の中を見回した。

　……食い物か。

　龍也の目に飛び込んできたのは、土間の隅の木箱の上に広げられた青いテーブルクロスに置かれた皿さらの上の堅かた焼やきのナンと、ドライフルーツだった。

　うん、これがいい。これなら軽いし保存が効くだろう。

　龍也はナンとドライフルーツを皿から降ろし、箱の上に広げられていた青いテーブルクロスで、包んで抱え込んだ。

　それを見ていたリューカ姫ひめが、驚いたように口を押さえた。

「どうしたの？　何か問題があるの？」

　リューカ姫は何かを言おうとして、その言葉をのみ込むと、仕方ないな、という風に微笑ほほえんでからうなずいた。

　……なにかマズイことをやっちまったみたいだけど、まあ仕方ない。

　そして、テーブルクロスを取り去ったその下にあった箱を見て龍也は気がついた。

　その箱は、さっき敷物を探すときに間違ってあけたものだった。

　……そうだ！　この箱の中には、あの軍用のコンビーフの缶かんが入っていたはずだ！

　あれを持って行けば、当分食い物に困らないぞ！　……っていうより、本音を言えばあれが食いてえ！

　ナンの包みを小こ脇わきに抱えなおして、箱のふたを開け、中にあったライトグリーンに塗ぬられた、その四角い缶詰を持ち上げようとした龍也は、それが思ったよりはるかに重いのに驚いた。

　……うわ、重い！　さすが軍用だ、きっとぎっしり詰まっているんだろうな。

　龍也の脳裏には、白い脂肪に固められた赤黒い肉の繊せん維いがぎゅうぎゅうに詰まった塊かたまり、という、実に美う味まそうなコンビーフのイメージが浮かんだ。

　両手でしっかり持って持ち上げたその缶詰には、英語のアルファベットとは違う、ロシア語の文字で、なにやら細かい説明がびっしり書き込まれていた。

　……きっとカロリーとか、栄養分析表とかが書かれているんだろうな。

　龍也がそう考えたとき、視界の隅っこに立っていたリューカ姫が、なにやら悲しそうな顔で自分を見ているのに気がついた。

「どうしたの？　何か持って行って欲しい物とかあるの？　あるなら教えて、持って行くよ」

　龍たつ也やに声をかけられたリューカ姫ひめは、ちょっと驚いたような目をした後で、あわてて首を振った。そして龍也が抱えている四角い缶かん詰づめを指差して、食べる仕し草ぐさをした後で、それを否定するように首を振った。

　……どういう意味だろう？

　この子は、これが食べられない、と言いたいみたいだけど……。

　あ、そうか、わかった。この子は姫巫み女こさまだから、きっと宗教上の理由か何かでこのコンビーフが食べられないって言っているんだ。

　そうか、じゃあ何かこの子が食べられる物を持って行かないと。

　リューカ姫は、悲しそうな目で龍也を見ると、もう一度首を振った。

「わかったよ、これは君には食べられないんだろ？　きみの食べられそうなものを探すよ」

　龍也の言葉を聞いたリューカ姫は、上を向いて、ああダメだ、という風にため息をつくと、肩かたからかけていた布のショルダーバッグを開けて中身を龍也に見せた。

　その中には、紙に包んだパンと、オレンジが入っていた。

　どうやら、それがリューカ姫が自分で用意した食料らしい。

「なんだ、持っていたんだ、じゃあ心配いらないね」

　龍也はそう言って微笑ほほえみかけると、クソ重い四角い缶かんと、テーブルクロスに包んだナンを右脇わきに抱え込み、左の肩にこれまたクソ重い水袋を背負って、よたよたしながら小屋を出た。

　小屋の前では、サラサとネマコルが待っていた。

「遅いぞ、たかが水と食料をそろえるのに時間をかけすぎじゃ！」

　と言ったサラサの目が、龍也が小脇に抱えている缶かん詰づめに留まった。

「……そんな物を持って行くんか？」

「うん、だって、昔から言うじゃないか、これが無くては戦いくさにならぬって」

　サラサの横に立っていたネマコルが、感心したようにつぶやいた。

『こういうときに、あれを見つけ出し、持ち出すとは。あの者、ただのおどけ者かと思いましたが……帽ぼう子しに下がった勇者の証あかし、伊だ達てではありませんな』

　サラサはうなずいた。

『この先のことを考えると、キンリの里の者が、最も欲しがっている物だからな、あれは……』

　そしてサラサは日本語で言った。

「よし、わかった。じゃあそいつを貸せ、馬に積み込む」

　龍也が手に持った缶詰と青いテーブルクロスに包んだナンを渡すと、そのテーブルクロスを見たサラサが、ぎくっとしたように目を見開いた。

「これを持って来たんか！　これは、テンジン……つまり神様への供く物もつだぞ」

「え？　だって、知らなかったし、お姫様も何も言わなかったよ」

　サラサは、仕方ない、という風に首を振った。

「それはきっと……説明することができない、と思ってあきらめたんじゃろう。もしかしたらお前は供く物もつを食べるんが趣味なんかと思ったのかもしれん」

　龍たつ也やは唇くちびるを尖とがらせた。

「だって、これはあの馬の団だん子ごと違って人間が食べる物じゃないか。間違えるのも無理ないよ。一番目に付くところにあったんだし……」

　そして、龍也は不思議そうな顔で聞いた。

「ところで、その、さっきから言っているテンジンって、菅すが原わら道みち真ざねのことじゃないよね？　日本でテンジンさまというと、あの人を祭った神社のことだけど」

「わしの言うとるテンジンと、日本の天てん神じん様とは、全く違う。わしの言うところのテンジンとは、天空に住む、この世界を作った神様のことじゃ。モンゴルではテングリ。他ほかにもテムジンとか、国によって色々な呼び名があるがの、このセリカスタンではテンジンと呼んでおるんじゃ。

　考えてみれば、テンジンのご加か護ごが一番必要なんはお前だからな、テンジンへの供物を食っても、お前なら許されそうじゃ」

　そう言ってサラサが笑った、その頃。

　アーディン市の東にある空軍の基地では、ソナムル司令官の密命を受けた三機のジェット機がエンジンを始動しようとしていた。







　　　第五章　「空爆」







　セリカスタンにある唯一の国際空港である、アーデン空港は、民間空港とセリカスタン空軍のアーデン基地との共用空港だった。

　とはいえ、空港施設を使用しているのは、もっぱら空軍であり、民間空港としての機能は、全体の二割程度でしかない。

　空港の中心にあるコンクリート製のメイン滑かつ走そう路ろの両側には、空軍の格納庫や各種の施設、そしてそれらを守るための高射機関銃じゆうや地対空ミサイルの陣じん地ちが並び、迷めい彩さい色しよくに塗られた車両が走り回る様は誰がどう見ても民間空港の光景ではなかった。

　基地の南側に立つ管制塔とうの真下にあるターミナルビルの中には、数少ない旅客便を利用する人間のために、申し訳程度ではあったが、民間の旅客用の施設が設けられていた。

　深夜にさしかかったこの時間、いつもならとっくに明かりが消えているはずの施設の一角に、今夜は煌こう々こうと明かりが灯ともっていた。

　そこは、めったに使用されたことのないファーストクラス用のラウンジだった。

　足が沈み込むような毛足の長いカーペットが敷き詰められたそのラウンジに置かれた本革かわ貼ばりのソファに、ゆったりと身体からだをもたれかけさせたソナムル司令官は、窓の外にある滑かつ走そう路ろを照らす空軍基地の照明に視線をちらりと投げかけてから、目の前にいるダークスーツを着た三人の男たちに囲まれている、三十代の白人の男に向かって英語で話しかけた。

「今、出撃準備をしている機体には、あなたがたからのプレゼントが搭とう載さいされているが……本当に無料でいいのかね？　爆ばく弾だんに取り付けるＧＰＳユニットだけでも二万ドルはするはずだ」

　白人の男は営業スマイルを浮かべて答えた。

「御安心を、あれはサンプルだとお考えください。わが社はあの爆弾について、今までに何度となく実験を繰り返してきましたが、実戦に使用するのは初めてです。今回の使用結果についてわが社の効果測定調査チームを現地に送り込む許可さえいただけるなら、今後も格安で提供する用意がございます」

　ソナムルは皮肉な微笑を浮かべた。

「我々が提供するモルモットによって、爆弾の価格は相そう殺さいされるというわけだな」

　白人の男は、悪びれる様子もなくうなずいた。

「それによって手に入れることができるものに比べれば、決して悪い話ではないと思いますよ」

「確かにあなたの言うとおりだ。これによって空くう爆ばくの有効性を大統領に認めさせることができれば、新生セリカスタンにおける、私の影響力は、はるかに増大するだろう……しかし、問題は、あなたがた西側の兵装が、我国の使用している東側の機体に合致するだろうか。という点だ。いかに優秀な兵装でも、それを装備する機体との間に齟そ齬ごが生じては意味を成さないからな」

　白人の男は、ちょっと真ま面じ目めな顔になった。

「確かにそれはあります。この国が使用している機体は、西側の使用している一線機とは、世代的にも性能的にも大きな差があります。しかし、わが社のＧＰＳ誘導爆弾は、そういったいわゆる、対ゲリラ戦や不正規戦闘用の戦術用軽攻こう撃げき機にも対応できるように開発されたものです。

　今までのＧＰＳ誘導爆弾は二千ポンド、約九百キロという非常に大きな爆弾で、約八千メートルという高高度から投下する、いわゆる戦略目標破壊用の爆弾でしたが、わが社はその誘導装置を二百キロ、百キロという小型爆弾に搭載し、さらに折りたたみ式の滑かつ空くう翼よくを取り付けることにより、六千メートルという中高度から投下することを可能にしました。

　確かに投下システムの機体への取り付けに関しては、いささか工作を要しましたが、それとて、メートル法準じゆん拠きよで作られた東側の機体と、ヤードポンド法に準拠して作られた計器との、ネジ山の違い程度のものです。わが社としましては、あの製品は間違いなくお望みどおりの効果を示すであろうことに自信を持っております」

　ソナムル司令官は、鷹おう揚ようにうなずくと、顔の前で、女性のような白く細い指を組んだ。

「あと数時間で結果が出ますからな、我々としては部下を信じて待つだけです。

　効果測定の調査団に関する要よう請せいは、攻こう撃げきが終わり次第こちらから大統領に申請しますが……まあ、おそらくお望み通りの許可が出ることと思いますよ。爆ばく弾だんが無料だと聞けばね」

　白人の男は唇くちびるの端はしに薄笑いをうかべて、再び一礼した。




　空港のターミナルビルの一角にあるファーストクラスの待合室で、空軍司令官であるソナムルと武器業者の男が対談していたその頃、格納庫の前でエンジンを始動していた三機のジェット機のパイロットに向けて、地上の管制にいる戦闘指揮官から最後の指示が与えられていた。

『いいか、もう一度手順を確認する。ラボート・ワンはレーダー管制専門の、いわば、編隊の目と耳だ。位置を確認し常に僚りよう機きに伝えろ。ラボート・ツーとラボート・スリーは、アタッカーだ、マニュアルをもう一度確認しておけ。

　お前らが乗っているその機体は、本来なら夜間爆ばく撃げきなどできるものではない。しかし、お前らが搭とう載さいしている新型の爆弾は、照準をつける必要がないそうだ。飛んでいって、落とすだけで目標に命中する、ということだ。

　夜間飛行と計器飛行ができるパイロットはお前らだけだ、ちゃんと任務を果たして帰って来い、以上だ！』

『ラボート・ワン了解！』『ラボート・ツー了解！』『ラボート・スリー了解！』

　パイロットが返信をするのと同時に、三機の小型ジェット機がタキシング・ウェイの上をゆっくりと動き始めた。

　鋭角的な洗練されたシルエットを持つその小型ジェット機の名前は「エアロＬ─39・アルバトロス」。チェコ製の練習機を改造した軽攻撃機である。

　この機体の原型が初飛行したのは一九六八年。現在でも生産されている機体であり、ソビエト崩ほう壊かい後は旧共産圏の国々だけではなく、西側にも大量に輸出されており、アメリカのエアレースでは、この機体だけを使ったワンメイク・レースまで行われている。

　練習機という機体に要求されるのは、速度や上昇率などではなく機体の安定性と操そう縦じゆう性の良さ、そして信頼性であり、この特性はそのまま地上攻撃機に要求されるものと同じである。

　そのため、練習機に改造を加えた機体を地上攻こう撃げき機として採用することが世界中で行われている。

　かくいう日本でも、Ｔ─２と呼ばれるジェット練習機の機体に改修を加えたＦ─１という名前の対地攻撃機を保有している。

　ソナムルがセリカスタン空軍の最高司令長官となって、最初にやったことは装備の改編だった。ソビエト連れん邦ぽうが崩壊し、各国が軍の近代化を進める中で、国際市場では、東側の旧式の機体やエンジン部品は、誰からも見向きもされず、二に束そく三さん文もんの値段で取引されていた。

　ソナムルはそこに目をつけた。最新式の機体や装備には目もくれず、もっぱら七十年代から八十年代に量産された機体、特に対地攻こう撃げき機と軽戦闘機に転用可能な練習機を買い揃そろえたのだ。

　Ｌ─39アルバトロスは、訓練の不足しているパイロットでも乗りこなすことができるだけでなく、設備の整っていない未舗ほ装そうの簡易滑かつ走そう路ろでも離着陸できるように頑がん丈じような足回りと太いバルンタイヤが標準装備されており、まさしくセリカスタンのような国にはもってこいの機体だった。

　ソナムルはソビエトが崩ほう壊かいし、冷戦構造が終わった後は大国同士の思おも惑わくで小国が代理戦争をするような時代はこないと見切っていた。

　彼の頭の中にあったのは、小規模な戦闘と戦線が連続する不正規戦、つまり反政府ゲリラや民兵を相手にする内戦であり、そういった戦いにおいて最も重ちよう宝ほうするのが、こういった練習機を改造した軽攻撃機であることを彼は知っていたのだ。

　こうしてセリカスタン空軍は装備を一新し、大量のジェット攻撃機を保有することとなった。

　ソナムルは、このジェット化した攻撃機部隊により、内戦に一気にカタをつけ、空軍こそが来きたるべき新生セリカスタンの国防を担になうのだとアピールするつもりだったのだ。

　タキシングウェイから滑走路に出た三機のアルバトロスは、グラウンドコントロールから許可を受けると、一気に加速を開始した。

　離陸を開始したアルバトロスを管制塔とうの窓から見下ろしながら、大たい佐さの階級章をつけた、中年の戦闘指揮官が小さくつぶやいた。

「できることなら、夜間爆ばく撃げきなどという困難な任務は、あんなひよっ子ではなく、シャクドーのようなベテランにやらせたかったのだがな……」

　指揮官の斜め後ろに立っていた若い副官が、眉まゆをひそめて首を振った。

「確かにシャクドーの腕うではセリカスタン……いえ、旧ソビエト連れん邦ぽうの中でもトップクラスかもしれませんが、彼は我々セムル族と敵対しているナガス族の人間です。センドルク大統領閣かつ下かはセムル族以外のパイロットはすべて飛行任務から外し、監かん視し下に置くように命令されました。この大統領命令は絶対です……」

　そして、副官は、滑走路を離陸していくジェット機の噴ふん射しや炎えんを見送って言葉を継ついだ。

「彼らも、優秀なるセムル族のパイロットですよ、夜間飛行の経験だって積んでおります。問題なく任務を果たすでしょう」

「彼らが任務を果たし、無事に帰き還かんすることは、当然私も望んでいる。しかし、セムル族ではないという理由だけで、シャクドーほどの腕を持つ男を地上勤務に回さねばならぬことを、私は惜おしむのだ……」

　指揮官は、悲しそうな目でそう答えた後で、何かに気がついたように顔を上げて、副官の顔を見た。

「そう言えば、君は確か空軍の管理部から昇進してきたエリートで、パイロット訓練は受けておらんのだったな……」

「はい、それが何か？」

「空を飛べないパイロットは、翼つばさをもがれた鳥と変わらんのだが……その気持ちは、君にはわからんだろうな」

　副官は目に憎にくしみの色を浮かべて指揮官を見返して言った。

「問題にすべきは、パイロット個人個人の技量などではなく、そのパイロットの出身部族であると思います。センドルク大統領閣かつ下かがお望みになっているのは、テンジンによって選ばれた優秀なる我らセルム族によって統治されたセリカスタンという国家なのです。愚ぐ鈍どんなオードン族や怠たい惰だで享きよう楽らく的なナガス族などにこの国家の防衛を任せるわけには参りません」

　中年の戦闘指揮官は、静かに言った。

「君は、自分がセルム族であることを、テンジンに感謝したことがあるかね？」

　若い副官は、怪け訝げんな顔で聞き返した。

「おっしゃることの意味がよくわかりませんが……」

「では、こう言い換えよう。もし、君は自分がセルム族以外の部族に生まれてきたら、どんな風に考えるだろうかと、考えたことがあるかね？」

　若い副官は、納得したようにうなずいた。

「ああ、わかりました、そういうことですか。ええ、考えたことがありますよ……」

　そして、にっこり笑ってこう付け足した。

「きっと、優秀なるセルム族の人々に、畏い敬けいと尊敬の念を抱き、何でも言うことを聞こうと思ったに違いありませんね」

　中年の戦闘指揮官は、一瞬何かを言いかけたが、結局何も言わずに、小さく肩かたをすくめた。……何を言ってもこの若者にはわかるまい。

　この若者が信じているのは、センドルク大統領の言うところのセルム族こそが優等部族であるというプロパガンダだけだ。

　だが、もしかしたら、この若者のような価値観でなければこの先、セリカスタンの軍の幹部に留とどまることはできないのかもしれん。

　……嫌いやな時代だな。

　戦闘指揮官が、胸の中でつぶやいたとき、管制塔とうの中にいた管制官が低い声で報告した。

「ラボート・ワンから通信！　規定高度に達し水平飛行に移行したそうですが、ラボート・ツーは追従しているものの、ラボート・スリーが先導機であるラボート・ワンを見失い、針路を外れているとのことです」

　指揮官は、管制官の座っているコンソールのところに駆かけ寄ると、レーダースクリーンを覗のぞき込んだ。

　多重レーダーに映し出された数値と光点は、確かに一機の位置が予定の飛行コースから外れていることを意味していた。

　……こいつは、なぜ、こんな方向に飛んでいるんだ？　というより、なぜ自分の行動に疑問を持たないのだ？

　そのとき、指揮官の脳裏に、自分のパイロットとしての経験から導かれた一つの結論が浮かび上がった。

　……そうだ、もしかしたらあれかもしれん。

　飛行位置と方角を見て、頭の中ですばやく日付と星座を計算した指揮官は、ラボート・スリーのパイロットが見ているものに気がついた。

「目もく視しではなく、計器を見ろと伝えろ！　ラボート・スリーは、ラボート・ワンのエンジンの光を追尾していると思っているのだろうが、それはおそらく木星か金星だ！」

　管制官は、あわててラボート・スリーに向かって指示を出し始めた。

　計器を見て自機の位置と針路の誤差に気づいたのだろう、データ画面に出ているＧＰＳの数値が本来の位置の数値に向かって近づき始めるのを見た指揮官は、小さくため息をついて肩かたの力を抜いた。

　……夜間飛行で目視に頼るとはな。

　やはり、経験が足りなかったのだろうな。この任務が、もし無誘導の通常弾だんによる、低高度で、直接照準して爆ばく撃げきを行う任務だったら、おそらくどこぞの谷間か山の斜面に激突して終わりだろう。

　パイロットの生命を守るという点においては、ＧＰＳ誘導爆弾は確かに理由になるな。

　指揮官が、レーダースクリーンを見ながらそんなことを考えていた頃。

　アーディン空軍基地の一番はずれにある格納庫の中では、空軍の制服を着たＭＰが自動小しよう銃じゆうを構え、格納庫の床ゆかに毛布を敷いて寝転がっている同じ空軍の制服を着た百名近い兵士を監かん視ししていた。

　その百人ほどの兵士の中ほどで、タオルを折り重ねたものを目め隠かくしのようにして顔の上に置いて寝ていた瘦やせた男に、すぐ横で膝ひざを抱えて座っていた軍ぐん曹そうの階級章をツナギの軍用作業服につけた、丸っこい体系の若い男が話しかけた。

「ねえ、シャクドー中ちゆう尉い。さっき飛んで行った三機のアルバトロスは、だれが操そう縦じゆうしていたんでしょうね……」

　シャクドー中尉と呼ばれた男は黙ったままだった。

　膝を抱えて座っていた軍曹は、同じように、しばらく黙ったまま返事を待っていたが、シャクドーが何も答えないので、また話しかけた。

「ねえ、シャクドー中尉。俺おれたち、これからどうなっちまうんでしょうね……」

　シャクドー中尉と呼ばれた男は何も答えなかった。

　膝を抱えていた軍曹は、また話しかけた。

「ねえ、シャクドー中尉……」

　そのとき、シャクドー中ちゆう尉いと呼ばれた男は黙ったままゆっくりと身体からだを起こすと、無言で軍ぐん曹そうをゲンコツで殴なぐりつけた。

　ごん！

　鈍い音が響くのと、軍曹が頭を押さえて泣き声を上げるのは同時だった。

「痛い、痛いっすよ～何するんですかシャクドー中尉！」

　その細い目で、丸っこい体系の軍曹をにらみつけてシャクドー中尉は言った。

「ごちゃごちゃうるせえ！　話しかけるな！　セルム族のＭＰのヤツら、夜中になっても格納庫の照明落とさねえから、ただでさえ寝付けねえってのに！　いいか、覚えておけカルケン！　今度、俺おれに話しかけたら耳から血が出るまで殴なぐるぞ！」

　カルケンと呼ばれた丸っこい体系の軍曹は、目を見開くと、両耳を押さえて半分泣き声のようなものを上げた。

「ひえ！　耳から血が出るまで殴られたら、脳みそぐずぐずになっちゃいますよ～」

「何をいまさら言ってやがる。お前の脳みそなんざ、最初からぐずぐずだろうが」

「そりゃあないっすよ～」

　頭を押さえて半分べそをかいているカルケン軍曹を見て、シャクドー中尉はやってられない、という風に顔に載のっけていたタオルを床ゆかに叩たたきつけた。

「あーくそ！　気が滅め入いっちまう！　こんなことなら、さっさと家に帰っていりゃ良かったと思うぜ……そうすりゃこんなところでセルム族の捕ほ虜りよにされないで済んだのに……」

「だって、ナガス族の族長から、帰って来いって手紙がきたのに、飛行機に乗れないから嫌いやだ、って言って、政府軍に残ったのはシャクドー中尉じゃないですか」

　シャクドー中尉は肩かたをすくめて両手を広げて見せた。

「だってよ、いまさら族長の所に顔出して、いったい何をすりゃいいんだ？　俺にできることは飛行機を操そう縦じゆうすることだけだぜ」

「後は女の子に声かけて回ることですか？　そっちは下へ手たくそですけど……」

　シャクドーはカルケン軍曹をにらんだ。

「うるせえなあ、ほっとけ」

「はい、すんません……」

　そう言って、首を前に突き出すように頭を下げた後で、カルケン軍曹は、心細そうな顔で、つぶやくように言った。

「……でも、俺たち、これからどうなっちゃうんでしょうねえ……ひょっとしてどっかの農場にでも連れて行かれて機関銃じゆうで撃うって皆殺し。んでもって最高級有機質肥料とかにされちゃうんでしょうか？」

　シャクドー中尉は首を振った。

「いや、殺すつもりなら、とっくに殺してるだろうよ。これは要するに、センドルク大統領率いるセルム族が軍隊の実権を握るまで、実戦部隊からセルム族以外の人間を遠ざけよう、ってことだろうな。きっと隣の格納庫には、俺おれたちと同じようにオードン族の連中も、こうやって隔かく離りされているに違いないな」

「オードン族もですか？」

　目を丸くするカルケン軍ぐん曹そうに、うなずいて見せた後で、シャクドー中ちゆう尉いは真剣な目で言った。

「これは俺の予想だが。この、センドルク大統領のいわばクーデターがある程度成功したら、きっとこう言われるぜ……機関銃じゆう突きつけられてよ。『死ぬか？　それともセルム族に従うか？』ってよ。ノーと答えたらお前の言うところの最高級有機質肥料だな……」

　カルケンが不安そうな顔で聞いた。

「じゃあ、イエス、って言ったらどうなるんですか？」

「兵隊として戦わされるのさ。セルム族に楯たて突く、他ほかの部族とかを相手に戦争させられるんだ……監かん視し付きでな」

「監視？」

「ああそうだ、裏切らないようにしっかり監視が付くだろう。んでもって一番危険な任務とかに送り込まれるんだ……つまり、俺たちは、もう二度と飛行機には触さわらせてもらえねえってことだ」

　カルケン軍曹は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ええ～っ！　だって、俺もシャクドー中尉じゃありませんけど、飛行機のメンテナンスしかできませんよ？　俺に戦えって言われても無理ですよぉ！」

　シャクドー中尉はあわててカルケンの口を押さえた。

「大声を出すな馬鹿！　ＭＰがこっちをにらんでるだろうが！　俺たちはあいつらに生せい殺さつ与よ奪だつの権利を握にぎられているんだぞ！　刺激するようなことを口にするんじゃねえ！」

　押さえられた口をもごもごさせてカルケンがうなずいたのを見て、シャクドー中尉は口を押さえていた手を外した。

「俺もお前も、持ちなれていねえ小しよう銃じゆう持たされて、敵てき陣じんめがけて突とつ撃げきさせられるかもな……いや、お前は機関兵でメカをいじりなれているから、戦闘工兵にさせられて、弾だん丸がん飛び交う最前線で地じ雷らい処理とかやらされるかもしれねえな」

「うひ！」

　カルケン軍曹は目を見開いて、いやいやをするように首を振った。

「わ、私は地雷はいやですぅ～」

「俺だって嫌いやだ」

「地雷をいじるくらいなら、飛行機のエンジンいじっていたほうがマシです～」

「うるせえなあ、わかってるよそれくらい！　俺だって、飛んでいた方がよっぽどマシだ！」

　そう言った後でシャクドー中尉は、格納庫の天てん井じようを見上げてつぶやくように言った。

「……さっき飛んでいったアルバトロスを操そう縦じゆうしていたのは、きっとシラキイ少しよう尉いとテオ中ちゆう尉いの分隊だろう。夜間飛行の経験があるのは、あいつらぐらいのものだからな……」

「こんな夜中に何をするために飛んで行ったんでしょう？」

　シャクドーは、顎あごの下に手を置いて考え込むような顔になった。

「……爆ばく装そうしているのかもしれんな。増装タンクを目一杯装着したような、重い機体を飛ばしているような音だったがな……ちくしょう、飛びてえなあ……」

　アーディン基地の格納庫の中で、セリカスタン空軍の腕うで利きパイロットの一人シャクドー中尉が、エンジン音から飛び立ったアルバトロスの任務を言い当てていたその頃。

　そこからはるか遠い北部山岳地帯の谷沿いに延びる細い道を、二頭の馬がゆっくりと歩いていた。

　真っ暗な、明かり一つ無い夜の闇やみの中に、先頭を行く白い馬がぼんやりと浮かび上がっている。

　その馬に乗ったリューカ姫ひめが、何度も何度も心配そうに後ろを振り向くのを見て、後ろの馬に乗っている、というか馬の鞍くらにしがみついていた龍たつ也やは、胸の中で、ぼやくようにつぶやいた。

　……おいおい、俺おれのことが心配なのはわかるけど、頼むから前を向いていてくれよ。馬が道から足を踏み外したら大変なことになる。って言うか、どっちが護ってんだかわかんないな、これじゃあ。

　龍也は空を見上げた。

　あたりには、明かりのようなものは、何一つ無かった。あるのは、空一面に広がる星の光だけだった。

　歩き始めた頃は、自分の手のひらがどこにあるのかさえわからないほどの暗さだったが、小こ一時間過ぎた今は、あたりの様子もぼんやりと見えるようになっていた。

　……何年か前に、読んでいた小説の中に『星明かり』という言葉が出てきたとき『ウソを書くんじゃねえ、星の光が明かりになるわけないじゃないか！　この小説書いている作家は何も知らない大馬鹿野や郎ろうだ！』って思ったことがあったけど。

　……ウソじゃなかったんだな。

　龍也を乗せた馬は、人が歩くより少し速いくらいの速度で、前を行くシグルムにくっついてその真っ暗な山道を歩いている。

　闇の中で馬に揺ゆられながら、龍也は思った。

　……もし、こんな体験しないまま、読んだ小説の中に、真夜中に馬で山道を行く。なんて話が出てきたら、きっと俺は『ウソを書くんじゃねえ！　馬は草食動物で気が小さいし、そもそも夜行性じゃないんだ。なのに夜道を馬で行くなんて、この作家は何も知らない大馬鹿野郎だ！』って思っただろうな。

　人間ってのは、自分が信じていること、自分が信じたいと思うことしか信じない。って、どっかの本で読んだことがあるけど。俺おれ自身もそうだったんだよな。

　俺は自分を疑いたくなかった。自分が信じている「星明かり」とか「馬」の知識が正しいと思い込みたかった。だから、俺の知識と違うことを書いてある本を読んだとき、自分を疑わずに、本の内容と本を書いた人間に「ウソだ、馬鹿だ」とレッテルを貼はったんだ。

　俺はガキだ。経験も知識も大人おとなの人とかに比べれば、全然足りない。そんなことはわかってる。言われなくたってわかってる。

　だからこそ俺は、自分は間違っているのかも……なんてことを考えたくなかったんだ。

　駄だ々だをこねる子供は、自分が間違っていることを知っている。

　でも、それを認めたら終わりだと思っている。

　自分は間違っていない、自分は絶対正しい！　そう思い込む、その根っこにあるのは何だろう？

　龍たつ也やの意識の中に、何か引っかかるものがあった。

　……なんだろう？　サラサさんに言われた言葉の中に、似たような意味の言葉があったような気がするんだけど。

　そのとき、突然馬が足を止めた。

「おわっと！」

　鞍くらの上でぼんやり考えごとをしていた龍也は、あわてて鞍にしがみついた。

　なんとか転げ落ちずにすんだ龍也は、安あん堵どのため息をついた後で不満げにつぶやいた。

「急に止まるな、って言いたいけど、別に俺が操そう縦じゆうしているわけじゃないからなあ……」

　操縦しているわけじゃない。それが、龍也が乗馬について一番誤解していた部分だった。

　龍也の意識の中にあった「馬に乗る」というのは、馬を完全なコントロール下に置くことだった。つまり、自転車のように自分の手足を動かせばそれに応じて何の誤差もなく馬が動くことを想像していたのだ。

　だが、自転車やオートバイは機械であり、自分の意思を持たない。しかし、馬は生物であり、意思を持つ。この違いを龍也は初めて知った。

　人が馬に乗るということは、馬に乗せてもらうということである。

　馬と人間との間に意思の疎そ通つうがあって、初めて人間は馬に乗せてもらえるのだ。

　馬に乗る人間は、自分のことだけを考えていればいいわけではない。常に馬のことを考えなくてはならない。方向を変えるにも、動き出すにも、そこにワンクッション馬の意思。というものが間に入るのだ。

　……それにしても、こいつ、なんで急に止まったんだ？

　龍也は、自分が乗っている馬が首を上げて神経質な動きをしているのに気がついた。見ると、前を歩いていたシグルムも足を止め、不安げに首を上げている。

　どうしたんだ？　……まさか、狼おおかみでも出たのか？

　龍たつ也やは鞍くらの脇わきにくくりつけてあった、例の皮で作った棍こん棒ぼうの柄えに手を伸ばした。

　こんなもので、狼と戦えるかどうかわからない。でも、俺おれは護モリ人トなんだ。

　そのとき、龍也の見ている前で、自分の馬と前にいるシグルムが、ふっと右を向いた。それは、まるでシンクロナイズドスイミングの選手のように、息のぴったり合った行動だった。

　……右から何か来るのか？

　龍也は道の右側に広がる闇やみを透すかし見た。

　そこには、低く茂った灌かん木ぼくのシルエットとその向こうに、ぼんやりと光るオレヌ村の明かりが見えるだけだった。

　……ああ、あの明かりは村か。無我夢中で夜の山道を登ってきたから気がつかなかったけど、結構遠くまで登って来たんだな。

　そのとき、龍也は、遠くの空の中で雷らい鳴めいのような音が響くのを聞いた。

　雷？　いや、ジェット機のエンジン音かな？

　そう思った、次の瞬間。

　南に広がる灌木の向こうにあるオレヌ村の真ん中に閃せん光こうが走った。

　それは一つではなかった。巨大なストロボが発光するような閃光が連続していくつも光り、それと同時に花火の密度を濃くしたような細かい炎ほのおの塊かたまりが噴ふき上がった。

　ぐゎっと腹にくる様な響きを持つ轟ごう音おんと、そして身体からだ全体を空気の板で叩たたかれたような衝しよう撃げき波がきたのはほぼ同時だった。

　灌木の枝々が音を立ててしなり、足下の砂が一気に舞い立った。

　衝撃波に驚いたのだろう、龍也の乗った馬が、身体を大きく揺さぶった。

「うわあ！」

　龍也は悲鳴のような声を上げて、あわてて鞍にしがみついたが遅かった。

　バランスを崩くずし、そのまま馬からずり落ちそうになった。

　……うわうわうわ、お、落ちる！

　龍也がそう思ったとき、誰かの手が、ぐい、と龍也のお尻しりを押した。

　それは、リューカ姫ひめだった。すぐ横に馬を寄せたリューカ姫が、その細い腕うでで、必死に落馬しかかった龍也のお尻を押していたのだ。

　龍也は、鞍から半分落ちながらも、リューカ姫の支えをもらって、なんとか馬の上に這はい上がった。

　肩かたで息をしながら、龍也は礼を言った。

「ふう……びっくりした……ありがとう……」

　しかし、リューカ姫は眉まゆを寄せたまま、じっと南の方角を見ていた。その視線を追った龍也は息をのんだ。

　村が燃えていた。

　灌かん木ぼくの茂みの向こうには、大きな煙けむりの柱が立ち、その下の方に、ちろちろと動く赤い炎ほのおがいくつも見えた。

　……あの爆ばく発はつは何だろう？　敵の攻こう撃げきがあるって言っていたけど、あんなすごい爆発が起きるなんて、思ってもいなかった。

　そういえば、ちょっと前にジェット機の音がしたけど……もしかして、あれが空くう爆ばくというヤツなのか？

　龍たつ也やの脳裏に、湾岸戦争や、イラク戦争のときにテレビで流れた火柱を上げるビルや、黒こく煙えんに包まれた都市の映像が浮かんだ。

　あれと同じことが、あの、のどかな村に起こったのか？

　そのとき、リューカ姫ひめが龍也を見て何かを言った。

『＃＄％＆！』

　そして、自分を指差してから、その指で燃えている村を指差した。

　龍也は、そのジェスチャーの意味を理解した。

　……そうか、リューカ姫は、村に戻ろうって言っているんだ。村に残したサラサさんたちや、村の人たちが心配なんだ。

　でも……。

　龍也が思い浮かべたのは、小屋の中で、サラサに言われた言葉だった。

『いいか、よく聞け……何があってもここに戻ってはならん。何があってもじゃ！』

　……そう、サラサさんはそう言って俺おれに念を押した。リューカ姫を一刻も早く無事にキンリの里に届けることが俺の義務だと。

　どうする？　どうすればいいんだ？

　リューカ姫は思いつめたような、懇こん願がんするような目で龍也を見ていた。

　その目には、うっすら涙が滲にじんでいた。

　龍也は、慌あわてて目をそらそうとしたが、リューカ姫の目には力があった。言葉が通じない代わりに、想いを込めて、龍也を見つめていた。

　龍也は思わず、胸の中で叫んだ。

　……うわあ。そんな目で見ないでくれ！

　清せい楚そな、お姫様属性の……本当にお姫様なのだが……可か憐れんな美少女に涙なみだ目めで見つめられて、平然としていられるほど、龍也はガキでもオヤジでもなかった。

「えーい！　わかったよ！　サラサさんにぶん殴なぐられてもいいや。俺は君のためなら喜んで殴られてやる！　戻ろう！」

　その龍也の叫びの意味がわかったのだろう、リューカ姫は、目を輝やかせると、龍也の手を取って、上下に振った。

　上気した顔になって、龍たつ也やは付け足した。

「……手加減してくれるようにサラサさんに頼んでもらえると、ちょっと嬉うれしいかもしんない」







　　　第六章　「惨状」







　東の空が漆しつ黒こくから群ぐん青じよう色いろに近い色合いに変わりつつあった。

　夜明け前に、決まって山から吹く風が、村の中に充満した煙けむりと炎ほのおを吹き散らしていく。

　村の祭りのとき、人々が集まる場所であった中央広場は、崩くずれた家々の瓦が礫れきと材木で埋うめ尽くされていた。

　その瓦礫の下には、いくつものオレンジ色の熾おき火が見える。

　どこかで子供の泣き声がするが、そこがどこなのか、サラサには、わからなかった。

　目の前にある日ひ干ぼし煉れん瓦がの山は、そこにあった家の壁だったのだろう、ところどころに極ごく彩さい色しよくの壁掛けの切れ端はしが見える。

　爆ばく弾だんの爆ばく発はつは、地震のように激しくこの村を揺すったのだ。日干し煉瓦を積み上げただけの家々の外壁は、その揺れの前にひとたまりも無かったに違いない。

　サラサたちは、特殊部隊の追跡を阻はばむため、北街道に抜ける村はずれの分ぶん岐きで待ち伏せをかけていた。

　敵の特殊部隊は、一いつ斉せい攻こう撃げきで村の中に浸透して来たために、数で劣おとるサラサたちは、各個撃破されるよりも、街道への入り口でまず一撃を加え、その後、街道沿いで遅ち滞たい攻撃を仕掛けることにしたのだ。

　この間、サラサは、ネマコルから借りたライフルで高台の家の屋根の上から、特殊部隊員の足や手を狙ねらった。

　死人は放置されるが、負傷者は救護しなくてはならない。負傷者を一人出せば、その救護に一人ないし、二人は人手を取られることになるからだ。

　村のあちこちに仕掛けたトラップ……そのほとんどはダミーだったが、これを解除するために敵が近づくたびに、敵の戦力が減っていった。

　しかし、スナイピングが有効だったのは、敵部隊が村の家々が立ち並んでいる中に浸透するまでの話だった。家々の間は遮しや蔽へい物が多くなるため、スナイパーは射界が狭くなり、効果が無いのだ。

　サラサが家の屋根から降りて、待ち伏せを仕掛けているネマコルたちと合流しようとしたそのとき。

　村の中心部で大爆ばく発はつが起こった。

　爆発は一回ではなかった。村の中心部にある宿屋を中心にして、その周囲で、少なくとも四回、もしくは六回の爆発がほぼ同時に起こった。

　村の中心部から離れようとしていたサラサは爆発の直撃を受けずに済んだが、それでも爆ばく風ふうで四メートルほど吹き飛ばされ、壁に叩たたきつけられた。

　額ひたいにできた擦さつ過か傷しようから滲にじむ血を手の甲こうで押さえて瓦が礫れきの山を乗り越えながら、サラサは思った。

　……これだけの破壊力のある爆ばく弾だんは、特殊部隊ではありえない。これは正規軍の砲ほう撃げきか爆ばく撃げきだ。

　サラサは、その直前に、中高度を飛ぶジェット機のエンジン音を聞いていた。

　最も可能性が高いのは空くう爆ばくだが、正確すぎる。

　セリカスタン空軍のパイロットの技量はお世せ辞じにも褒ほめられるものじゃない。中にはトップクラスのヤツもいるが、それとて夜間爆撃をここまで正確にやってのけるほどの腕うでは無い。

　そのとき、サラサは遠くで誰かに名前を呼ばれたような気がして振り向いた。

　そこに、目に安あん堵どの色を浮かべたネマコルがいた。

「おお、ご無事でしたか、サラサ殿どの！」

　目の前に立っているネマコルの声が、どこか、ずっと遠くで話しているように聞こえる。

　サラサは両手で自分の両耳を叩たたいた。

「くそ！　爆風で耳がやられている。一時的な難なん聴ちようだと思うが、すまんが大きな声で話してくれ」

　ネマコルは小さくうなずくと、一言ずつゆっくりと大きな声で言った。

「リネト衆しゆうは十六人全員無事です！」

「そうか、わかった。どこから手をつけていいのかわからんが、とりあえず生き埋うめになっている村人を助け出そう……」

「わかりました！　おい、みんな、こっちだ！」

　ネマコルが、そう言って振り向き、後ろにいたリネト衆を手招きしたそのとき。

　村の中央広場に面した崩くずれかけた塀へいのところに、灰色の服を着た一団が現われた。

　元々は黒かったのだろうが、爆ばく発はつによる土埃ぼこりを全身に浴びたのだろう。特殊部隊の戦闘服は灰色に近い色合いになっていた。

　ネマコルたちと、その黒い戦闘服の一団は、互いに相手を認めたとたん、即座に背中に背負っていた自動小しよう銃じゆうを構え、その場に膝ひざをついて発射姿勢を取った。

「やめな！」

　サラサが制止するのと同時に特殊部隊の方にも声が飛んだ。

「やめろ！」

　そして、特殊部隊員の間から、シャリフが右足を引きずりながら現われた。

「今は戦闘などやっている場合じゃない！　負傷者の救護と、生き埋めになっている人間を助け出すのが先決だ！」

　サラサは、意外そうな顔をしてシャリフを見た。

「あんたたちは、退たい避ひしていたんじゃないのかい？」

　シャリフは顔をしかめると、血の混じった唾だ液えきを吐はき出してから答えた。

「退避なんかしているもんか！　空くう爆ばくがあるってことすら聞かされちゃいない。聞いていたら、部下を突入させたりしない！　俺おれの部下が何人生き残っているのかもわからんのだ！」

　そして、シャリフは顔を上げると、サラサを見て、言葉を継ついだ。

「今となっては任務も何もありゃあしない。負傷者を助けるのが先決だ。サラサ・クルティム中ちゆう尉い、我々はあなたに停戦を申し入れたい……」

　サラサはうなずいた。

「いいよ、こうなっちゃ、敵も味方もありゃしない。同じセリカスタン人だからね」

「ありがとう……感謝する」

　ほっとしたようにつぶやいたシャリフを見て、サラサは首を振った。

「礼なんかいらないよ、あんたも隊員も、別に知らない仲じゃないんだから。それより、この空爆が知らされていなかったってのは本当かい？」

　シャリフは自分の足を指差した。

　戦闘服が裂さけ、そこから、血まみれの肌はだと傷口が見えた。

「この足を見ればわかるだろう？　こいつがヤラセに見えるか？」

　サラサは、シャリフの傷を見て、眉まゆをひそめた。

「ひどいのかい？」

「ああ、爆ばく弾だんの破片でやられた。ふくらはぎが、ざっくりと裂さけてる……とりあえず動脈は傷ついていないから、消毒薬を吹き付けて、傷口をライターで炙あぶった安全ピンで留めてある」

　サラサは怒鳴った。

「重傷じゃないか！　立っていないで横になってろ、馬鹿！」

　シャリフは、にやっと笑った。

「指揮官としては、停戦協定を結ぶまでは、弱みを見せるわけにはいかないんでね……と、いうわけで、すまんがちょいと座らせてくれ。実を言うと気が遠くなりそうなんだ」

　そう言って崩くずれ落ちるようにシャリフが座り込むのを見たサラサは、思わずシャリフの元に駆かけ寄って顔をのぞき込んだ。

「大丈夫か？」

　シャリフは顔をしかめながら、早口で言った。

「俺おれはいい、自分の応急手当は自分でできる。お前は村人を助けろ。村の南側のハシバミの木の下に物資集積所デポを作ってある。あそこにある飲料水と医薬品を使ってくれ。

　ポンズ曹そう長ちようが部下を集結させている……何人生き残っているかわからないが、そいつら全部お前に指揮を任せる。指示命令を出して、救助活動を効率的に進めてくれ」

「ちょっと待てよ！　そんなことをいきなり言われたって、私は別に引き受けるともなんとも……」

「いや、お前は引き受ける……なぜなら、それができるのはお前しかいないからだ……」

　そう言うと、シャリフはサラサの顔を見て、にやっと笑い、そして、がっくりと首を垂れた。

「おい！　こら！　シャリフ！　しっかりしろよ！」

　サラサは肩かたを揺すったが、シャリフは気を失ったままだった。

　傷口の出血は止まりつつあったが、それでも、かなりの血を失ったことは間違いない。

「……出血性の一時的ショック症状だな。カンフル剤があれば投与するんだけど……」

　サラサはそうつぶやくと、横に立っていた伍ご長ちようの階級章をつけた隊員に聞いた。

「アキラニ！　あんた伍長に昇進したの？」

　アキラニと呼ばれた隊員は、ぎこちなく頭を下げた。

「え、ええ、なんとか……」

　サラサは怒鳴った。

「下か士し官かんの仲間入りしたのなら、何をすればいいか、命令される前に動きなさい！　あんたは先任なんだからね！　さあ、早く部下と一緒に、さっきシャリフが言っていた物資集積所の水と医薬品全部持って来なさい！」

「は、はい！　中ちゆう尉いどの！」

　アキラニ伍ご長ちようは、敬礼すると、あわてて後ろにいた二人の部下に声をかけ、三人で村の南側に走って行った。

　そして、それと入れ替わるように、五、六人の隊員を引き連れてポンズ曹そう長ちようが現われた。

　気を失っているシャリフの横に膝ひざを着いているサラサを見て、ポンズ曹長は顎あごをゆがめて言った。

「よう、クルティム中ちゆう尉い、元気そうだな。シャリフに引いん導どう渡しているのか？　お前さんに止とどめを刺してもらえるなら、シャリフのヤツも喜んであの世に行くだろう」

　サラサは、ポンズ曹長をにらみつけた。

「まだ生きてるわよ！　それより……あんた、まだ曹長のままなの？」

「人間には、士官になる人間と下か士し官かんになる人間の二種類しかいねえのさ……で？　今は停戦中だそうだが、俺おれたちは何をすればいい？　見たところ、あんた以外に指揮官はいねえようだし、あんたの指揮下に入ってもシャリフは文句は言わんだろう」

　サラサは肩かたをすくめて、小さくため息をついた。

「……なんか、シャリフの思う壺つぼにすっぽりはまってるような気がするわね……わかった、じゃあこっちで全体的な指示を出すから、あんたはそっちの隊員を統とう括かつしてちょうだい。私は私のところの連中を統括するから。

　いい、まず、衛生兵を探し出して、臨時救護所の設営をお願い。

　倒とう壊かいを免まぬがれた家から、包帯に使える清潔なシーツや、手術用具を煮しや沸ふつ消毒できる鍋なべや釜かまを調達してきて、一刻も早く負傷者を救護できる態制を作って。それはあんたたちの方が慣れてるからね。私たちの方は捜そう索さくと救護に専従するから、救護所の設営が終わったらこっちに合流して」

「了解しやした」

　ポンズ曹長は敬礼した後で、顎をゆがめたまま付け足した。

「やっぱり、士官になる人間っすねクルティム中尉は」

　サラサは、ポンズをにらみつけた。

「あたしは、そういうのが嫌いやだから、軍隊を出て、生まれ故郷に帰ったんだ！」




　リューカ姫ひめと龍たつ也やが村に戻ったのは、それからさらに一時間近く過ぎた頃だった。

　夜は明け、地平線の上に顔を出した太陽から、夕日のような真まっ赤かな光が水平に差し込む中。二人を乗せた二頭の馬は、ゆっくりと歩きながら変わり果てた村の中に入った。

　日ひ干ぼし煉れん瓦がを積み上げて作った塀へいや、家々の壁は無残に崩くずれ落ち、村の中心部には巨大なすり鉢ばち状の穴が開いている。

　穴の周辺に飛び散った木材からは、いく筋もの白い煙けむりが立ち昇り、村全体の空気を焦こげ臭くさく染め上げている。

　村の街道の脇わきには、白いシーツのような布が掛けられたものが並んでいた。

　龍たつ也やには、最初、それが何なのか、わからなかった。しかし、その布の端はしから突き出している紫むらさき色いろの足の先と、布の下に溜たまっている赤黒い液体を見たとき、それが何なのか直感した。

　……あれは、死体だ。死んだ人を並べているんだ。

　思わず龍也が視線をそらせたとき、幽ゆう霊れいと目が合った。

「うわ！」

　龍也は思わず悲鳴を上げたが、よく見ると、それは、幽霊ではなく、焦しよう点てんの定まらない目で龍也を見ている、村人らしい四十歳さいくらいの男だった。

　何をしていいのか、どうしていいのかわからないのだろう。目の前の光景を目を見開いて見つめ、ただ、立ち尽くしていた。

　その人間には、魂たましいが無かった。そこにあるのは、ただ、呼吸しているだけの肉体だった。

　龍也は、その人が幽霊に見えた理由がわかった。

　……この人は、生きているけど、幽霊なんだ。肉体を持っているけど幽霊と同じなんだ。

　自分が持っていたもの。自分の周りにあったもの。家族を、家を、財産を、すべてを一瞬に失ったとき、人間は自分自身をも失うんだ。

　龍也が、そんなことを考えていたとき。前を歩いていたシグルムからリューカ姫ひめが飛び降りて、走り出した。

「あ、おい、待ってくれよ」

　龍也は、急いで……傍はたから見れば、もたもたしているように見えるかもしれないが……本人からすれば精一杯急いで馬を降りると、あわててリューカ姫の後を追った。

　リューカ姫は、十メートルくらい先の、瓦が礫れきの山の前で立ち尽くしていた。

　何とか追いついた龍也が声をかけようとしたとき。龍也は、リューカ姫の背中が震えているのに気がついた。

　……泣いているのか？

　ひょいと肩かた越しにリューカ姫の視線を追った龍也は、息をのんだ。

　そこに、子供が寝かされていた。

　五歳さいくらいの女の子が、薄目を開けたまま、横たわっている。

　肌はだの色と、不自然にねじれた手足が、その子供に息が無いことを示していた。

　そして、そのとき、龍也はその子が握り締めている白いリボンに気がついた。

　それは、あのとき、リューカ姫が手渡した白いヘアバンドだった。

　龍也の脳裏に、夕べの光景がフラッシュするようによみがえった。

　……ドアの隙すき間まから龍也をうかがうように見ていた女の子。

　……シグルムに供そなえる大麦の団だん子ごを差し出したときの緊張しきった顔。

　……リューカ姫からヘアバンドをもらったときの、夢を見ているような幸せそうな笑顔。

　その女の子は、龍たつ也やの前で、ただの人形のように転がっていた。

　リューカ姫ひめはその場に両膝ひざを突くと、女の子の死体に手を伸ばし、その頰ほおに触ふれた。

　冷たさに、一瞬手を止めた後で、リューカは一層慈いつくしみをこめて女の子の頰をなでた。

　気がつくと、リューカが小さな声で、何かの歌を歌っていた。




『……さようなら、我が子よ。

　できることならば、テンジンの加護を得て、もう一度生まれ変わっておいで

　この母の元にもう一度。

　私はこの手で抱きしめて、二人分の乳と二人分のパンをあげよう。

　だから、我が子よ、もう一度生まれ変わっておいで……。

　この母の元に……』




　それは、死んだ子供たちを送る母親の歌だった。

　衛生状態が悪く、高度な医療も受けられないセリカスタンの乳幼児死亡率は日本の比ではない。子供たちが病に倒れたり、事故などで命を失うことは、珍しくはなかった。

　しかし、珍しくないからといって、親の悲しみが少なくなるわけではない。

　龍也に、歌詞の内容はわからなかったが、歌に込められた、深い悲しみと、そして愛いとおしむようなその意味は、なんとなくわかった。

　龍也の胸の中に、やりきれない悲しみと、悔くやしさと怒りがごっちゃになった感情がこみ上げてきた。

　なんで、こんなことになったんだ？

　この子が何をしたっていうんだ？　死ななきゃならないようなことをしたのか？

　なんで、こんなことで死ななくちゃならないんだ？

　戦争だからか？　敵だからか？　自分たちとは違う部族だからか？　自分たちとは違う相手は殺してもいいのか？　自分と違う意見の持ち主は殺したっていいのか？

　龍也の両目から、ぽろぽろと涙がこぼれた。

　そのとき、聞き覚えのある声が後ろで聞こえた。

『＆％＄＃！』

　それは、サラサの声だった。

　振り向くと、血けつ相そうを変えたサラサが駆かけ寄ってくるところだった。

「あ、サラサさん！」

　龍也がそう言うより早く、サラサの握りこぶしが龍也の左頰に炸さく裂れつした。

「ふぐぅ！」

　言葉にならない声を出して、龍也はそのまま吹っ飛んで地面に転がった。

　地面に這はいつくばった龍たつ也やを見下ろすサラサの目は、怒りに燃えていた。

「お前は馬鹿か！　なぜ、姫ひめ巫み女こさまを連れて帰って来た！　お前の仕事は姫巫女さまを無事に里まで送り届けることだ！　お前がこれほどまでに不ふ甲が斐いないタワケ者だとは思わなかったぞ！　くそぉ！　一瞬でもお前を頼もしいと思った自分が悔くやしい！」

　頰ほおを押さえた龍也が、何かを言おうとしたとき、リューカ姫がサラサに飛びついた。

『やめてください！』

『いいえ、止やめません！　この男は護モリ人トとしての任にそむきました！　制せい裁さいを与えて当然です！』

『この人が悪いんじゃない！　私が戻ろうと言ったのです！　この人は止めました、でも、この人には、私とシグルムを止める力が無かったんです！　この人を責めてはなりません』

　リューカ姫は目に涙を溜ためたまま首を振った。

　龍也は、リューカ姫の顔から何かが飛んで光ったのを見た。

　それが、涙の滴しずくに朝日が当たって光ったのだと気づくのに、少し時間がかかった。

　サラサに、問もん答どう無む用ようで、それもグーで力いっぱい殴なぐられた龍也の胸の中には、理り不ふ尽じんな暴力に対する怒りが炎ほのおのように沸き立っていた。

　だが、不思議なことにリューカ姫の涙を見たとたん、沸き立っていた怒りの炎がすっと収まったような気がした。
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　目に涙を溜ため、一生懸けん命めいサラサに何かを訴えているリューカ姫ひめの姿を見ながら、龍たつ也やは思った。

　……そうか、この子は、俺おれのために怒っている。俺のために泣いてくれているんだ。

　俺の怒りや、俺の痛みを、一緒に感じてくれているんだ。

　そのとき。

　龍也は、初めて、リューカ姫のことを愛いとしいと思った。

　今まで、感じていた「かわいい」とか「萌もえ美少女」とかいう記号ではなく、それよりも、もっと深い部分でリューカ姫のことを知りたいと思った。何が何でも護りたいと思った。

　そして、それと同時に、龍也は、サラサの怒りの意味も理解した。

　……きっと、サラサさんも俺と同じくらい、この子のことを大切にしている。いや、自分の命と引き換えにしてでも護りたいと思っているんだ。だから、俺に託たくして先に逃がしたんだ。……なのに、俺は、そのサラサさんの想いを踏みにじったんだ。

　一発ぐらい殴なぐられても仕方ないことを、俺はしたのかもしれない。

　地べたに尻しり餅もちをついた状態で、龍也がそんなことを考えていたとき、その光景を遠くから見ていたポンズ曹そう長ちようが上半身を瓦が礫れきにもたれかけさせていたシャリフに小声で話しかけた。

「キンリの姫巫み女こが戻って来たようです……部下に命令を出しますか？」

　シャリフは、肩かたをすくめた。

「馬鹿言うな、停戦中だ。それに俺たちは救護活動をしているから、村人は気づいていないが、ここでキンリの里の連中の敵に回ってみろ。俺たちは政府軍側の人間だと気づかれちまう。村を爆ばく撃げきした側の人間だとな……そうなったら負傷者を抱えた俺たちは、間違いなく皆殺しだ……違うか？」

　ポンズ曹長はうなずいた。

「まあ、間違いなくそうなるでしょうな……で、どうします？　任務の方は」

　シャリフは、どこか遠くをにらみつけてつぶやくように言った。

「ついさっき、本部と連絡がついたが……この空くう爆ばくはどうやら空軍司令官のソナムルが大統領にいいところを見せようと、独断で命令を下したものらしい。こっちの損害を聞いたリネム大だい臣じんはひどく立腹していたよ」

　ポンズ曹長はちょっと驚いたように答えた。

「直接お話になったのですか？」

　シャリフは、自分の足下にある、小さなパラボラスタンドを指差した。

「緊急事態用の衛星携帯電話で、大臣に直接報告を入れたんだ……」

　納得した、という風にポンズ曹長はうなずいてみせた。

「子飼がいの大統領警護隊の精鋭四十人のうち、十名が死亡。十八名が重軽傷……戦力はガタガタですからね……キンリの里がある雪割り谷はモンゴルと中国との国境地帯で、空爆するために飛行機飛ばすと、近隣諸国を刺激するって言うんで、大統領が空くう爆ばくを禁止している区域ですからねえ。ソナムルとしては里に逃げ込まれる前に何が何でもいいところを見せたかったんでしょうが……」

　シャリフは顔をゆがめた。

「その、ソナムルのおかげで、こっちは仲間を殺された。それもずっと一緒に苦く楽らくを共にしてきた本当の仲間をだ……」

　そして、シャリフは瓦が礫れきの中で自分の部下と一緒になって日ひ干ぼし煉れん瓦がの塊かたまりと材木を片付けているリネト衆しゆうを見て、言葉を続けた。

「なあ、ポンズ曹そう長ちよう……俺おれたちの敵ってのは、本当にあいつらなのかな？　俺にはどうにもそうは思えなくなってきたよ」

　ポンズ曹長は、びっくりしたように目を見開いた後で、用心深く辺あたりを見回した。

「シャリフ大たい尉い。めったなことは口にしない方がいいですぜ。どこに密告者が潜ひそんでいるかわかりゃしません……」

　シャリフは首を振った。

「どっちにしろ、俺たちの主要戦力は壊かい滅めつしたんだ。どうがんばっても任務遂行は不可能だ……悪いが、サラサを呼んで来てくれないか？」

「了解しやした」

　ポンズ曹長はそう答えると、軽く敬礼して立ち上がった。

　サラサの元に駆かけ寄っていくポンズ曹長の後ろ姿を見て、シャリフは、衛星携帯電話で直接報告したときの、リネム大だい臣じんの言葉の意味を嚙かみ締めていた。

　ソナムルの空爆により、部下の四分の一を失ったことを詫わびたシャリフに向かって、リネム大臣は、その責任はシャリフには無い旨むねを告げた後で、こうつぶやいたのだ。

『センドルクに対して忠ちゆう誠せいを誓うのではなくセリカスタンという国家に忠誠を誓う者こそが真に求められているのかもしれない……』

　……セリカスタンという国家とセンドルク大統領個人は不可分のものだ。

　だから、センドルク大統領のために働くのとセリカスタンのために働くのは同じことだ。

　センドルク大統領の力が強くなればなるほど、このセリカスタンに平和が訪れるそのときが近づく。一つの大きな力が支配しない限り、この地に真の平和は訪れないと俺は今まで考えてきた。

　……それは、間違っていたのだろうか？

　シャリフがそこまで考えたとき、目の前にサラサが立った。

「なんだい？　話って……」

　シャリフはまぶしい光を見上げるように顔をしかめて言った。

「こっちは怪け我が人にんだ、大声で話したくない、悪いがちょっと顔を貸せ」

　サラサは、むっとした顔と心配するような顔の入り混じった複雑な表情になって、その場に膝ひざをついた。

「なによ、もったいぶって……」

　シャリフは苦笑いした後で、小声で話し始めた。

「悪いな。あんまり周りの人間に聞かれたくなかったからな……さっき、首都の本部に連絡を入れた。もうじきここに、救護ヘリがやってくる」

　その言葉を聞いたサラサの目が険けわしくなった。

「応援を呼んだのか！」

「話は最後まで聞け、せっかちなのはお前の悪い癖くせだ」

　サラサは、ちょっと赤い顔になってシャリフをにらんだ。

「うるさい、とっとと話せ」

「言われなくても話してやる……でな、救護ヘリの要よう請せいをしたときに、キンリの姫ひめ巫み女こは夜のうちに逃走し、すでに里に入ったと報告しておいた。だから、この後、お前らを追いかける追撃のヘリも飛ばない。安心して里に向かえ……」

　そして、シャリフは自分の手元にあったちょっと大き目のトランシーバーのようなものと、パラボラアンテナを指差して言った。

「あと……こいつを持っていけ。衛星携帯電話だ……里に籠こもってもこいつがあれば情報を取るときに重宝するだろう」

　サラサは目を見開いた。

「なんでそんなことを……」

　シャリフは、視線を自分の横に並んで横たわっている重傷の部下に投げた。

「さあな……自分でもよくわからん。戦争ってのは個人の理由でどうにかできるもんじゃないってことは、わかっているがな……個人の力でどうにかなる部分ぐらいは動かしてみたいと思っただけのことかもしれない。きっと仲間を殺されて血迷っているか、爆ばく撃げきを食らって精神状態が、おかしくなっているんだろうよ……もしかしたら、お前さんたちを逃がしたことを後で後悔するときがくるかもしれんが……そういうときは、あのときはそれが一番いい方法だと思っていたんだ、と言って自分を慰なぐさめるさ……」

　そしてシャリフはつい、と顔をそらして付け足した。

「もっとも、この俺おれの助けなんかなくとも、例の外国から来た傭よう兵へいとやらがいるから、お前は大丈夫かもしれないけどな」

　サラサは、その形の良い眉まゆをひそめると、シャリフの顔を見つめて言った。

「外国から来た傭兵？　なんのこと？」

　シャリフは、それには答えずに不ふ機き嫌げんそうな声で言った。

「何でもいいだろう、とにかく時間が無いんだ！　ヘリは一時間以内に到着する！　それまでにお前らは、とっととここから立ち去るんだ！　いいな！」

　サラサは、立ち上がると怒ったように叫んだ！

「わかったわよ！　とっとと逃げてやるわよ！　ホントにもう……とっくに軍隊は辞やめたっていうのに、なんであんたに上官面づらされなきゃならないのよ！」

　シャリフはにやっと笑った。

「決まってるじゃないか、身体からだがこんな状態で、部下もボロボロ、勝ち目も無いとしたら……俺おれに残されているのは、虚勢を張ることだけだからさ」

　サラサはシャリフをにらむと、つん、という調子で背を向けた。そして、背中を向けたままちょっと震える声で言った。

「礼は言わないよ……それと……感染症でくたばるなよ、ちゃんとした病院で手当てを受けろ！　いいな！」

「ああ、わかった」

　サラサは振り向きもせずに、リネト衆しゆうのところに走って行った。

　黙ってやり取りを聞いていたポンズ曹そう長ちようが、小さくため息をついた。

「立派な士官ですな、クルティム中ちゆう尉いは……」

「士官としては立派だが……女としてはかわいくないな……」

　ポンズ曹長は、顎あごをゆがめた。

「だが、そこがいい……違いますか？　シャリフ大たい尉い殿どの」

「うるさい、ほっとけ。救護ヘリが来るまで俺は寝る……後は任せたぞ！」

　シャリフ大尉は、そう言って目を閉じた。







　　　第七章　「キンリの里」







　夕方から吹き始めた北風は、夜になって勢いを増した。

　夏の終わりを告げるその強い北風は、谷あいの小さな街の家々の軒のきを揺すった後で、そのまま谷の両側にそびえるアルタイ山脈の山肌はだを駆かけ下り、モンゴルからセリカスタンの平原へと吹き抜けていく。

　山脈の上に輝く夜空の星々は、その風に揺さぶられるかのようにちらちらと、細かく瞬またたきを繰り返していた。

　その夜。キンリ族の老巫み女こ、ヤンカは、眠ねむりに落ちる寸前に意識がすうっと光の中に消えていくような気がした。

　それはいつも見る夢とは違う、特別な夢だった。

　意識は光に包まれたまま身体からだを離れ浮かび上がるのと同時に上昇を始める。

　屋根を通り抜け、家を、村を、そしてこの森の谷を見下ろしたままはるかなる高みへと上昇してゆく。

　高みへと昇った意識は、光と一体化していく。

　……お告げだ。

　テンジンは私に何を見せようというのだろうか？

　ヤンカの意識は何かと共振するかのように更なる高みへと突き進んで行った。

　そして、彼女は、その恍こう惚こつにも似た煌きらめく意識の中で夢を見た。

　そこは、彼女が暮らすキンリ族の雪割り谷だった。

　青空が広がり、小鳥がさえずるその平和な谷が、一瞬にして禍まが々まがしく渦うずを巻く灰色の雲に覆おおわれ、激しい嵐が村を襲い始めた。

　雨や雹あられが激しく大地を叩たたき、家も畑も森もすべてのものが吹き飛ばされ、家を失い逃げ惑う多くの村人が暗雲から放たれる稲いな妻ずまによって打ち倒されていく。

　その嵐を起こしているのは東と南からやって来た二人の大男だった。

　大男は哄こう笑しようしながら手に持った稲妻を村に投げつけ、村を破壊していく。

　いや、大男が稲妻を投げつけるのは、建物や木々だけではない。逃げ惑う村人たち、女子供も容よう赦しやせずに、稲妻を投げつけた。

　そのとき、谷のはるか西の方角から、稲妻と同じ青い色の毛皮を持つ一匹の狼おおかみが現われた。

　青き狼は、巨人にとびかかり、その喉のど笛ぶえに嚙かみ付いた。

　そして、二人の巨人と青い狼との死闘が始まった。

　ヤンカはその光景をはるか高みから見おろしている自分に気がついた。

　……未来につながる扉を開き、その先を垣かい間ま見る夢を見る……それがキンリの巫み女この能力だ。それを人に語るのが巫女なるものの役目だ。

　私は、この夢を語らねばならない。

　それがキンリの巫女の長おさとしての役目だ。




　キンリの里の巫女長が、天てん啓けいを受けていたその夜。

　大統領府の最上階にある特別会議室に、リネム大だい臣じんの叱しつ責せきする声が響いていた。

「ソナムル司令官！　今、目の前にあるその報告書は、あなたが独断でやってのけた愚おろかな行為の結果です。

　あなたは、大統領閣かつ下かがおっしゃった『明朝』という言葉を自分勝手に拡大解釈し、部下に空くう爆ばくを命じました。その結果、あなたの部下が行った空爆は、村で作戦行動中だった私の部下に死者十名、重軽傷者十八名という損害を与えたのです……その報告書には書かれておりませんが、村人の犠牲者はその数倍だとお考えください……」

　リネム大臣は、そこで言葉を切ると、会議室に集まっていた、セリカスタン政府軍の指揮官たちを見回して言葉を継ついだ。

「私は、自分の部下に損害を与えたことを糾きゆう弾だんしているのではありません。それは、確かに自分の部下を殺されて怒りを覚えないわけがありませんが、私が言いたいのは、この空爆により、あと少しで拘こう束そくできるところまで追い詰めていたキンリ族の姫ひめ巫女を取り逃がしてしまったということなのです！

　作戦は成功していたのです！　キンリ族の姫巫女を拘束できれば、どんなマスメディアよりも優秀なプロパガンダの手段が手に入ったというのに、あなたの身勝手な行動がすべてを台無しにしてしまったのです！　この件について、何か申し開きすることはありますか？　ソナムル司令官閣下」

　ソナムルは、しばらく黙っていたが、やがて、ゆっくりと口を開いた。

「リネム大臣は今回の空爆を、失敗だと捉とらえていらっしゃるようですが、私はそうは考えておりません。むしろ逆に大成功だと考えております。

　確かに、今回は不幸な結果に終わりましたが、それは結果論だけで見た視点です。私としては、この報告書の中にある、目標物への命中精度を確認していただきたい。

　投下した爆ばく弾だんは六発。そのすべてが、目標である村の宿屋とその周辺百メートル以内に命中している、というこの事実です。

　身内の恥をさらすようですが、わが空軍のパイロットの技量は、お世せ辞じにも誉ほめられたものではありません。今回任務に従事したパイロットも、夜間飛行がやっとというレベルで、本来ならばとても夜間爆ばく撃げきができるようなレベルではないのです。しかし、彼らは、その夜間爆撃をやってのけました。それも、脅きよう威いの命中率で！

　確かに、今回の空くう爆ばくは目的を果たせませんでしたから、結果的には失敗かもしれません。だが、今回のこの結果を見るときに、その奥にある可能性を見逃さないでいただきたいのです。我々は、今まで手に入れることのできなかった夜間精密爆ばく撃げきという攻こう撃げき方法を手に入れたのです。

　空軍力を持っているのは我々だけです。確かにオードン族の支配地域には、いくつかの飛行場があり、彼らは何機かの旧式のプロペラ機を所有しているようですが、我々の敵ではありません。

　我々は、今回の空爆によって、いつでも、どんなときでも、このセリカスタンのどこにでも爆ばく弾だんを降らせることができるのを証明してみせたのです！

　内戦は、まだ終わってはいません。この空爆の力は、大統領閣かつ下かと、わがセルム族にとって大いなる力となるでしょう。私が申し上げたいことはそれだけです」

　センドルク大統領は、ソナムルの言葉を好意的に受け取ったようだった。

「ソナムル司令官の言葉は真実だと私は思う。確かに結果的に見れば失敗だ。不幸な同士討うちをしでかし、キンリの姫ひめ巫み女こには逃げられてしまったのだからな。

　だが、この夜間精密爆撃は、これから始まる対立部族との戦闘において、実に効果的に使うことができるだろう。それを考えれば、今回の空爆は叱しつ責せきするほどのこともないと思う……」

　センドルク大統領はそこで言葉を切ると、冷たい目でソナムルを見据すえて言葉を続けた。

「だが、いいかね。今後空爆を行う際は、必ず私に報告するように……深夜でも早朝でも構わん。私は、私の知らないところで勝手に戦争をされるのは、どうにも我が慢まんできんのだよ」

「申し訳ございません、手違いとはいえ、私の不徳のいたすところでございます。今後はこのようなことのないように努めますので、どうかお慈じ悲ひを」

　ソナムルは、深々と頭を下げた。

　リネム大だい臣じんは、そんなソナムルをちらりと冷ややかな目で見た後で大統領に向き直った。

「では、大統領閣下。結果的に失敗に終わった、キンリの姫巫女に対する処置はいかがいたしますか？　このセリカスタンに根を下ろした巫女のネットワークを断ち切ることは難しいと思われます。ここは、懐かい柔じゆう策さくと強攻策の硬こう軟なん取り混ぜた方法で、揺さぶりをかけ、こちらに取り込むべきだと思われますが……」

　そのとき、ソナムルとリネムのやり取りを聞いていた陸軍総司令官のリューコフが口を開いた。

「懐柔策など手ぬるいのではないかね？　このセリカスタンは、センドルク大統領の強力な指導の下、我々セルム族が支配することによってのみ、恒こう久きゆう的な平和が訪れるのだよ。他ほかの部族に甘い顔をしていたのでは、いつまでたってもこの国に平和は訪れない。

　たとえ、キンリの巫女と言えども、手加減は無用だ。いかに巫女のネットワークがあろうとも、国民の精神風土に深く根を下ろしていようとも、そんなものは戦車砲ほうで根っこごと吹き飛ばしてしまえばいい。新しい国家は戦車から生まれるのだ」

　リューコフの言葉を聞いたソナムルは、失笑するような表情で言った。

「残念なことに、キンリの里は、北部の山岳地帯だ。君の大好きな戦車を並べる場所はないのではないかな？　大規模な陸上部隊を差し向けるには金も時間もかかる。山岳部を攻略するなら、空くう爆ばくにかなう物はない」

　リューコフはにやりと笑ってみせた。

「君は陸戦に関しては素人しろうとも同然だな、ソナムル。戦車というのは、ゲリラコマンドの活動を押さえ込み、それに対応するには、もってこいの兵器なのだよ。

　私は戦車を並べ、離れた位置から砲ほう撃げきを加えるという作戦を取るつもりだ。キンリの民兵どもが持っているのはせいぜい自動小しよう銃じゆうか、軽機関銃というレベルの小火器だ。ＲＰＧ７を装備しているかもしれんが、なに、そこまで接近を許さなければいいだけのことだ。

　徹底的に砲撃を加え、敵を叩たたいてから総攻こう撃げきをかける。二日もたたぬうちに、キンリ族は地上から消えてなくなるだろう」

　センドルク大統領は、じっと考え込んでいたが、やがて、ゆっくりとリネム大だい臣じんに聞いた。

「例の……タングステンの鉱脈の情報は、かなり広まっているようだが……中国の反応はどうだ？」

　リネム大臣は手元にあるフォルダーの中からレポートを取り出した。

「今のところ、中国は静観しているようです。埋まい蔵ぞう量ではなく、採掘生産量に関しては興味があるらしくエリダス・インダストリアル社の幹部にかなりアプローチをかけているようです。中国のタングステン出荷量は全世界の七十パーセントに及び、いわば世界の市場を独占していると言っても過言ではありません。まだ試験採掘にすら至っていないわが国の現状では、刺激するほどの影響力はありませんが、この先、どこかの外国資本と提てい携けいし、採掘を開始すれば、中国は自国の利権を守るために、なんらかの干かん渉しようを行ってくることは必ひつ至しと思われます」

　そして、リネム大臣は声を潜ひそめた。

「それと、これは未確認情報ですが、ナガス族の長老の一派が、中国からの武器供与を企てて動き始めたようです。先ほど申しましたタングステンの利権にからんで、中国がなんらかの影響力を保持するためにわが国の内戦に干渉する可能性は否定できません」

　センドルク大統領の顔つきが険しくなった。

「他国の干渉が絡からめば、内戦は長引き、国家が疲ひ弊へいすることは歴史が証明している。我々はなんとしてでも内戦を早期に終わらせる必要がある……」

　そして、センドルク大統領は、リューコフを見て言った。

「キンリ族の討とう伐ばつに関しては、君に任せるとしよう」

「はい、必ずやご期待に応こたえてみせます」

　そう言って一礼したリューコフは、してやったり、という笑顔を浮かべてソナムルを見た。

「空くう爆ばくは確かに効果がある。私もそれは認めている。しかし、その場所その都市を完全に制圧し、そして維持し続けることができるのは、陸軍だけなのだよ。空爆とは、要するに大たい砲ほうの代用品でしかないのだ。君はそのことを認めたほうがいいぞ」

　ソナムルは、リューコフをにらみつけると、センドルク大統領に向き直った。

「確かに、その場所を完全に制圧するのは陸軍の歩兵の役目です。しかし、目標の破壊と戦意の喪そう失しつを目的とする攻こう撃げきならば、それは空爆に優すぐる物はありません！　大統領閣かつ下か！　わが空軍による、キンリの里に対する空爆の許可を！」

　センドルク大統領は小さく首を振った。

「君も知っての通り、キンリの里は北部山岳地帯にあり、中国、モンゴルとの国境に近い。あの場所に空爆を加えることは、いたずらに隣国を刺激することとなる。特に先ほどリネム大だい臣じんから報告のあったとおり、中国はこの件について関心を抱いている。中国の介かい入にゆうの口実となる恐れのある行為は、なんとしてでも避けるべきだ。悪いがあの場所はリューコフに任せ、君はナガス族の本ほん拠きよ地ちとオードン族の本拠地に対する空爆を行ってもらうことにする。

　戦車部隊の主力を北部に差し向けている間、南部と西部の敵の動きを押さえ込むのだ」

「かしこまりました」

　ソナムルは悔くやしさを嚙かみ締めるような顔つきで頭を下げた。




　会議が終わった後、セリカスタン陸軍の総本部にある自分の執しつ務む室に戻って来たリューコフは、上機き嫌げんで部下の戦車旅団の団長と参さん謀ぼうを呼びつけた。

　そして、やって来た部下たちを見回して、リューコフは得意げに言った。

「私は大統領閣下より、キンリ族の本拠地に対する攻撃を命ぜられた。国軍の要かなめは我ら陸兵であり、その中核となるのは戦車である。これは、常日頃から戦車こそが、地上の戦いを制する究極の兵器であり、陸軍、それも機き甲こう師団こそ国軍の中核であるべきだ、という私の主張が、大統領閣下を動かしたのだと信ずる。

　そして、それと同時に、今回の作戦の成功の是ぜ非ひが、わが陸軍の未来を決めると言ってもいいだろう。

　将来における新生セリカスタンの国軍の中で、我々がどれほどの影響力を維持できるかどうか、それがこの作戦にかかっている。

　第一機甲団は、即刻出撃準備にかかってくれ。参謀本部は、二日以内に詳しよう細さいな作戦案を策定し、私のところに提出してくれ……」

　そして、リューコフは部下たちの顔を見回して静かに告げた。

「この戦いには、私も参謀本部と行動を共にするつもりである。これはこの作戦に対する私の姿勢を意味している。各自その責務を果たしてもらいたい。私からは以上だ」

　居並ぶ指揮官たちは無言のまま一礼した。

　リューコフ司令官の執しつ務む室から出た、第一機き甲こう団の団長であるバンユー少しよう将しようは、参まいったな、という顔で横にいた連隊長のメルト大たい佐さに話しかけた。

「リューコフ司令官にも困ったものだな。自分が陸軍の総元締めで最重要人物なんだという認識は無いのか。自分に何かあったらどうするのか、なんてことは考えたこともないのかもしれんな……」

　執務室から別べつ棟とうの参さん謀ぼう本部に抜ける長い渡り廊下を歩きながら、メルト大佐はうなずいた。

「現場が好きだってことは、一見するといいことのように思えますけどね……口を出さないわけがありませんからね、あの方は……」

「閲えつ兵ぺい式とか何かの大会なら、いいのだが、実戦で直属の上司の頭ごなしに命令を出されたのでは兵は混乱するばかりだ。悪気があるのではないのだろうがな……」

　バンユー少将の言葉を聞いたメルト大佐は、小さく首を振った。

「悪気がないというところが、一番悪いんですけどね」

　大きなため息をついたバンユー少将は、気分を変えるように顔を上げると、はっきりとした口調でメルト大佐に告げた。

「いずれにしろ、我々に命令が下ったことに違いはない。先のことを考えて悔くやむのではなく、目の前にある仕事に全力を尽くそう。まず戦車部隊をキンリ族の拠きよ点てんである北部山岳地帯まで移動させるために必要な燃料と各種資材の確保だ。備蓄してある燃料と、保存場所からの移送手段について早急に調査して報告させてくれ。

　これから組み立てる攻略作戦にしろ何にしろ、すべての作戦案の基本になるのは、燃料と補給の実数だからな」

「了解しました。では、私はここで」

　メルト大佐は、そう言うと参謀本部の入り口で立ち止まって敬礼した。

「うむ、では、報告を待っているぞ」

　バンユー少将は、そう答えて答礼を返すと、従兵と共に去って行った。

　その後ろ姿を見送って、メルト大佐は小声でつぶやいた。

「地図の上に置かれた戦車部隊の駒こまを動かせば、同じように何の苦労も無く何百キロ離れた場所まで、本物の戦車部隊が無傷で動く。と考えているボンクラ司令官じゃなくて、幸せだったかもしれないが……実際に何百キロ離れた場所まで戦車部隊を動かす現場の苦労には変わりは無いということだな」

　そしてメルト大佐は口には出さずに、胸の中で言葉を続けた。

　リューコフ将しよう軍ぐんにしてみれば、子飼がいの最強力部隊を一気に投入して、戦車の力をアピールしたいというところなのだろうが、第一機甲団の任務は首都防衛だったから長距離移動を考えたことも無かったんだよな。

　こいつは第一機き甲こう団の引越しみたいなものだな。戦車の予備のエンジンから転輪まで、交換修理部品は全部持って行った方がいいだろう。

　それにしても、揃そろえた戦車が全部Ｔ─55で助かった。もしこれが新型のＴ─80だったら数百キロの自じ力りき移動に耐えられたかどうか怪しいものだ。

　メルト大たい佐さの考えていることは、間違いではない。

　現代の戦車は、長距離を自力で移動することを前提に作られてはいない。日本の自衛隊でも、戦車を長距離移動させるときは専用のトレーラーに乗せて運うん搬ぱんするが、これは現代の先進国の軍隊では常識である。

　しかし、このセリカスタンを初めとする、いわゆる第三世界で使用されている旧ソビエト軍のＴ─55という戦車は、専用のトレーラーなどを使わなくとも自力で長距離を走行できるのだ。

　Ｔ─55が設計されたのは今から五十年以上前のことである。当時のソビエト連れん邦ぽうには、まともな舗ほ装そう路ろはほとんどなく、戦車が移動するには未舗装の悪路を自力で走行していくのが当たり前だったのだ。

　そういった環境の中で使用することを前提に作られたＴ─55の足回りは実に頑がん丈じようであり、セリカスタンなどの第三世界でいまだに多くのＴ─55が使用されている理由は、単に価格の安さだけではなく、このあたりにあった。

　自分の勤務先である「作戦策定室」の札がかかっているドアの前に立ったメルト大佐は、再び小さくため息をついてつぶやいた。

「そういえば、司令官も少しよう将しようも、戦う相手のことを気にも留とめていないようだが……一般の兵は嫌いやがるだろうな。よりによって、キンリの巫み女ことはな。信心深い兵士の中には、夜中にうなされるヤツも出てきそうだ」




　メルト大佐が、北部山岳地帯の風景を脳裏に浮かばせていたその頃。

　その北部山岳地帯にある、大きな谷の中の街に、龍たつ也やはいた。

　周囲を高い山に囲まれ、唯一南に向かってのみ開けたこの谷は、この地方でもっとも早く雪解けを迎える。

　しかし、この谷の雪解けが早い理由はもう一つあった。

　谷の奥にある深い岩の裂さけ目から流れ出す温泉の熱である。

　この地じ熱ねつにより、この谷は、この地方……いや、天てん山ざん山脈の北側とアルタイ山脈の南側一帯の中央アジア高原地帯の中で、真冬でも気温がマイナス十五度以下にならない唯一の場所だった。

　この地熱と、どこよりも早い雪解けにより、この谷は北部山岳地帯で唯一農耕が可能であり、谷に住む人々は、他ほかの平原に住む部族のように完全な遊牧ではなく、半農半遊牧の生活を続けてきた。

　牧草地を求めて生活の拠きよ点てんを変える遊牧の生活ではない、いわば安定した生活と住居を持つことが、この地を巫み女この本ほん拠きよ地ちとしたのかもしれない。

　巫女が同じ場所に住み続ければ、セリカスタンの住民の多くを占める遊牧の民が宣せん託たくを受けたいと思ったとき、巫女の居場所を探す必要がないからである。

　宣託を受け、祖先の慰い霊れいと加護を求める人々が、この地をめざしてセリカスタンの各地からやって来るようになり、このキンリの里は、セリカスタンに住む人々の聖地、霊れい地ちとして、その精神風土に深く根を下ろすこととなった。

　両側を切り立った崖がけに挟はさまれたこの谷の底に広がる都市は、セリカスタンのごく普通の家々と同じように日ひ干ぼし煉れん瓦がを積み上げ、木で屋根を葺ふいた造りだった。だが、谷の最も奥には、崖を掘りぬいた洞どう窟くつがいくつもある。そこもまた、この里に住む人々の家である。

　この洞窟住居は、岩の階段を作り、その両側に部屋を作る、という工法で上へ上へと伸びており、遠くから見ると、まるで公団住宅か、マンションのように見える。

　周りを岩で囲まれた洞窟は、一見すると冷たく寒いように感じるかもしれないが、ここの洞窟の岩がん盤ばんは地下の温泉の地じ熱ねつを伝えてくるために、室内は常に摂氏二十度程度に保たれている。

　夏は涼しく、冬は暖かいという、まさに理想のエアコンデションの中で暮らすことができるのだ。

　龍たつ也やは、その洞窟の並ぶ一角にある客人まろうどの間の窓際に座って、そこから見えるキンリの里の街並みを眺めていた。

　表通りに面した家々は全部商店なのだろう。軒のき先さきには色とりどりの布で日よけが出され、その下では、布や果くだ物ものやドライフルーツなどが積み上げられている。

　大きな荷物を背負った女の人や男の人が行き交う中を、馬が小さな馬車を引いて走って行く。馬車の荷台には、小さな女の子と男の子が、ちょこんと座っている。

　その子供の姿を見たとき、龍也は思わず視線をそらした。

　……人が死ぬ。それも、小さな子供が死ぬ。

　戦争で死ぬ。事故で死ぬ。

　そんなことは、当たり前のことなんだ。セリカスタンだけでなく、世界中でそれと同じことが起こっているんだ。

　そう、日本だって、同じような事件はいっぱい起こっていたはずだ。

　でも、俺おれは、それがどういうことなのか、考えたことも無かった。テレビの画面に映るニュースは、全部自分とは関係ない出来事だと思っていたのかもしれない。

　そして、龍也は、泣きながらサラサに抗議するリューカ姫ひめの姿を思い浮かべた。

　……俺は……誰かのために泣いたことや、誰かのために怒ったことがあるだろうか？

　本を見たり、映画やドラマを見て思わず泣いてしまったことはある。

　でも、誰かを前にして、誰かのために泣いたことがあるだろうか？

　いや……そんな相手はいなかったし、俺おれは、今まで、人前で人のために泣いたり怒ったりする人間を、弱くてダサくてウザイ存在だと思って嫌きらってきた。

　誰かのために泣いたり怒ったりしない人間こそが強くてクールで、カッコいいと思ってきた。

　……でも、それは本当にクールでカッコいいことなんだろうか？

　人のために泣いて、人のために怒ることは、本当に弱くてダサくてウザイことなんだろうか？

　目の前を行き交うキンリの里の人々の姿を眺めながら、龍たつ也やは、サラサに聞いたこのセリカスタンの巫女シヤーマンの歴史を思い出していた。

『キンリの里は、長い部族間の抗争が続く中でも、祖先の御み霊たまが宿る聖地として扱われてきた。いわば、ここは中立地帯だったんじゃな。ほじゃが、帝政ロシアが革命によって倒れ、このセリカスタンに社会主義政権が成立したとたん、キンリの巫み女こに対する弾圧が始まったのじゃ。

　ソ連の後ろ楯だてで強力にセリカスタンの社会主義化を推し進めた当時の政権は、宣せん託たくにより部族の未来を占っていた土着の宗教を信じる巫女たちを、科学的社会主義の名の下に『悪あしき迷信を流る布ふさせる者』と位置づけたんじゃ。

　公用語はロシア語に、そしてキリル文字が正式な統一文字と定められて、各部族の子供達は国家の定めた学校で、部族に対してではなく、国家に忠誠を誓うように、正しい社会主義者となるための教育を受けることとなったんじゃ。

　表向き、巫女の存在を信じるものはおらんようになった。でも、人々の日々の暮らしの中に染み込んだ慣習や風習はそんなに簡単に消えるもんじゃない。

　ソビエトロシアの崩ほう壊かいと同時に、あっという間に巫女の存在が復活した。

　いかに科学的社会主義と唯ゆい物ぶつ論をもってしても、人々の中にある先祖を祀まつる心を否定することはできんかった。誰もが精神的な支えを欲しがっとったんじゃよ』

　龍たつ也やは、ぼそりとつぶやいた。

「ここは、ようするに日本の恐おそれ山ざんと伊い勢せ神じん宮ぐうとかを一緒にしたところみたいなものなのかもしれないな」

　そして、大きくため息をついて、付け足した。

「巫女の里だって言うから、てっきり、リューカ姫ひめみたいな可愛かわいい女の子がいっぱいいると思ったら、イタコのお婆ばあさんみたいな人ばっかりしかいないんだものなあ……詐さ欺ぎだよなあ」

　龍也はそのまま、ごろんと床ゆかに寝転がった。

　床に敷き詰められた厚手のフェルト生地の敷物がゆっくり変形して体重を受け止めてゆく。その、ぐにゅう、という感触を背中で感じながら、龍也は思った。

　……日本に、低反発クッションってのがあるけど、あれによく似ているよなあ……あれよりずっと硬いけど、この変形の仕方はそっくりだ。

　龍也の鼻を、羊の毛皮特有の、ちょっとむっとする匂においがくすぐった。

　……問題はこの匂においだよな。獣けもの臭くさいというか何というか、ずっとこの匂いの中にいたから慣れちまったけど。慣れない人にはキツイかもしんないな。

　そして、龍たつ也やは、天てん井じようを見上げたまま叫んだ。

「あーちくしょー、ヒマだー！」

　龍也が、このキンリの里に来て、まる二日が経たっていた。

　日本語がわかるサラサは、どこかに出かけているらしく姿を見せない。

　客人まろうどとして丁てい重ちような扱いを受けているのだろうということは、龍也にもわかっていた。

　部屋の掃除とか、食事の用意をしてくれるおばさんは、いつもにこにこ笑っているし、トイレに行くときにすれ違う人……ほとんどが中年のおばさんか、老ろう婆ばだったが……この人たちも龍也を見ると立ち止まって、頭を下げてくれる。

　これで言葉がわかれば、いろいろな話もできて気がまぎれるのだろうが、全く言葉がわからないのでは、何もできない。

　……コミュニケーションの手段がないってのは、こんなにストレスが溜たまるものなんだな。

　おとといも昨日きのうも部屋の中で寝てられたのは、旅の疲れがあったからだろうけど、もう寝るのにも飽あきた。サラサさんはいないし、リューカ姫ひめとは会えないし。

　龍也はごろんと転がって部屋の隅を見た。

　そこに、リューカ姫からもらった、例の皮の棍こん棒ぼうが立てかけてあった。

　……結局、あれは俺おれ専用の武器になっちまったな。サラサさんも、姫巫み女こさま、みずから手渡された武器だから大事にしろ、とか言って笑っていたしなあ。

　……本当にエスカリボルグって名前つけて呼ぼうかな。

　それにしても、リューカ姫があれ持って来たときは驚いたよな。かわいい女の子が凶きよう悪あくな棍棒持っているってシチュエーション、そのままだもんなあ。

　リューカ姫の顔を思い浮かべたとき、龍也は自分の胸の中で何かがきゅっと絞しぼられたような気がした。

　……うわ、ヤバイよ、俺、あのお姫さまに惚ほれちまったかもしんない。

　龍也は、目を閉じると、自分に言い聞かせるように胸の中でつぶやいた。

　……あきらめろ、俺は外国人で、旅行中の高校生……最近学校行っていないけど……んでもってあの子はこの里のお姫様。つりあう訳がないし、第一完全な片思いに決まってる。

　それに、もし、お姫さまに告白したりしたら、間違いなく俺は殺される。

　きっと、裸はだかにされて、ぐるぐる巻きに縛しばられて、狼おおかみのいる平原に放り出されちまうに違いない……サラサさんは、マジだった。

　……でもなあ……あーくそ！　ダメだ、こうやって目を閉じると、リューカ姫の顔しか浮かんでこないや。

　龍也は、目を開き、むっくり上半身を起こすと、視線を窓の外に投げた。

　……そういえば、この里に来てから、外出したことないよな。なんとなく、勝手に出歩いちゃまずいような気がしてたけど、サラサさんは特に何も言っていなかったし、ちょっと里の中を歩いてみるとするか……。

　龍たつ也やは、そのまま立ち上がると、マウンテンパーカーを着こんで部屋を出た。

　キンリの里は、楕だ円えん形けいをしている。

　正確に言うと、里の街全体が周囲を切り立った崖がけで囲われた楕円形の広い空間の中にあるのだ。

　広場を取り囲む切り立った崖には、岩を掘りぬいて造られた住居の窓が並び、その下に二階建てや平屋の住宅や商店が広場を中心にほぼ同心円状に建てられている。

　キンリの里を真上から見ればタマネギの断面のように見えるだろう。

　この地に初めて足を踏み入れたとき、龍也は高層マンションの下に建売住宅が並んでいる東京の下町の光景を思い浮かべた。

　夜、闇やみの中の崖に穿うがたれた無数の窓から部屋の明かりが漏もれて浮かび上がる光景は、実に東京の夜景に似ていた。

　広場に向かう途中の家々の裏路地で、子供たちがきゃあきゃあ歓声をあげて走り回っているのを見た龍也は思わずつぶやいた。

「うわ……下町そのまんまだ」

　走り回っている子供たちの顔つきは、全く日本人と区別がつかない。着ている服のデザインが少し古臭くさいところと、あたりに漂ただよっている羊肉マトンを焼く匂においを除けば、まさしく日本の地方都市の下町という雰ふん囲い気きである。

「ああ、この匂いが、サンマとかを焼いている匂いだったらいいのになあ……」

　広場に向かって歩きながら、龍也は、ぼやくようにつぶやいた。

　龍也は羊肉が好きではなかったが、今ではそれほど苦でもなくなっていた。

　セリカスタンで肉と言えば、羊の肉と馬の肉、そしてときどきラクダの肉。これくらいしかないのだ。そして、最も手軽で安価な肉と言えば羊肉である。

　嫌いやでも食べなければならないという環境下で、龍也の嗜し好こうが少しずつ変わってきたのかもしれない。

　広場は、様々な商品を並べた商店が並ぶ大バザールになっていた。

　キンリの里へは、セリカスタン中の人々がキンリの巫み女こに宣せん託たくを受けるためにやって来る。

　人が集まれば物が集まり、そして市場が立つのは当然のことなのだろう。

　色とりどりの布を広げた店や、ピカピカに磨みがき上げた金属の食器を山のように積み上げた店。そして何より、様々な食料品を売る店が多いのに龍也は気づいた。

　食事の材料だけではない、その場で買って食べる、いわゆるファーストフード風の屋台の店である。

　目の前を、大きなギョウザのような揚げパンを抱えた、旅の商人らしい一団が通り過ぎたのを見送って、龍たつ也やは気づいた。

　……そうか、外食の店が多いのは、この市場が、ここで生活する人のためだけでなく、旅人のためでもあるからなんだ。家で料理できない旅人は、外で食事を用意するしかないってことか。

　そして、龍也は小さく笑った。

　……日本のビジネスマンがハンバーガーショップで朝メシ食っているのと変わんないよな、そう考えてみると。

　バザールに並ぶ店をのぞきながら歩いていると、龍也は、店の人たちが、龍也を見るたびに小さく頭を下げるのに気がついた。それは、龍也のいる一角で働いているおばさんたちの仕し草ぐさによく似ていた。

「あ、どうも」

　頭を下げられるたびに、龍也はそう言いながら頭を下げた。そして下げながら思った。

　……検問食らったときに、兵隊が『ドーモドーモ』とか言いながら頭下げたけど。日本人って、どうしても言っちゃうよなあ、どうも、って。

　そんな店の中に、店先で大きな蒸し器を積み上げて、何かを蒸している店があった。

　……へえ、蒸し料理かあ、何を蒸してるんだろう？

　興味深そうに見ていると、店番をしていたおばさんが、龍也の正体に気づいたのだろう、ちょっとかしこまったような顔になって小さく頭を下げた。

「あ、どうも」

　思わずそう言って頭を下げてしまった後で、龍也は胸の中で苦笑いをした。

　……どうも、ばかり連発していたんじゃ、どうしようもないなあ。ここは一発話しかけてみるか、日本語が通じなくたって、意味ぐらい身振り手振りでなんとかなるかもしれない。

　龍也は、目の前で白い湯ゆ気げを噴ふき出している蒸し器を指差して、おばさんに日本語で聞いた。

「これ、何を蒸してるの？」

　おばさんは、一瞬びっくりしたように目を見開いた後で、にっこり笑うと蒸し器に近づいて、ふたを開けた。

　視界が真っ白になるくらいの湯気がほわぁっと上がった。

　おばさんは、にこにこ笑いながら蒸し器の中を指さしてセリカスタン語で言った。

「バウズ、バウズ」

　そこには、透明感のある皮に包まれた肉まんのようなものが入っていた。

「ああ、中華料理で包子パオズって呼んでいる、肉まんみたいなヤツか」

　おばさんは、龍也の言葉の中にあった『パオズ』を聞き取ったのだろう、嬉うれしそうにうなずくと、その中の一個をトングでつかみ、薄いプラスチックの皿さらに載のせて龍也に差し出した。

　龍也はあせった。

「いや、いいよ、ほら、だって、俺おれ、お金持ってないんだ、一いち文もん無しだから」

　そういいながら、自分の服のポケットを押さえて顔の前で手を振って見せたが、おばさんはにこにこ笑ったまま『いいからいいから』という感じで皿さらをつき出してくる。

　……うわあ、どうすりゃいいんだ？　受け取らないと気を悪くしそうだし、かと言って、無む銭せん飲食するわけにもいかないし。

　結局、押し付けられた皿を受け取ってしまった龍也は、あたりが黒山の人だかりになっているのに気がついた。

　……あれ？　なにかイベントでもあったのかな？

　周りの人を見回した龍也は、その人たちの視線に気がついた。

　……うわ！　イベントって……俺かよ！

「タツヤ！」

　そのとき、女の子の声が飛んだ。

　それと同時に人だかりの一角が割れた。そこにいた人たちが、一歩下がったのだ。

　そこに、薄うす紫むらさき色いろのチャイナドレスによく似た民族衣装を着て、首に鮮あざやかな濃い紫のシルクのスカーフを巻いた、十五、六歳さいの女の子が立っていた。

　周りにいた人たちが手を合わせて、その子を拝おがみ始めたとき、龍也はその子の正体に気がついた。

「ああ、リューカ姫ひめ！」

　キンリの姫巫み女こであるリューカ姫は、にこっと微笑ほほえむと、龍也の前に来て、龍也が持っている皿に目を落とした。そして小さくうなずくと、露ろ天てんのおばさんに向かって言った。

「バウズ、アィジン、ルィ」

　おばさんは、はっと我に返るとあわてて蒸し器のふたを開けた。そして積み上げたプラスチックの皿ではなく、机の引き出しの下から藍あい色の染付けの小皿を取り出して、トングでつまんだバウズをそれに載のせて、うやうやしくリューカ姫に差し出した。

　リューカ姫は、ぴょこん、と頭を下げるとその皿を受け取り、龍也の横にやって来た。

　……うわ、皿とか見ると、扱いにすごい差があるみたいな気がするけど、まあ無理もないか。

　リューカ姫は『へへーん、いいでしょ』という風な微笑を浮かべると、露天の脇わきにある低いテーブルのような一枚板の上にちょこんと座って、龍也を招いた。

　……これって、赤い敷物敷いたら、日本の花見茶屋みたいだな。

　リューカ姫の脇わきに座った龍也は、そんなことを考えなら、バウズを手に持ってかじりついた。

　そのとたん、バウズの中から、めちゃくちゃ熱い油と肉汁が一緒になった液体が飛び出した。

「うわっち！　ちゃちゃ！」

　口の中を火傷やけどしそうになった龍也が、思わず口からバウズを離すと、バウズの中の肉汁が、龍也の胸元に、ぽたぽたと垂れた。

「うおっとととと」

　口の中は熱いし、胸元は汚れるし、龍たつ也やが慌あわてたそのとき、脇わきにいたリューカ姫ひめがするりと首に巻いたスカーフを外して、龍也の胸むな元もとをぬぐった。

「うわ、いいよ！　そんなことしなくたって！　それシルクのスカーフじゃないか！」

　慌てる龍也を見て、リューカ姫はぴしりと言った。

「シュルク！　ライ、ジード！」

　その言葉が日本語の『静かに！　じっとしていて！』という風に聞こえた龍也は、思わずその場に固まった。

　自分の胸元を一生懸けん命めいぬぐうリューカ姫の髪かみが、龍也の目の前にあった。

　ふわっと、甘い香料のような香りが匂におった。

　……うわ、自分の腕うでの中にお姫様がいるなんて、夢に見たようなシチュエーションだ。

　でも、本当は食べ物こぼして怒られている子供みたいなものだよなあ、ああ、情けねえ。

　そのとき、自分の胸元にいたリューカ姫が、上うわ目め遣づかいに龍也を見て、にこっと笑った。

　うわ、最高の笑顔。

　くそ！　彼女にしたい！

　……ああ、もう狼おおかみに食われて死んでもいい！

　言葉がわかれば、このまま抱きしめて、告白したい！
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　そのとき、リューカ姫ひめが、急にドキッとしたように目を見開き、真まっ赤かな顔になって龍たつ也やから離れた。

　……あれ？　俺おれ、なんか変なこと口走ったかな？　何も言ってないよな？

　龍也が怪け訝げんな顔になった、そのとき。広場の入り口の方で、なにやら人々が騒ぐ声がした。

　その中には、馬のいななく声と、そして蹄ひづめの音が混じっていた。

　誰か、こんなに混雑している中に馬を乗り入れたのか？　非常識なヤツだな。

　馬のいななく声の方を見ていたとき、龍也は、人々の中に聞き覚えのある声を聞いた。

　それは、サラサの声だった。

　馬に乗ったまま龍也の前に現われたサラサは、土埃ぼこりに汚よごれた顔で辺りを見回して叫んだ。

『商人の方々に告げる！　直ただちにバザールを終えよ！　店をたたみ即刻この地から離れよ！　政府軍の攻こう撃げきが近い！　キンリの戦士よ！　戦いの時が来たぞ！』




　その日の夕方、キンリの里の長老たちの館やかたの奥にある、岩がん盤ばんをくりぬかれて造られた大きな部屋に、キンリ族の主な氏族の長おさと、そしてキンリ族の戦士の長が集まっていた。

　色とりどりの敷物の上に、三十人ほどの男たちが、胡坐あぐらをかいて座り込み、真剣な目で部屋の奥にいる七十歳さいくらいの長い白はく髪はつと髭ひげの老人を見つめていた。

　老人の名前はフタルニ。このキンリの里の村長であり、実質的なキンリ族の族長でもあった。

　キンリ族の族長は、代々巫女シヤーマンによって襲しゆう名めいされるというしきたりがあるが、その巫女が幼い場合などは、族長という名目だけを引き継つがせ、実務は親族が執とり行うのだ。

　キンリ族の族長はリューカ姫であるが、実務はリューカ姫の祖そ父ふであるこのフタルニが執り行っていた。

　時間がきたのだろう、黙って目を閉じ、瞑めい想そうしていたフタルニがゆっくりと目を開けて、立ち上がり、部屋の中にいる人々を見回して言った。

「皆の者に集まってもらったのは、これから先、我らキンリ族が歩む道を定めるためじゃ。知っての通り、セルム族の頭とう領りようセンドルクは、政府軍を率いてこのキンリの里を攻めようとしておる。それも、問答無用でじゃ。

　我らキンリの者どもは、今までどの勢力にも加担せず、祖先の御み霊たまと精せい霊れいの宣せん託たくのみに従ってこの地で生きてきた……政治や権力などとは無む縁えんの衆しゆうじゃった。しかし、センドルクはこのキンリの里に兵を進めておる。現世の権力のみに飽あき足らず、聖地と精霊の力すらその手に握ろうか、という勢いじゃ……」

　白髪の老人は、そこで言葉を切ると、目の前に座っているサラサを指差して言葉を続けた。

「なにゆえに、それほどまでにこのキンリの里を敵視するのか、その理由を、そこのサラサが調べて参った。戦士長サラサよ、皆に伝えるがよい」

　薄うす紫むらさきのゆったりとした民族衣装を着て、紫色のリボンで髪かみをまとめたサラサが、立ち上がって一礼した。

「フタルニ様からご指示がありましたので、この二日間、私が調べてきたことについてこれから皆様にお話します。

　ご存知の通り、私は姫ひめ巫み女こさまの護衛を終えて里に帰ってきた後、姿を変えて山を降り、この内戦について、様々な情報を集めて参りました。

　そして、その結果、とんでもないことがわかりました。センドルクが欲しがっているのは世俗の権力と、キンリの里のあるこの地、つまり雪割り谷の土地なのです」

　その場にいる人々が怪け訝げんな顔を見合わせるのを見て、サラサは小さくうなずくと、話を続けた。

「そうです、こんなちっぽけな土地を奪ってどうするのかと、お考えでしょう。しかし、本当の目的は、この谷の地下に眠ねむる鉱物資源だったのです。

　この雪割り谷の地下には、大量のタングステンの鉱脈が眠ねむっているのです。

　タングステンというのは、希少な金属で鉄と化合すると、非常に硬かたい合金を作り出すことができます。そして現在、世界中で取引されているタングステンの七割は中国で産出したもので、中国が輸出を止めれば、ほとんどの国はタングステンを手に入れることができなくなります。ですから西側の先進国は中国に代わるタングステンの産出国を必死に探していたのです」

　そのとき、一人の男が手を上げて聞いた。

「要するに、センドルクの一派が急に金回りが良くなったのは、わしらが住んでいるこの土地を売る約束をして、その代だい償しように金をもらっていたということなのか？」

　サラサはうなずいた。

「そうです。センドルクは大統領という権限を使って、このキンリの里の地下に埋うまっているタングステンを外国資本に売る約束をしました。しかし、今までのような部族長連合による合議政治では、その利益を独占することはできません。彼はそのために部族長会議を開き、大部族の長を殺害し、一気にこのセリカスタンの実権を握るという暴ぼう挙きよに出たのです」

　サラサは、部屋の中に入る氏族の長おさたちを見回した。

「センドルク大統領の思惑がどこにあるか、お分かりのことと思います。彼らは和平とか話し合いという概がい念ねんを持っておりません。彼らの頭の中にあるのは、我々を一人残らずこの地から追い払い、ここにタングステンの採掘基地を建設し、莫ばく大だいな富を手に入れるということだけです。そして、そのためにはどんな手段でも使うでしょう」

　サラサはそう言うと、手に持っていた書類フォルダを広げて見せた。

　そこには、道路を走る何十台という戦車の写真が映っていた。

「これは、昨日きのうグィーランから街道を北に向かった場所で撮ったものです。センドルク大統領は、キンリの里攻こう略りやくに向けて、政府軍のエリート部隊である第一機き甲こう団の投入を決定しました。Ｔ─55戦車八十両と、ＢＴＲ─60装そう甲こう兵員輸送車四十両に乗った機動歩兵約四百名という、このセリカスタンで最強の戦力を持った部隊が、このキンリの里に向けて進しん撃げき中です」

　部屋の中が一気にざわついた。

　対戦車ミサイルや、ロケットという戦車攻こう撃げき用の兵器が数々開発されている現在。戦車の脅きよう威いは第二次世界大戦の頃に比べればはるかに低いと、まことしやかに言う人間も多い。

　しかし、それは、その種の装備をふんだんに取り揃そろえ、訓練を積んだ兵士だからこそ言える言葉である。

　小しよう銃じゆうや手しゆ榴りゆう弾だんなどの装備しか持たない兵士にとって見れば、いかなる攻撃をも跳はね返し、じりじりと接近してくる戦車は、恐怖の対象以外の何物でもないのだ。

　キンリ族が装備している兵器は、自動小銃と、軽機関銃じゆう、そして里を守るために銃じゆう座ざに備え付けられたいくつかの対空用の重じゆう機関銃であり。対戦車用に使えるのは、対戦車ロケット弾だんを発射する二十丁ちようのＲＰＧ７だけだった。

　ざわつく人々を見て、長老のフタルニが言った。

「うろたえるでない！　いまさらうろたえ、騒いでも何の解決にもならぬ！　よいか、キンリの里は、これより戦いに備える！　女子供、そして戦えぬ者は荷物をまとめ、近郷の村に落ち延びよ。里が喪うしなわれようともキンリの者が生きておるかぎりキンリの里は滅びぬのじゃ！　他ほかのものは、装備をまとめ、防備を固めよ！　我らはキンリの里に生まれ、キンリの里に育ちし者じゃ！　ならば、このキンリの里に死するが我らの願いじゃ！」

「おう！」

「座して死ぬわけにはいかん！　目にもの見せてくれる！」

　その場にいる男たちは、口々に言い合うと、真剣な目でうなずいた。




　氏族の長おさたちが出て行った後には、サラサだけが残っていた。

　フタルニは、サラサを見て静かに言った。

「で……？　他ほかの部族の長はどのようなことを？」

　サラサは小さく頭を下げた。

「センドルクに従わぬオードン族とナガス族の幹部に接触し、共闘の申し入れを行いましたが、共に、答えは芳かんばしくはございませんでした。

　キンリの巫み女こに敬意を表し、祖先の精せい霊れいを祀まつる聖地であるキンリの里に想いはあるものの、部族の利益を考えれば、キンリ族は軍事的にあまりにも弱小であり、共闘、加勢するには負担が大きすぎる。共闘とは、ギブ＆テイクが原則である、というのが、彼らの言い分でありました……」

　フタルニは大きくため息をついた。

「その言い分には一理ある。我々には彼らに与えるべき利が無いのだからな……彼らが欲しいのは、実際に敵弾だんを跳はね返す装そう甲こうであり、敵を倒す銃をもつ兵士なのであって、巫女の加護の言葉などは意味が無いのであろうな……」

　サラサは悔くやしそうにうなずいた。

「もし、我らにセンドルクの戦車隊を退しりぞけるほどの力があれば、こうも無む下げにあしらわれることは無かったと思います……軍事的に非力であることがこれほどまでに悔しかったことはありません」

　フタルニは慰なぐさめるように言った。

「我らキンリの者は、キンリの里に弓引く者は無いと信じ、今まで一度として既存の勢力に与くみしたことはない。常に中立を維持し、いかなるときにもそれを守り続けてきた。

　まさかこのようなことになるとは、誰も予想できなかったじゃろう。

　わしは、強大なる力を求めることなく生きてきた里の生き方は、決して間違っておったとは思わん……だからそれはおぬしの罪ではないのじゃ」

「わかりました……」

　小さく一礼したサラサに、フタルニは静かに告げた。

「リューカ姫ひめを頼む。あれはおそらく落ちることを拒こばむじゃろう。キンリの姫巫み女ことして最後までこの地に留とどまると言い張るに違いない。あれはまだ十五じゃ、姫巫女としてこの地に殉じゆんずるには若すぎる……祖そ父ふとしてあまりにも忍びないが、それもまた姫巫女の定めかもしれぬ」

　サラサは一瞬言葉を捜さがすような顔になったが、すぐに下を向いた。

　そのサラサを見て、フタルニは言った。

「お主は、おそらくこの里にいる誰よりも勇ゆう敢かんに誰よりも手際よく戦うことができる……だからこそ、わしはお主にリューカ姫を託たくす。敵の手に落ち辱はずかしめを受けることのないようにだ……わかってくれ」

　サラサは下を向いたまま小さくうなずいた。

「はい……」







　　　第八章　「戦車男」







　里の広場には、かがり火が焚たかれ、夜だというのに、急ぎ足で行き交う人々でいっぱいだった。

　荷造りをする人や、荷物を持って右往左往する人たちを部屋の窓の縁ふちに頰ほお杖づえを着いて眺めながら、龍たつ也やは、ぼんやりと、考え込んでいた。

　……サラサさんが帰って来たら、里に一本だけあるという電話回線を使って、領事館に電話を入れるつもりだったんだけど。帰って来たとたん、上へ下への大騒ぎになっちゃって、とてもそんなことを言い出せる様子じゃ無くなっちゃった。

　……俺おれのことは、日本じゃどんな風に報道されているんだろう？

　龍也の脳裏に父親と母親の顔が浮かんだ。

　……あの二人が、俺を見ると目をそらすようになったのはいつからだろう？

　俺が……学校なんか行く意味が無い！　俺はもう高校に行かない！　って叫んだあの日からかな？

　あのあと、父さんも母さんも俺のことを腫はれ物にでも触さわるかのような扱いになって……このツァーに行きたいって言ったときも、何も文句言わなかった。

　ツァーのお金は出してあげるから、その代わり、大学だけは行け、とか言っていたけど……あれはきっと、親しん戚せきや近所の人の手前世間体ていが悪いから、大学だけは行ってくれという意味だったに違いない。

　……日本での出来事が、たった五日か六日前のことなのに、なんか何ヶ月も前のことのように感じるな。

　そんなことを考えていると、誰かが龍也の部屋のドアをノックした。

「はい、どうぞ！」

　龍也が答えると、ドアが開いて、サラサが顔を出した。

「なんだ、サラサさんか、どうしたの？　今は忙しいんじゃないの？」

　サラサは、にこっと微笑ほほえむと、体の後ろで持っていた物を前に突き出して言った。

「タツヤ、お前、これに見覚えはないか？」

「え？」

　サラサが手に持っていたのは、どこにでもありそうな中型の黒いリュックだった。しかし、龍也は、そのシルエットに見覚えがあった。

「あーっ！　俺のリュックだ！　グィーランの街で盗ぬすまれたヤツだ！」

　サラサはうなずいた。

「グィーランの盗とう品ひん市場で売られとってぇの……ひょっとしたらお前の物かもしれんと思うて買い戻してきた……中身も入っとるぞ」

　サラサの言葉を聞いた龍たつ也やは目を輝かせた。

「え？　本当？」

「全部入っとるかどうかは知らんが、とりあえず確かめてみるとええ」

「うん！」

　サラサからリュックを受け取った龍也は、さっそく部屋の真ん中に座り込んで中身の確認を始めた。

　最初に取り出した物を見て、龍也は歓声をあげた。そこにあったのは、龍也が命の次に大事にしていたノートパソコンとその電源アダプターだった。

　……デジカメは帰ってこなかったみたいだけど、ノーパソが帰ってきただけでも充分だ。

　壊こわれてないかな……まだバッテリーが残っていればいいけど。

　龍也はリュックからノートパソコンを取り出すと、液晶パネルを開き、祈るような気持ちで電源を入れた。

　画面に光が走り、見慣れたウィンドウズの画面が映し出され、ＨＤＤの作動を示すＬＥＤの点滅が終わるのと同時に、見慣れたデスクトップの画面に切り替わった。

「やった！　動くぞ！」

　サラサは、ほっとしたように言った。

「うむ、やはりそのヤマハは、お前のだったか。ＯＳが日本語版ウィンドウズなので、買い手がつかずに、投売りになっとったからの……もしこれが英語版か中文版ならとっくに転売されとったじゃろうな」

　サラサの言葉を聞いた龍也は怪け訝げんな顔をした。

「ヤマハって？　これはソニーのバイオだけど？」

「ヤマハは日本のパソコンメーカーではなかったんか？　わしが生まれて初めて触さわったパソコンはヤマハだったぞ？　それより、それは充電せんと使えんのじゃろう？　この里には、谷にある自前の水力発電所から電気が来とるから、充電しとくとええ」

「うん、それは助かる。リュックにはソーラー充電パネルも入れてあったんだけど、それとデジカメは返ってこなかったんだね……でも、パソコンが使えればそれで十分だよ」

　龍也はそう言うと、さっそくリュックの中にあったロシア規格のコンセントを日本国内向けに切り替えるアダプターを取り付けて、いそいそとノートパソコンに充電を始めた。

　その姿を見ていたサラサは、満足げにうなずくと、少し真ま面じ目めな顔になって言った。

「……使えそうか？　それは良かったのう。それはそうと、ちょっと表に出ろ」

「え？」

　龍也は思わず頰ほおを押さえて身構えた。

「また……殴なぐるの？」

「はあ？」

　サラサは、何を言っているんだこいつは、という顔になった。

「なんでお前を殴らなきゃならんのだ？」

　そして、何かに思い当たったように龍たつ也やをにらみつけた。

「まさか……お前、姫ひめ巫み女こさまによからぬことを……」

　龍也は首をぶんぶんと振った。

「してないしてない！　そんなヒマ無い！　俺おれはただ、表に出ろって言われたからてっきりケンカをふっかけられるのかと……」

　サラサは、参まいったなという顔をして、懐ふところに持っていた衛星携帯電話を取り出した。

「このようなもんを手に入れてな。イリジウムじゃ。これさえあればここから日本に直接通話ができる。だが、南側に開けた場所でなくては通話ができん。それで表に出ろと言ったのじゃ。お前は、よほどわしのことを暴力的な人間だと思っとるようじゃな」

　龍也は、まだ鈍い痛みが残る左頰ほおを押さえてつぶやくように言った。

「だって……」

　サラサは、軽く咳せき払ばらいをすると、くるりと背を向けた。

「電話を使いたいのならついて来い」

「あ、はい、すぐ行きます」

　龍也は、マウンテンパーカーを着込むと、横に引っ掛けてあったアライグマの毛皮の帽ぼう子しをかぶって外に出た。

　日が落ちて、一気に気温が下がったのだろう、吐はく息が白い。

　龍也が思わず空を見上げると、真っ暗な中に無数の星がチカチカと瞬またたいていた。

　……うわあ、冬の空みたいだ。日本じゃあまだ残暑が厳しい頃だよなあ。やっぱり中央アジアの夏は短いんだな。

　龍也がそんなことを考えていると、手に持った携帯電話を操作していたサラサが、ひょい、とその携帯電話を差し出した。

「ほい、これで使えるぞ、そのまま市外電話番号をダイアルせえ」

「あ、うん」

　龍也はそのモトローラ社の携帯電話を受け取ると、言われたとおりに自分の家の電話番号をプッシュして耳に当てた。

　三秒、いや五秒ほどの間があっただろうか、空白の時間の後で、いきなり耳慣れた電話の呼び出し音が飛び込んできた。

　一回、二回、そして三回目の呼び出し音が終わるのと同時に、パリパリという雑音が走って母の声が聞こえた。

『はい、天あま山やまでございます……』

「あ、もしもし？　お母さん？」

　しかし、電話の向こうでは龍たつ也やの声にお構い無しに、母の声が続いていた。

『……ただいま留守にしておりますので、御用の方はもう一度おかけ直し……」

「あちゃー！　なんだよ、留守番電話かよ、いらいらするなあ……」

　やがて、母の声のメッセージが終わり、ピーという信号音が聞こえた。

「あー、えーと、龍也です。今セリカスタンにいます、いろいろあって、ツァーからはぐれているけど生きてますから心配しないで。んでもって、ここはねえ、えーとキンリ族って人たちの街で……」

　そこまで言ったときに、電話機の中から再びピー、という音が聞こえて、電話がぷつんと切れた。

「あ、くそ、なんだよ、結局生きてるよ、ってことしか言えなかった……」

　不満げに言った龍也をなだめるような口調でサラサが言った。

「まあ、留守だったんでは仕方があるまい。また話す機会もあるじゃろう。このイリジウムとパソコンを繫つなぐキットを手に入れたから、メールを送るという手もあるしな……それはそうと、お前にちょっと話があるんじゃが、わしの部屋に来てくれんか？」

「え？　いいの？」

　龍也が怪け訝げんな顔をするのを見て、サラサは目を見開いた。

「いいも何もあるか、わしがええと言っとるんじゃ」

「だってさあ、もう夜だよ。夜中に女の人のところに男が行くってのは……」

　サラサは、声を上げて笑った。

「はははは、誰が心配するか。安心せえ、お前などウワサにもならん」

　少し傷ついたような顔になった龍也を見て、サラサはちょっと気がとがめたのだろう。笑って見せた。

「いや、でも、まあ出会った頃に比べれば、結構しっかりした顔つきになったぞお前さんは……」

「お心遣づかいありがとうございます」

「まあ、そう拗すねるな、外は冷える、さっさとついてこい！」

　サラサが、そう言い残してさっさと歩き出したとき、蹄ひづめの音を轟とどろかせて五頭ほどの馬に乗った男たちの一団が広場に走りこんで来た。

　男たちはそれぞれにＡＫを背中に背負い、同じような灰色の尻尾しつぽがついた毛皮の帽ぼう子しをかぶっている。

　先頭の馬に乗っていた男が、サラサと龍也に目を止めたらしく手た綱づなを引いて馬を止めると、近寄ってきて声をかけた。

『おお、サラサ殿どのと、異国の勇者殿ではないか！』

　広場の隅で焚たかれているかがり火の明かりに浮かび上がったのは、リネト衆しゆうの首領であるネマコルだった。

「ああ、ネマコルさんか」

　龍たつ也やの日本語の中に、自分の名前を聞き取ったのだろう、ネマコルは龍也に笑いかけた。

『お主の持って来てくれた弾だん薬やくが役に立つときがやってきたぞ。ああいったときに、予備の弾薬にまで気を回すとは、やはりお主はただものではないな。勇者の印を下げているだけのことはある』

　そして、ネマコルはサラサに向き直った。

『里から約四キロほど下流のラグィの扇せん状じよう地ちあたりに、見慣れぬ兵の動きがあるという話を聞き込んだ。もしかすると敵はそのあたりに前進基地を作るつもりかもしれん』

　サラサはうなずいた。

『その情報はありがたい……偵てい察さつご苦労だった、馬の世話が終わったら、戦士の館やかたに来てくれ、あそこが防衛司令部になる』

『わかった、こっちが片付いたら顔を出す』

　そう言うと、ネマコルは手た綱づなを振って馬の向きを変え、仲間たちと一緒に去って行った。

　仲間たちのかぶっている毛皮の帽ぼう子しの後ろに、尻尾しつぽのようなものが揺れるのを見て、龍也がつぶやくように言った。

「あの帽子は、制服みたいなものなの？」

　サラサは、え？　という顔をしてネマコルたちの後ろ姿を見やってから、ちょっと首をかしげた。

「うーん、制服というか、まあ資格章みたいなもんかのう？　一人前の勇者である証あかしじゃ。ほいでもって、あれがかぶれるくらいの勇者でないと、リネト衆にはなれん。あの帽子は自分が倒した狼おおかみの毛皮で作られとるんじゃ」

「狼？　じゃあ。あの尻尾しつぽは狼の尻尾なの？」

「ほうじゃ、キンリの若者はのう、勇者になると願がんをかけたら、一人で荒野に出て狼を倒してこにゃあいけんのじゃ。ほいで倒した狼の毛皮で帽子を作るんじゃ」

　龍也は思わず自分がかぶっている毛皮のラクーンハットの後ろにぶらさがっているアライグマの尻尾に手をやった。

「うへ、じゃあまるで俺ってニセモノじゃん！」

　サラサは笑った。

「安心せい、この国の人間で、それがアライグマの尻尾だと知っとる人間は少ない。それより、さっきネマコルがお前のことを誉ほめとったぞ。オレヌ村から脱出するときに、ＡＫの弾だん薬やくを持ち出したあの機転の良さをな……」

「弾だん薬やくって？」

　ぽかんとした顔をする龍たつ也やを見て、サラサは怪け訝げんな顔をした。

「お前が持って行くと言って、小屋の中から持ち出したじゃろうが。これくらいの……」

　サラサは胸の前に指で三十センチほどの四角を作った。

「……緑色の缶かんだ」

「緑色の缶って……あれ、弾薬だったの？」

「お前は何じゃあ思うとったんじゃ？」

　龍也は、ネジを回すような手つきをしながら答えた。

「だって、ほら、こんな風に開ける金具がついていたから、てっきりコーンビーフの缶かん詰づめだとばかり思ってた……」

　サラサは、声を上げて笑った。

「はははは、コーンビーフの缶詰かあ！　うんうん、そうじゃな、確かに似とるな、開け方が一緒じゃからの。じゃが、持ったとき、コーンビーフにしてはずいぶん重いのう、とか思わんかったんか？」

　龍也は後頭部を右手で搔かいた。

「いやあ、大きいし、軍用の食料だから、中身が詰まってるのかと思ってた……」

　サラサは、しばらく笑った後で、ちょっと真ま面じ目めな顔になって、何度もうんうん、とうなずいた。

「さっき、お前は自分のことをニセモノ勇者だと言うとったがの。お前のやることを見た周りの人間が勝手にお前を勇者だと思い込んで、勇者だと言えば、お前は勇者になるんかもしれんな」

　そして、サラサは龍也の顔に自分の顔を寄せて、肩かた越しに右手を伸ばし、龍也の頭の後ろにぶら下がっているアライグマの尻尾をぴん、と指ではじいて言った。

「ほいじゃが、できることなら、本物になってみたらどうじゃ？」

　そして、サラサはちょっと照れたように微笑ほほえんで顔を離すと、くるりと背を向けて、歩き出した。

　その背中を眺めながら、龍也は胸の中で小さくため息をついた。

　……この人から見れば、俺おれなんかガキんちょにしか見えないんだろうなあ。




　サラサの部屋は、広場に面した小さな家の二階にあった。

　こざっぱりとした部屋には、ベッドと小さなテーブル、そしてチェストなどが並んでいる。テーブルの前にある椅い子すに座って、物珍めずらしそうに部屋の中を見回していた龍也に向かってサラサが聞いた。

「どうした？　何か珍しいもんでもあったか？」

「あ、いえ、サラサさんの部屋だから、きっとライフルとかが、壁に、こう、ずらっと飾ってあったりするのかな？　とか思っていたんだけど、意外と普通の部屋なんで拍ひよう子し抜けしたというか……」

　部屋の奥にある小さな台所で、ロシア風のサモワールと呼ばれる湯沸かし器でお茶を入れながらサラサが不満そうに言った。

「わしは別に軍事マニアでもなんでもない！　……確かにロシア軍の特殊部隊学校にも行ったことはあるし、軍人もやっとったがな……」

　サラサは、両手に持ったお茶の入ったカップの片方を龍たつ也やの前に置くと、もう一つを持ってベッドの脇わきにあるスツールの上に腰掛けた。

　龍也は、一度聞いてみたかったことを聞くことにした。

「あの……以前、サラサさんのお爺じいさんが日本人で、四分の一日本人の血が流れている、みたいなこと言ったよね……」

　サラサはお茶を一口飲んでから、チェストを指差して言った。

「ああ、そうじゃ、わしの爺さんは日本人じゃよ。あの引き出しに、爺さんの遺い品ひんがある。見るか？　日本人であった証しよう拠こじゃ」

　そう言って立ち上がったサラサは、そのままチェストの引き出しを開けて、なにやら古びた茶色い皮でできた三角形のケースを取り出した。

「これが、爺さんの遺品じゃ」

「なんです？　それ？」

「これか？　拳けん銃じゆう、要するにピストルじゃな」

「ピストル？」

　龍也は目を丸くした。

「サラサさんのお爺さんって、何者だったの？」

　驚く龍也に驚いたようにサラサは言った。

「何者も、なにも、日本の兵隊じゃよ……確か陸軍士官だと言うておったぞ」

　サラサの言葉を聞いて、龍也は笑った。

「またまた、そうやって人をからかって……俺おれだってウソだってわかるよ。日本軍がこんなところまで来たなんて聞いたことも無いよ。だって、日本が戦争したのはアメリカで、それも南の方の島で戦ったんだよ。こんな大陸のど真ん中に来るわけがないじゃん！」

　今度はサラサが怪け訝げんな顔をする番だった。

「お前、本当に日本人か？　日本軍はアメリカと戦争をするその前。今から七十年ほど前に隣のモンゴルで、ソビエト軍と戦火を交わしておるのだぞ、ノモンハンという地名を聞いたことはないか？」

　龍也は首を振った。

「聞いたこともないなあ……そんな名前」

　サラサは首をひねった。

「ふむ、おかしいのう、日本は、ソビエトロシアを敵として教育しとったんじゃないのか？」

　顔の前で、慌あわてたように両手を振って龍たつ也やは言った。

「とんでもない！　日本の学校じゃあ敵の国なんて無いって教えているんだ！　どこの国とも同じように仲良くしよう、って」

　龍也の言葉を聞いたサラサは眉まゆをひそめた。

「それは理想じゃが、現実世界はそうはいかんじゃろうが。いかに自分の国が生き延びるか、という現実と理想を並行して教えねば、国の将来が危あやういぞ。理想を現実だと思い込むのは危険じゃ」

「それはそうかもしれないけど……」

　龍也は、話を変えるようにサラサに聞いた。

「でさ、日本の教育の話はいいから、お爺じいさんの話を聞かせてよ。どうして日本人がこのセリカスタンにいたのか……」

　サラサは、ああ、そうだった、という顔になってうなずいた。

「昔の日本はな、日本という国が生き延びるためにどうすればいいかを、常に考えておったということじゃ。つまり、もし、戦争になったときのために、敵の情報をしっかり調べておく必要があったんじゃな。ほいでもって、ソビエトロシアは、日本にとって強大な敵じゃった。じゃから、ソビエトロシアの国境付近に何人もの軍ぐん偵ていを送り込んだのじゃ……」

　そして、サラサは真ま面じ目めな顔で聞いた。

「お前は、日本で『敵てき中ちゆう横断三百里』という本を読んだことはないかの？」

「グンテイ？　テキチュウオウダンサンビャクリ？　何それ？」

　サラサは考え込むように顎あごの下に手を置いた。

「軍偵とはスパイじゃよ。軍の目的のために、敵地に潜せん入にゆうし、調べる者を言うんじゃ。そして『敵中横断三百里』というのは、読み物じゃ。爺さんは若い頃、貪むさぼるように読んだというが……そうか、知らんか。時代が違うかの。

　とにかく、爺さんは広島の第五師団出身でな、中国のウルムチあたりからこのあたり一帯を調べておったらしい。そこで、セリカスタンに駐ちゆう留りゆうしていたソビエト軍に追われ、負傷したところをこのキンリの者に助けられたのじゃ……そして、日本が戦争に負けたのを知った爺さんは、キンリ族の名前を貰もらって、キンリ族として一生を終えたんじゃよ」

「戦争が終わったんだから、名乗り出れば帰れたかもしれないのに？」

　サラサは、小さくため息をついた。

「戦争が終わった後のソビエト連れん邦ぽうがどんな国だったか、お前さんは知らんからそんなことが言えるんじゃ。ソビエト時代のこの国はな、戦争が終わっても、自分の国の国民に向かって戦争を続けておったんじゃよ。政府に不満を持つもの、敵である西側に関心を持つもの、そういった者を片かたっ端ぱしから捕つかまえて、強制収容所に放り込み、強制労働をさせておったんじゃ。

　そんな中で『私は日本の兵隊です』なんて言ったらどうなると思う？」

「収容所送りになっちゃうの？」

「ほうじゃ、それも本人だけじゃない。家族親しん戚せき全部が捕まって収容所に送られる。危険なヤツらじゃちゅう理由での……だから、爺じいさんは黙ったまま、キンリ族の一人として死んでいった……でも、どうしても日本が忘れられなかったんじゃろう。わしにだけは日本語を教えてくれたんじゃ」

　龍たつ也やは目の前に置かれた茶色い拳けん銃じゆうのホルスターを見て、つぶやくように言った。

「世の中には、俺おれが知らないことがいっぱいあるんだな……ネットを見て、俺は何でもわかって何でも知ったような気分になっていたけど……俺なんか本当にもの知らずだ」

　サラサは微笑ほほえんだ。

「いや、自分がものを知らないということを知っていれば、それでええ。そうすれば謙けん虚きよになれる。自分の思っていること、知っていることと違うことを他人が言っているのを聞いたときに、そいつを『馬鹿だ』とか『間違っている』という言葉で否定するような、頭の固い人間にならないで済むじゃろう？」

「そんなものかなあ？」

　今ひとつ納得できない、という風に首をひねる龍也を見てサラサはうなずいた。

「そんなものだ。お前も大人おとなになればわかるじゃろう……」

　そして、龍也の前にあったホルスターを持ち上げたサラサは真剣な目になった。

「この拳銃をお前にやる。持っていてくれ……できれば日本に持ち帰ってやってくれ」

「え？　だって、これ、お爺さんの形見でしょ？　大切なものじゃないの？」

　サラサは真剣な目のままうなずいた。

「そうだ、大切なものだからこそ、お前に持って行ってもらいたいのじゃ。ここに客人まろうどとして招いておきながら、こんなことになってしまって、実に心苦しいのじゃが、明日あしたの昼までに、ここから逃げてもらいたい……ここは戦場になるのじゃよ」

　龍也は眉まゆをひそめた。

「また、あの特殊部隊が攻めてくるの？」

　サラサはため息をついてから大きく首を振った。

「違う……今度は戦車じゃ。それも八十両以上の大部隊じゃ」

「戦車？　戦車ってあれ？　キャタピラをガラガラ回して大たい砲ほうどっかん！　っていう……」

　目を丸くする龍也を見て、サラサはうなずいた。

「ほうじゃ、その、キャタピラガラガラ大砲どっかん！　というヤツじゃ。実に厄やつ介かいな相手でな、わしらの持っている武器ではどうにも歯がたたんのだ。だからこの里にいる女、子供、そして非戦闘員は全部逃がす。そして、その中にお前さんも入っているということじゃ」

　龍たつ也やは、一瞬、自分も残ると言いかけて、その言葉をのみ込んだ。

　……もし、俺おれが残っても、俺には何もできない。俺が使える武器は、あのエスカリボルグみたい革かわの棍こん棒ぼうだけだ。

　あんなものを振り回したって戦車にかなうわけが無い。今の俺にできることは、サラサさんたちの足手まといにならないようにリューカ姫ひめを連れて逃げることだけなんだ。

　……俺は護モリ人トなんだからな。

　龍也は、小さくうなずいた。

「うん。わかったよ。悪いけど俺は足手まとい以外の何者でもないものな。リューカ姫から貰もらったあの棍棒が役に立つ相手じゃない……結局、前回は満足に護衛役を務めることができなかったけど……今度こそちゃんとリューカ姫の護衛役をやり遂げてみせるよ」

　サラサは苦いものでも嚙かんだ様な顔になった。

「姫巫み女こさまは逃げん。逃げずにここに留とどまる……」

　龍也は思わず立ち上がって叫んだ。

「なんでだよ！　だって、今、サラサさんは言ったじゃないか！　女、子供、非戦闘員は逃がすって！　あの子は女の子だ！　戦うことだってできない！　非戦闘員じゃないのかよ！」

　サラサは沈痛な顔のまま答えた。

「ほうじゃ……じゃが、姫巫女さまはわしに、こう言ったんじゃ。

　……私が逃げれば、きっと避ひ難なん民みんたちが追われる。そして犠ぎ牲せいになる。だったら、私はここに残って、ここで死体を残す。私が死ねば、大統領は安心するじゃろう……避難した人たちは無事に逃げ延びることができる……ゆうての」

　龍也は両手を広げてもう一度叫んだ。

「そんなのないよ！　なんだよそれ！　間違ってるよ！」

「姫巫女さまはな……オレヌ村で起きたことを忘れておらんのじゃ。そして、忘れたくないそうじゃ。自分を狙ねらって敵が攻こう撃げきしてくる以上、逃げても逃げても逃げただけ他ほかの人に迷惑がかかる。ならば逃げぬことによって……この里で自分が死ぬことによって皆を助けたい……そう思い込んでおるんじゃ……」

　サラサはそこで言葉を切ると、血が滲にじむような苦しい声で付け足した。

「そして……それは……事実なのじゃ」

　龍也は、ぶんぶんと音がするくらいの勢いで首を振った。

「俺はいやだ！　そんなの認めたくない！　なんとかならないのかよ！　サラサさん！　あんたはすごい戦士で、ロシアの軍人学校で勉強してきたんだろう？　なんとか助ける方法はないのかよ！　何か、思いつかないのかよ！」

　サラサは無言のままじっと床ゆかを見つめて黙り込んでいたが、やがて、ゆっくりと顔を上げて告げた。

「悪いが……思いつかん。話は終わりだ……部屋に戻って荷物をまとめろ」




　足音も荒く部屋に戻って来た龍たつ也やは、スニーカーを乱暴に脱ぎ捨てて、敷物の上に上がると、そのままどすん、とその上に座り込んだ。

　龍也の胸の中には、やりきれない思いが渦うず巻いていた。

　戦争という名前の理り不ふ尽じんさへの怒り……いや、それは、そんな抽ちゆう象しよう的なものへの怒りではなかった。それは、リューカ姫ひめが死ななければならないという事実に対する理不尽さと、そして、何よりも、何もできないという自分に対する怒りだった。

　何かにすがるような目で部屋の中を見回した龍也は、自分のすぐ横に転がっているノートパソコンに気がついた。

　ノートパソコンの充電完了を示す緑色の発光ダイオードの輝きが、悔くやし涙なみだで滲にじんだ。

　……俺おれには……なにもできやしない。

　俺は、ただの高校生だ。

　インターネットを覗のぞいただけで、世の中のことを全部知ったつもりになっていた、ただの高校生だったんだ。

　龍也は、ノートパソコンを持ち上げた。

　……何がパソコンだ！　何がインターネットだ！　そんなことができたって、世界中の人間に情報発信できたって、それが何の役に立つんだ！

　龍也の脳裏に、昼間、広場の屋台でバウズを食べたときのリューカ姫の顔が浮かんだ。

　龍也の胸にこぼれたバウズの汁をスカーフでぬぐって、そして龍也の顔を見上げて笑った、リューカ姫の笑顔が浮かんだ。

　ノートパソコンの上蓋ふたの上に、ぽたぽたと、涙が落ちた。

　くそ！　俺は無力だ！　俺には何の力も無い知識も無い！

　俺は、あの子が殺されるのを、黙って見ていることしかできない人間なんだ！

　戦うことも、逃がすことも、何一つできやしない！

　龍也の胸の中でもう一人の龍也が答えた。

　……そんなことは、最初からわかっていたはずだ。

　お前は、この国に来た観光客なんだ。お前が生きてきた、そして生きていく日本という国からから見れば、こんな遠くの国で起きたことなんか誰も知らないし誰も知ろうとは思わない。

　知らないし知ろうとも思わないなら、それは、無かったことと同じだ。

　日本に帰って、セリカスタンで起こったことなんか、さっさと忘れて、無かったことと思って生きていけばいい。

　……お前には何の責任もないんだ。

　これは他ひ人と事ごとだ。なんでそんなことに首を突っ込もうとするんだ？

　そもそも、首を突っ込んで、お前に何かできるのか？　できやしないだろう？

　リューカ姫ひめを助けることなんか無理に決まっているんだ。

　できもしないことに頭を使うより、そんなことは、さっさとあきらめて、自分が助かることを考えろ。そっちが先決だ。

　……そうだ……無理だ。

　そんなことはできやしない。そうやってあきらめるのが賢いんだろう。

　龍たつ也やは、大きく息を吐はいた。

　そして、のろのろと、ノートパソコンの脇わきにあったリュックに手を伸ばした。

　……逃げるなら、これにノーパソ入れていかなくちゃな。

　サラサさんから貰もらった敷物を入れていった方がいいかな、野宿とかすることになるかもしれないし……。

　えーと、後、何か持っていくものは……。

　そして、龍也の目が、部屋の隅に立てかけてあった皮の棍こん棒ぼうに止まった。

　リュックを持った手が震えていた。

　龍也の口から、涙なみだ声のつぶやきが漏もれた。

「くそ！　くそ！　……逃げるのかよ！　あの子置いて、自分だけ逃げるのかよ！　何もできないから、俺は普通の人間だから、逃げるのかよ！」

　龍也は、手に持ったリュックを床ゆかに叩たたきつけて叫んだ。

「俺は、その『普通』が嫌いやでここに来たんじゃないのかよ！　尻尾しつぽ巻いて逃げ出すのかよ！」

　龍也は、何度も何度も床を叩いた。

「くそ！　くそ！　くそ！　馬鹿野や郎ろう！　くそったれ！　意地はないのか！　根性はないのか！」

　そして、龍也は、握りこぶしを床につけたままじっと考え込んだ。

　一分ほど過ぎたとき。

　龍也はゆっくりと顔を上げた。

　そして、右手でぐい、涙をぬぐうと、つぶやくように言った。

「普通じゃないところを見せてやる……」

　龍也の頭の中で、オレヌ村の小屋の中でサラサに言われた言葉が回っていた。

『……他人から尊敬されて、一いち目もく置かれたいと思ったら、道具を作るか、道具で何かをやってみせぇ！　お前さんのそのインターネットとやらで、姫ひめ巫み女こさまを救える方法でも考えてみろ！』

　……そうだ。俺にはパソコンがある。

　俺はあの時、自じ慢まんげに言った。パソコンには知識が詰まっている、って。

　でも、このパソコンには、戦車とどうやって戦うか。なんて知識は入っちゃいない。

　どうやって戦車を撃げき退たいすればいいんだ？　俺おれにはそんな知識は無いぞ。

　サラサさんの持っていたイリジウムと繫つなげば、このパソコンはインターネットに繫がる。

　ネットの友達で、そういった知識を持っている友人はいないよな。いても、高校生じゃ知識のレベルは知れている。

　軍事専門家とか評論家とか、現役の自衛隊の人とか、そういった人に聞けば教えてくれるかもしれないけど……そんな知り合いはいない。

　誰か、そういう人の知り合いとかがいれば、そこからたどって聞くこととかできそうだけど、俺にはぜんぜん繫がりがない。

　くそ！　何がネットだ。俺のはネットでもなんでもない。ただのチャット仲間とメール友達だけじゃないか！

　どっかにないかな？　俺がよく行くサイトとかで、そういったことを教えてくれそうな場所が……。

　そのとき、龍たつ也やはとんでもないことを思いついた。

　……あるぞ！　そういった知識を持った人が集まる場所が！　んでもって、気軽に聞ける場所が！

『匿とく名めい巨大掲示板』だ！　あそこの『軍事マニア板』にアクセスして聞けばいいんだ！




　部屋の窓際に座って、手に持ったイリジウムでどこかと通話していたサラサは、ドアを激しく叩たたく音でびっくりして、手に持ったイリジウムを落としそうになった。

「おわっと！　ごめん、人が来たから切るよ。いいか、動けるようになっても病院から逃げ出すなよ、あんたが首都にいてくれないと、そっちの動きがわかんないんだから……え？　なんで私に協力しなくちゃならないんだって？　そのつもりだからこのイリジウムを私にくれたんだろう？　まあいいよ、とにかく人が来たから電話を切るよ、じゃあ、また！」

　サラサはそう言ってイリジウムの電源を切ると、ドアに向かって叫んだ。

「誰だ！　こんな夜中に……」

「俺おれだよ！　サラサさん！　話があるんだ！」

　ドアに向かって怒鳴ったサラサは、日本語の声が返ってきたのを聞いて、びっくりしたように目を見開いた。

　あわてて玄関のドアをあけたサラサに向かって、龍也は叫んだ。

「サラサさん！　イリジウム貸して！　ネットと繫ぐんだ！　いい方法が、見つかるかもしれないんだ！」

「ええ方法？」

「そう、戦車を撃げき退たいするいい方法さ！」




　五分後、龍たつ也やはサラサから借りたイリジウムをネットアダプターを介かいして自分のパソコンに繫つないでいた。

「イリジウムって、通話料が馬鹿になんないけど……大丈夫かな？」

　心配そうに聞いた龍也に向かって、サラサはにやっと笑ってみせた。

「通話料は、セリカスタン内務省の機密費から支払われている。バレるまでは大丈夫だ。国家予算がバックについとるけぇの」

「内務省の機密費？　どういうこと？」

　怪け訝げんな顔をする龍也に向かって、サラサは何かを言いかけて首を振った。

「えーと、いや、説明すると長くなる、理由はどうであれインターネットに繫げることは確かじゃ。やってみろ」

「わかった」

　龍也はうなずくと、ネット接続のアイコンをクリックした。

　パソコンは、いつもどおりに契約先のプロバイダを呼び出し、そして、画面に「ネットワークに接続しました」の文字が浮かび上がった。

「よし！　接続できた。いよいよ掲示板を呼び出すよ」

　ブラウザを開き、そのままお気に入りで『匿とく名めい巨大掲示板』を選択する。

　……えーと、軍事板は、ああ、これか。

　ハードディスクのカリカリという作動音と共に、灰色のスレッド一覧画面が立ち上がった。

「どこで聞いたらいいのかわからないときは、質問スレで聞くというのがローカルルールだと思うけど、時間が無いからいきなりスレッド立てちゃうよ」

　いまいち意味がわからないような顔で、サラサがうなずいた。

「ああ、やってみてくれ」

　龍也は新規スレッド作成画面を呼び出して考え込んだ。

「えーと、スレッド名はどうしようかな？　戦車と戦う方法を教えてください……というのじゃあ漠ばく然ぜんとしすぎてるよな。もっと、こう、切せつ羽ぱ詰つまったようなタイトルがいいな」

　龍也は顔を上げて、サラサに聞いた。

「ねえ、サラサさん、どんなタイトルにすればいいと思う？」

　サラサは困ったような顔で答えた。

「お前がやろうとしとることの意味が今ひとつわからんのじゃが……要するにあれじゃな、わしらはたいした武器も持っておらんのじゃ。その貧ひん弱じやくな武器で戦車と戦うにはどうしたらええか？　ということを聞けばええのんじゃろ？」

「そうか、そうだよね……」

　龍也はしばらく考えた後で、うなずいた。

「よし、このノリで行こう！」

　そして、龍たつ也やはキーボードを叩たたいた。

　スレッドタイトル『遊牧民の戦士たちと小しよう銃じゆうで戦車と戦っています……スレ』

『１・ハンドル名『戦車男』

　中央アジアの遊牧民と一緒に戦車と戦っています。武器は小銃と機関銃じゆうです。どうやって戦車をやっつけることができますか？』

　そして、龍也は送信ボタンを押した。

　パソコンの画面は、スレッド一覧に戻り、一番上のところに、自分が立てたスレッドのタイトルがきたのを見て、龍也は大きく息を吐はいた。

「よしよし、スレ立て成功だ……」

　そのとき、龍也がやっていた一連の行動を見つめていたサラサが口を挟はさんだ。

「タツヤ、この掲示板というのは、日本の軍隊のデータベースに繫つながっとるのか？」

　龍也は笑った。

「違うよ、そんなんじゃないよ。これはね、誰でも見て、誰でも書き込める掲示板なんだ。軍隊とかそういったものとは無関係さ」

　サラサは怒ったように答えた。

「ほいじゃが、それでは意味が無いし無責任じゃないのか？　素人しろうとがヨタ話や大噓うそを書き込んでもわからんぞ」

「うん、そういう危険はあると思う。基本的にみんな他ひ人と事ごとだから無責任だしね。でも、だから大噓うそとは限らないと思うんだ。特にこういったマニア的な場所は、自分の知識やウンチクを語りたくてたまんない連中が揃そろってるから……さて、リロードしてみようかな」

　龍也がリロードボタンをクリックすると、画面が更こう新しんされた。

「えーと、ああ、書き込みがあったよ。なになに？　『戦車の種類と台数、そして場所の地勢がわからなくてはどうにもならない。マジにスレを伸ばしたいなら具体的に戦車の形式とかを書き込め、嫌いやなら削さく除じよしろ』だって……サラサさん、敵の戦車の形式とかわかる？」

　サラサは気の無い声で答えた。

「ソビエトロシア製のＴ─55って戦車じゃ、台数は約八十台、ほんでもって場所は灌かん木ぼくや草が生はえてる丘じゃ。谷が開けたところにできている扇せん状じよう台地ちゅう場じゃの」

「わかった、えーと『戦車の形式はソビエトロシアのＴ─55、敵は約八十台、場所は扇状台地で、灌木と草が生えています』……と。あ、そうだもしかしたらこっちの兵力とか聞かれるかもしれないから教えて」

　サラサは難しい顔になった。

「それは秘密なんじゃが……まさかセリカスタンの政府軍が日本の掲示板を見ているとも思えんからな……まあいいじゃろう。我が方の兵士の数は約千五百。いずれも騎き馬ば。武器はＡＫと軽機関銃じゆうと、あとはＲＰＧ７が二十個程度じゃの」

　龍たつ也やは、そのままキイボードを叩たたいて送信した。

「うわ、すぐ打ち返しがあった。何々『Ｔ─55だけじゃわからん、Ｔ─55には近代化改修されたＭタイプ、Ｔ─55ＭＴタイプ、放射能防ぼう護ぎよ装置つきのＡタイプ、アクティブ防御装置つきのＤタイプ、ＥＤＺ爆ばく発はつ反応装そう甲こうを取り付けたＭＶタイプなどがある。それぞれに弱点や装甲や火力が違うから、車種を特定しろ』……だってさ」

　サラサは目を丸くした。

「Ｔ─55の車種を知っとるんか？　そいつは何者だ？　軍事関係者か？」

　龍也は首を振った。

「違うと思う、きっと普通の学生か何かだよ、どっかのネットのページを見て、さも自分が詳くわしいような書き方してるんだと思うよ。そのうちもっと詳しい人が出てくるかもしれない……あ、またあった『ＲＰＧ７はそれだけでは無意味だ。弾だん頭とうの種別と数を教えれ』……だってさ」

　サラサは怪け訝げんな顔をした。

「教えれ？　教えろ、ではないんか？」

「うーん、なんというかな、それは、この掲示板の特有の言い方なんだ、要するに方言みたいなものかな？　で、ＲＰＧ７とか言うヤツの弾だん頭とうの種類わかる？」

　サラサの顔つきが少し変わった。

「うむ、ＨＥＡＴ弾だんとＨＥ弾じゃの……ほとんどがルーマニア製じゃ」

「……ほとんどがルーマニア製ね。そういえば戦車の種類は？」

　サラサは、椅い子すを持って来て、龍たつ也やの横に座ってノートパソコンの画面を覗のぞき込んだ。

「確か、ほとんどがＭＶタイプ。少し旧式のＡタイプが混じっておったと思う」

「了解、『ほとんどがＭＶタイプで旧式のＡタイプが混じってます』……と」

　返信すると、別の人らしい書き込みがあった。

『Ｔ─55は、側面に燃料タンクと砲ほう弾だんラックがあって、そこを狙ねらえばイチコロだよん。エンジンがマグネシウムとアルミニウムで、超燃えやすいので、中東戦争では燃える棺かんおけとか言われてたんだよん。ＲＰＧ７で簡単にカタがつくと思われ』

『そりゃあ昔の話だ。今の近代化改修タイプは、とっくに改修が終わってる。アクティブアーマー取り付けたヤツは、歩兵のＲＰＧでは歯が立たない』

『ネタにマジレス・カッコワルイ』

　サラサが妙みような顔をした。

「この……ネタニマジレスというのは何のことじゃ？」

　龍也は苦笑いをした。

「いやあ、これも、ここの方言みたいなものでね、自分が書き込んだことが間違ってたりすると、それを認めたくないものだから『これは、ネタ。つまり冗じよう談だんで書き込んだんだ、それを真剣に取るのはみっともない』と言って逃げるヤツがいるんだよ」

　サラサは、感心したようにうなずいた。

「うむ、しかし、Ｔ─55の欠けつ陥かんというか弱点を知っておる人間もおるんじゃのぅ」

「そろそろウンチク合戦が始まるかもしれないな……いろんな人が、自分の知っていることを書き込んで自じ慢まんしあうんだ。中にはまるっきりでまかせ書く人もいるけどね」

　リロードすると、次の書き込みがあった。

『Ｔ─55と言えば、ハンガリー動乱とかプラハの春とかで、ソビエトが大量に送り込んだ映像を思い出すけど。確か、ワルシャワかどこかで、石畳だたみにバターを塗りつけて、戦車のキャタピラを空から回りさせて動けなくして、そこに火か炎えんビン投げつけて、戦車をバター焼きにしたって記事を読んだことがあるな（ｗ』

『バター、モッタイネ』

『お味の方はどうだったんでしょう（ｗ』

『そんな話聞いたことも無いな、勝手に作るなアホ』

　サラサは、何かに気がついたような顔になったあとで不思議そうな顔で聞いた。

「これは全部別の人間が書き込んでおるんか？　名前が同じじゃが……」

　龍也はうなずいた。

「うん、コテハン使うのは少ないよ」

「コテハン？」

「固定ハンドルネームの略さ。本名の変わりに名乗るんだけど、トリップってのをつけないと、誰でも名乗れるから、本当に個人の特定にはならないけどね」

　サラサは、納得したようにうなずいた。

「そうか、おかしいと思ったんじゃ。このワルシャワでの戦車焼き討うちは本当の話じゃが、それをウソだと決め付けた者も同じ名前じゃからのぉ。名前は同じでも別人なんじゃな」

　画面には次の書き込みがあった。

『戦車を破壊するのではなく、足止めするだけなら、スペイン人民戦争で、フランコ軍の戦車が攻せめてきたときに、道路に銀の皿さらを横一列に並べて、その針路を塞ふさいだという戦法が使われたことがあった。何の仕掛けも無い、ただの皿だったんだけど、戦車兵にしてみれば、皿から地じ雷らいを連想するから、踏むに踏めなかったんだろう。結局この皿のおかげで半日近く進撃が遅れたそうだ』

『ライトノベルのネタを自慢げに書き込んでるヤシ、ハケーン　テラワロス』

『それはライトノベルのネタじゃないぞ、スペイン戦争で本当にあった話だ。ライトノベルの方が、それを使ったんだ』

『パクリダッタノカヨ！』

『パクリというか、そういう史実があることを知って使ったならパクリじゃなかろう？』

『なんでもかんでも自分の知っているものだけで判断して、他人を笑うと自分が恥をかくよな。ライトノベルネタだと書き込んだヤツ、テラワロス』

『パクリパクリパクリパクリパクリパクリ』

　龍たつ也やは顔をしかめた。

「ああ、荒しが始まっちゃった……しばらく元に戻んないかもしれないな……」

「荒し？」

　龍也はうなずいた。

「うん、掲示板の上でやり込められたり、気に食わない書き込みがあると、悪口を並べたり、こうやって、同じ文字を並べて貼はり付けたり、そういった嫌いやがらせをするヤツが出てくるんだ。負け犬の遠吠えみたいなものだけどね」

　そして、龍也はサラサに笑いかけた。

「心配してたけど、順調にスレがのびてるから、即死しないで済みそうだね。今夜一晩で、結構いろんなアイディアが出そうだよ」

　ノーパソの画面には、様々な書き込みが始まっていた。

『要するに、戦車ってのは、あの装そう甲こうが問題なんだよな。戦車壊こわさなくても中身の人間をなんとかすればいいわけだろ？　小しよう銃じゆうじゃあ装甲を貫通できないってだけで』

『戦車壊れれば、大抵中の人間は死んでると思われ』

『キャタピラ切られても、転輪に岩嚙かみ込んでも動けなくなります。戦車は意外と脆もろいですよ』

『それは撃げき破はしたことにならない。動けなくなるだけで、火力は生きている』

『随ずい伴はん歩兵の有う無むによって戦法が変わるなあ。戦車単独で突っ込ますのは無む謀ぼうだよな、中東戦争でイスラエルがそれやって、エジプトのサガーミサイルにボロ負けした』

『随伴歩兵って、アレ？　戦車に歩兵が一杯乗って突とつ撃げきするヤツ』

『それは戦車跨乗歩兵タンク・デサントだ。装甲兵員輸送車作るより、歩兵の命の方が安いって割り切れる国だけがやれる、画期的な戦法。一回の攻撃におけるタンク・デサントの生存率は数％（ヒトケタ）だって話だ』

『Ｔ─55ＭＶはアクティブアーマー（敵弾が当たるとこっちから爆ばく発はつして敵の弾たまのエネルギーを減げん衰すいする装甲）貼はり付けてるから、戦車の周りに歩兵がウロウロしてると爆発に巻き込まれて死んでしまう、だから装甲車に乗せて一緒に突っ込ます』

『装甲が問題だって言うなら、五ご右衛え門もん呼んで来て、斬ざん鉄剣で戦車を切ってもらえばいいじゃん』

『拙せつ者しや、つまらぬものは斬きりませんから……残念！』

『いやな五ご右衛え門もんだな』

『あのさ、遊牧民だってＲＰＧ７って対戦車ロケット弾を持ってるわけでしょ。なんでそれで戦車やっつけられないの？』

『ＲＰＧ７の装そう甲こう貫通能力はせいぜい四センチと言われている。だが、相手の戦車のＴ─55の砲ほう塔とうの側面装甲の厚さは十センチあるんだ。威力が足りないうえに、近代化改修されたヤツは砲塔の全面とか側面にアクティブアーマーという増加装甲を取り付けているから、ＲＰＧ７じゃあ歯が立たないと言われているのだよ』

『えーと、全く歯が立たないというわけでもないぞ、ＲＰＧ７でも、戦車にトップアタックかければ破は壊かいできる。チェチェン紛ふん争そうのときに、チェチェン側の兵士が建物の上からＲＰＧ７の集中攻撃で、Ｔ─55だけではなく、新型のＴ─80とかＴ─72とかを破壊した、という記録があるのだな』

『えーと、当方シロウトでスマソ。トップアタックってのはどういうものなの？　戦車の話が出るときによく聞く言葉だけど、教えてきぼんヌ』

『戦車とは原則的に水平方向（正面とか側面とか）で撃うち合うことを基本に考えているから、水平方向の装甲は厚いけど、垂直方向（上とか下とか）は装甲が薄い。そこで、戦車の頭上で特殊なミサイルや爆ばく弾だんを爆ばく発はつさせて、真上から装甲をブチ抜いてしまえ。という戦法を西側が考え付いた。その戦法のこと』

『そうそう、東側（ソ連とかワルシャワ条約軍）の戦車の数はハンパじゃないからなあ、戦争になったらまさしく大地を埋うめ尽くす王蟲オームの群れのごとく、わらわらと押し寄せてくるわけで、その膨ぼう大だいな数の戦車を面単位で殲せん滅めつする方法を必死で考えていたのだな、当時の西側は。んでもって東側はあわてて戦車の頭にカッパの皿さらみたいな増加装甲取り付けたり……どっちも必死だったのよ』

　書き込みを読んでいたサラサが、半分あきれたように言った。

「日本というのは一体どんな国なんじゃ？　国民のほとんどが銃じゆうを撃うったことも無ければ、戦争をしたこともないくせに、なぜ、こんなことに詳くわしい人間がいっぱいおるんじゃ？」

　龍也が肩をすくめた。

「さあ……なんでだろう？　なんでなのかわかんないけど……そういう国なんだよな、日本って」

　サラサはしばらく考え込んでいたが、やがて面白そうにうなずいた。

「これは……もしかしたら、百人の軍師がついているに等しいかもしれん……」

「使えるアイディアがありそう？」

「いや、すぐに使えるというわけではないが。様々な可能性をいろいろな角度から検証することができる。こいつはある意味で実に貴重じゃ……」

　そして、サラサは龍たつ也やに言った。

「こちらから質問はできんのか？」

「いや、掲示板だからね、できるよ」

「そうか、では、聞いてみてくれ。ＲＰＧ７を撃ち下ろすのではなく、離れたところから上に向けて撃うって、落下してくる弾だん頭とうでトップアタックはできるだろうか？　とな」

「うん、わかった」

　龍たつ也やはキイボードをカタカタと叩たたいて、質問を掲示板に書き込んだ。

　こちらの質問が画面に出ると、サラサが目を輝かせて言った。

「なにか、ワクワクするな、こういうのは……どこの誰か知らぬ相手が、自分の質問に答えてくれるというのは、こう……不思議な気分じゃな」

　龍也は肩かたをすくめた。

「でしょ？　だからここに入り浸びたっちゃうヤツもいてね、日本じゃちょっと問題になってるんだ」

「そうか……その気持ち、わからぬでもないな……お、書き込みがあったぞ」

『ＲＰＧの弾頭でトップアタックは無理と思われ、ＲＰＧの弾頭は発射されてから一定時間後に自じ爆ばくするようにセットされているため、真上に撃ち上げて、落下してくる前に空中で爆ばく発はつしてしまうと思われ』

『でも、落ちてくるまでにどれくらいの時間がかかるかわからないのだから、空中で爆発するとは限らないのではないかな？　問題は命中精度だと思う。ＲＰＧの弾頭は有ゆう翼よく弾だんだから上空の風とかの影響を受けやすい。ピンポイントで戦車の真上に落とすのは、まず無理』

『一いつ斉せいに何十発かまとめてぶっ放せば、どれか一個ぐらい当たるんでねーの？』
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『効率が悪すぎる。ＲＰＧは戦車に効果が無くとも、装そう甲こう車とか敵のトーチカとか吹っ飛ばすには十分なんだから、まっとうな使い方したほうがはるかにマシ。話をトンデモに持っていくな』

『装甲車とかトーチカの話じゃない。戦車の話をしているんだ。ＲＰＧ７でＴ─55をやっつけるにはどうしたらいいか、という話をね。ＲＰＧでトップアタックというのは、その流れで出てきたものだ。別にトンデモでもなんでもないだろうが』

　書き込みを見たサラサが笑った。

「おもしろいのぉ、こういうやりとりは……あっちに行ったり、こっちに飛んだりしながら、ちゃんと本筋に戻そうとするヤツもおるんか。こいつは一晩じっくり付き合う甲か斐いがありそうじゃ」




　気がつくと、夜が明けていた。

　窓から差し込む朝の光の中で、サラサは、机の上に散らばったメモ用紙の束たばを見て、ため息をついた。

　そのメモ用紙には掲示板の書き込みだけでなく、それ以外の軍事マニアのウェブページに掲載されていた戦車や兵器のデータやスペックなどを書き出した戦車と戦うためのアイディアが書かれていた。

「これだけあれば、なんとかなるかもしれんの……」

「勝てそう？」

　サラサは首を振った。

「わからん。だが、やってみる価値はある……わしはこれから、このアイディアをもう一度吟ぎん味みし直して、ネマコルや他ほかの者とも相談してみるつもりじゃ……ご苦労じゃった。わしはもうこの部屋へは戻らんから、ベッドで寝るがええ」

　龍たつ也やは、半分ぼうっとした表情でうなずいた。

「うん、ありがとう……実を言うともう限界なんだ……」

　そう言うなり、龍也は立ち上がり、ふらふらとベッドに近づくと、そのまま倒れこんだ。

　メモ用紙をめくって内容を確認していたサラサが、何かに気づいたように顔を上げた。

「なあ。タツヤ。一番最初のこのＲＰＧ７の弾だん頭とうを高角度で撃うち出してトップアタックするというアイディアじゃが……」

　サラサはそこまで言って黙った。

　ベッドから聞こえてくるのは、龍也の寝息だけだった。

　サラサは、その顔に浮かぶ、何かをやり遂げたような表情を見て、静かに微笑ほほえむと、龍也の背中に毛布をかけて、部屋を出て行った。







　　　第九章　「決戦」







　夕べ、氏族の長おさや、戦士の長たちが集まった部屋には、大きな机が運び込まれ、その上に何枚もの紙がつなぎ合わされた白い紙が広げられていた。

　紙の上には、青い線や赤い線が書き込まれ、さまざまな文字が書き込まれている。

　テーブルの周りに集まって、その紙を覗のぞき込んでいるのは、昨日きのうこの部屋にいた人々よりも、ずっと若く、そして逞たくましい男たちだった。

　昨日、この部屋にいたのはキンリの里の人々を代表する者たちであり、今日、ここにいるのは、キンリの里を守るために戦う人々を代表する者たちだった。

　机の脇わきに立って、白い紙に書かれている地図を見下ろして、ネマコルが、つぶやくように言った。

「これは、正確な縮尺などとは、無む縁えんの地図ですな。位置とか方向とかはおおよそ正確かもしれませんが、実際の距離は、かなり異なっているような気がします」

　サラサは笑って肩かたをすくめた。

「縮尺も方位も正確な地図が欲しければ、国軍の情報部の倉庫に忍び込むしかないぞ。このセリカスタンに限らず、旧ソビエト連れん邦ぽうだった国家には、まともな地図はほとんどない。手に入るのは、縮尺も方位も都市の名前もすべて恣し意い的にゆがめられた地図だけだからな……」

　サラサは目の前の大きな地図を指差して言葉を続けた。

「もっとも、この地図にはそう言った測量学的正確さは必要が無い。待ち伏せをかける部隊の人間に配置の位置関係と段取りを覚えてもらうためのものだからな」

　ネマコルは、内心の不安を隠せないような口調で聞いた。

「こちらの思うとおりに、敵が動いてくれればいいのですが……」

「確かに、敵がどう動くか、それはわからぬ。しかし、守る側には、敵の動く場所を予測して、あらかじめそこに兵力を配置しておくことができる。つまり、どこで戦うか、その場所を選択できるという利点があるのだから、その利点を最大限に利用すべきだ。

　……もっとも、利点と呼べるのはその一点だけだがな」




　やがて、作戦会議が始まった。

　居並ぶ戦士たちのリーダーを見回して、サラサが口を開いた。

「いよいよ戦いの時がきた。政府軍の戦車隊はすでに北ほつ国こく街道に入ったということだ。おそらく明日あしたの昼過ぎには、ロマ川が平野に出るこの扇せん状じよう台地の近くに到着するだろう。私が得た情報によると、敵の戦法は、戦車をやみくもに山岳地帯に突っ込ますことをせずに、遠距離から戦車砲ほうで里に向かって砲ほう撃げきを加え、こちらの戦力を叩たたいてから、随ずい伴はん歩兵を伴ってゆっくりと捜そう索さく前進をかける、という方法らしい。

　政府軍は、我々が持っているのは自衛用の小火器だけで、遠距離から反撃できる大たい砲ほうやロケット弾だんなどという重じゆう火器を持っていないというのを知っている。

　敵からの反撃を受けぬ距離から叩くだけ叩こうという魂こん胆たんだろう。

　唯一の希望は、南のオードン族が、大規模な攻勢をかけるという情報が流れていて、対地攻こう撃げきヘリコプターの部隊が、そっちに貼はり付けになっており、こちらには来ないということだ。空と陸の両方から攻せめられれば、勝ち目がないが、戦車だけなら望みはある」

　サラサはそこで言葉を切ると、扇せん状じよう地ちに入る手前にある川を指差した。

「戦車部隊は、この川を渡るときに、一列になる。どんな大部隊も、一本の棒のように引き伸ばされてしまえば、その断面は一台の戦車にすぎない。我々はまず、ここで攻こう撃げきを仕掛ける……攻撃と言っても、戦車を破壊するわけではない。上流で川をせきとめ、戦車が川に差し掛かったら、堰せきを切るだけだ。この川の水量はそれほど多くは無いし、一晩でそんな大きな堰など作れるわけが無い。だから、いくつも小さな堰を作って段階的に水を溜ためるのだ」

　戦士の一人が怪け訝げんそうな顔で聞いた。

「それではとても戦車を押し流すだけの水量は確保できませんが？」

　サラサは笑ってうなずいた。

「それでいいのだ。八十両の戦車と装そう甲こう車を押し流すほどの大規模な水量を溜める堰をつくるには一ヶ月はかかる。そんな土木工事ができるわけがない。我々がやることは川を増水させ、泥どろの川にすることなのだ」

　戦士は納得できないという顔で首をひねった。

「戦車は雪解けの泥の中でも平気で走ります。川を泥にしても足止めすらできないと思いますが……」

「この泥は、足止めではない、目隠しなのだ」

「目隠し？」

「そうだ、戦車の中から外を見る場所と方法は限られている。操そう縦じゆう席から見えるのはペリスコープくらいのものだ、だから行軍時には戦車長や操縦士はハッチを開けて外を見ているのだ。しかし、戦闘が始まって弾だん丸がんが飛び交い始めれば、ハッチを開けて顔を出すわけにはいかない。ペリスコープだけが頼りだ。では、そのペリスコープに泥がついていたらどうなる？　外に出て拭ふくわけにはいかない。まあ、ワイパーもついている車両もあるが、それとて乾いた泥には効果は薄い」

　サラサは笑った。

「わかったか？　私らは、この川で戦車一台一台を泥でコーティングしてやるのさ。この先で待ち伏せる攻こう撃げき部隊のためにね……」

　そして、サラサは地図の中の一点を指差した。

「本当の目標は、ここよ。おそらくここに来る。キンリの里の全景が正面から見える唯一の場所がここだからね。

　里がどの程度破壊されているのか、関心を持たない指揮官はいないわ。だから、ここに指揮官が来るまで、とことん時間を稼かせいで生き延びる。戦車は手ごわい相手だ。全ぜん滅めつさせることは絶対に不可能。十台破は壊かいできればいいところだと思う。でも、そうやって損害を与えれば、虎とらの子の大事な大事な戦車がやられればやられるほど、指揮官は理性を失い、自分の目でこのキンリの里が破壊されるところを見たがるだろう。そこが狙ねらいだ。

　我々は、ここで指揮官を狙って倒す！　敵の総大たい将しようを倒すしか我々に勝ち目は無い！」

　作戦会議が行われていた部屋の中に、感服したようなうめき声が満ちた。

　最初に口を開いたのは、リネト衆しゆうの頭かしらであるネマコルだった。

「すばらしい！　サラサ殿どの。あなたが、これほどまでの戦車迎げい撃げきのための奇策の数々を考え付くとは……まさしく感服いたしました。あなたこそ神しん算さん鬼き謀ぼうの権ごん化げでございますな」

　サラサは、声を上げて笑った。

「この奇策は私が考えたものじゃないよ。あれを考えた軍ぐん師しは別にいるのさ。縞しま模も様ようの勇者の印をつけた軍師だよ」

　ネマコルの目が丸くなった。

「なんと、あの異国の勇者が、この神算鬼謀の主でございましたか！　軟弱にして怠たい惰だな、あの少年がいかにして勇者の証あかしを手に入れたのか、と気になっておりましたが。先日の村での弾だん薬やく確保の件以来、見る目が変わりました。

　勇者とは、ただ剣と銃じゆうの腕うでのみにて証あかしを立てるに非あらず。英知と機転によって勇者の証を立てる者もいてしかるべきでございますな」

　サラサは面白そうに答えた。

「あいつは、テンジンが、はるか遠く日本の地から、わがキンリ族のために遣つかわしてくれた勇者なのかもしれないよ」

　そのとき、サラサとネマコルの横で二人のやり取りを聞いていた、リネト衆しゆうの若者が、はっとしたように目を見開いて言った。

「それは、もしかしたら巫み女こ長おさのヤンカ様が見た神しん託たくの夢に出てきた青き狼おおかみのことかもしれません！」

「青き狼？　それって、チンギス・ハンのことじゃないの？」

　怪け訝げんな顔をするサラサに、そのリネト衆は首を振って見せた。

「ええ、かの英雄チンギス・ハンが青き狼と呼ばれていることは知っております。しかし、これは、このキンリの里の巫女長であるヤンカ様が見た夢に出てきたものなのです。

　あの異国の者がこの里に来る前の晩に、ヤンカ様は、このキンリの里が二人の禍まが々まがしい巨人に荒らされる夢をご覧になりました。

　二人の巨人が、村に稲いな妻ずまを投げつけ、家を焼き、女子供までその手にかけようとしたとき、蒼あおき稲妻と同じ色の巨大な狼おおかみが現われ、その巨人たちに戦いを挑んだのだそうです。

　ヤンカ様は、不ふ吉きつな夢であるか吉きつ兆ちようの夢であるか、一概に言えぬとして、身近な者にしかこの話をしておりませぬが、その夢、まさにこのことをご覧になったに違いありません！」

　リネト衆しゆうの若者は、興奮したようにうなずいた。

「ああ、そうです、間違いありません！　キンリの里を襲う二人の巨人とは、政府軍の空軍と戦車のことです。ならば、キンリの里を守るために、テンジンが遣つかわせた青き狼こそ、あの異国の勇者でありましょうぞ！」

　リネト衆の若者の言葉を聞いたネマコルは、腕うでを組んでうなった。

「うーむ、あの『シマオオカミ』がキンリの里の守り神というお主の言葉、一概に笑い飛ばすわけにもいかぬな……」

　サラサが怪け訝げんな顔で聞いた。

「シマオオカミって……もしかして、あのタツヤのこと？」

　ネマコルはうなずいた。

「うむ、あの男の帽ぼう子しの尻尾しつぽは縞しま模も様ようだからな、あの男の国にはあのようなオオカミがいるのじゃろう、ということで、わしらの間ではあの男をシマオオカミと呼んでおる」

　サラサは微び妙みような微笑を浮かべた。

　……うわー、めちゃくちゃニセモノっぽい名前。

　でも、まあ、仕方ないか。アライグマなんて動物知らないものな、この里の人たちは。

　サラサは戦士のリーダーたちを見回して言った。

「我々に残されているのは一日だけだ。詳しよう細さいな行動の手順は、それぞれに命令用紙が用意されている。それに従ってくれ。

　それと対戦車攻こう撃げき班はＲＰＧ７を載のせる台の組み立てに立ち会って、やり方を実地で覚えておけ。工作班の方のＲＰＧ７の弾だん頭とう改造が進み次第、各自持ち場に着く前に、サイアの崖がけの上で、一発試射をして、弾頭の飛び方を見ておけ。お前らの腕うで前まえにかかっているのだからな。狙そ撃げき班は、対空銃じゆう座ざへ行ってデグチャレフ重じゆう機関銃じゆうの取り外しを手伝え。

　お前らが最後の切り札なんだからな、今日中に配置場所に据すえつけて試射をしておけ。だがいいか、一発だけだぞ、無む駄だ弾だまを撃うつ余よ裕ゆうは無いのだからな」

　そしてサラサの指示が終わったのを見計らって、ネマコルは、居並ぶキンリの戦士たちを見回して言った。

「では、準備開始だ！　我らは里の護モリ人トなり！」

「おう！」

　キンリの戦士たちは低い声でそう答え、一いつ斉せいに行動を起こした。




　正午を少し過ぎた頃に、龍たつ也やはサラサに揺り起こされた。

「おい、起きて荷物をまとめろ。最後の馬車が、もうすぐ里を出る」

　龍也は目を開けると、上半身を起こして、寝ぼけた目をこすった。

「え、あ、ああそうか、ここはサラサさんのベッドだっけ？」

　サラサは、龍也を見て微笑ほほえんだ。

「朝までそこでネットの『掲示板』を見とって、そのまま寝てしもうたからの……今、里の者たちは戦車隊を迎え撃うつ準備をしておる。お前のおかげで、なんとか戦えるめどがついた。感謝する」

　龍也は、部屋の中に差し込む日の光の中でまぶしそうに目を細めて微笑んだ。

「そうなんだ、よかった、俺おれでも役に立てたんだな」

「ほうじゃ、お前は役に立ってくれた。このキンリの里の恩おん人じんじゃ。恩人を殺すわけにはいかん。じゃから早く逃げるんじゃ」

　ベッドの上に座ったまま、龍也は窓の外を見た。

　昨日きのうの昼間、あんなににぎやかだった広場は、別の場所のようにがらんとしていた。

　視界の中に動くものは、広場の真中を、馬に乗って移動していく戦士たちだけだった。

　龍也はゆっくりと振り向くと、サラサに向かって言った。

「俺は……ここに残るよ、サラサさん」

　サラサが目を見開いて何かを言おうとしたその言葉をさえぎるように龍也は言った。

「だって、俺は護モリ人トだ。銃じゆうも撃うてない、何もできないけど、俺だってリューカ姫ひめを護りたい……いや、リューカ姫だけじゃない、この里にいる人たちを護りたいんだ！

　昨日きのう、あそこでバウズって蒸し饅まん頭じゆう売ってたおばちゃんとか、路地の裏で鬼おにごっこしてた子供とか。この里に住んでいる人を護りたいんだ！　だから俺は夕べ、ネットに繫つないで、この里を護るために戦う方法を探し出したんだ！」

　龍也はサラサを正面から見て言った。

「俺はわかった。一晩寝て、はじめてわかった。

　戦うってのは、銃を撃つ、相手を殴なぐる。そういったことだけを言うんじゃないんだ。

　戦うってのは、意志だ。意地だ。

　負けるもんか！　逃げるもんか！　黙って言うことなんかきいてやるもんか！　って思う、そのことを言うんだ……」

　そして、龍也はサラサの顔を見て笑った。

「俺は、俺の方法で戦って、戦車をやっつける方法を考えた。だから、こんどはサラサさんの番だよ。こんどはサラサさんが、戦う番だ……違うかい？」

　サラサは、目を見開いたまま黙っていたが、やがて、小さくうなずいた。

「言うようになったのぉ……わかった、その覚かく悟ごがあるなら残れ。お前が自分で決めたことじゃ」

　そして、にやりと笑って付け足した。

「敵の戦車砲ほう弾だんは高性能榴りゆう弾だんじゃ。爆ばく発はつと同時に無数の弾だん片ぺんを撒まき散らす。広場でぼんやり突っ立っとったら身体からだがずたずたになるけんのぉ。この里に残るんなら、洞どう窟くつの奥にある、祭さい祀しの室むろまで行くんじゃ。

　上部の岩がん盤ばんは数百メートルあるけぇ。あそこなら砲弾の直ちよく撃げきを受けても崩くずれんじゃろう。

　あそこは本来は男子禁制じゃが……お前は客人まろうどで、神と同じ扱いを受けとるからテンジンも許してくれるじゃろう。そこで巫み女こを護れ、ええな」

　龍也はごくりと生なま唾つばをのみ込んでから答えた。

「わかった……」




　キンリの里で、龍たつ也やが覚かく悟ごを決めていたその頃……。

「いよいよ我が戦車部隊の本領を発揮する時が来たな」

　革かわ貼ばりの特別製のシートに座ったリューコフ将しよう軍ぐんは、そう言うと、ボトルに入ったフランス製のミネラルウォーターをごくりと飲んだ。

　車内に設置されているクーラーボックスの中に入れてあった透明なペットボトルは、一瞬に白く曇り、表面に細かな水すい滴てきを光らせている。

　リューコフ将軍のいるこの室内の床ゆかには厚いカーペットが敷かれ、壁面には、マホガニーの板が貼られている。

　シートの前に置かれたチーク材で作られた重じゆう厚こうな机や、後ろにある冷蔵庫とサイドボードなどを見ると、まるで、どこかの小さなオフィスのように見える。

　だが、この部屋があるのは、ビジネスジェット機の機内でも、リムジンの車内でもない。

　ここは、セリカスタン第一機き甲こう団の車列の後方を走っているスイス製のピラーニャ八輪装そう甲こう兵員輸送車の車内なのだ。

　大統領警護隊が使用していたものより、さらに大型のこの装甲兵員輸送車は、リューコフの専用車として特別に誂あつらえたものである。

　リューコフはこの車両を『最前線視察指揮車』と呼んでいたが、一般の兵士たちは『戦場観光客専用車』と呼んでいた。

　革貼りのシートにふんぞり返ったリューコフの前に立っていたメルト大たい佐さが小さく一礼して口を開いた。

「はい、ましてこの部隊は、精鋭である第一機甲団から選抜された選えりすぐりのエリート兵士ばかりでございますから」

　メルト大たい佐さは、微笑を浮かべてそう答えながら、その続きを胸の中で毒づいた。

　……もっとも、その兵士たちは、戦車で延々数百キロを走らされて、いいかげん嫌いやになってるかもしれませんがね。

　メルト大佐が、どんなことを考えているのかを考えもせずに、リューコフ将しよう軍ぐんは、革かわ貼ばりのシートをリクライニングさせて、身体からだを預けて、言った。

「わしは少し寝る。あまり車を揺らすなと運転手に言っておけ」

「かしこまりました。しかし、道はすでに北ほつ国こく街道の外れに来ております。道路状況が悪いので、多少の揺れはごかんべんを」

「うむ、それは仕方が無いが、穴などに落ちぬように注意してくれということだ。

「了解しました」

　メルト大佐は一礼すると、前方にある隔かく壁へきの小さなハッチを開けて運転席に向かった。

　リューコフ将軍がふんぞりかえっていた後部の部屋とは、内装も設備も全く違う前部の区画に来たメルト大佐は、ほっとしたように小さなため息をついた。

　……装そう甲こう兵員輸送車の後部区画をベンツとかロールスロイスなみのラウンジに改造しろと言われたときは、スイスにあるモワク社も驚いたそうだが……悪趣味というか、さすがは戦車オタクと言うか。

　メルト大佐は小さく首をひねると、無線機の前に陣じん取どっている通信兵に声をかけた。

「先発した斥せつ候こう部隊からの情報は入っているか？」

「いえ、今のところ敵の斥候部隊らしき動きを遠くで見ただけで、目立った行動は無いそうです」

「わかった、何か動きがあったら教えてくれ」

「了解しました」

　通信兵に軽く答礼をして自分の椅い子すに座ったメルト大佐は、今回の作戦区域である北部山岳地帯の地図を取り出した。

　……リューコフ将軍が、自分の子飼がいの第一機き甲こう団にこだわらなければ、北部方面隊の戦車と装そう甲こう車を動員するだけでなんとかなったのだがな。

　まあ、こいつはセンドルク大統領に対するデモンストレーションみたいなものだから、一番見み栄ばえのいい部隊を使って華か麗れいな戦いぶりを見せるというのも必要なのだな。

　それにしても、よくもまあ首都からここまで、故こ障しよう、落らく伍ごを出さずにやって来たものだ。その点はさすがに第一機甲団と、誉ほめるべきかもしれんな。

　そのとき、通信兵が振り向いた。

「参さん謀ぼう閣かつ下か、斥候部隊から連絡です。この先のロマ川を渡る地点の水量が増水し、両岸が泥でい濘ねい化しているそうです」

「川が増水？　この季節にしては珍しいな……少し上流を調べるように伝えてくれ」

　そう答えた後でメルト大たい佐さは考え込んだ。

　上流で川をせき止めて、敵が下流で川を渡ろうとしたときに、一気に水を流す、という作戦でも使ってくるのか？

　……いや、もしそうだとしたら川の水は干ひ上あがっているはずだ。ましてやそれほど水量のある川ではない、とても我々を押し流すことができるとも思えん。

　メルト大佐は顔をあげると、通信兵に言った。

「斥せつ候こう部隊に、それほど上流まで遡さかのぼって調べなくてもよい、と伝えろ」

「了解しました」

　……何か、妙みような予感がするが、こんなところで進撃を遅らせるわけにもいかん。

　部隊には、用心して進めと伝えておくとするか。

　そして、戦車部隊の本隊が川を渡り始めたとき、先頭の戦車の砲ほう塔とうのハッチから上半身を出して周囲を警戒していた車長は、上流から茶色い泥どろ水みずがしぶきを上げて流れ下ってくるのに気がついた。

『水です！　川の水が流れ下ってきます！』

『なんだと！　すぐに川から出ろ！』

　戦車のエンジンがうなりを上げ、猛もう然ぜんとキャタピラを回し始めたが、それよりも早く川の水が戦車に襲い掛かった。

　しかし、その水の量は、せいぜい砲ほう塔とうにかかる程度のものでしかなかった。

『水をかぶりましたが、水量はたいしたことはありません！　なんとかなります』

　先頭車からその報告を聞いたメルト大佐は、うなずいた。

　……そうか、やつらは民兵だ。今まで馬に乗った兵士や徒歩の兵士しか相手にしたことがなかったということだな。

　人や馬なら流れに巻き込まれたかもしれんが、戦車を押し流すほどの力は無い、ということか……。

　メルト大佐は、通信係の兵士に向かって言った。

「川の水はそれより増えることは無いだろう、後続車両は、水量に注意して川を渡れと伝えろ」

「了解しました」

　第一機き甲こう団の戦車と装そう甲こう兵員輸送車の列は、ゆっくりと川に向かって前進を開始した。

　水は、上流の赤い土を多量に含んだ、粘ねん性せいの高い泥どろ水みずと化しており、前を行く車両のキャタピラが跳はね上げた泥を頭からかぶるため、川を渡り終えた戦車と装甲兵員輸送車は、どれも皆、泥細ざい工くのようになっていた。

　先頭を走っていた戦車の車長は、ハッチを開けて自分の戦車を見下ろすと、悪態をついた。

「くそ、泥だらけだ。雪解けの春先なら仕方ないが、夏の終わりにこんなことになるとは思わなかったぜ」
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　そのとき、下の方から情けない声がした。

「このままじゃ前が見えませんよ、車長。どっかに停まってペリスコープ洗わないと」

「くそ、こいつは新型のように洗せん浄じよう装置なんてシャレたものはついていねえからな……わかった。小隊長に、停止して車両点検を行いたい旨むねの連絡を入れる。許可が出たら小休止だ」

　車内から、ほっとしたような声が聞こえた。

「延々走って来ましたからねえ、ドンパチやる前に一ひと休やすみさせて欲しいっすね」

「俺おれ、小便したくってさ……」

　そして、川を渡り終えた部隊が、開けた場所で停止し、戦車や装そう甲こう兵員輸送車の車内から乗組員が外に出始めたそのとき。

「パパパパパパ！」

　あたり一面に、軽機関銃じゆうの発射音と、戦車の車体に弾だん丸がんが当たってはじける音が響きわたった。

「くそ！　待ち伏せか！　やつら、兵員が戦車から出るのを待っていやがったな！」

　指揮車のハッチを開けて顔を出したメルト大たい佐さは、周囲に向かって大声で叫んだ。

「車内にもどれ！　狙そ撃げきを受けるぞ！」

　戦車から降りていた兵士たちが、あわててハッチに飛び込むのをみたメルト大佐は、おもわず歯嚙がみをした。

　……くそ、小休止を命ずる前に、歩兵一個小隊を触しよつ覚かくにして前方に展開しておくべきだった！　ここまで何も無かったから気が緩ゆるんでいたとしか言いようが無い。

　そしてメルト大たい佐さは無線係に言った。

「ここから先は敵の勢力下だ。狙そ撃げきを食らう恐れがある。不用意に車内から顔を出すなと伝えろ」

「了解しました！」

　ハッチを閉めた戦車と、兵員輸送車が周囲を警戒しながら、ゆっくりと動き出すのを、はるか遠くの岩山から双そう眼がん鏡きようで見ていたサラサは、小さくうなずいた。

「よしよし、これであいつらは当分亀かめの子みたいに、首を引っ込めて、そろそろ手て探さぐりで進むしかないってわけだ」

　双眼鏡を前方の岩山に向けたサラサは、小さくつぶやいた。

「次が対戦車戦の本番だ。一台でも多くやっつけておきたいところだな……さて、我が軍の動員した陽動兵はちゃんと山の斜面に展開しているな……」

　双眼鏡の中には、岩山の間で、のんびりと草を食べている羊の群れが映っていた。

　それは、今日の朝早くに放牧先から連れてきて、山の斜面に放した羊たちである。

　先頭を行く装そう甲こう兵員輸送車に乗っている偵てい察さつ兵たちも、羊の群れには気がついていたが、山に放牧された羊などという景色はこのセリカスタンではごく普通の光景であり誰も気にも留とめようとはしなかった。

　しかし、本隊の前方に触覚として展開して周囲をうかがっていた偵てい察さつ隊員たちの目には、その羊がどうにも気になって仕方がなかった。

　本隊の前に出て、敵の待ち伏せを警戒するいわゆる触覚と呼ばれる部隊の兵士には、周囲の光景の中に、自然物とは異なる運動をする物体を見つけ出すことが要求される。

　そのためには、一点をみつめるのではなく、目の中に入るもの全体を見て、動きのあるものに意識を当てる、という見方をしなくてはならないのだ。

　しかし、そうやって周囲を見回す目が、山の斜面を動き回る羊へと吸い寄せられてしまうのだ。

　触覚の兵士たちは、いつしか左手の岩山で動くものに鈍感になっていった。

　意識の中に、そこで動くものは羊である。というフィルターができてしまったのだ。

　その、動き回る羊に囲まれた岩山の影でＲＰＧ７を構えていたキンリの戦士は、目の前をゆっくりと通り過ぎていく装甲兵員輸送車を、息を殺して見つめていた。

　……気づくなよ。気づくんじゃないぞ、さっさと行っちまえ。俺おれたちの相手はお前じゃない、後から来る戦車だ。

　装甲兵員輸送車は、ゆっくりと彼の前を通り過ぎて行った。

　……よし、いよいよ本番だ。

　戦士はＲＰＧ７のグリップを握り締めて、目を照準器に当てた。

　レクチルに刻まれた線と数字の中にＴ─55の姿が入ってきた。

　第一機き甲こう団の部隊は二列縦じゆう隊たいになって、戦車の間に装そう甲こう兵員輸送車を挟はさむようにゆっくり近づいてくる。

　ＲＰＧ７は、狙そ撃げき銃じゆうのような精密な射しや撃げきができる兵器ではない。

　引き金を引けばいったん火薬で弾だん頭とうが撃うち出され、その後弾頭の後部にあるロケット推進薬が発火して、目標に飛んでいくというシステムを持っている。

　弾頭には飛行を安定させるための翼つばさがついているが、この翼があるがゆえに風の影響を受けやすいのだ。

　しかし、戦士は祈るような気持ちで照準をＴ─55の側面にある補助燃料タンクに合わせていた。リアクティブアーマーを貼はり付けたＴ─55の車体を、成型薬弾頭という種類の弾頭を打ち出すＲＰＧ７で打ち抜くのはまず無理である。

　唯一効果的な部分が、この車体側面のフェンダーの上に置かれた補助燃料タンクだった。

　丘の上から見下ろすように、ここに弾頭を命中させれば、中の燃料が発火するかもしれない。車体のほかの部分は強化されていたが、エンジンがアルミとマグネシウムという燃えやすい材質で作られているという部分だけは変わっていないのだ。

　戦士の覗のぞく照準器の中にＴ─55が膨ふくれ上がった、そのとき。

「パプゥーン！」

　山々に角つの笛ぶえの音が響き渡った。

　そして、それと同時に岩山のあらゆるところから白はく煙えんが上がった。

　ＲＰＧは、発射すると後方にバックブラストと呼ばれる奮ふん気きを噴ふん出しゆつする。白煙はこのバックブラストで巻き上がった土煙けむりだった。

　推進薬に点火した何発もの弾頭がオレンジ色の炎ほのおを引いて加速し、Ｔ─55の側面に突き刺さった。

　派手な爆ばく発はつがあちこちで起こったが、それはリアクティブアーマーに当たったＲＰＧ７の弾頭がその装甲と共に爆発したことを意味していた。

　この爆発は戦車の表面だけで終わり、車体にはほとんど影響を及ぼしてはいない。つまり、全く効果がないということである。

　しかし、その爆発が収まりかけた頃、戦車の周りや砲ほう塔とうの上部で次々に爆発が起こり始めた。

　岩山の裏の方からは白煙が上がり続けている。

　見ると、オレンジ色の炎ほのおを引いた弾頭が、斜め四十五度の角度に飛んで行き、そこで、ふっと推進薬が途と切ぎれている。

　山なりの放物線を描いたＲＰＧ７の弾頭は、頂上で推進力を失いそのまま地上に落下していくのだ。

　そして、その真下に戦車部隊がいた。

　次々に落下するＲＰＧ７の弾だん頭とうの一発が旧型のＴ─55の砲ほう塔とうの真上で爆ばく発はつした。

　そのとたん、その戦車は、がくっと動かなくなった。

　他ほかにも、エンジン部分が破は壊かいされ黒こく煙えんを吐はき出す車両や、側面の燃料タンクから炎ほのおを上げている車両もあった。

　これが、サラサの考えたＲＰＧ７弾頭による、トップアタック戦法だった。

　Ｔ─55の新型は、西側のトップアタックに対抗して砲塔上部の装そう甲こうを厚くする改修を受けているが、旧型はそういった改修が行われていない。

　そして、セリカスタンの政府軍が使用しているＴ─55は、この旧型の周囲にリアクティブアーマーのキットを取り付けたというものだったのだ。

　ゲリラコマンドの使用するＲＰＧ７の攻こう撃げきに耐えることを第一に考えて作られたこのＴ─55の唯一の弱点、それは砲塔の上部だった。

　ＲＰＧ７の弾頭は目標に命中すると爆発エネルギーを前方に集中させるという構造を持っており、威力と弾頭の速度は、関係が無い。

　はっきり言って人間が投げつけても、爆発さえすれば、そして直角に近い角度でさえあれば装甲版を貫通できるのだ。

　Ｔ─55の弱点は砲塔の上部であり、そこに直角にＲＰＧ７の弾頭を当てれば、装甲を貫通できるかもしれない。

　そこに目をつけたサラサは、ＲＰＧ７の推進材を半分にした特別製の弾頭を作り、それを山なりの放物線を描いて打ち出すことを考え付いた。

　Ｔ─55の車列の中の爆発が納まりかけたそのとき、再び角つの笛ぶえの音が二回響き渡った。

「パプゥーン！　パプゥーン！」

　キンリの戦士たちは、ＲＰＧ７の発射筒とうを抱え込んで、持ち場から少し離れたところに止めてあった馬に飛び乗ると、一いち目もく散さんに逃げ出した。

　混乱から立ち直りが早かった兵員輸送車から、車しや載さい機関銃じゆうが戦士たちに向かって発射され、何人かが馬から転げ落ちたが、他ほかのものは、岩山のすそを回りこんで、バラバラに逃亡し始めた。




「損害は？」

「戦車十両が行動不能となりました……もっともいずれも大破したわけではありませんので回収して修理すれば戦線復帰は可能です。搭とう乗じよう員は十二名が戦死、二十八名が負傷しました」

　リューコフは不ふ機き嫌げんそうにうなずいた。

「重じゆう火器も対戦車兵器も持たぬ、民兵のゲリラコマンドなどに、なぜこれほどまでの損害を出したのだと思うね？」

　メルト大たい佐さは沈痛な表情で話し始めた。

「敵はＲＰＧの弾だん頭とうを水平方向ではなく垂直方向に当ててきました。戦車の砲ほう塔とうにはハッチがあります。ハッチは人間の力で開けなければなりませんから、装そう甲こうを厚く重くするわけにはいきません。この部分に当たったＲＰＧの弾頭はハッチを貫通し、車内の乗員を殺傷したのです」

　リューコフ将しよう軍ぐんは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になった。

「ハッチか……確かにあそこは装甲が薄い。それにしてもキンリの虫けらどもも悪あがきをするものだな……この後は、待ち伏せを受けそうな場所はあるか？」

　メルト大佐は首を振った。

「いえ、この後は開けた扇せん状じよう地ちの上を行きますから、待ち伏せをされる恐れはありません」

「そうか、では一刻も早く攻こう撃げき地点に向かえ。このお返しはたっぷりとさせてもらう……戦車砲ほうの砲ほう弾だんでな」

　リューコフ将軍は肉食獣じゆうのような微笑を浮かべた。




　双そう眼がん鏡きようでゆっくりと動き始めた戦車部隊を見ていたサラサが小声でつぶやいた。

「いよいよ最後の決戦か。なんとか十両くらいはやっつけたから、リューコフの親父おやじも結構頭にきているだろう……そこがこの作戦の狙ねらいなのだがな。うまくいくかどうか……テンジンの御み心こころのままに任せるしかない」

　横でサラサの言葉を聞きつけたリネト衆しゆうの若者がうなずいた。

「きっと、うまくいきます。我々にはキンリの里を守るためにテンジンが使わした軍ぐん師しシマオオカミ殿どのがおりますから」

　サラサは、自分のベッドで寝ているであろう龍たつ也やの顔を思い浮かべて、小さく肩かたをすくめた。

「軍師、シマオオカミねえ……とてもそうは見えないんだが……」

「だが、サラサ殿どの、我々は、現に敵の戦車をＲＰＧ７で破壊してのけたではないか。今まで我我の持つ武器では、絶対に倒せないと言われていた、あの鉄の化け物を見事に屠ほふったのは、あのシマオオカミの神しん算さん鬼き謀ぼうあってのことではないのですか？」

「いや、あれはネットの掲示板の……」

「ねっとけいじばん？」

　怪け訝げんな顔をするリネト衆にむかって、サラサは慌あわてて首を振った。

「あ、いや、なんでもない……まあ、確かにあのアイディアは成功した。それは事実だな」

「ええ、あの攻撃によって、我がキンリの戦士の士気は嫌いやがおうにも盛り上がるでしょう。この意気さえあれば、たとえ里が踏みにじられようとも、決してキンリ族は負けませぬ！」

　目を輝かせるリネト衆の若者を見て、サラサは考え込んだ。

　……キンリ族のカリスマは、すべて姫ひめ巫み女こが独占していた。人々の信頼と親愛の情を受けるべき存在として。

　しかし、それは平和な時代のカリスマだ。戦乱の時代には、戦うもののためのカリスマが必要なのかもしれない。

　……この者の下につけば必ず勝つ、絶対に負けない。と信じさせるものが必要だということなのかもしれない。




　一時間後、戦車の群れは、キンリの里の南方に広がる台地の上に展開して砲ほう塔とうを北に向けていた。

　そこからは、切り立った崖がけに囲まれた雪割り谷の光景が一望の下に見渡せた。

　基本的に戦車の大たい砲ほうは直接照準で水平に狙ねらうものであり、普通の大砲のように、仰ぎよう角かくをつけて山なりに撃うつものではない。それは本来自じ走そう砲ほうのやるべき仕事である。

　しかし、セリカスタン政府軍には装備された自走砲の数が少ないため、このような戦車砲を自走砲の代わりに使うという作戦を取ることとなったのだ。

　もっとも、Ｔ─55の戦車砲の最大射程は四千メートル以上もあることから、有効な反撃手段を持たない相手に対しては、十分に効果があると思われていた。

　メルト大たい佐さが歩兵中隊の中隊長に聞いた。

「周辺の警戒は大丈夫だろうな？」

　中隊長はうなずいた。

「ええ、この周囲最大一キロにわたって随ずい伴はん歩兵を展開し、ゲリラコマンドの襲しゆう撃げきに備えております。狙そ撃げき兵の隠かくれそうなポイントもすべて確認してあります。ご安心ください。ＲＰＧとＡＫの有効射程内には敵は近づけません」

　メルト大たい佐さは安心したように小さくため息をついた。

「よし、やっと当初の作戦通り事が進められる。準備でき次第砲ほう撃げき開始だ！」

　最初の戦車が手しゆ砲ほうを発射した。

　ズシン！　と腹に響く発射音と共に、発射の衝しよう撃げき波はで、戦車の周りから土埃ぼこりが舞い上がった。

　戦車砲の弾だん丸がんは、赤い火の玉となって雪割り谷の奥に吸い込まれていき、キンリの里の手前の崖の上で爆ばく発はつした。

『弾だん着ちやく！　わずかに左、修正右！』

　隣の戦車も砲撃を開始した。

　ズシン！

　赤い火の玉は、そのまま雪割り谷の奥で炸さく裂れつした。

『弾着！　わずかに前！　修正奥！』




　最初の戦車砲ほう弾だんが里の崖の上で炸裂したとき、龍たつ也やはサラサに言われたとおり洞どう窟くつの奥にある祭さい祀しの室の前で、リューカ姫ひめから渡されたエスカリボルグと名づけた革かわの棍こん棒ぼうを抱え込んで座っていた。

　祭祀の室の中では、リューカを中心にして、このキンリの里の巫み女この長老たち二十七人が人で描かれた曼まん荼だ羅らのように三重の円を描くように座って、目を閉じ低い声で、祖そ霊れいに対する祈りの言葉を詠えい唱しようしていた。

　そのとき、ずずずずずずぅん、という地震のような低周波が伝わってきた。

　龍たつ也やは思わず腰こしを上げそうになったが、龍也の後ろにある室の中では、詠唱を途と切ぎれさせる者は誰一人いなかった。

　……護モリ人トの俺おれが、一番最初におたついてどうするんだ。

　自分を叱しかり付けた龍也がもう一度座りなおしたとき。

　次の砲ほう弾だんが、この室のある岩がん盤ばんの最上部に炸さく裂れつした。

　広場の奥にある洞窟の中に、砲弾の炸裂音は響かなかった。ただ、伝わってきた地震のような低周波はさっきの数倍はあろうかというものだった。

　肌はだの毛穴をなぞられるような空気の振動が龍也を襲った。

　天てん井じように取り付けられている裸はだか電球が揺れて外れたのだろう、回廊の方からガラスが割れる音が聞こえた。

　……サラサさんの言うとおり、ここなら砲ほう撃げきの直ちよく撃げきを食らっても大丈夫かもしれないけど。こいつを立て続けに食らったら、神経が耐えられないな。これで停電にでもなったら、閉所恐怖症のヤツなら気が狂ってもおかしくない。

　でも、今の俺には、後ろの室に集まっている巫女さんたちと同じで、ただ祈るしかない。

　サラサさんたちの作戦が成功することを、祈るしかないんだ。

　龍也が両手を組んで目を閉じたその頃。

　特別製の最前線指揮車の車内で弾だん着ちやく観測員の報告を聞いていたリューコフ将しよう軍ぐんが、いても立ってもいられない、という風に立ち上がった。

「弾着の様子をわしも見たい、天てん蓋がいを開けろ」

「しかし、将軍閣かつ下かが車内から出るのは危険です！　あなたは本来なら、陸軍全体を統とう括かつするべき御お方かたで、こんなところに来てはならない方なのです、狙そ撃げきを受けたらどうするのですか？」

　メルト大たい佐さのいさめる言葉を聞いて、リューコフ将軍は両手を振り回した。

「ええ、貴様までそのようなことを言うのか！　会うヤツ会うヤツみんな同じことを言いおって！　周囲一キロを警戒し、狙撃の恐れはないのだろう？　ならばいいではないか、私にも我が戦車部隊の活躍を見せたまえ！　私は直じき々じきにセンドルク大統領にご説明しなくてはならんのだ！　わざわざわしが出向いたのはだ、ソナムルのヤツに自分だけ安全な場所にいたのでしょう？　などという卑ひ怯きよう者の烙らく印いんを押させぬためだ、さあ天蓋を開けろ！　双そう眼がん鏡きようをもってこい！」

　メルト大佐は、小さくため息をつくと、運転席に向かって言った。

「将しよう軍ぐん閣かつ下かのご命令のとおり、天てん蓋がいを開けろ」

「了解しました」

　運転士が手元にあるスイッチを操作すると、リューコフ将軍の頭上の装そう甲こうシャッターが、ゆっくりと開き始めた。

　この車両は、上部装甲版の一部がシャッターになっており、開放すれば、オープントップになるように設計されている。

　ピラーニャを製作したスイスのモワク社は、装甲性能が落ちることから難色を示したが、リューコフは、パレードのときにも使うことができるように、という理由で天てん井じよう部分を大きく開くように要求したのだ。




　そこから二キロ近く離れた岩山の中腹にある巧こう妙みように隠かくされた陣じん地ちで、じっと双そう眼がん鏡きようを覗のぞいていたネマコルが、小声で叫んだ。

「動いた！　出て来るぞ！」

　双眼鏡の中に映った特別製のピラーニャ装甲兵員輸送車の天井が開ききった。

　そして、軍服に金色の略章をつけた中年の男が顔を出した。

「間違いない！　サラサ殿どのの言ったとおり、あれはリューコフだ！」

　ネマコルは覗いていた双眼鏡を隣にいる部下に手渡すと、陣じん地ちの中に据すえつけた口径十二・七ミリの重じゆう機関銃じゆうに取り付いた。

　それは、キンリの里の入り口の崖がけの上の対空陣地に据えつけてあった、対空用のデグチャレフ重機関銃だった。

　対空用の脚を取り外し、鉄パイプで組んだ姿勢の低い四脚に取り付けられたその機関銃には、大きなライフル銃のような肩当てと、そして巨大なスコープが取り付けられている。

　十二・七ミリというこの口径の弾だん丸がんの有効射程距離は約二キロに達する。

　最近、この長大な射程距離と破壊力を生かした狙そ撃げき銃が「対物アンチマテ狙撃銃リアルライフル」という名前で作られ始めているが、これは、いわばその簡易版だった。

　元は機関銃であり、命中精度は狙撃銃とは比べものにならないほど悪いのだが、この銃の目的はとにかく遠距離に弾丸を撃うち込むことにあった。

　ネマコルは、その、にわか作りのアンチマテリアルライフルを構え、スコープを覗き込んだ。

　……一発で決めてやる。

　呼吸を整えて、ゆっくりと引き金のボタンに力を込める。

　超望遠のスコープの中の映像は、心臓の鼓こ動どうに合わせて細かく揺れるのがわかる。

　……くそ、できることなら心臓を止めたいぐらいだぜ。

　やがて、自分の中のリズムと、スコープのゆれのタイミングが合い始めた。

　このシンクロがすべて同調したとき、そのときに引き金が落ちるように指先の力を入れていく。

[image: ]

　本来ならば狙そ撃げきの腕うではサラサの方が上である。しかし、ネマコルは過去において何度もこの重じゆう機関銃じゆうを撃うったことがあった。

　その経験の差を考えて、サラサはこの役目をネマコルに託たくしたのだ。

　……あと百発撃たせてもらえていたら、もう少し自信を持って撃てたかもしれないけど……仕方ねえ。

　そして、すべてのタイミングが合った時。

　ネマコルは引き金のボタンを押した。

「ダゴォオオオン！」

　狙撃銃とは比べ物にならないほど重く大きな発射音が扇せん状じよう地ちに響き渡った。

「当たった！」

　ネマルコの脇わきで双そう眼がん鏡きようを覗のぞいていた部下が歓声を上げた。

　しかし、その光景を同じように双眼鏡で覗いていたサラサは舌打ちをした。

「くそ！　直撃じゃない！　腕うでの肉そぎとっただけだ！」

　そして、双眼鏡を覗いたままサラサは、心の中で考えた。

　……でも、リューコフは、これで戦意を喪そう失しつするかもしれない。なまじ殺したら部下が責任逃れに弔とむらい合戦仕掛けてくるかもしれないから、それよりはマシか。




　オープントップになった指揮車の天てん井じようの開口部の四方には、高さ三十センチほどの透明な防ぼう弾だんアクリル板が立ち上がっていた。

　これは、パレードのときの狙そ撃げき避よけのためのもので、小銃じゆう弾だんくらいなら、この板で十分防げるはずの装備だった。

　しかし、リューコフを狙ねらった弾だん丸がんは、この複合アクリルの板をあっさり貫通した。

　弾だん着ちやくする音は聞こえなかった。

　ただ、そのアクリル板が「バン！」と音を立てて震えただけだった。

　しかし次の瞬間。

　リューコフの左肩かたの下の部分の親指と人差し指と中指でつまみ上げたくらいの量の肉がもぎ取られた。

「うぎゃあああ！」

　左肩の下から鮮せん血けつをほとばしらせたリューコフは、動物のような悲鳴を上げて、指揮車の床ゆかを転げまわった。

　慌あわてて抱きついたメルト大たい佐さが、血まみれになりながら、リューコフの左肩を押さえて叫んだ。

「将しよう軍ぐん！　落ち着いてください！　弾だん丸がんは致命部を外れています！　動くとそれだけ血を失います！」

　メルト大佐の言葉に我を取り戻したのだろう、リューコフ将軍は、青ざめた顔で叫んだ。

「医者だ！　連隊付けの軍医を呼べ！　衛生兵ではない、軍医だ！　それと救難ヘリを大至急ここに向けて飛ばせ！　早くしろ！」

「すぐに呼びます！　ですから落ち着いてください！」

　そう言いながら、メルト大佐は考えていた。

　……ここが狙撃の範囲にあるということは、ここは敵の火力圏内ということだな、ヘリを呼ぶにも、治療に当たるにも、とにかく安全圏に下がるしかあるまい。

　この車両の周囲を先頭車両でカバーして、後方に下げるとなると、攻こう撃げきを中止する必要があるな。

　メルト大佐は、リューコフ将軍に向かって言った。

「攻撃中止命令を出してよろしいですか？　将軍閣かつ下か」

　リューコフは目を見開いた。

「いや、それはできん、攻撃は続けろ」

「しかし、それでは将軍閣下を安全圏まで後退させることができません。となると救難ヘリは着陸できませんから、閣下の治療はあくまで前線における応急治療を施すだけということになります」

　リューコフの目に恐怖の色が走った。

「ヘリが飛ばないというのか？　なぜだ！」

「閣かつ下かが狙そ撃げきされた弾だん丸がんは、おそらく大口径の対物狙撃銃じゆうです。つまりここは、その銃の制圧射撃の射界の中にあるということです。離着陸時のヘリを狙ねらわれた場合の危険性はお分かりだと思います」

　メルト大たい佐さは、子供に言って聞かせるように言葉を続けた。

「閣下が一刻も早く病院で治療をお受けになりたいのなら、方法は一つしかありません。攻こう撃げきを中止し、この指揮車を護る形で周囲を戦車で固め、後方に下がり、そこでヘリにお乗りになることです！」

「わ、わかった……攻撃を中止しろ！」

「了解しました、直ちに攻撃を中止します」

　メルト大佐がそう言ったとき、車内に軍医が飛び込んできた。

「軍医のジュフカンです！　傷口を見せてください！」

「早くしてくれ！　血を、血を止めてくれ！　それよりもこの痛みだ！　モルヒネをくれモルヒネだ！」

　大騒ぎをしているリューコフを軍医に任せたメルト大佐は、ポケットから取り出したハンカチで手についたリューコフの血をぬぐいながら、通信兵に言った。

「砲ほう撃げき中止！　各車は移動に備えろ。撤てつ収しゆうにかかるぞ！」

「了解しました！」

　通信兵が、ほっとしたような口調で答えるのを聞いて、メルト大佐は思った。

　……こいつは今までポーカーフェイスで任務を果たしてきたが、思わず本音が漏もれたというところかな。

　無理も無い。この部隊の中で、キンリの巫み女こに向かって砲ほう弾だん打ち込んで、うきうきワクワクしているヤツなんかいるわけが無いからな。

　メルト大佐は、後ろの方から聞こえるリューコフ将しよう軍ぐんのわめく声を聞きながら小さく肩かたをすくめた。

　……本来なら、この失点をカバーするためにはリューコフ将軍を送り返した後でも作戦は続行して、キンリの里を完全に攻こう略りやくすべきなんだろうが。リューコフ将軍にもしものことがあったら、その責任はそんなもんじゃすまないからな。

　ここは指示を待つ。という名目で、グルデンの基地まで下がって様子を見るとしよう。夜になる前に安全圏けんまで部隊を下げねばなるまい。

　……もしかしたら、こいつがキンリの巫女シヤーマンの呪のろいってヤツかもしれないな。




　気がつくと。

　戦車の砲撃が止やんでいた。

　息を殺して見つめるキンリ族の戦士の見ている前で、戦車がゆっくりと方向を変え始めた。

　……もと来た方向へと。

　サラサは立ち上がって叫んだ。

「やった！　撃げき退たいしたぞ！　敵はあきらめた！」

　谷の中に、角つの笛ぶえの音が何度も響き渡り、雪割り谷のあちこちから歓声が聞こえてきた。

　サラサは、周囲を警戒するように砲ほう塔とうを回しながらゆっくりと去っていく戦車の群れを見て思った。

　……これが、ちゃんとした役割分担のできている軍隊なら、指揮官が死んだくらいで戦闘をあきらめたりはしない。しかし、あれは軍隊の格好をしているリューコフの子分どもだ。

　リューコフがすべてであり、リューコフが死ねば自分たちの立場がどうなるかわからないという連中だ。

　戦闘を継続するより、親分の命を第一に考えるのは当然だ。

　そこに、付け入る隙すきがあった、ということだな。

　サラサは、小さくため息をつくと、喜びを爆ばく発はつさせているキンリ族の戦士たちに言った。

「では、手配のとおり、見張りを残して撤てつ収しゆうだ！」







　　　第十章　「シマオオカミ」







　歓喜と祝賀の一夜が明けた。

　セリカスタン最強と言われていたリューコフの戦車隊を、曲がりなりにも撃げき退たいしてみせたキンリ族たちは夕べ一晩、気勢をあげて、踊おどりそして歌った。

　宴えん会かいに招かれた龍たつ也やの腕うでを掲げたネマコルは、キンリの里の人々に向けて大きくうなずいて見せた。

『よいか、皆の者！　これからは、この者は、あだやおろそかにできぬぞ、今日からこの男は、わがキンリの里にやって来た軍ぐん師しとなるのだ。軍師シマオオカミ。それがこの男の名前である！』

　里の人間たちは熱狂的に手を叩たたき、口笛ぶえを吹いて龍也のことを褒ほめ称たたえた。

　……なんのことだかわからないけど、誉められているみたいだな。

　頭をさげておこうかな。

　龍也は、後頭部に手を当てて頭を下げて言った。

「あ、どうも」

　キンリ族の人々は爆ばく笑しようした。

　……なんか、間違ってるみたいだけど、受けたから、いいか。

　龍たつ也やは、笑いながら座った。

　サラサは「相変わらずだな」という顔で見ていたが、その隣に座っていたリューカ姫ひめは、英雄を見つめるような目で龍也を見ていた。

　そして、リューカ姫は、サラサに何かを耳打ちした。

　サラサは一瞬驚いたように目を見開いた後で、大きくうなずいて笑った。

「タツヤ！　リューカ姫がお前に用があるそうじゃ、ちょっとここに来い」

「え？」

　龍也は、いそいそと立ち上がると、リューカ姫の前にやって来た、そして、そこで他ほかのリネト衆しゆうがやっているように片膝ひざをつこうとした。

「ああ、ええんじゃタツヤ。今は立ったままでええ。これからリューカ姫が、お前に護モリ人トの労をねぎらう印を結んでくれるそうじゃ」

「印を結ぶ？」

「ええから黙ってリューカ姫の言うとおりにしておれ。この印をもらえる護人などめったにおらん」

「うん……」

　龍也が、言われたとおりにぼんやり立っていると、席を立ったリューカ姫が、その場にいるキンリ族の全員に向かって静かに、そして、りん、とした声で告げた。

『この者は、我がキンリの里の客人まろうどにして、我がリューカの護モリ人トなり！　この者はたぐいまれなる叡えい智ちを用い、我がキンリの民を救いし勇者なり！

　この者はテンジンに選ばれし客人なり！

　我は、ここにキンリの民の命続く限りこの者の名を歌にして歌い継つがん！

　汝なんじタツヤよ、我は汝を礼を持って遇し、我が命を汝に予くみするものなり。

　願わくばテンジンよ、我にその慈じ悲ひを、そしてこの者にその勇気を与えたもうことを』

　そして、リューカ姫はその場に両膝ひざを突くと、タツヤの右手を取って、自分の頭に載のせた。

　その場にいたキンリ族たちが、一いつ斉せいに息をのんだ。

　それは、キンリ族の姫巫女シヤーマンが、護人に対して最大の礼をするときの儀法だった。

「うわ、えーと、どうすればいいんだ？」

　龍也の手を頭に載のせたリューカ姫が上うわ目め遣づかいに龍也を見て言った。

「タツヤ……『ラグウィ、テンジン』」

　龍也は、サラサの前で誓わされた言葉を思い出した。

　……そうか、あの時も確か同じ言葉を言ったっけ、あのときと同じ言葉を言えばいいんだな。

　龍たつ也やは真ま面じ目めな表情になって目をつぶると、胸を張って言った。

「ラグィ・テンジン！」

　その場にいたキンリ族の全員が歓声をあげて手を叩たたいた。

　リューカ姫ひめはにっこり笑うと、頭の上に載のせてあった龍也の手を取り、ぎゅっと握り締めてちょっと頰ほおを染め、カタコトの日本語で言った。

「タツヤ、アリガト。タツヤ、ダイスキ！」

「うわ！」

　龍也は一瞬舞い上がったが、すぐに思い直した。

　……この子は、日本語がまだよくわかんないんだ。『大好き』って言葉の意味もわかっちゃいない。

　きっと「よくやった、苦しゅうない、好ましいぞよ」くらいの意味で使っているんだろう。……でも、こんな背中がくすぐったくなるような気分味わったのは初めてだな。癖くせになりそうだ。




　気がつくと、龍也は天てん井じようを見上げていた。

　……あれ？　えーと、ここはどこだ？

　上半身を持ち上げて辺あたりを見回すと、そこは、自分に与えられていた部屋の中だった。

　……確か夕べ宴えん会かいでなんかミルクだかヨーグルトだかわかんない酸すっぱい牛乳飲まされてそれから記憶がないや。

　あの牛乳のなかにお酒が入っていたのかな？

　龍也が飲んだものは、家か畜ちくの乳を発はつ酵こうさせて作られた酒だったのだが、龍也はそれを知らなかった。

　……さてと、戦争は終わったし、荷物をまとめて、日本に帰る用意でもするかな。

　まだ、ちょっとふらつく頭を振って、リュックのところに歩み寄ったとき、龍也の部屋のドアがノックされた。

「あ、はい、どうぞ」

　ドアを開けて入って来たのは、サラサと族長のフタルニだった。

　フタルニは龍也の前に立つと、うやうやしく一礼してセリカスタン語で言った。

『里のものが、あなた様の顔を拝はいしたいということで、待っております、窓からお顔をお見せくだされば、里のものは喜ぶでしょう、どうか里のものに手を振っていただけませんでしょうか？』

　サラサが面白がっている顔を裏に隠したような表情で言った。

「タツヤ、いつもの格好で、窓の前に立つのじゃ」

「え？　いつもの格好って？」

　サラサは壁にかかっているマウンテンパーカーと、ラクーンハットを指差した。

「あれだよあれ、お前さんのトレードマークじゃ」

「トレードマークというより、他ほかに着換えが無いだけなんだけどね……で、なんでそんなことしなくちゃならないわけ？」

　不満そうに答えた龍たつ也やを見て、サラサはにやっと笑った。

「近くの村とかに逃げていた里の人が、みんな帰って来たけぇの。ほんでもってお前のことが評判になっておる、ぜひとも顔が見たいというわけじゃ。早くそれを着て帽ぼう子しをかぶって窓の前に立つとええ」

　龍也は、今ひとつ納得がいかないという顔をしながらも、サラサに言われたとおりの格好をして、窓の前に立った。

　サラサが横に来て、布で覆おおわれた窓を外に向かって開けた。

　そこは、人で埋うめ尽くされていた。

　キンリの里の中央広場。

　そこに何千人という人々が集まって、龍也を見上げていた。

　一人がセリカスタン語で叫んだ。

『軍ぐん師し！　シマオオカミ！』

　広場全体がごうっと音を立てたように揺れた。

　それは、そこに集まった人々の歓声だった。

　人々は口々に叫んでいた。

『シマオオカミ！』

『軍師シマオオカミ！』

『救いの主シマオオカミ！』

　呆ぼう然ぜんとしたまま立ち尽くしていた龍也が、やっとのことで口を開いた。

「ねえ……サラサさん。あの人たち、俺おれに向かってなんて言っているんだ？」

　サラサは微笑を浮かべて答えた。

「こう言っているんじゃ、軍師シマオオカミ、とな」

「軍師シマオオカミ？　なんのことだ？」

　サラサはすっと手を伸ばして、龍也のラクーンハットから下がっているアライグマの尻尾しつぽに触ふれた。

「こいつのことじゃ、こいつが勇者の印で、シマのオオカミってことになったらしいのぅ」

「だって……そんな！」

　抗議しようとする龍也を見て、サラサは真剣な目で言った。

「お前は、姫ひめ巫み女こさまを護ろうとして、そして護った。勇者の資格は十分じゃとわしは思う。さあ、手を振ってやれ、皆に手を振るんじゃ」

　龍たつ也やはあわてて窓の外の人々に向かって手を振った。

　再び歓声がキンリの里を揺るがした。




　一時間後。

　サラサとフタルニは帰って行き、窓の外に集まった人々も三さん々さん五ご々ご解散して行った。

　部屋の真ん中に一人で座り込んで、呆ぼう然ぜんとしていた龍也は、のろのろと手を頭にのばし、かぶっていたラクーンハットを脱いだ。

　そして尻尾しつぽを手で持てあそびながら焦しよう点てんの合わない目で壁を見つめてつぶやいた。

「は、ははは、ウソだろ？　だって、俺おれ、軍ぐん師しじゃねえぞ」

　龍也は、目を落とし、ラクーンハットのアライグマの尻尾を見て言葉を続けた。

「んでもって……こいつは狼おおかみですらねえ……俺。どうなるんだ？　これから……」




　戦乱の地セリカスタンに、ひょんなことから迷い込んだ日本人、天あま山やま龍也十八歳さい。

　このとき、これから先の彼の運命を知っていたのは、はるかなる天空に住むテンジンだけだった。
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　　　あとがき




　まず最初にお断りを書きます（笑）




「この物語は架か空くうのもので、作中に登場する国家、団体、組織、個人については、すべて実在しません、もし同一、もしくは似たような名前の、それらの存在が実在していたとしても、それは完全な偶ぐう然ぜんの為せる技です」




　……こんな言わずもがなのイイワケなど書かなくとも、この物語を読んで「これはノンフィクションだ！」と思うような人は、まず存在しないと思いますが、まあ、もしも何かあったときのために、それなりに手を打っておく、リスクマネジメントの考え方をしておいても特に問題は無いと思います。

　私は映画館でも、ホテルでも、とにかく人の集まる場所に行ったときは、もしものときに備えて、まず「非常口」の確認をしておくという癖くせが身体からだに染み付いています。

　何かアクシデントがあるのが「当たり前」という世界で長く生きてきましたので、何かあったらどうするか。それを常に考えておくのが、私の「当たり前」なことになってしまったのだと思います。

　しかし、この私の「常識」は、今の日本では「非常識」です。

　今の日本で暮らす人々にとっては「何も無いのが当たり前」なわけですから。

　この物語の主人公は、その「何も無いことが当たり前」の日本に暮らす、ごく普通のどこにでもいる高校生です。

　そんな彼が、日本の常識などと全く縁えんの無い国に行ったら、どうなるのか？　それを「ありえないお話を、ありえるかもしれないと思えるように書く」という、いつもの私のポリシーに沿って書いたお話が、この『小さな国の救世主』です。




　世の中には、書店でこの本のタイトルをご覧になり「ふーん『小さな国の救世主』かあ、きっとほのぼのとした、心癒いやされる児童文学に違いない」と思い込んで、購入してしまう人がいらっしゃるかもしれません。

　電撃文庫と児童文学を間違える人は、まずいないと思いますが、まあ世の中は広いので、そういった方もいらっしゃるかもしれません。本というのは返品が効きませんので、このあとがきを読んだ方は、ついでにしっかり内容と作者を確認してからお買い求めいただきたいと思います。

　このシリーズも、一応「三部作」となる予定でして、一巻目が「なりゆき軍ぐん師しの巻」二巻目が「おざなり将しよう軍ぐんの巻」三巻目が「いまどき英雄の巻」と、サブタイトルも決めてあります。しかし、これが予定通りいくかどうかは「予定は未定にして確定にあらず」という言葉のとおり、不確定の要素が多分にありますので、確約はできません。

　お読みになった方にはお分かりだと思いますが、このお話の舞台になっている中央アジアは、ソビエト崩ほう壊かいまでは社会主義国家体制の下で、ほとんど外国との交流がありませんでした。作中に登場する兵器や火器も、聞いたことの無い名前ばかりだと思いますが、その手のマニアでなくとも、充分楽しめるお話になっておりますので、ご安心ください。




　最後に、作品に登場する「広島弁」については、広島市内に在住のゲームデザイナーにして、日夜三割のほらを吹き人心を惑わす悪の三割教団の教祖、銅あかがね大だい氏にご指導を受けました。

　キャラクターの設定上、かなり古風な広島弁となっていることを、念のために申し添えておきます。


（世間の常識から見ると、非常識な　鷹たか見み一かず幸ゆき）
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鷹たか見み一かず幸ゆき

埼玉県北部に本拠地を置く物語製造業者の一人で、人生経験が豊富なため、現実世界に立脚した作品を得意とする。今回の『小さな国の救世主』も、舞台となる国以外はすべて現実そのままの物語であり、作者いわく「これはイマドキの冒険小説です」とのこと。現在続巻執筆中。
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イラスト／Himeaki

いろんな意味で「RIDE」する事が好きで、ぬいぐるみをこよなく愛する絵描きです。さまざまなGEARの使い分けに近頃少々記憶喪失ぎみ……。










小ちいさな国くにの救きゅう世せい主しゅ




なりゆき軍ぐん師しの巻かん
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